
が
 
ア
シ
ュ
タ
ル
テ
女
神
像
土
偶
の
首
部
（
高
さ
七
・
一
一
 

 
 

 
 

（
 
2
 ）
 

ヤ
色
 ）
で
あ
る
が
、
墓
地
、
第
五
号
石
棺
墓
か
ら
出
土
 

し
た
 ア
シ
ュ
タ
ル
テ
女
神
像
土
偶
は
、
脚
部
を
少
し
欠
 

い
て
は
い
る
が
、
 
他
は
 完
全
 

古
 
で
あ
る
。
 

-
3
 

）
高
さ
一
一
・
 0
 セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
七
 
二
 二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
み
 

二
 ・
 ニ
 セ
ン
チ
メ
ー
ト
 

 
 

 
 

エル 

裏
側
は
一
面
に
赤
色
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
 

前
 九
 f
 八
世
紀
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
 
、
 及
び
、
「
南
の
テ
ル
」
 
B
 地
区
か
ら
出
土
し
た
 

における ア 

『 コ 
肩 j  一   と   
と 年 
が 度   
る 出 
  土   
さ た 
/  Ⅰ 一一 =     
セ ラ 
、 ノ ち 

チ 一 -       
    ロ レ コⅠ 「 

  
で （ 
  A     
空 - ） 

  
表 発 掘 倶 り 

は さ   
ェ た 
  ノ ア 
ク シ 
模 ユ     
赤 テ 
色 女   
色 像 
が 土   
さ の     

ソ ，タルテ信仰 

像 互 層   
と 体 し テ ロ ー   
        五               

  古 
代   イ 

、 の 上 ス 
  
フ 

コ三 

ノン 

  
アし ケ @ 

お 
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る 

  ア 
学 シ 
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査 
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一
九
）
。
 

こ
の
よ
う
な
家
庭
祭
儀
に
際
し
て
、
こ
れ
ら
の
供
物
（
 葡
 萄
酒
と
 パ
ン
）
を
そ
な
え
、
ま
た
、
香
を
た
く
、
対
象
 が
あ
っ
た
の
で
は
な
 

い
か
、
そ
れ
が
、
押
型
に
よ
っ
て
大
量
製
産
せ
ら
れ
た
 小
 さ
な
女
神
像
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
言
う
こ
と
が
考
え
 ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

ア
シ
ュ
タ
ル
テ
は
 、
 ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
は
、
 下
 ㌢
 o
 ～
 
W
 （
 
ぽ
、
 フ
ス
・
シ
ャ
ム
ラ
文
書
で
は
、
下
目
占
 
い
 （
 
佳
 
a
 下
 、
 

ェ
ニ
 キ
 ヤ
列
 文
 で
は
 

こ
の
家
庭
祭
儀
に
お
い
て
は
、
葡
萄
酒
と
パ
ン
が
供
え
 

，
 
ら
れ
た
（
 
イ
ェ
 レ
ミ
ア
四
四
 
ノ
 一
八
 
｜
 一
九
。
 

セ
ノ
 一
八
参
看
）
。
 

パ
 

ン
は
 、
こ
の
女
神
に
か
た
ど
っ
て
ー
こ
の
女
神
の
シ
ン
ボ
 

ル
 と
し
て
の
新
月
と
金
星
に
か
た
ど
っ
て
 

｜
 造
ら
れ
た
 （
 
イ
ェ
 レ
ミ
ア
四
四
 
ノ
 

で つ れ て 
あ た こ ア ら い こ   
るこの 。 と神ュ シ も の ら   の で の 
  祭 ル   
イ 俵 テ 、 多 像 
ヱ は は 

レ " メ ま、 個人畳 製 １ 

2 本 ソ 家 産 い 
ア 来 ポ 庭 せ ず 

で ら れ   タ 書セノ ミア 婦人達 ら た /J へ 
    憶往 こ さ 

八 よ ィ た と く     
ら て ュ で 君 (a) 
推 執 タ   
走 り ル   
出 行     
来 ね ィ   
る れ シ 
  

。 た @ ュ と さ 下日 

つ む タ 考 ら ら 
ま の め え に れ   ら @ た 
、 あ 々 れ (c@  と   る 万 考       で 墓 ら     

る ら " 書で にお 庭に 。 も ま   出 た 
て い - 「 土   

祀 て 天   
ら 、 后 て 押 
れ 案 」   
て 族 と る あ   こ ろ 

た 質 さ と り 
こ が れ   
と 手 て を 鋳 

合 理 

が 、 伝い つ る せ に 
考 て 。 若 よ 
え え っ り @ る て   
る を   造ら と、 

こ れ 

 
 
 
 
 
 

も
の
、
一
つ
は
青
銅
製
の
 レ
 
セ
フ
神
像
ハ
 
4
 レ
（
高
さ
約
 セ
セ
 
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
 
前
セ
 世
紀
初
期
の
も
の
、
と
考
え
 
 
 

 
 

一
九
六
六
年
度
に
は
、
「
北
の
テ
ル
」
か
ら
二
体
が
出
土
 し
た
。
一
つ
は
ア
シ
ュ
タ
ル
テ
女
神
像
土
偶
の
頭
部
で
 、
前
一
 
0
 
世
紀
頃
の
 

 
 

前
 一
一
世
紀
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
 尚
 、
こ
の
像
に
は
、
 土
 を
 損
ね
て
押
型
で
型
を
取
り
、
の
ち
焼
成
し
た
痕
跡
が
 歴
然
と
し
て
い
る
。
 

 
 



  

Ⅷ
断
片
及
び
及
び
分
類
不
可
能
の
も
の
 

 
 ろ

ブ
 リッ
チ
ャ
ー
 
ド
 に
よ
っ
て
類
別
さ
れ
た
小
女
神
 
仰
群
を
、
 

-
7
 ）
新
た
に
、
遺
蹟
ご
と
に
、
再
編
成
し
て
、
 
そ
 
の
 
鉄
器
時
代
（
イ
ス
ラ
エ
ル
 

 
 

 
 
め
 

時
代
）
に
属
す
る
も
の
の
み
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
如
 く
な
る
。
 

 
 ノ
ン
 

エ
 

 
 

メ
ギ
ド
 
ミ
 の
 幅
 式
年
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

ト
 Ⅰ 

 
 

m
 刑
臣
に
団
斗
 。
 ろ
 も
の
 

 
 

休
 

下
士
 

Ⅰ
 
丁
 

 
 

V
 
型
に
屈
ず
る
も
の
 

セ
 
休
 

 
 
ノ
ン
 

Ⅶ
柱
状
型
 

 
 
  信仰 

J 
Vr V Ⅳ Ⅲ Ⅱ 工 ， 

B   
目 凹 古 両 両 ヵ   で ォ 
親 雅 代 腕 手 デ フ （ ある 或 

コヘ @@ Ⅰ リッチ 型（ 妊 を持つ 型（耳 を両脇 で両乳 シュ型 

坤 男を な 吊 （雨 里 輪 を 垂 に 
  

型   
  

つ れ 抱 腕 ド     
  o 円 

子 
ゴ 

け たいてひ てえをは 、 ） 
妾コ 

  
り る い ろ パ 

  、 型 る げ レ 
と 
  

  両 型 た ス 
手 型巨 テ 

さ 
れ 

  

を   
  

た 
両 ナ が 

で 宇 山 
一文 ノ に 王 ギ 
叉 花 の 
  の 小 

  
  

て 茎 女   
  神 蓋   

る 
口 Ⅱ 

ま 像 こ @ 
  そ 
等 を、 たは   の 
を   
ズナ 

ロむ 

蛇 の ，コカ 目 
  を 八 

持 つ 
移 
さ 

つ め れ 
6 型 て 

の に 
を 類 

レ 
  

含 別 
  
  

が し   ）   
て   
  と 

る 0 （ ） 6 称 
さ 

れ 
た 

西 
セ 
  
系 
の 
曲 ソ モ三 

へ
 ・
 
用
 



  

 
 

ア
イ
ン
・
シ
ェ
ム
 ス
 
イ
 
L
 @
 
コ
 の
 す
 ㏄
 コ
 目
の
 

一
体
 

土
型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

Ⅲ
型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

体
 

ゲ
ラ
 ル
 
Q
 の
「
 
口
 （
 

一
体
 

廿
 型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

Ⅲ
型
に
属
す
る
も
の
 

四
 体
 

Ⅶ
型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

 
 

五
体
 

Ⅷ
型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

計
一
一
体
 

テ
ル
・
ベ
イ
ト
・
ミ
ル
シ
ム
 づ
臼
 -
 い
 よ
（
 紺
 ぢ
ム
 ヨ
 

Ⅱ
型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

休
 

Ⅵ
型
に
属
す
る
も
の
 

五
 
体
 

W
 型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

体
 

一
体
 

Ⅷ
型
に
屈
す
る
も
の
 

 
 

計
一
四
体
 

W
 型
に
属
す
る
も
の
 

四
 
休
 

Ⅶ
型
に
属
す
る
も
の
 

九
 
体
 

計
二
一
体
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W
 型
に
属
す
る
も
の
 

五
 
ィ
木
 

Ⅷ
型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

休
 

計
一
 0
 休
 

ト
 ・
シ
ヤ
ン
 
い
 0
 円
ゴ
 
l
 の
 ゴ
リ
コ
 

V
 型
に
属
す
る
も
の
 

一
 
体
 

W
 型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

体
 

Ⅷ
型
に
属
す
る
も
の
 

四
 
体
 

計
七
体
 

 
 

Ⅱ
型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

体
 

Ⅶ
型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

体
 

計
二
体
 

ル
 ・
ア
フ
・
ハ
ワ
ン
 
ビ
 の
二
戸
す
白
 ヱ
が
圭
 
曲
目
 

Ⅱ
型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

体
 

計
一
体
 

ヒ
リ
イ
ヱ
い
笘
 三
 %
 ぜ
せ
 
の
 

Ⅶ
型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

休
 

計
一
休
 

ザ 
  
T テ べ 
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内
、
 Ⅱ

型
に
属
す
る
も
の
 

一
 
"
 
体
 

V
 型
に
属
す
る
も
の
 

一
 
休
 

Ⅵ
型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

休
 

Ⅶ
型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

体
 

計
一
 0
 休
 

（
 
9
 ）
 

サ
マ
リ
ア
か
ら
は
 一
 O
 
体
 。
 

え い う   
ア 
ノ @ ソ 

、 し 神 の   
ニ L T 、 像 如 
  

が は っ 合に ね " た し アルプ出く シ ・ り土 " 
ナ き れ   ユ エ ッ の プ 
ス り わ ド ル チ 箇 リ 
べ 握 れ ド ・ ヤ @ ツ 

出 か は 
土   
の と そ 
鉄 が れ 
器 出 ぞ   
時代 来れ 、 の 
Ⅱ 卜 ま 発 
女 た 掘 
    謂 

像 そ 査 
  の 朝 /@ ノ     
  年 告 

代 菩   
体、 
    
明 写 

す 瞭 真 
べ な 域   
て も は の ナ 土 の 

Ⅶ 0 図 六 ス し 
型   遺 べ た 

  み 掲   
小女 

神 
属 像 

を       
て ど 

と 

そ   
の 時 ハ れ 

こ、 ｜ 

型 代 ッ て 

小 才 ぃ 
再 

  
女 ル な 

編 
プ 成 
@ し 

  神叫 俊志 い の 力 - し 
チ を 、 Ⅱ o 本 で 、 結 
  
  こ サ そ 

果、 

ド れ ％ れ 鉄 
の @C  り を 器 
定 加 ア 補 時 
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ⅠⅡⅡ 

  
  
  

す 
る 

  
  

計 
      
休 休 

テ
ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
か
ら
は
、
型
の
明
瞭
な
も
の
は
三
体
。
 

内
、
 Ⅱ

型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

 
 

Ⅶ
型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

休
 

-
2
 

l
 ）
 

ア
シ
ュ
ド
ド
か
ら
は
二
体
。
 
い
 
づ
れ
も
Ⅱ
型
で
あ
る
。
 

-
 
托
 ）
 

ハ
ツ
 ォ
か
 
か
ら
は
五
体
。
 

内
、
 

Ⅱ
型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

一
休
 

V
 
型
に
属
す
る
も
の
 

一
 
休
 

W
 
型
に
属
す
る
も
の
 

 
 

休
 

Ⅶ
型
に
屈
す
る
も
の
 

 
 

体
 

計
五
体
 

-
l
 

Ⅰ
 
l
 
人
 @
 

テ
ル
・
 
エ
 ル
・
カ
シ
 レ
 か
ら
は
一
休
。
Ⅶ
型
に
属
す
る
。
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シ
ェ
ル
で
、
他
は
す
べ
て
内
陸
に
あ
る
。
 

 
 

 
 

テ
ル
・
ア
フ
・
ハ
ワ
ン
 

メ
ギ
ド
 

ベ
ト
 
・
シ
ャ
ン
 

テ
ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
 

サ
マ
リ
ア
 

テ
ル
・
 
エ
 ル
・
カ
シ
 レ
 

テ
ル
・
エ
ン
・
ナ
ス
 
ベ
 

ア
シ
ュ
ド
ド
 

ア
イ
ン
・
シ
ェ
ム
 
ス
 
（
 ベ
ト
 
・
 シ
ヱ
 
メ
ッ
シ
ュ
 

ザ
ヒ
り
イ
ヱ
 
（
テ
ル
・
 ザ
 カ
リ
 イ
ェ
 
）
 

テ
ル
・
エ
ル
，
ア
ジ
ュ
 
ル
 

テ
ル
・
ベ
イ
ト
・
ミ
ル
シ
ム
 

ゲ
ラ
 ル
 

以
上
一
四
遺
蹟
の
う
ち
、
地
中
海
に
臨
む
も
の
、
 

）
 

及
び
、
そ
れ
に
近
い
も
の
は
、
 

テ
ル
・
ア
フ
・
ハ
ワ
ン
、
テ
ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
、
 
テ
 

以
上
、
プ
リ
ッ
チ
ャ
ー
 ド
 に
 甚
 く
 

上
し
た
遺
蹟
を
 、
 北
か
ら
南
に
向
 っ
 

ハ
ツ
ォ
ー
 ル
 

八
 遺
蹟
と
、
わ
れ
わ
 

て
数
え
る
と
、
次
の
 れ
が
新
た
に
追
加
し
た
 人
 遺
蹟
と
、
合
計
一
四
の
 、
 

様
に
な
る
。
 

  
捧 

  
  
  
女 
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ま
た
、
鉄
器
時
代
小
女
神
像
の
推
定
年
代
に
関
し
て
は
、
 次
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 

メ
ギ
ド
出
土
の
二
一
体
は
、
一
休
（
前
人
 0
0
 年
１
所
 四
 五
 0
 年
頃
 9
?
 
）
を
除
い
て
、
他
は
悉
く
、
前
一
一
世
紀
 か
ら
 前
セ
 世
紀
匹
目
 一
 

る
 各
地
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
 

テ
ル
・
ベ
イ
ト
・
ミ
ル
シ
ム
の
一
四
体
は
、
前
一
三
世
紀
 か
ら
前
六
世
紀
に
 亘
る
 各
地
屑
か
ら
出
土
。
 

ゲ
ラ
 ル
 の
一
一
体
は
、
前
一
二
世
紀
か
ら
前
七
世
紀
に
 及
ぶ
各
地
層
か
ら
出
土
。
 

ア
イ
ン
・
シ
ェ
ム
 
ス
 の
 
一
 
0
 体
は
、
前
一
三
世
紀
か
ら
 一
 
刊
 六
世
紀
に
至
る
各
地
層
か
ら
出
土
し
た
。
 

ベ
ト
 ・
シ
ャ
ン
の
七
体
は
、
前
一
二
世
紀
及
び
 前
 
一
一
世
 紀
の
地
層
に
属
し
、
 

テ
ル
・
 ェ
ン
 ・
ナ
ス
 ベ
 出
土
の
二
八
体
は
、
前
一
二
世
紀
 か
ら
前
六
世
紀
の
間
の
地
層
に
属
し
て
い
た
。
 

ハ
 ツ
 オ
ー
ル
で
見
出
さ
れ
た
五
体
の
う
ち
、
四
体
は
 、
一
 
制
一
 0
 世
紀
（
二
体
）
、
前
九
世
紀
（
一
体
）
、
前
八
世
紀
 

（
一
体
）
の
各
地
層
 

に
 属
し
た
が
、
他
の
一
体
に
つ
い
て
は
、
鉄
器
時
代
に
属
 し
た
と
の
み
報
告
せ
ら
れ
て
い
る
。
 

テ
ル
，
ゼ
ロ
ー
ル
の
三
体
は
、
前
一
一
世
紀
 及
 前
 九
 １
人
 世
紀
の
各
地
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
テ
ル
・
エ
ル
・
ア
ジ
ュ
 ル
 出
土
の
鉄
器
時
代
 小
 女
神
像
二
体
は
 、
い
 づ
れ
も
、
前
一
 
0
 世
紀
乃
至
前
九
世
 紀
 に
属
し
、
 

テ
ル
・
ア
フ
・
ハ
ワ
ン
出
土
の
一
体
は
、
前
一
三
世
紀
 乃
 空
前
一
二
世
紀
に
 、
 

ザ
ヒ
り
イ
ェ
 
出
土
の
一
休
は
、
前
一
 
0
0
0
 

年
頃
に
 

、
 

テ
ル
・
 エ
 ル
・
カ
シ
 
レ
 出
土
の
一
体
は
、
前
九
世
紀
に
属
 す
る
。
 

つ
ま
り
、
鉄
器
時
代
小
女
神
像
出
土
の
遇
 蹄
は
 、
特
定
の
 箇
所
に
局
限
せ
ら
れ
ず
、
広
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
全
土
に
 か
っ
て
、
分
布
し
 

て
い
る
の
て
あ
る
。
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0 組   

  地 に   
と 

      て 

ⅠⅠ @@ 小 め る 
侵 各 

分 
布 

鉄 。 八 時 し 

  か             て 
」 に卜 丑 ら @C お 
  定 属 てい 0 。 叫ノ 円 改苗十 る 

/ 」Ⅱ 着 す   
女 さ る と 

中ネ で こ 

像 の と   及 
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属
す
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
 

か
く
の
如
く
、
上
記
 各
迫
曲
 出
土
の
鉄
 拙
 時
代
小
女
神
 像
は
 、
そ
の
殆
ど
す
べ
て
が
、
前
一
三
世
紀
か
ら
前
六
世
 紀
 に
む
 る
 各
時
代
に
 
 
 
 
 



 
 

り
 石
棺
 咄
 が
ら
出
土
し
た
ア
シ
ュ
タ
ル
テ
女
神
像
上
 偶
を
 挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
⑨
     

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

の
 、
交
通
或
は
通
商
に
附
随
し
て
の
移
入
も
考
え
ら
れ
 る
 。
 

  

 
 

イ
シ
ュ
タ
ル
が
拝
ま
れ
た
（
 イ
ェ
 レ
ミ
ア
 七
ノ
 一
八
、
 凹
 四
 、
一
九
）
。
こ
れ
ら
は
、
 

ュ
 
い
ず
れ
も
、
 コ
 シ
ア
王
の
改
革
に
よ
っ
て
 、
取
 り
 除
 か
如
仙
 
た
が
、
 イ
ュ
 ホ
ヤ
 キ
ム
 が
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
 オ
 フ
 カ
 ド
ネ
ザ
ル
に
 臣
五
 す
る
に
 及
 

 
 

 
 

つ
に
な
っ
た
（
 列
 三
下
二
円
 ノ
 三
）
。
 

  
ナ 
に 里 , 、 
及 教     丁 ｜ ｜ 。 1. 移           国   
般 故       
力こ @ こ、 @ 
埋 墓 
畏 く 

と考 崇拝 

      
入 る       
  
王   

" ト ア 
    
エ / Ⅰ リア   
  ア     
下配 、 が 五 
      
一一   @ 

ノ ア 、         
五 ） %   
太イ 

信
仰
が
青
銅
器
時
代
田
小
女
神
像
信
仰
の
継
承
で
あ
る
こ
 と
を
示
す
も
の
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
 

イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
異
教
信
仰
は
、
こ
の
よ
う
な
 前
 

 
 

移
入
が
考
え
 ろ
 

る
 。
 

国
外
か
ら
の
、
異
教
信
仰
の
移
入
と
し
て
は
、
 

先
づ
、
王
 妃
の
家
郷
よ
り
の
移
入
、
が
あ
る
。
ソ
ロ
モ
ン
の
妻
妾
 達
が
、
 例
え
ば
、
 

 
 

、
モ
ア
 ブ
 の
神
 ケ
モ
シ
ュ
 
の
如
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
国
 の
神
々
を
移
入
し
て
 

こ
れ
を
祀
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
 列
王
 上
一
一
 
ノ
 
一
 １
ハ
、
 
列
 正
丁
三
一
 フ
一
 
三
）
。
 ィ
ス
ラ
エ
 
ル
国
 ア
 ハ
フ
王
は
 シ
 ド
ン
の
 

女
イ
ゼ
 
ベ
ル
を
 笘
り
 、
サ
マ
リ
ア
に
バ
ア
ル
神
殿
を
建
 て
 
（
 列
 三
上
一
六
 ノ
 三
一
 ｜
 三
三
）
、
ま
た
、
 
ユ
 ダ
国
王
 コ
ラ
ム
は
 々

ス
ラ
ェ
 

の
ア
 ハ
ブ
の
眼
を
妃
と
し
、
バ
ア
ル
崇
拝
を
移
入
し
た
 （
 列
 三
下
 人
ノ
 
一
八
）
と
、
記
さ
れ
て
い
る
。
 

ル 玉 、 シ   
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で 現 石 は の 
石 、 間 こ 

五 四 一 第第第 、 しを か填を 塊 こ れ   
号 号 号 し め お ら 墓 西 は ら 
万 万 万 、 て い の の 方 一   
棺 棺 棺 蓋 お て 石 石 を 定 石 
墓 墓 墓   
は は は   に と て 墓   残 蓋 の は   
も 棺 も 存 石 高     て な   

と 身 と し と さ 構 主 構 い 「 
三 の も て し を 造 と た が 北 

枝 束 と い て 整 形 し れ 、 の 
あ 半 玉 ろ は え 式 て つ い テ 

っ 分 枝 も 数 " と 右 て ず ル 

た る の 0 枚 右 し   
と 失 人 は の の て 

見 じ 型 、 天 際 は 岩 て ど たもの 。 、 西 
ら 、 板 第 型 間   用   
れ 蓋 石 - の に 大   ほ ・ 二 
る 石 が 号 板 は 型   
蓋 は 横 百 万 小 の   長 O 
石 工 架 棺 が 万 万     
は を さ 墓 使 魂 な   を l 
、 遣 れ 、 用 を 基     
北 す て 策 さ 填 部           西 の 寄 た 号 て て お       石 い 、 き   

平 
南 土 

の も で 東 の 

二 に あ 、そ 棺墓 、 る 。 側壁 り @ 衷 心   を の で の 丘 

第 精 工 あ   ぅが が遺 位置 五 威 に る   
存 で   

号石 

    
し は 四 、 型 と 互 

棺一 棺 の 杖道なく、 ヨて 掲 ・マ 底 石 る 。 に地 

  に を   
て 第 は 丘交   
お - ユ /@ "" へ 積   

板 み   
号石 

旦 退 " ・ 斤 Ⅰ " " 
右 に   

棺 を し も て 
申蔓生、 敷   め呂 

き さ 判 ま 
第 - り   
      
口言 リ 月目口 巨 た 各 
石 に 板 根 石 
木 目 ｜ H 小 石   
男ミ 。 ト 百 や で 墓 

を そ 
こ 発 の テ   
ら し ち ・ 

九 た 五 ゼ 
基 。 基 ロ 

の 第 を @ 
百 二 発 か   
墓 及 し お   
そ 三 こ わ   
構 の 墓 わ 
造 調 地 れ 
形 査 の の 
式 を 発 発 
に 道 掘 掘 
お し は 調 
い て 、 査 

て 、 第 の 

      三 男   
次調 調査われレス 

テ は （ 査       
ナ 計 九 一 

で は墓六六 九六九 
仙石） 、 0 年玉 年 
に 棺 に ） 
そ 蓉 も に   
頻 発 け し   
な し れ 、 
求 た 、 わ       
で 
は石 もの る 。 れは 

  棺 

あ 新 墓 
る た 群 

に を 
、 発 

四 - 尼 
基   



 
 

、
 追
葬
 に
際
し
て
、
以
前
の
披
 葬
 者
の
遺
骸
を
片
隅
に
 取
り
片
づ
け
た
状
況
が
見
ら
 
鵬
 

キ
ね
 、
第
三
号
第
五
号
第
六
号
第
八
号
の
各
 石 棺
墓
 で
は
、
古
い
遺
骸
や
副
葬
品
の
上
に
 、
 新
し
い
 遺
 骸
を
重
ね
て
葬
っ
た
状
況
も
 
 
 
 
 

吉
 
見
ら
れ
る
。
 

  
と 

そ れる 見 

られ の " 
つ 。 て 

  
第 は 
一 再 

  
第 も     
  
弗 上 
九 で -     
弗 た   
  

第 
  
一つ ロ 

  
五 
基 
  
石 
  
凸呑 

で 

ま @@@@@ 

あ 
き 

  
  
  

    
度 
Ⅰ二人 

- ヒ 
  
埋 
葬 
  
お 

 
 

 
 

 
 

 
 

号
 石
棺
 湖
は
抽
覇
 者
は
一
体
 

 
 
さ
 0
,
 

七
メ
ー
ト
ル
で
、
，
 

暇
ん
 

@
 
 
つ
 Ⅱ
 入
Ⅱ
 

山
い
 
-
4
-
l
 

し
 0
 

 
 
  信仰 

    
  各 個 一 号棺 拙 策 第   の 石 底   
さ 棺   入 棺 に 四 号 音 
  木 展 墓 石 八 墓 

に で 敷 
石     規 は あ き 芸   

  、 る が 
    基は、 皿石を 石 蓋 
h@ - 石 ら @ 久 に 蓋 
ル 定 弼   い は 石 
で し   

  
る て 、 と 

  て       
・Ⅱ @.i. @ く い め の   
し - な         

  
大き Ⅲ い O   第 
く   第     

枚の 二枚   
    

自立し一Ⅰ h Ⅱ 
  

第 号   
八 万 小官 が 石 
号 棺     
五 束   
甘ロ っつ 第 ら 架 
四 円 五 れ さ 

は 法 
号石 

て れ   い て   権 目 ， た お 
渋 き 墓   
で さ 思 

      
  
  

さ ・ 放 、 ・ 

一 ） 
る 

    
        西 

正 長 と 寄 
メ さ             V-     
j  レ - 一一       
    を     走   

底石 

す         を み 
メ 巾一 邑 叫伯胚 で   す あ 

  る   み   
三司 -, 圧   策 の 



占 
  
  
て 

@
0
 
）
 

い
る
。
 

  

な
お
、
前
一
一
世
紀
に
、
テ
ル
・
 ゼ
 

海
港
ド
ー
ル
 し
 0
 （
を
、
所
謂
「
海
の
人
」
に
属
す
る
と
 0
%
 

左
の
 

モ
 N
 の
 叶
村
 
㏄
守
が
 

 
 

に
 対
し
て
、
個
人
皇
で
あ
り
、
そ
の
規
模
も
余
り
大
き
 た
だ
、
 

ギ
り
 

-
9
-
 

く
は
な
い
。
 
シ
ァ
 の
場
合
は
、
テ
ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
の
石
棺
 塞
 が
安
 肢
 米
で
 あ 
る 
  

テ
ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
の
石
棺
 束
は
 、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
お
 

 
 

 
 

 
 

代
 
（
 
前
 一
一
二
五
１
所
 一
 
0
 セ
 五
）
に
属
す
る
墓
に
 、
テ
 ル
 ，
ゼ
ロ
ー
ル
の
 右
 

れ
る
。
 

-
8
-
 

こ
れ
ら
の
 要
 索
か
ら
、
こ
れ
ら
の
石
棺
 弗
が
 営
ま
れ
た
の
 

 
 

紀
 に
あ
た
る
と
見
ら
 

九
基
の
石
棺
 虫
 中
に
副
葬
さ
れ
て
い
た
土
器
類
 は
、
す
 
べ
て
、
鉄
器
時
代
に
属
す
る
も
の
 

の
と
 比
 慨
す
る
仕
ら
ば
、
 
一
 
・
北
の
テ
ル
」
の
第
一
一
層
 
｜
 第
九
層
の
も
の
こ
最
も
近
似
す
る
。
，
 

@
 
.
4
 

（
 
6
 
l
 

）
 

ま
た
、
石
棺
墓
の
構
築
に
明
し
、
第
七
号
石
棺
塞
が
後
 

 
 

時
代
に
屈
す
る
と
推
定
さ
れ
る
 土
増
 墓
を
断
ち
切
っ
た
 状
雙
で
雙
 か
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
 

@
 
Ⅳ
 -
 

る
こ
と
を
知
る
。
 

で
あ
る
。
土
器
形
式
を
テ
ル
で
出
土
し
た
も
 

れ
て
お
り
、
第
四
号
石
棺
 塞
 が
後
期
青
銅
器
 

、
石
棺
 京
臼
拙
 築
年
代
が
鉄
器
時
代
に
属
す
 

ば
、
こ
 

，
 
l
 可
 、
 

 
 

れ
ら
の
石
棺
 墓
は
 、
当
時
、
家
族
 栗
 と
し
 ァ
 

こ
れ
ら
の
石
棺
 曲
 が
使
用
さ
れ
た
 姐
 Ⅱ
は
 、
 
    

に ま   
い て       
問 思 
を わ 
考 れ （ 

  
  
と 

  
  
  
@.A ヰん よ 
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こ
の
よ
う
な
、
石
棺
束
の
再
使
用
の
形
跡
と
、
第
三
百
方
 棺
 寒
中
に
小
児
の
辿
 骸
が
 葬
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
 考
え
る
わ
せ
る
な
ら
 
 
 



ヰ
ノ
 

か
的
 階
層
に
お
い
て
、
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

 
 
 
  
 
 
 

 
 

群
 に
よ
っ
て
、
部
族
 神
 、
あ
る
い
は
部
族
 群
 共
通
の
神
 と
し
て
崇
拝
せ
ら
れ
（
所
謂
 

キ
 
ト
日
ロ
 田
ガ
 （
 
ゼ
 0
 三
 ⑧
、
ま
た
、
民
族
国
家
成
立
後
は
 、
民
放
の
神
と
し
て
、
崇
拝
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
 同
 時
に
、
小
女
神
像
崇
拝
を
含
 

 
 

と
し
て
、
一
般
的
に
 、
 行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
 の
で
あ
る
 "
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  ル
等
が
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

ラ
エ
ル
の
地
に
広
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
各
時
代
に
 亘
っ
 
て
 、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
各
社
会
 

  テ 信仰 

  
た 上 
も @C   
  べ   
国 つ   
故 知 

  
圧 イ 
カ ス 
@<; ラ 
よ ェ   
て @C     
せ る 
ら 里 ,, 
れ 教 

信仰 たも     
- 文 -/ - 用       
山                       

  
ほ の       
て よ 
返 る     国 
か 玉 
ら 女己   
八 % 
せ 国 
ら よ   
た 移   
の せ 

@ ら 

ス と 
  
ア こ 

ラ 考 ル の 

エ ノ りレ， % ・ 「 
ゼ 海 

  ロ の             め る ら 
ら ま 、 当 伸 る     の と せ 
し こ 号   住 し 考 
た の 石 
も ア 打 ;   民 が、 てえ れ 

、 構 は 
と ュ か こ 造     ら 考え 兄山 ろ タルテ 成立 海 「   0  @C  ゼ     大 篆 ロ 
の 像 た 」 造 l 

で 土， ア と 技 ル     
連 の 石 ゑ 巴は コタ   

海 「 J レテ あ るお に 募 と 
こ い ギ   
と て リ 

女神性 の人」 は 、 シ 
円 -.  ， - l- 一 目 "  ； コ ア   
@.0% 屈め Ⅱ㌍ l@ Ⅲ 古 @ ま ね サ 

で リ ブ 
Ⅰ 

も る   
な 存 ミ ，｜ ： 、 いの方 零 卸 @ Ⅰ・ Ⅹ   
o こ ネ 

N 臣 ㏄ J ： ソ 1l ロ @ ・ と 時 
が 、 「   
    

テ の 考 石   
  」 棺墓 えら 

ゼ と 

ロ 結 ⅡⅡ お の叶 ㌧ ラム 住   
か つ 
  のであ（ 0 ヨヴ     る O "m が 



 
 

 
 

註
 

 
 

（
Ⅰ
）
テ
ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
発
掘
調
査
 報
 上
口
書
と
し
て
は
、
次
の
 三
巻
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
 

大
島
清
編
テ
ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
、
 

1
 、
一
九
六
 
-
 
ハ
 。
大
息
清
編
 テ
 ル
 ゼ
ロ
ー
ル
、
Ⅰ
、
一
九
六
七
。
大
島
清
編
テ
ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
 
 
 

 
 

（
 2
 ）
大
畠
利
札
テ
ル
・
ゼ
ロ
 
一
ル
 、
第
二
巻
、
一
九
六
 セ
、
 図
版
 四
セ
ノ
 4
 。
 

（
 3
 ）
大
畠
油
田
岡
書
、
図
版
 四
セ
ノ
 3
0
 

及
び
、
 

同
畠
口
 絵
 と
し
て
そ
の
色
 粍
 写
真
を
掲
載
。
 

（
 4
 ）
大
畠
Ⅵ
 佃
 テ
ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
、
第
三
巻
、
一
九
七
 C
 、
 図
版
六
三
ノ
ー
。
及
び
、
同
書
口
強
と
し
て
そ
の
色
 耗
 写
真
を
 
掲
載
。
 

（
 5
 ）
 
レ
 ・
 ミ
 臼
の
の
 
r
,
 し
 い
 の
し
 

u
c
 

ゴ
 ）
 e
r
 
の
 ヨ
寸
 -
 ）
の
の
の
 

"
 六
五
Ⅱ
 曲
 @
 看
 。
 

（
 0
 
介
 ）
Ⅰ
㏄
 ヨ
 e
 の
中
り
 エ
お
ゴ
ぃ
ぺ
 

Ⅰ
・
㌧
の
 
ト
 
の
の
 
由
ぎ
 
@
 
い
 二
 %
 お
こ
（
日
の
㏄
 
ぎ
 日
ド
 
の
 -
 
ド
コ
 
0
 コ
付
 。
 0
 の
Ⅰ
 
侍
ハ
 
-
 
コ
い
 り
。
 
し
 巨
の
の
㏄
の
の
 

オ
臣
 
。
 こ
ミ
コ
ヰ
ア
 

Ⅰ
 
0
 ヱ
 如
オ
Ⅰ
 岸
り
 
へ
い
 
（
 
口
 3
-
 し
乙
 ・
五
頁
 

｜
 五
八
頁
参
看
。
 

（
 
7
 ）
）
・
 亜
 ㌧
「
 

@
t
c
 

プ
 ぃ
三
回
書
六
頁
 ｜
 三
一
頁
年
何
。
 

（
 
0
0
 
）
 
o
.
n
.
 

呂
 0
 の
 0
 ミ
コ
 -
 円
臼
の
 コ
ソ
白
の
の
 

サ
 の
 ゴ
 -
 Ⅰ
 -
P
 の
ト
 
ド
虫
 ぃ
 （
の
の
㏄
 

ダ
 
㏄
 ひ
に
 ト
人
 
る
 。
 

「
 
ハ
 
Ⅰ
）
Ⅰ
・
 ミ
 ・
の
（
・
 

0
 託
 （
 
o
o
@
@
-
 

の
 ・
 
才
ハ
 
・
の
～
・
 

0
 ま
 ふ
 0
0
 
ダ
パ
 .
 
呂
 ・
 
メ
の
コ
せ
 

0
 コ
 
い
い
ヨ
 
丹
ヱ
 

N
l
 

の
の
 

汗
降
の
 、
 目
 ・
・
 

1
O
 

い
 q
.
 ㌧
 守
 （
の
の
 
目
 。
 沓
 ・
 及
 び
、
の
 ・
 
レ
 ・
由
の
ざ
 

コ
 の
 グ
 

の
 ・
の
・
 

勺
ざ
迂
 
e
 Ⅰ
 
し
 ・
の
・
Ⅰ
 

せ
 0
 コ
 -
 Ⅰ
の
Ⅰ
せ
 

い
 Ⅰ
 
年
巴
 x
c
 
い
 へ
 い
ユ
 
。
二
の
 
ぃ
 田
の
 ぃ
 円
コ
 
の
 「
 ナ
沖
 
・
 ト
 つ
り
 
下
 ・
㌧
田
舟
の
べ
㏄
に
よ
る
。
 

（
 皿
 ）
 
ぺ
 ・
 ぺ
蚤
 P
 
ぺ
 ・
下
ぎ
 

q
o
 

田
 -
 ヴ
 し
目
 ぷ
 窯
の
 ァ
ゼ
 
・
 円
 ・
 
し
 0
 （
 
プ
ぃ
コ
 
・
 力
 ・
ト
臣
 
@
r
a
 
コ
 ・
㌧
・
 
つ
め
 
「
 
r
o
 

（
・
 

屈
 a
z
0
 

二
ロ
・
 

、
 ）
の
中
の
・
 

ロ
厨
 （
 
の
の
Ⅰ
Ⅹ
（
 

H
H
 

一
白
 

へ
宅
 ：
 

Ⅰ
の
の
）
・
 

目
卍
宙
汀
 

a
 ハ
し
ハ
 

し
か
し
 

リ
ハ
 
Ⅱ
 
せ
 ・
 六
し
ハ
 

し
か
し
Ⅱ
 

L
 
く
 Ⅱ
Ⅰ
 卜
 よ
る
。
 

（
Ⅱ
）
Ⅰ
の
 

q
p
 

匹
已
 Ⅹ
 宮
 O
q
p
 

庄
 O
 コ
 ）
 O
E
q
 

コ
日
 -
 ）
の
の
 

つ
ロ
 ・
 q
 逼
 ・
 P
 の
 O
 
に
よ
る
 

（
は
）
 ヨ
 ・
 
し
 0
 ゴ
い
コ
 
・
 ロ
 ・
 
ニ
 ・
 
弓
お
色
う
い
コ
 
・
 ト
紳
 し
 0
 年
（
：
 
ト
 0
 の
 ゴ
弓
 正
宮
ポ
ポ
く
年
に
よ
る
。
 

（
 穏
 ）
木
毛
 0
 の
 
王
 
0
 す
い
毎
 
-
 り
 a
 の
（
 凹
 品
田
沼
Ⅰ
の
す
の
コ
 
%
 
年
の
 
r
N
 ユ
 （
年
の
の
 
@
 
の
「
り
の
二
市
 

ざ
 0
 ア
の
 
コ
木
び
コ
 
@
n
 
（
 
ヒ
ヨ
 m
 。
 O
 「
 
呂
コ
 （
 く
ミ
 ・
 
く
 ：
 P
 つ
 
ひ
の
・
 
つ
ロ
 
・
 
づ
 l
8
.
 及
 び
 

ホ
山
 消
ィ
ス
ラ
エ
 
ル
王
朝
時
代
の
宗
教
の
研
究
、
宗
教
研
究
 
一
一
九
 ザ
 、
一
円
 ｜
 四
四
Ⅱ
七
口
。
 

（
 M
 ）
大
出
時
 編
 テ
ル
，
ゼ
ロ
ー
ル
、
Ⅱ
、
一
九
六
七
、
五
九
 貝
｜
 六
六
頁
、
大
岳
 
治
鳩
 テ
ル
・
 せ
 ロ
ー
ル
、
Ⅲ
、
一
九
七
 
0
 、
九
七
頁
 ｜
一
 0
 三
頁
 

参
看
。
 

（
 1
0
 
）
大
岳
 沼
拙
 テ
ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
、
Ⅱ
、
六
九
頁
参
看
。
 

（
 托
 ）
大
 爪
 油
綿
テ
ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
、
Ⅱ
、
六
九
頁
参
看
。
 

（
Ⅱ
）
大
仙
 油
紬
 テ
ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
、
℡
、
 

一
 0
 八
頁
参
看
。
 

（
 腱
 ）
大
畠
清
編
テ
ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
、
℡
、
一
七
頁
参
看
。
 

（
㎎
）
 オ
 ・
 緒
せ
 a
u
x
.
O
.
 

づ
 ：
 目
 @
 
の
 （
 
0
 マ
 0
 レ
二
 %
 の
 コ
コ
の
し
 
ド
 の
 あ
麒
 
ご
ト
 っ
 Ⅱ
 P
.
 

づ
下
 

ド
の
 
・
 
，
の
 ル
ユ
 
l
 の
 屈
簗
ぃ
 
Ⅰ
㏄
 円
ぜ
お
コ
 
@
 
目
タ
 の
 に
 す
ヨ
 ぜ
お
コ
 
の
 0
 い
コ
 の
 ヰ
由
宙
は
の
，
卍
の
 

の
㍉
 
、
 

目
 る
の
参
看
。
 

（
㏄
）
 ん
，
ら
 e
 せ
 %
x
.
o
 

戸
主
（
：
Ⅰ
ワ
耳
Ⅱ
 

卜
 （
：
 再
仁
 
（
 
す
コ
 8
%
 ぎ
 ，
ド
ゴ
の
㌧
 
す
臣
 
@
 
の
宙
コ
 
e
 の
 り
コ
 
Ⅰ
 圧
 
す
の
 0
%
 
ゴ
 の
Ⅰ
の
の
曲
㌧
 

り
 0
 つ
 -
 
の
タ
ト
つ
 
Ⅱ
 つ
 ・
 せ
 ・
 0
 等
参
看
。
 

（
 れ
 ）
 
オ
荏
 
（
 
す
 宙
の
の
（
「
 

ぎ
 ・
・
 
0
 づ
 ・
㌔
（
・
・
 

づ
 ・
の
・
参
看
。
 



輻梓之セ 計ス     

昭
和
四
六
年
九
月
九
日
 f
 
一
 O 日
 、
北
海
道
大
学
に
お
 い
て
開
催
さ
れ
た
日
本
基
督
教
学
会
第
一
九
回
学
術
大
会
 の
 第
二
日
目
に
 、
 

「
現
代
に
お
け
る
正
統
と
異
端
 
7
 
 

元
 岩
栄
 氏
の
場
 合
 

」
と
い
う
題
で
シ
ン
ポ
ジ
 ウ
ム
 が
開
か
れ
た
。
（
 

1
 ）
 
発
 題
者
は
関
東
学
院
大
 

捜
 

学
教
授
山
本
和
 氏
 、
国
際
基
督
教
大
学
教
授
古
屋
 安
 雄
 氏
、
元
国
際
基
督
教
大
学
講
師
（
現
在
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
 ン
 大
学
助
手
）
田
川
建
三
氏
 

魅
 

で
、
筆
者
の
司
会
に
よ
り
、
 

二
 高
間
に
わ
た
っ
て
 討
 
論
 が
行
な
わ
れ
た
。
 

抑
 

そ
こ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
主
な
点
は
、
 

赤
岩
栄
が
 異
端
と
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
状
況
１
社
 

全
的
・
教
会
的
に
お
い
 

 
 
ス
 
て
で
あ
る
か
。
 
赤
者
 が
生
涯
を
通
じ
て
バ
ル
ト
、
 

フ
 口
々
ト
 、
フ
ー
バ
ー
そ
の
他
の
人
々
の
思
想
を
次
々
に
 借
用
し
な
が
ら
、
自
ら
追
及
 

 
 
パ
 
し
、
表
現
し
ょ
う
と
し
た
「
こ
と
が
ら
し
は
何
で
あ
 っ
 た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
 ム
 に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
 占
，
  

 
 
 

に
 光
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
が
、
全
体
と
し
て
は
 赤
岩
 栄
 を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
焦
点
に
 な
っ
て
い
た
。
 

 
 
 
 

Ⅵ
 

赤
岩
 栄
は
我
々
に
と
っ
て
、
二
重
の
意
味
で
、
 

問
 題
 と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
 

赤
岩
 に
と
っ
 
て
は
「
キ
リ
ス
ト
教
は
如
何
 
 
 

な
る
も
の
で
あ
る
か
」
、
「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
ど
の
よ
・
 
っ
 に
し
て
成
立
す
る
か
」
、
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
私
に
 

と
っ
て
何
で
あ
る
か
 円
 

1
 

  

現
代
に
お
け
る
 キ
 

1
,
 赤
岩
 兼
氏
 リ
ス
ト
教
の
 

の
問
題
提
起
を
め
み
 
棉
 ヱ 
%
 

問
題
 

、
っ
て
 1
 

l
  
 

申
 

 
 

秀
恭
 



 
 

（
ー
）
 コ
 日
本
の
神
字
 L
 第
一
一
巻
一
九
七
二
年
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
 ム
 「
現
代
に
お
け
る
正
統
と
異
端
ラ
・
 

赤
岩
栄
 氏
の
場
ム
 
ロ
 
」
二
三
四
 ｜
 一
八
 0
 

頁
 ）
参
照
。
 

実
は
、
こ
の
問
い
か
け
を
通
じ
て
、
問
わ
れ
て
い
る
こ
 と
が
ら
自
体
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
 た
が
、
そ
れ
は
究
極
的
 

に
は
「
イ
ェ
ス
と
の
出
会
い
」
、
「
イ
ェ
ス
を
行
ず
る
し
と
 

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
第
二
に
、
 

赤
 君
に
 お
け
る
こ
の
間
 い
 か
け
 

の
方
法
が
特
徴
的
で
あ
る
。
 

赤
 岩
の
方
法
と
、
例
え
ば
 ハ
 イ
デ
ッ
ガ
ー
の
方
法
と
を
比
較
す
る
と
き
、
そ
れ
が
 明
 ら
か
に
な
る
。
ハ
イ
デ
 

ッ
ガ
 ー
に
よ
れ
ば
、
哲
学
の
根
本
問
題
は
「
存
在
と
は
 何
 か
 」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
哲
学
の
歴
 史
を
批
判
的
に
破
壊
し
 

 
 

て
 、
存
在
の
根
源
へ
と
迫
る
べ
く
、
思
索
す
る
の
で
あ
る
、
、
、
、
 
。
他
方
方
 岩
は
、
 人
々
の
思
想
を
吹
か
ら
次
へ
と
借
用
 し
、
 衣
を
脱
ぎ
替
え
る
 

よ
う
に
脱
ぎ
捨
て
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
 が
ら
を
表
現
し
、
同
時
に
そ
の
こ
と
が
ら
を
明
ら
か
に
し
 よ
う
と
試
み
る
。
か
く
 

し
て
、
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
 赤
君
 自
身
を
ど
う
 理
 解
す
る
か
が
我
々
の
問
題
と
な
る
。
す
な
 ね
 ち
、
一
万
 に
 お
い
て
 赤
 岩
の
提
起
し
 

た
 問
題
が
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
根
本
的
な
問
い
か
け
で
あ
 る
が
、
他
方
に
お
い
て
 赤
岩
 を
ど
 う
 理
解
す
る
か
が
我
々
 0
 間
 題
 と
な
る
の
で
あ
 

る
 。
 

第
二
の
問
題
が
基
督
教
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
と
り
 あ
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
 そ
 こ
で
、
本
稿
に
お
い
 

て
は
、
第
一
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。
 

す
 な
ね
 ち
、
 赤
岩
栄
 の
一
連
の
問
題
提
起
を
キ
リ
ス
ト
教
に
 た
い
す
る
根
本
的
な
問
 

い
か
け
と
し
て
う
け
と
め
、
そ
れ
に
た
い
す
る
答
え
が
 ど
の
よ
う
な
方
向
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、
 考
え
て
見
よ
う
。
 

(146) 

「
イ
ェ
ス
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
の
か
」
、
「
キ
リ
ス
ト
教
に
 

お
い
て
人
間
の
人
間
性
回
復
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
 る
か
」
と
い
う
こ
と
が
 
 
 
 
 

問
題
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
の
こ
と
を
キ
リ
ス
ト
教
の
教
 義
 、
教
会
史
を
越
え
、
更
に
聖
書
そ
の
も
の
を
す
ら
越
え
 て
、
 
問
い
っ
づ
け
た
。
 



広
島
県
 
広
 陸
中
学
入
学
。
ト
ル
ス
ト
イ
の
作
品
を
読
む
。
 

っ
 づ
い
て
社
会
主
義
思
想
の
洗
礼
を
つ
け
、
大
杉
栄
の
 

無
政
府
主
義
の
思
 

 
 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
一
六
歳
 

題
 

 
 

エ
 フ
ス
キ
ー
を
読
ん
で
感
銘
を
受
け
る
。
 

の
 

神
戸
神
学
院
入
学
。
 

教
 
 
 
ス
 大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
 

二
 0
 歳
 

 
 

現
 
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
 

二
 二
歳
 

固
有
退
学
。
 

 
 
妨
 
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
 

三
 一
歳
 

 
 
 
 

大
阪
神
学
院
入
学
。
半
年
で
退
学
。
 

代
 

19  (147) 

愛
媛
県
に
生
ま
れ
る
。
父
方
 君
 長
吉
は
小
学
校
長
。
 そ
 の
後
牧
師
と
な
り
、
再
び
教
員
と
な
り
、
転
々
 す
 。
母
の
 信
仰
が
栄
の
生
涯
 

に
 大
き
な
 影
 筈
を
与
え
た
（
 非
 侮
日
神
を
探
ね
て
ロ
奏
 昭
 "
 
し
 
。
 

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
二
表
 

明
治
三
六
年
（
一
九
 0
 三
）
 

赤
 m
 
石
 
栄
の
年
譜
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
 

1
 
）
 

一 
一 ' 



東
京
神
学
社
卒
業
。
篠
原
芳
野
と
結
婚
。
九
月
日
本
垂
 督
 教
会
佐
渡
伝
道
 所
へ
 赴
任
。
 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
二
八
歳
 

東
京
へ
 掃
 え
り
、
高
倉
徳
太
郎
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
 プ
の
 刊
行
す
る
月
刊
誌
 
司
 
福
音
と
現
代
目
の
編
集
に
あ
た
 る
 。
小
田
急
線
中
 

原
 に
日
本
基
督
教
会
中
原
伝
道
所
を
開
設
す
る
。
 

昭
和
 セ
年
 
（
一
九
三
二
）
二
九
歳
 

一
月
、
伝
道
所
を
代
々
木
上
原
（
 駅
 横
の
借
家
）
 へ
 移
し
 、
日
本
基
督
教
会
上
原
教
会
と
し
て
再
発
足
す
。
按
手
 礼
を
受
け
て
日
本
 

基
督
教
会
の
正
教
師
と
な
る
（
こ
の
時
の
体
験
に
つ
い
 て
は
 コ
指
 三
一
 0
 号
 参
照
）
。
 

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
三
一
歳
 

処
女
作
「
 生
 と
死
の
所
属
ヒ
出
版
。
 

昭
和
 一
 
0
 年
 
（
一
九
三
五
）
 三
 二
歳
 

日
曜
集
会
満
員
の
状
況
と
な
り
、
二
階
落
下
の
お
そ
れ
 を
 生
ず
。
会
堂
建
築
計
画
具
体
化
す
。
 

昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
三
三
歳
 

会
堂
新
築
。
日
本
キ
リ
ス
ト
上
原
教
会
と
な
す
，
 

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
 セ
 ）
三
四
歳
 

「
微
行
者
イ
エ
ス
し
出
版
。
 

昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
三
六
歳
 

(148) 

東
京
神
学
社
入
学
。
在
学
中
高
倉
徳
太
郎
の
影
響
を
う
 け
 、
 聖
 苫
を
本
格
的
に
勉
強
し
ほ
じ
む
。
 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
二
五
歳
 

20 



 
 
 
 

「
永
遠
者
の
探
究
 只
 
「
人
間
・
こ
の
逆
説
的
な
る
も
の
 
口
 出
版
。
 

 
 
現
 

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
四
六
歳
 

おけ 

た
が
、
そ
れ
が
理
解
さ
れ
ず
、
教
団
の
指
導
者
層
に
失
 望
 し
た
。
 

る キリスト教の 根本問題 

司
 マ
ル
コ
伝
ヒ
出
版
。
 

昭
和
一
五
年
（
一
九
四
 0
 ）
三
一
 
セ
歳
 

「
イ
エ
ス
の
 讐
 ヒ
出
版
。
 

昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
三
八
歳
 

胸
部
疾
患
に
倒
れ
て
入
院
、
約
一
年
間
静
養
す
。
 

昭
和
 一
セ
年
 （
一
九
四
一
コ
三
九
歳
 

「
 神
 わ
れ
ら
と
偕
に
在
す
ヒ
出
版
。
 

昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
四
一
歳
 

戦
争
の
激
化
に
伴
い
、
徴
用
さ
れ
、
東
京
の
理
化
学
研
 究
 所
で
課
長
代
理
を
 つ
 と
 か
 。
 

戦
争
中
、
日
本
基
督
教
会
は
他
の
教
会
と
共
に
日
本
 墓
 督
 教
団
に
統
合
、
爾
来
示
岩
は
日
本
基
督
教
団
に
属
す
。
 

昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
四
三
歳
 

㍉
日
々
の
 糧
 L
 出
版
。
 

昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
四
五
歳
 

こ
の
年
、
赤
岩
は
思
考
の
領
域
か
ら
社
会
的
実
践
を
明
 確
に
打
ち
出
し
て
行
っ
た
。
日
本
基
督
教
団
主
催
の
第
二
 回
 全
国
指
導
者
 協
 

議
会
（
六
月
二
九
日
 ｜
 七
月
一
日
、
塩
原
）
の
席
上
、
赤
 岩
は
社
会
的
実
践
の
方
向
と
し
て
日
本
共
産
党
を
支
持
 す
る
発
言
口
を
行
な
っ
 21 て 149) 



一
月
の
総
選
挙
に
お
い
て
東
京
四
区
よ
り
立
候
補
し
た
 目
 木
 共
産
党
の
風
早
八
十
二
氏
を
応
援
し
て
街
頭
に
立
つ
 。
二
月
そ
れ
 

が
も
と
で
、
日
本
基
督
教
団
総
会
 講
長
 小
崎
 迫
雄
 氏
 よ
 り
 教
団
離
脱
勧
告
を
う
 く
 。
四
月
共
産
党
入
党
の
決
 意
 を
公
け
に
し
た
が
 

（
所
謂
「
共
産
党
入
党
首
 喜
二
 ）
、
そ
の
後
事
情
に
よ
り
 
入
 党
 を
さ
し
控
え
た
。
 

「
私
は
今
も
イ
エ
ス
を
追
う
目
コ
キ
リ
ス
ト
と
共
産
主
義
 円
円
私
は
イ
エ
ス
を
裏
切
ら
な
い
 L
 出
版
。
 

昭
和
二
五
年
（
一
九
五
 0
 ）
四
七
歳
 

共
産
党
入
党
首
 喜
 口
は
上
原
教
会
を
分
製
さ
せ
、
五
月
に
 

は
 約
二
 0
 名
の
教
会
員
が
上
原
教
会
か
ら
脱
退
し
た
。
 

そ
 の
 理
由
は
、
 赤
岩
 

は
 救
済
を
「
信
仰
と
社
会
」
の
二
点
に
求
め
る
二
元
論
 を
と
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

一
二
月
、
月
刊
誌
「
 
指
 L
 を
創
刊
、
「
イ
エ
ス
 伝
ヒ
 を
田
 版
す
 。
 

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
 

五
 0
 歳
 

教
会
制
度
に
た
い
す
る
批
判
を
は
じ
め
る
。
そ
の
き
っ
 か
け
は
日
曜
学
校
問
題
で
あ
っ
た
（
「
 

指
 」
三
五
号
参
照
）
  
 

「
新
し
い
人
間
誕
生
日
「
人
間
へ
の
省
察
 
ヒ
を
 出
版
す
。
 

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
五
一
歳
 

エ
ミ
ー
ル
・
フ
ル
ン
ナ
ー
の
来
日
を
機
会
に
、
フ
ル
 ン
ナ
 ｜
 批
判
を
展
開
す
る
。
 

昭
和
三
 0
 年
 
（
一
九
五
五
）
五
二
歳
 

バ
ル
ト
神
学
と
訣
別
 し
、
 「
キ
リ
ス
ト
教
批
判
を
制
度
の
 
変
革
と
イ
エ
ス
に
回
帰
す
る
方
向
で
展
開
」
し
は
じ
め
 る
 。
 

同
 キ
リ
ス
ト
教
入
門
ヒ
出
版
。
 

昭
和
三
 0
1
 三
三
年
（
一
九
五
五
 ｜
 五
八
）
五
二
１
玉
 五
歳
 

こ
の
間
に
教
会
改
革
を
逐
次
 行
 な
 う
 。
す
な
 ね
 ち
、
講
壇
 を
と
り
は
ら
い
、
オ
ル
ガ
ン
を
ピ
ア
ノ
に
か
え
、
自
作
 の
 讃
美
歌
を
集
会
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餐
を
中
心
と
す
る
交
わ
り
の
集
い
と
し
（
 昭
 、
三
二
）
 
、
 祈
祷
会
を
廃
止
し
て
聖
書
研
究
会
と
す
る
（
 昭
 、
三
三
）
 
 
 

昭
和
三
二
年
（
一
九
五
セ
）
五
四
歳
 

バ
ル
ト
と
の
訣
別
を
官
書
ロ
す
る
。
 

「
マ
ル
コ
伝
 L
 改
訂
版
出
版
。
 

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
 0
 ）
 五
セ
歳
 

安
保
闘
争
を
市
民
運
動
に
も
り
あ
げ
る
た
め
に
活
躍
す
 る
 。
 

昭
和
三
 セ
年
 
（
一
九
六
二
）
五
九
歳
 

昭
和
三
 0
 年
頃
よ
り
聖
書
の
歴
史
批
評
的
研
究
態
度
 を
 深
め
て
き
た
が
、
史
的
イ
エ
ス
の
研
究
に
挫
折
、
イ
ェ
ス
 を
 描
く
こ
と
を
 断
 

食
 し
た
（
㍉
 
指
 L
 
一
四
一
号
参
照
）
。
 

「
人
間
・
そ
の
回
復
 L
 出
版
。
 

昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
六
一
歳
 

㍉
キ
リ
ス
ト
教
脱
出
 
記
 ヒ
出
版
。
 

昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
二
八
三
歳
 

六
月
頃
よ
り
身
体
の
異
状
を
訴
え
は
じ
む
。
八
月
入
院
、
 九
月
退
院
、
そ
の
後
再
び
入
院
。
 

一
 0 
月
日
本
基
督
 教
団
第
一
四
回
 総
 

会
 に
赤
岩
を
教
団
か
ら
除
名
す
る
決
議
が
上
程
さ
れ
た
。
 折
柄
 赤
 岩
は
病
気
加
療
 中
 で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
病
状
 を
 静
観
し
た
上
で
決
 
靭
 

 
 
 
 

足
 す
る
 旨
 確
認
し
た
。
か
く
し
て
除
名
問
題
は
た
な
あ
 げ
に
な
っ
た
。
一
一
月
二
八
日
逝
去
。
「
 
指
ヒ
 
一
九
六
 
ロ
吉
 
，
 （
一
九
六
 
セ
、
二
 

2
3
 

?
 
三
月
号
）
を
も
っ
て
第
一
期
を
終
刊
と
し
た
。
 

時
に
歌
い
（
 昭
 、
二
一
 
0
 ）
、
日
曜
学
校
を
廃
止
し
、
説
教
 を
 ケ
リ
 ュ
グ
マ
と
 改
称
（
 昭
 、
三
一
）
、
献
金
を
廃
止
し
 、
聖
餐
を
変
え
て
 愛
 



第
一
期
 

共
産
党
入
党
宣
言
ま
で
の
時
期
は
、
岩
永
達
郎
氏
に
よ
 れ
ば
、
「
人
間
の
悲
惨
 と
神
 

問
 と
の
不
和
の
和
解
を
通
じ
て
の
人
間
の
復
権
と
い
う
 公
式
で
表
現
さ
れ
る
正
統
キ
 リ
 

赤
君
 は
こ
の
時
期
に
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
、
バ
ル
ト
に
傾
倒
 し
て
い
た
。
 

第
二
期
 

昭
和
二
四
年
四
月
、
赤
岩
は
共
産
党
入
党
決
意
を
宣
言
 し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
 キ
 の

 栄
光
、
イ
ェ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神
と
人
 

（
 
3
 ）
 

ス
ト
教
へ
の
い
ち
ず
な
 信
 従
の
段
階
」
で
あ
る
。
 

リ
 ス
卜
者
の
社
会
的
実
践
の
問
題
を
鋭
く
つ
き
つ
 

（
 
2
 ）
 

ス
ト
 教
 脱
出
 記
 L
 で
あ
る
。
 

(1%n 24 

る       
二 七   
つ 年   

表こ 若 干 @ 転 の 地口こ言 @ 赤児 著論窪 吝動 
機 よ そ 

と っ の 

は て 他 
昭 概 Ⅰ   
相 観 一 三 会 和 
二 し 赤 九 二 

の文 

章 
四 た 岩 巻 五 

年 恭 約 
（ 石 一 九 
  の 
九 生   
四 睡 1  . 五 

  番 一 
  

四 二 末 l 一 
月 つ に 四 二 
の の 

所 伝 
謂 機 

共 が 
産 あ     
覚 っ る 毅 一 
入 た 陶 文 年 

  。それ（ー） 労 吉日一姉口 

氏 二九 館）。小義雄 
と @C 

  

昭 よ 
作 
製 ノノ へ工 Ⅱ 

和 つ 
） 

「 
赤   て 徹 三九   岩   

年 の 栄 月 

（ 生 年 の 

一 睡 譜 現 昂 １ 九 % ま一 」 @ 
八 二   

  
四 つ 
）   
の 

九一 

    
に 時     号 
発 期     を 
行 に   発 

記 行 
た介 こけ   し 

  た   
り れ 

謝 仝 
，尽 



現代における 

歩 
在宅 田 " 三 "- 一一   
で、同地 

  
  
し昭 て 、   
た - ち 
@% - 一 

出会， 
三 で 

と @ ま ナ 
い 「 

  
・ 一 て、 

  
  
  
ム 
ム 
  
I!= 

と 
  
          
  
方 
か 
め @ 
も 

  
  

キリスト教の 根本問題 

ス か そ つ 概 
の し の つ 一 鍬 田 
現             

よ 健 
  
二瓦 うち 
@ こ 
よ 

  
    赤 

く 会 に 
石 

に い お   L L し と し ロ表の お （㍉ 指   
た い て 摂昭 、 九 

五 
がう出 っ万全             

年 
  
  

キ王 司ヒ日 

t==   で 

キ 
  
  
  
教 
  
ら @ 
      
/ @ 
  
出 
  
て 

き 
て 

  
6 る 。 （ ）     

て L 理 ど 
T 
そ 
の 

経   過 
を 

（
 
巳
 
Ⅰ
 
@
 

約
さ
れ
る
「
わ
れ
在
り
 ヒ
 の
実
存
的
段
階
。
」
 

月
刊
誌
「
 指
ヒ
 （
昭
和
二
五
年
一
 

第
三
期
 

昭
和
三
九
年
（
一
九
六
一
）
 
、
 

キ
ノ
 
舌
ロ
 
い
而
呪
 
わ
し
て
い
る
。
「
お
の
 

二
月
創
刊
）
で
行
な
わ
れ
、
「
キ
リ
ス
ト
教
脱
出
 
記
ヒ
と
 し
て
結
実
し
た
。
 

赤
岩
は
 
「
キ
リ
ス
ト
教
脱
出
 記
 L
 を
出
版
し
た
。
 赤
岩
 の
 生
涯
に
お
け
る
こ
の
時
期
を
、
岩
永
 氏
 は
こ
 

れ
の
生
の
そ
の
場
に
お
い
て
イ
ェ
ス
を
心
に
う
つ
し
 出
 し
、
 「
イ
ェ
ス
は
私
で
あ
る
 ヒ
 と
い
う
命
題
に
要
 

け
た
」
 
赤
岩
は
、
 
「
そ
の
場
合
の
同
キ
リ
ス
卜
者
 

L
 と
は
 何
か
と
い
う
こ
と
を
批
判
的
に
追
及
し
続
け
る
」
こ
と
 

と
な
る
。
（
 

4
 
）
こ
の
作
業
が
 25@ (153) 



三
 、
「
「
 指
 」
百
号
を
出
す
に
さ
い
し
て
」
 

宍
指
ヒ
一
 0
 0
 号
 、
昭
、
三
四
・
三
。
Ⅷ
・
二
九
八
以
下
）
。
こ
こ
で
 赤 岩
は
自
分
の
こ
れ
 

ま
で
の
作
業
を
回
 田
し
 、
そ
の
 托
 来
を
展
望
し
て
い
る
。
 

Ⅲ
 

%
 分
 は
教
轟
 学
的
な
領
域
で
考
え
る
こ
と
は
や
め
 た
 。
バ
ル
ト
の
射
程
の
外
に
出
た
（
Ⅷ
・
二
九
八
）
。
 

㈲
キ
リ
ス
ト
教
々
理
の
神
は
 禾
 条
理
で
あ
る
。
何
故
 な
ら
、
「
キ
リ
ス
ト
教
々
義
学
の
「
 神
 L
 は
創
造
に
閲
し
 て
は
、
排
他
的
に
人
 

間
の
参
与
を
拒
み
な
が
ら
、
 

救
肝
に
 Ⅲ
し
て
は
、
信
仰
 と
い
う
人
間
の
協
力
を
必
要
と
す
る
。
」
「
キ
リ
ス
ト
教
々
 

義
学
の
「
 神
ヒ
は
 ユ
ダ
 

ヤ
的
 
・
キ
リ
ス
ト
教
的
神
学
思
想
の
産
物
に
す
ぎ
な
い
。
 

」
（
Ⅷ
・
二
九
九
 ｜
三
 0
0
 ）
。
 

㈲
「
福
音
書
の
記
事
は
す
べ
て
、
イ
ェ
ス
の
行
動
、
 
イ
 エ
 ス
の
言
葉
で
は
な
く
、
旧
約
聖
書
や
ユ
ダ
ヤ
黙
示
 文
 学
を
通
じ
て
、
イ
エ
 

ス
を
 メ
シ
ア
（
キ
リ
ス
ト
）
と
し
て
弟
子
た
ち
が
 官
喜
ロ
し
 よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
福
音
書
の
記
録
は
 々
 エ
 ス
の
意
図
に
反
し
 

て
 、
弟
子
た
ち
の
イ
エ
ス
に
た
い
す
る
信
仰
を
表
明
し
 た
も
の
で
、
実
際
の
イ
ェ
ス
の
舌
口
葉
や
、
行
為
を
福
音
 

垂
 目
か
ら
見
出
す
こ
と
は
 不
 

可
能
に
な
っ
て
」
く
る
（
Ⅷ
，
 三
 0
 ニ
 ー
三
）
。
 

㈹
イ
エ
ス
の
神
は
審
判
者
と
し
て
の
専
制
君
主
で
は
 
な
く
、
や
さ
し
い
 又
 と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
 ィ
ェ
 ス
の
 生
来
の
や
さ
し
 

さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
の
恐
る
べ
き
 審
判
の
キ
リ
ス
ト
 や
 、
カ
イ
ザ
ル
・
テ
ィ
 べ
り
タ
 ス
に
 対
応
す
る
 キ
ュ
り
オ
 

ス
 ・
キ
リ
ス
ト
は
、
初
期
教
団
の
キ
リ
ス
ト
再
臨
か
ら
 生
 れ
た
復
讐
心
の
表
現
で
あ
り
て
、
決
し
て
イ
エ
ス
の
 あ
 り
の
ま
ま
の
姿
で
は
な
 

い
 
（
Ⅷ
・
 三
 0
 三
 １
匹
 り
 。
 

㈲
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
 
は
 、
ユ
ダ
ヤ
教
的
、
ユ
タ
 ヤ
 黙
示
文
学
的
に
塗
っ
た
く
ら
 れ
た
新
約
聖
書
の
 メ
 

シ
ア
像
の
お
く
に
、
イ
エ
ス
の
人
間
性
を
探
ね
る
と
い
，
 

っ
 こ
と
で
あ
る
（
Ⅷ
・
 
三
 0
 五
）
。
 

㈹
「
こ
の
人
間
イ
ェ
ス
に
あ
た
た
め
ら
れ
て
、
始
め
て
 
、
 物
に
過
ぎ
な
い
僕
が
人
間
に
ま
で
よ
び
出
さ
れ
る
こ
 と
を
感
じ
る
。
そ
の
 

意
味
で
、
イ
エ
ス
は
僕
に
と
っ
て
、
僕
の
主
体
を
呼
び
 出
す
原
主
体
で
あ
る
。
イ
エ
ス
の
あ
の
や
さ
し
い
人
間
性
 が
 、
今
で
も
、
物
に
す
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仰
の
保
持
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
回
心
と
召
命
を
意
識
 し
た
上
で
、
自
己
の
も
の
と
し
た
信
仰
で
あ
り
、
そ
う
し
 た
 根
拠
に
立
っ
て
 、
数
 

種
 の
 護
 教
的
書
物
も
苦
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
、
 史
的
イ
エ
ス
の
研
究
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
て
 、
教
 理
の
根
拠
と
し
て
、
 
こ
 

れ
ま
で
無
条
件
で
信
じ
こ
ん
で
い
た
事
実
が
、
神
話
的
 な
 架
空
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
次
第
に
知
ら
さ
れ
 て
 行
っ
た
。
神
話
的
 雰
 

囲
 気
の
中
で
生
き
て
い
た
古
代
人
に
と
っ
て
は
、
そ
の
 よ
う
な
神
話
も
、
生
活
の
座
と
し
て
の
意
味
が
あ
っ
た
に
 
  

し
 、
科
学
的
世
界
像
の
中
に
現
に
生
き
て
い
る
私
た
ち
 に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
古
代
人
の
生
活
の
座
を
 、
 私
た
 ち
の
生
き
る
根
拠
に
す
 

瞳
 

る
こ
と
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
と
不
都
合
と
が
 起
 る
 。
そ
こ
で
私
に
ほ
、
回
心
の
回
心
と
い
う
 逆
 回
心
（
 カ
ウ
ン
タ
ー
・
コ
ン
ヴ
ァ
ー
 

妹
 

シ
ョ
ン
）
が
起
ら
な
い
で
は
お
れ
な
く
な
っ
た
の
で
 あ
る
。
」
 雀
 脱
出
 記
 」
「
は
じ
め
に
」
 、
 Ⅸ
・
 セ
一
｜
 二
）
 。
 赤
右
 に
と
っ
て
 は
、
 「
 キ
 

 
 
如
 

リ
ス
ト
教
か
ら
の
脱
出
は
、
そ
の
ま
ま
人
問
注
（
 フ
マ
ニ
タ
ス
）
へ
の
回
帰
を
意
味
す
る
。
」
（
Ⅸ
・
 

セ
 二
）
。
 「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
 

 
 ス
 
神
に
 呵
 っ
て
彼
の
回
心
の
ヱ
ロ
 白
 L
 を
書
き
綴
っ
た
 が
 、
そ
の
神
が
実
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
意
識
で
 
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
 問
 

 
 キ
題
 と
な
り
は
じ
め
た
私
は
、
む
し
ろ
人
間
に
伺
っ
て
 

コ
ロ
 白
 」
を
 曹
く
 必
要
を
痛
感
す
る
 の
で
あ
る
。
」
（
Ⅸ
・
 セ
士
じ
 。
 

 
 

-
 
ハ
リ
 

l
 ）
 

拙
 

本
書
が
出
版
さ
れ
た
後
、
日
本
基
督
教
団
に
お
い
 て
赤
 岩
の
処
分
問
題
が
検
討
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
 頃
 

「
除
名
に
つ
い
て
の
 

 
 
㈹
私
の
弁
明
」
 
宍
指
 」
一
九
六
六
年
四
月
号
）
を
発
表
 、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
私
が
㍉
 キ
 リ
ス
ト
 教
 脱
出
 記
 」
を
書
い
 

現
 

た
の
は
、
福
音
書
の
様
式
史
的
研
究
、
編
集
史
的
研
 究
の
結
果
、
在
来
、
私
の
抱
い
て
い
た
信
仰
が
神
話
に
 基
づ
く
迷
信
で
あ
っ
た
と
い
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四
、
コ
 キ
リ
ス
ト
教
脱
出
 記
 」
（
 昭
 、
三
四
。
Ⅸ
・
 
セ
一
 １
１
 
三
 一
二
）
。
 

Ⅲ
本
署
 軌
牛
 の
 助
伶
は
 
つ
い
て
小
岩
は
次
の
よ
う
に
 述
べ
て
い
る
。
「
私
は
以
前
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
，
キ
リ
 ス
ト
教
の
正
統
的
 信
 

ぎ
な
い
僕
を
ぽ
か
ぽ
か
温
め
て
く
れ
て
、
僕
を
物
か
ら
 人
間
に
し
て
い
て
下
さ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
こ
そ
 、
 何
よ
り
も
、
イ
エ
ス
 

が
 復
活
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
（
Ⅷ
 
三
 0
 五
｜
 六
）
。
 



う
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
の
で
、
私
は
そ
れ
に
対
し
て
 責
 任
を
感
じ
、
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
」
（
 
Ⅸ
・
 三
 一
五
）
。
 

㈲
次
に
本
書
の
内
容
を
概
観
し
、
 
赤
右
 の
「
キ
 リ
ス
 ト
教
 脱
出
」
の
作
業
の
経
過
を
跡
づ
け
る
こ
と
に
し
よ
う
  
 

第
一
章
「
古
い
権
威
望
舌
と
信
仰
」
 

こ
こ
で
 赤
岩
は
 、
 戦
 徒
行
っ
た
史
的
福
音
書
研
究
が
里
主
 
目
の
権
威
か
ら
の
脱
出
の
試
み
と
な
っ
た
次
第
を
述
べ
て
 い
る
。
そ
れ
は
「
 キ
 

リ
ス
ト
教
を
唯
一
の
尺
度
と
し
て
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
 尺
 皮
を
否
定
す
る
キ
リ
ス
ト
教
的
偏
見
か
ら
の
脱
出
で
あ
っ
 た
 。
」
（
Ⅸ
・
 
九
 0
 ）
。
 

か
く
し
て
獲
得
さ
れ
た
「
自
由
は
自
分
勝
手
な
こ
と
を
 奔
放
に
や
っ
て
の
け
る
こ
と
で
は
な
い
。
」
（
 
九
こ
 。
「
 
権
 威
か
ら
脱
出
し
た
も
の
 

は
 、
権
威
に
対
す
る
ア
ン
チ
の
姿
勢
で
は
な
く
て
、
 主
 体
 的
自
由
を
自
己
の
う
ち
に
確
立
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
 る
 。
」
（
九
一
）
。
 
赤
岩
 

は
 、
こ
の
よ
う
に
自
由
を
自
己
の
う
ち
に
確
立
す
る
 所
 以
 の
も
の
を
「
フ
マ
ニ
タ
ス
」
（
人
間
性
）
と
よ
ぶ
。
 そ
 れ
は
「
随
処
に
主
と
な
 

れ
ば
、
立
処
み
な
真
な
り
と
言
っ
た
境
地
で
あ
る
。
」
（
 
九
一
）
。
 
赤
右
 に
よ
れ
ば
、
「
キ
リ
ス
ト
と
い
う
権
威
の
 
ヴ
 エ
ー
ル
を
脱
ぎ
す
て
た
 

イ
エ
ス
は
随
処
に
主
と
な
り
、
立
処
み
な
真
と
い
う
 底
 0
 人
間
」
で
あ
っ
た
（
九
一
）
。
イ
エ
ス
に
と
っ
て
は
、
 律
法
の
神
的
権
威
よ
り
 

も
、
 フ
マ
ニ
タ
ス
の
方
が
大
切
で
あ
っ
た
（
九
二
）
。
 か
 く
し
て
 赤
君
 は
、
神
話
的
権
威
の
地
盤
か
ら
、
現
代
人
 に
ふ
さ
わ
し
い
成
人
し
 

た
 フ
マ
ニ
タ
ス
の
地
盤
に
移
行
す
る
の
だ
、
と
い
う
（
 九
一
一
 

う
 。
 

第
二
章
「
古
い
権
威
の
中
心
神
」
 

こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
宗
教
史
的
方
法
に
よ
っ
て
、
権
威
 の
中
心
と
し
て
の
神
か
ら
の
脱
出
が
試
み
ら
れ
る
。
「
 私
は
神
の
約
束
 と
権
 

威
 に
よ
っ
て
 、
 私
た
ち
の
行
為
を
律
す
る
こ
と
は
奴
隷
 内
書
生
心
で
あ
っ
て
、
成
人
し
た
人
類
の
生
き
方
で
は
な
い
 
と
思
，
つ
 
。
」
（
一
一
 

0
 ）
。
 

そ
れ
故
に
、
「
私
た
ち
は
他
律
的
権
威
に
奴
隷
の
よ
う
に
 
縛
ら
れ
な
い
で
、
自
由
な
人
間
と
な
る
必
要
が
あ
る
。
」
 （
一
一
 
0
 ）
。
「
こ
の
よ
 

う
 な
自
由
な
人
間
は
…
・
・
・
自
己
に
対
し
、
隣
人
に
対
し
、
 

社
会
に
対
し
て
あ
く
ま
で
自
発
的
に
責
任
を
負
う
人
間
 と
な
る
。
」
（
一
一
 
0
 ｜
 

一
）
。
 
赤
岩
 に
よ
れ
ば
、
責
任
と
い
う
こ
と
が
真
の
主
体
 的
 自
由
の
特
質
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
「
人
間
が
神
を
裁
 
き
 殺
し
て
し
 茸
っ
 時
代
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ス
 
・
ホ
モ
 
L
 に
お
い
て
完
成
し
た
（
一
二
四
）
。
こ
れ
 

ら
の
解
釈
は
凡
て
「
あ
る
時
代
の
思
想
的
背
景
に
よ
っ
 

て
 規
定
さ
れ
て
い
る
限
り
、
 

 
 

 
 

わ
け
に
は
行
か
な
い
。
」
（
一
二
五
）
。
そ
れ
故
、
「
キ
リ
 

ス
ト
 
教
的
贈
 
異
論
 が
 、
今
日
 

り
で
も
真
理
と
し
て
通
用
す
る
た
め
に
は
、
人
間
の
内
 

部
 に
あ
る
 
エ
 。
コ
イ
ズ
ム
と
、
超
自
我
と
の
相
剋
が
強
調
 

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
 

ピ
 （
一
羽
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

教の根本問題 

ギ け 「 

  
  

  
  

な   
ル （ 一 に 
・ 一 そ 

  
ス 。 受 

の
 史
的
事
実
を
前
提
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
 る
こ
と
は
、
イ
エ
ス
を
㍉
キ
リ
ス
ト
 L
 と
告
白
す
る
 信
 仰
の
告
知
で
あ
っ
て
 、
 

歴
史
的
事
実
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
公
平
な
判
断
で
あ
 る
 。
」
（
一
一
セ
）
。
 

赤
岩
 に
よ
れ
ば
、
 召
 キ
リ
ス
ト
 ヒ
と
 い
う
の
は
、
固
有
名
詞
 

で
は
な
い
。
教
会
の
イ
エ
ス
に
対
す
る
信
仰
告
白
な
の
で
 あ
る
。
」
（
一
一
八
）
。
「
キ
リ
ス
ト
教
の
最
初
期
は
 

、
司
 キ
リ
ス
ト
 L
 
 
の
死
を
 ユ
 

ダ
ヤ
人
に
対
す
る
 疽
罪
的
死
 と
解
釈
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
 約
一
セ
ク
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
打
金
 曲
 折
を
経
て
、
イ
エ
ス
は
 

ユ
ダ
ヤ
の
 メ
 シ
 ャ
 か
ら
世
界
の
司
キ
リ
ス
ト
し
に
な
っ
た
 。
」
（
一
二
一
）
。
イ
エ
ス
の
処
女
降
誕
も
「
史
的
事
実
 
で
は
な
く
、
イ
ェ
ス
が
 

「
キ
リ
ス
ト
 ヒ
 で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
表
明
す
る
た
め
に
 要
請
さ
れ
た
物
語
り
で
あ
る
。
」
（
一
二
一
）
。
と
こ
ろ
で
 

、
「
 
贈
罪
 と
い
う
キ
リ
 

ス
ト
教
の
中
心
思
想
も
晴
異
論
と
し
て
教
義
的
に
展
開
さ
 れ
る
場
合
、
種
々
雑
多
な
解
釈
が
あ
る
。
」
（
一
二
二
）
。
 

こ
の
 晴
 罪
は
先
ず
 

が
 来
た
」
と
舌
口
 
う
 
（
一
一
一
毛
。
 

第
二
一
章
「
古
代
的
神
話
 像
 

キ
リ
ス
ト
」
 

「
福
音
書
か
ら
、
イ
エ
ス
の
伝
記
や
、
生
涯
を
再
現
す
る
 こ
と
は
ほ
と
ん
ど
望
み
薄
い
。
」
（
一
一
六
）
。
「
確
か
に
 

福
音
書
は
 、
   
二三 

  



二
セ
）
。
 赤
右
 に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
「
 贈
罪
論
 が
今
日
 通
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
論
の
問
題
で
 あ
っ
て
、
イ
エ
ス
の
 史
 

的
 事
実
と
矛
盾
す
る
と
い
う
こ
と
で
決
定
的
と
な
る
。
 と
 い
う
の
は
、
イ
ェ
ス
が
 過
 越
の
祭
の
期
間
に
十
字
架
に
 つ
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
 

と
は
、
イ
ェ
ス
の
死
に
贈
 罪
的
 意
味
を
与
え
る
よ
う
に
 な
っ
た
初
期
教
団
の
要
請
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
史
的
 事
 実
で
は
な
い
と
い
う
こ
 

と
で
あ
る
。
」
（
一
二
九
）
。
キ
リ
ス
ト
の
復
活
に
つ
い
て
 
も
 同
様
で
あ
る
、
と
方
岩
は
舌
口
 う
 。
「
そ
れ
は
、
イ
エ
ス
 
を
コ
 キ
リ
ス
ト
ヒ
と
 し
 

て
解
釈
し
た
初
期
教
会
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
」
（
一
一
一
 一
四
）
。
「
「
キ
リ
ス
ト
 
ヒ
 の
復
活
信
仰
も
婚
 罪
 信
仰
と
司
 

様
に
史
的
事
実
を
根
拠
 

と
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
キ
リ
ス
 ト
 復
活
信
仰
に
よ
っ
て
、
 

主
括
的
 精
神
 探
作
 に
終
始
す
る
 
こ
と
は
、
私
た
ち
の
 
現
 

在
的
 生
 る
 、
幻
想
に
終
ら
せ
る
結
果
と
な
る
。
」
（
一
二
一
 五
）
。
要
す
る
に
、
 赤
岩
は
 本
章
に
お
い
て
、
イ
ェ
ス
の
 処
女
降
誕
、
十
字
架
の
 

死
に
対
す
る
 贈
異
 論
的
意
味
づ
け
、
キ
リ
ス
ト
の
復
活
 は
 、
イ
エ
ス
を
キ
リ
ス
ト
と
告
白
す
る
初
期
教
団
の
産
物
 で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
 

の
 生
を
か
か
る
幻
想
に
 括
 ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
 

と
 す
る
。
人
は
キ
リ
ス
ト
か
ら
イ
エ
ス
 ヘ
 脱
走
し
な
け
れ
 ば
な
ら
な
い
。
 

第
四
章
「
キ
リ
ス
ト
神
話
の
母
胎
キ
リ
ス
ト
教
会
  
 

こ
こ
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
母
胎
か
ら
 生
 ね
 、
初
代
、
中
世
、
近
世
を
経
て
現
代
に
ま
で
至
っ
た
 経
過
が
宗
教
史
的
・
 

教
会
史
的
・
精
神
分
析
的
方
法
で
説
明
さ
れ
る
。
 赤
岩
 に
よ
れ
ば
、
今
日
「
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
も
、
か
つ
て
の
 神
話
的
権
威
に
よ
っ
て
 

は
 、
も
は
や
、
そ
の
崩
壊
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
 時
日
に
き
て
い
る
。
」
（
一
五
四
）
。
「
現
代
と
は
、
一
切
の
 
神
話
的
権
威
が
歴
史
の
 

背
後
に
、
暗
転
し
て
去
っ
て
い
く
時
代
で
あ
り
、
そ
れ
 に
か
わ
っ
て
、
あ
ら
れ
な
人
間
の
世
界
が
、
白
日
の
下
に
 現
れ
る
舞
台
な
の
で
あ
 

る
 。
」
（
一
五
四
 ｜
 五
）
。
「
し
た
が
っ
て
、
過
去
の
神
話
 
的
 権
威
に
よ
っ
て
閉
鎖
的
な
共
同
体
を
つ
く
る
の
で
は
な
 く
 、
そ
の
よ
う
な
過
去
 

の
 権
威
か
ら
自
由
に
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
開
か
れ
た
 人
 間
 共
同
体
を
形
成
す
る
責
任
を
、
自
由
の
表
現
と
し
て
 と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
 

み
な
い
。
」
（
一
五
五
）
。
 

第
五
章
「
死
後
の
生
命
に
つ
い
て
の
神
話
キ
リ
ス
 ト
教
 終
末
論
」
 

(158)  30 



現代におけるキリスト 教の根本問題 

赤
右
 に
よ
れ
ば
、
「
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
神
話
的
終
末
 払
 
珊
は
幻
想
に
す
ぎ
ず
」
二
六
 セ
マ
 
今
日
の
教
 捉
的
 キ
リ
 ス
ト
教
の
非
神
話
化
 

に
よ
る
実
存
論
的
終
末
論
は
「
た
ん
な
る
人
間
の
意
識
 の
 操
作
」
（
一
六
八
）
に
す
ぎ
な
い
。
「
私
た
ち
は
た
だ
 

キ
 リ
ス
ト
 教
的
 終
末
論
 

を
 、
古
代
的
神
話
と
し
て
退
け
た
り
、
そ
の
非
神
話
化
 に
よ
る
意
識
操
作
に
満
足
し
た
り
し
な
い
で
、
む
し
ろ
、
 そ
れ
と
の
対
決
に
お
い
 

て
 、
こ
の
現
実
の
生
の
繰
返
し
え
な
い
唯
一
回
 的
 意
義
を
 

認
め
、
そ
の
か
り
も
の
で
な
い
生
を
生
き
る
こ
と
を
 

意
 図
し
た
い
。
」
（
一
七
 

一
二
）
。
 

第
六
章
「
イ
エ
ス
の
非
神
話
化
史
的
イ
エ
ス
の
間
 題
 」
 

こ
の
章
の
背
景
に
は
、
 
赤
 岩
の
未
完
成
の
ま
ま
に
終
っ
 た
と
舌
口
わ
れ
る
史
的
イ
ェ
ス
の
探
究
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
 

れ
る
。
「
福
音
書
の
 

イ
エ
ス
は
、
イ
エ
ス
を
㍉
キ
リ
ス
ト
 L
 と
し
て
告
知
し
 た
 文
書
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
エ
ス
の
史
的
記
録
で
 は
な
い
。
」
（
 一
セ
 四
）
。
 

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
告
知
の
背
後
に
は
史
的
イ
ェ
ス
 が
 立
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
、
「
福
音
書
の
 キ
 り
つ
 ハ
ト
生
口
 
W
 
牡
 
州
の
舌
口
音
木
の
 

中
か
ら
、
史
的
イ
ェ
ス
の
 広
 き
、
人
格
の
片
 隣
 、
真
正
 な
 @
@
 

口
説
の
断
片
を
取
り
出
す
方
法
」
（
一
八
三
）
を
見
出
 

す
こ
と
が
、
と
り
も
な
 

お
さ
ず
史
的
イ
ェ
ス
探
究
の
方
法
を
見
出
す
こ
と
で
あ
 る
 。
 赤
岩
 は
そ
の
着
眼
点
と
し
て
、
「
キ
リ
ス
ト
論
 や
、
 
 
 

な
い
福
音
書
の
イ
エ
ス
告
知
を
問
題
と
し
て
見
た
い
。
」
 

と
い
う
（
一
八
三
）
。
「
つ
ま
り
神
話
に
彩
ら
れ
な
い
 

ィ
 エ
 ス
記
録
で
あ
る
。
 
そ
 

れ
は
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
法
律
を
知
ら
な
い
た
め
に
、
 約
束
の
民
の
外
に
あ
る
と
考
え
た
罪
人
、
遊
女
、
み
っ
 ぎ
と
り
と
の
イ
ェ
ス
の
 

交
友
関
係
と
、
彼
ら
に
示
し
た
イ
エ
ス
の
特
別
な
愛
情
 で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
イ
エ
ス
の
態
度
は
、
イ
エ
ス
が
 キ
 リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
 

告
知
す
る
た
め
に
神
話
的
に
構
成
さ
れ
た
物
語
り
で
は
 な
く
、
イ
ェ
ス
の
史
的
事
実
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
」
（
 

一
八
三
 ｜
 四
）
。
 赤
而
右
は
 

マ
ル
コ
の
報
告
す
る
安
息
日
に
つ
い
て
の
パ
リ
サ
イ
大
と
 イ
ェ
ス
と
の
論
争
を
と
り
あ
げ
、
「
安
息
日
は
人
の
た
 め
に
あ
る
も
の
で
、
 
人
 

が
 安
息
日
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
句
を
 、
 イ
エ
ス
 の
 七
ロ
末
工
な
舌
口
 

丑
 
下
木
と
し
て
と
 
Ⅱ
 
P
 ノだ
ヰ
 

Ⅱ
 ン
 
。
「
こ
の
 @
=
 

口
 
葉
は
決
定
的
な
イ
エ
ス
 

0
 人
間
宮
 喜
ロ
の
 言
葉
で
あ
る
。
」
（
一
八
九
）
。
「
イ
ェ
ス
に
 と
っ
て
は
、
人
間
の
共
同
体
と
、
そ
の
中
に
生
き
る
 具
 体
 的
人
間
が
問
題
で
あ
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っ
た
 。
…
 @
 真
の
共
同
体
は
、
全
体
の
た
め
に
個
人
を
犠
 牲
 に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
個
人
の
自
由
な
生
長
が
 、
 全
体
の
自
由
な
生
長
の
 

条
件
と
な
る
よ
う
な
共
同
体
の
中
で
、
人
間
は
始
め
て
 人
間
と
し
て
 
息
 づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
」
（
一
九
 
こ
 。
「
 ィ
 エ
 ス
の
人
間
日
日
 
喜
ロ
は
 

お
そ
ら
く
、
人
間
の
実
存
的
共
同
体
を
作
り
出
す
こ
と
 に
よ
っ
て
、
自
己
を
人
間
と
し
て
具
体
化
し
て
行
く
こ
と
 を
意
図
し
た
も
の
で
あ
 

ろ
 う
 。
」
二
九
一
 
｜
一
コ
 。
し
か
し
、
 
赤
岩
 に
よ
れ
ば
、
 
「
が
ら
ん
、
こ
の
意
図
は
、
イ
ェ
ス
に
よ
っ
て
実
現
し
た
 と
は
言
え
な
い
。
十
字
 

架
上
で
の
イ
エ
ス
の
死
は
 、
 明
ら
か
に
そ
の
挫
折
を
さ
・
 
え
 意
味
す
る
。
し
か
し
、
イ
エ
ス
の
意
図
は
こ
の
挫
折
 と
 共
に
終
っ
た
の
で
は
な
 

い
 。
イ
エ
ス
は
そ
の
後
の
時
代
の
人
々
に
、
あ
ら
わ
に
、
 ま
た
匿
名
で
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
火
を
点
火
し
 、
人
 間
 共
同
体
実
現
の
課
題
 

を
 委
託
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
（
一
九
二
）
。
 

第
セ
章
 
「
イ
エ
ス
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
キ
リ
ス
ト
 教 脱
出
の
目
的
」
 

赤
岩
 に
よ
れ
ば
、
「
イ
ェ
ス
を
「
キ
リ
ス
ト
 

ヒ
 と
し
て
、
 
古
代
神
話
的
に
告
白
し
、
信
仰
す
る
こ
と
か
ら
キ
リ
ス
 ト
 教
は
始
っ
た
。
 
こ
 

の
 キ
リ
ス
ト
教
か
ら
の
脱
出
は
 、
 私
に
と
っ
て
 、
 私
を
 縛
っ
て
い
た
ド
グ
マ
や
「
権
威
 ヒ
 か
ら
自
由
に
さ
れ
、
 
非
 人
間
 化
 を
ま
ぬ
か
れ
る
 

こ
と
を
意
味
す
る
。
」
（
一
九
三
）
。
「
今
日
の
キ
リ
ス
ト
教
 
0
 間
 題
は
 、
キ
リ
ス
ト
の
名
称
に
よ
っ
て
、
人
間
 %
 を
 抑
圧
す
る
古
い
神
話
的
 

権
威
を
、
今
日
も
な
お
保
持
し
続
け
て
い
る
こ
と
に
あ
 る
の
だ
。
 ロ
 キ
リ
ス
ト
」
と
は
、
古
代
の
不
条
理
な
神
話
 的
 権
威
が
、
今
も
な
お
 

そ
の
名
称
の
下
に
私
た
ち
の
間
に
生
き
残
る
た
め
の
宗
教
 的
 様
式
な
の
で
あ
る
。
」
（
一
九
六
）
。
か
か
る
キ
リ
ス
 

ト
 か
ら
脱
出
す
る
こ
と
 

で
 得
た
利
益
は
次
の
諸
点
だ
 、
 と
方
 岩
は
 言
 う
 。
 ィ
、
原
 罪
や
罪
に
対
す
る
宗
教
的
罰
の
威
嚇
か
ら
、
完
全
に
自
 由
 
に
さ
れ
た
（
一
九
 

八
）
。
 ロ
 、
排
他
的
に
絶
対
唯
一
の
宗
教
を
主
張
す
る
 キ
 リ
ス
ト
教
の
真
理
性
が
、
神
話
性
に
も
と
づ
く
も
の
で
 、
も
は
や
不
可
 謬
 的
な
 

も
の
で
な
い
こ
と
を
知
っ
た
私
は
、
絶
対
無
謬
の
思
想
 と
か
、
主
義
と
か
い
っ
た
も
の
は
、
こ
の
世
界
に
は
皆
無
 で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
 

ね
 た
（
一
九
九
）
。
 
ハ
 、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
の
脱
出
に
よ
 っ
て
、
未
成
年
の
人
間
か
ら
、
成
人
し
た
人
間
の
域
に
 歩
み
い
っ
た
（
 二
 0
0
 

）
。
 

と
こ
ろ
で
、
 
赤
右
 に
よ
れ
ば
、
「
イ
ェ
ス
の
生
涯
は
空
し
 

い
 失
敗
の
生
涯
の
連
続
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
 ら
ず
、
迷
い
な
が
ら
 真
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い
く
つ
か
の
文
章
の
一
つ
で
あ
る
が
、
 

司
 
脱
出
 記
 L
 に
 お
い
て
「
イ
エ
ス
の
ヒ
ュ
ー
 

肪
 
マ
ニ
ズ
ム
し
に
到
達
し
た
 
方
 岩
の
思
想
展
開
を
示
す
 
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
イ
エ
ス
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
 

ム
、
 否
む
し
ろ
、
彼
の
 
フ
マ
 

㈹
 
ユ
 タ
ス
を
如
何
に
し
て
自
己
の
も
の
と
す
る
か
が
、
 

こ
の
文
章
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
先
ず
 

赤
 岩
の
言
う
こ
 

と
を
聞
こ
う
。
「
こ
れ
ら
の
 

現
 
歴
史
（
バ
チ
カ
ン
第
二
公
会
議
、
ア
メ
リ
カ
で
の
神
 

の
死
 ・
神
学
）
の
動
き
は
、
十
字
架
上
に
死
ん
だ
 

イ
ェ
 ス
の
 反
覆
に
ほ
か
な
ら
れ
 
33  (lei) 

の
 
教
 
 
 

（
 
Ⅰ
 
l
 
Ⅰ
）
 

ス
五
 、
目
イ
ェ
ス
を
行
ず
る
 L
 
省
 指
目
一
九
六
六
 年
 九
月
号
。
Ⅸ
・
二
八
八
 ｜
 九
一
）
 

0
 人
間
と
し
て
生
き
た
で
あ
ろ
う
イ
エ
ス
は
 、
 私
た
ち
の
 心
に
、
 生
き
る
火
を
と
も
し
て
く
れ
る
こ
と
を
今
で
も
 や
め
て
い
な
い
。
 

キ
 リ
つ
 ハ
ト
 焔
 略
も
、
も
と
は
と
毒
ロ
 
え
ぱ
、
ア
 し
の
イ
ェ
ス
の
 人
 間
性
に
そ
の
発
生
の
根
源
を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 」
（
 二
 0
 三
）
。
「
キ
リ
ス
 

ト
 教
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
で
、
私
が
到
達
し
た
地
点
は
 、
 イ
エ
ス
の
 
レ
し
ユ
 
ー
マ
ニ
。
ス
ム
で
あ
る
」
と
 赤
 岩
は
舌
口
 
う
 
（
 二
 0
 ニ
ー
 四
）
。
 そ
 

れ
で
は
、
こ
の
ヒ
ュ
ー
 7
 ユ
 ズ
ふ
 と
は
何
か
。
 
赤
岩
は
 そ
れ
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
私
た
ち
が
今
日
の
時
 点
で
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
 

と
い
う
時
は
、
そ
の
語
を
サ
ル
ト
ル
が
㍉
実
存
主
義
は
 ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
ヒ
と
言
っ
た
時
の
 ロ
 ヒ
ュ
ー
 
マ
 二
ズ
ム
 L
 と
ほ
ぼ
同
じ
 

意
味
で
了
解
す
れ
ば
よ
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ヒ
ュ
ー
 マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
表
現
に
は
、
ハ
イ
ネ
マ
ン
の
指
摘
す
る
 よ
う
な
、
神
の
権
威
に
 

守
護
を
求
め
て
生
き
る
幼
児
癖
を
断
念
し
て
、
人
間
と
 し
て
独
立
し
て
生
き
よ
う
と
い
う
成
人
 山
昌
茜
が
 
含
ま
れ
 
て
い
る
。
」
（
 二
 0
 四
）
。
 

「
私
た
ち
は
当
初
の
イ
ェ
ス
の
人
間
共
同
体
形
成
の
意
図
 に
も
う
一
度
た
ち
帰
っ
て
、
そ
こ
か
ら
成
年
期
の
現
代
 を
 歩
み
出
す
べ
き
で
は
 

あ
る
ま
い
か
。
文
化
の
発
展
に
よ
っ
て
、
必
然
に
将
来
 さ
れ
る
人
間
疎
外
か
ら
、
人
間
を
守
る
た
め
に
は
、
 ィ
ェ
 
ス
の
 ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
 

に
よ
る
人
間
共
同
体
を
文
化
共
同
体
の
中
に
成
立
さ
せ
 る
ほ
か
に
道
が
な
い
。
」
（
 二
 0
 九
）
。
最
後
に
赤
 岩
 は
こ
 ，
 
っ
 結
論
す
る
。
「
こ
の
よ
 

題
 

う
な
人
類
の
遺
産
と
し
て
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
 私
た
ち
の
う
ち
に
点
火
す
る
も
の
こ
そ
 コ
 キ
リ
ス
ト
ヒ
と
 い
う
神
話
の
衣
を
ぬ
 ぎ
す
て
 

 
 

 
 



（
ー
）
「
ア
カ
ハ
タ
」
一
九
四
九
年
一
月
二
一
日
号
（
 V
.
 

附
録
 

1
 、
三
五
九
以
下
Ⅹ
「
 赤
岩
 牧
師
の
処
置
に
関
す
る
世
議
Ⅰ
（
 「
キ
リ
ス
ト
新
聞
 1
 
一
昭
 

和
 二
四
年
八
月
六
日
号
、
 V
.
 

約
転
 

2
 、
三
六
一
以
下
Ⅹ
円
札
 は
 イ
ェ
ス
を
裏
切
ら
な
い
 ヒ
 （
 
V
.
 九
｜
二
 二
一
）
 
、
 ㍉
キ
リ
ス
ト
 
教
 と
共
産
主
義
 b
 

（
 
V
.
 二
 二
五
 ｜
三
 二
七
）
参
照
。
 

い
 。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
イ
エ
ス
は
私
だ
 L
 と
い
っ
て
 イ
エ
 ス
な
 行
ず
る
人
間
が
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
 。
イ
ェ
ス
の
理
解
は
 、
 

つ
ま
り
、
こ
の
イ
エ
ス
を
行
ず
る
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
 の
で
あ
っ
て
、
た
ん
な
る
頭
の
中
の
観
念
の
問
題
で
は
 な
 い
 の
だ
。
」
（
二
九
 

0
 ）
。
「
イ
エ
ス
が
私
で
な
い
く
ら
い
明
白
な
こ
と
は
ね
 
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
認
め
た
上
で
、
僕
は
あ
え
て
 司
 イ
エ
ス
は
私
で
あ
る
 ヒ
 

と
 舌
口
っ
た
の
だ
。
」
（
二
九
 

0
 ぺ
 
「
他
者
と
し
て
の
 々
エ
 ス
、
 私
た
ち
と
し
て
の
イ
ェ
ス
が
 、
 実
り
豊
か
な
遠
近
法
 の
も
と
に
現
わ
れ
る
 場
 

ほ
 
「
イ
エ
ス
は
私
で
あ
る
し
と
舌
ロ
 

ぃ
 得
る
空
な
る
場
で
 は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
が
空
な
る
場
で
あ
る
か
ら
こ
そ
 

私
は
私
に
死
ん
で
 イ
 

エ
 ス
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
」
（
 
一
 
一
九
一
）
。
 

こ
こ
で
は
人
間
赤
岩
の
自
己
否
定
を
通
し
て
主
客
転
倒
が
 起
っ
て
い
る
。
神
話
を
幻
想
と
し
て
 却
ぞ
け
 、
思
想
を
 頭
の
中
の
観
念
、
意
 

識
 操
作
と
し
て
排
し
つ
づ
け
て
き
た
 赤
岩
は
 、
自
己
否
 定
を
通
じ
て
イ
ェ
ス
を
反
覆
し
、
自
己
の
空
な
る
場
に
お
 い
て
イ
ェ
ス
が
主
体
と
 

し
て
生
き
る
、
ね
い
し
自
己
が
イ
エ
ス
と
し
て
現
成
す
 る
と
い
う
「
 行
 」
の
立
場
に
到
達
し
た
。
し
か
し
、
 赤
岩
 は
こ
の
立
場
に
安
住
す
 

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
「
 イ
 エ
 ス
は
私
で
あ
る
」
、
ま
た
は
「
イ
エ
ス
を
行
ず
る
」
 立
 場
は
 、
一
度
か
ぎ
り
の
 

行
 に
よ
っ
て
成
就
 し
 、
所
有
さ
れ
る
底
の
こ
と
が
ら
で
 は
な
い
。
む
し
ろ
、
絶
え
ざ
る
自
己
否
定
を
通
じ
て
空
の
 場
を
づ
 く
 り
っ
 づ
け
、
 

イ
エ
ス
と
し
て
現
成
し
っ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
，
 
ら
で
あ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
自
体
が
一
つ
の
 思
 想
 と
な
っ
て
固
定
さ
 

ね
 、
 赤
 岩
の
自
由
を
お
び
や
か
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
 あ
る
。
 見
 ゆ
る
権
威
か
ら
脱
走
し
 、
見
 ゆ
る
神
話
と
思
想
 を
 否
定
し
っ
づ
け
て
き
 

 
 

持
す
る
と
 

、
 、
、
い
う
自
己
矛
盾
的
否
定
の
立
場
を
と
る
こ
と
 
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
 

そ
こ
に
お
い
て
は
他
者
と
し
て
の
イ
ェ
ス
も
ま
た
否
定
さ
 れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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  Ⅳ
 
用
 ド
 
 
 

教
の
 

ま
、
 モ
丁
付
こ
ま
「
キ
リ
ス
ト
教
に
お
 

 
 

」
で
あ
っ
た
。
 
彼
 

 
 
ス
 
は
こ
の
問
い
に
た
い
し
て
、
権
威
か
ら
の
脱
出
と
い
 う
こ
と
で
答
え
た
。
も
と
も
と
、
権
威
か
ら
の
脱
出
は
 赤
 岩
の
生
涯
を
貫
く
基
本
的
 

 
 

 
 

 
 

判
的
 破
壊
の
作
業
を
実
施
す
 

沖
 
る
と
共
に
・
他
力
、
荻
 極
 的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
人
 開
化
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
と
 キ
リ
ス
ト
か
ら
脱
出
し
、
 

イ
 

肛
 

エ
ス
の
フ
マ
ニ
タ
ス
（
人
間
性
）
に
お
い
て
、
人
間
 を
人
間
た
ら
し
め
る
原
主
体
に
出
会
っ
た
。
彼
は
自
己
 否
定
を
通
じ
て
イ
ェ
ス
の
 原
 

現
 
主
体
を
自
ら
行
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
性
を
回
 復
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
 行
 」
は
 見
 ゆ
る
 権
威
か
ら
独
立
し
て
主
体
的
 
35  (163) 

本
 
  問題 

四
 

（
 2
 ）
こ
の
項
の
叙
述
に
つ
い
て
は
、
岩
水
達
郎
氏
（
Ⅲ
・
 
二
 八
五
以
下
）
及
び
田
川
健
三
氏
（
Ⅸ
・
三
三
六
以
下
）
の
「
 解
 説
 」
に
負
う
と
こ
ろ
が
 

多
い
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
。
 

（
 3
 ）
Ⅲ
・
二
八
五
 

（
 4
 
叶
 ）
Ⅸ
，
 
二
 二
二
六
 

（
 5
 ）
Ⅱ
・
一
一
八
六
 

（
 6
 ）
Ⅸ
・
 
二
 二
二
七
 

（
 7
 ）
Ⅸ
・
三
三
八
 

（
 8
 ）
Ⅸ
・
一
一
二
一
一
八
 

（
 9
 ）
Ⅸ
・
三
一
一
一
八
 

（
 
騰
 ）
「
キ
リ
ス
ト
新
聞
」
一
九
六
六
年
二
月
一
二
日
号
の
記
事
 
「
 赤
 右
半
牧
師
の
言
説
を
追
及
（
目
塞
 教
は
 Ⅱ
汗
さ
れ
が
た
 
い
と
結
論
、
問
題
の
書
 

コ
 キ
リ
ス
ト
教
脱
出
話
口
近
く
処
分
を
決
定
 ヴ
ニ
、
 及
び
著
作
集
 Ⅸ
・
 
二
 二
九
 ｜
三
 0
 参
照
。
 

（
Ⅱ
）
こ
の
文
章
は
も
と
も
と
日
指
 L
 
一
九
六
六
年
九
月
号
の
 

「
夏
季
集
会
を
終
っ
て
」
と
い
う
題
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
 

編
 葉
者
田
川
氏
が
編
集
の
 

便
宜
上
㍉
イ
エ
ス
 か
 二
行
ず
る
 L
 と
題
し
た
の
だ
と
い
う
。
Ⅸ
 
三
四
三
参
照
。
 



自
由
を
成
立
せ
し
め
る
フ
マ
ニ
タ
ス
を
回
復
す
る
こ
と
 に
 外
な
ら
な
い
ひ
 

赤
岩
は
 カ
ル
ヴ
ァ
ン
、
バ
ル
ト
の
影
響
を
深
く
受
け
 う
 つ
も
、
や
が
て
そ
こ
か
ら
脱
出
し
、
聖
書
の
様
式
史
的
研
 究
か
ら
進
ん
で
ブ
ル
 

ト
マ
ン
の
非
神
話
化
に
よ
る
聖
書
の
実
存
論
的
解
釈
を
 学
び
、
更
に
聖
書
の
編
集
史
的
研
究
を
さ
ぐ
り
、
フ
ロ
イ
 ト
の
 精
神
分
析
の
方
 

法
 、
ブ
ー
バ
ー
の
「
我
と
 故
 し
の
思
考
様
式
を
と
り
 い
 ね
 、
そ
れ
ら
の
方
法
を
用
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
の
 脱
 出
 と
人
間
性
回
復
の
作
 

業
を
進
め
た
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
作
業
は
否
定
性
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
 て
い
る
。
 赤
君
 は
、
そ
の
生
涯
の
各
時
期
に
お
い
て
、
 彼
 に
 権
威
と
し
て
 臨
 

み
、
彼
を
支
配
し
ょ
う
と
す
る
も
の
か
ら
脱
走
し
た
。
 彼
 に
と
っ
て
神
話
は
幻
想
で
あ
り
、
思
想
は
意
識
拙
作
、
 頭
の
中
の
概
念
に
す
ぎ
 

な
い
。
こ
う
し
て
、
一
切
の
も
の
を
拒
否
し
、
否
定
し
 て
 、
最
後
に
到
達
し
た
の
が
「
イ
エ
ス
を
行
ず
る
」
と
い
 ラ
 行
の
立
場
で
あ
っ
 

た
 。
こ
れ
は
主
体
的
自
由
を
究
極
の
と
こ
ろ
で
成
立
 せ
 し
め
て
い
る
無
限
否
定
に
体
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
 自
 己
 否
定
を
通
じ
て
現
成
 

す
る
「
イ
エ
ス
を
行
ず
る
」
と
い
う
行
も
、
一
度
き
り
 で
 完
結
し
、
所
有
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
不
断
の
自
己
 否
定
を
通
じ
て
、
イ
ェ
 

ス
を
現
成
し
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
更
に
こ
の
他
者
 と
し
て
の
イ
エ
ス
を
す
ら
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 か
ら
で
あ
る
。
し
て
 見
 

れ
ば
、
 赤
 m
 
石
に
お
い
て
主
体
的
自
由
を
成
立
せ
し
め
る
 所
以
の
フ
マ
ニ
タ
ス
は
無
限
否
定
そ
の
も
の
で
あ
る
。
 

二
 、
赤
 君
 の
こ
の
よ
う
な
無
限
否
定
に
よ
る
主
体
的
自
 由
の
実
現
フ
マ
ニ
タ
ス
の
現
成
そ
の
こ
と
が
、
 実
は
既
成
の
キ
 リ
ス
 

ト
 教
へ
の
根
本
的
な
問
い
か
け
に
体
な
ら
な
い
。
か
か
 る
 根
源
的
問
い
を
提
起
す
る
人
間
を
、
信
条
の
限
度
を
越
 え
る
も
の
と
し
て
教
会
 

か
ら
除
外
し
ょ
う
と
す
る
こ
と
は
、
問
題
の
回
避
で
は
 あ
っ
て
も
、
そ
の
解
決
と
は
な
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど
教
会
 は
 特
定
の
信
条
を
も
 

ち
 、
特
定
の
形
式
の
典
礼
を
執
行
し
、
伝
承
を
保
持
す
 る
 一
つ
の
体
制
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
体
制
を
支
 え
て
い
る
信
条
、
 
典
 

礼
 、
伝
承
、
更
に
は
法
憲
法
規
と
い
う
よ
う
な
も
の
に
 叛
く
人
間
が
、
当
該
教
会
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
 得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
 

場
合
、
問
題
は
教
会
と
い
う
体
制
内
の
こ
と
が
ら
で
あ
 っ
て
、
そ
れ
が
直
ち
に
キ
リ
ス
ト
教
そ
の
も
の
の
間
 拙
で
 あ
る
と
は
必
ず
し
も
 断
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三
 、
し
か
し
、
 
赤
 岩
の
所
謂
「
神
か
ら
人
問
 

へ
 」
 と
い
う
 
逆
 回
心
は
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
 

逆
 回
心
 に
よ
っ
て
は
た
し
て
人
間
の
㊤
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

キリスト教の 根本問題 

舌
口
で
き
な
い
。
ま
た
、
教
会
は
教
会
で
自
己
に
た
い
す
 
る
 ラ
ジ
カ
ル
 放
 問
題
提
起
を
こ
の
よ
う
な
形
で
拒
否
す
る
 こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
態
 

の
ま
ま
と
ど
ま
る
と
い
う
結
果
を
招
来
し
か
れ
な
い
の
で
 あ
る
。
む
し
ろ
、
望
ま
し
い
こ
と
は
教
会
の
側
に
お
け
 る
 柔
軟
な
態
度
で
あ
ろ
 

ぅ
 。
す
な
 ね
 ち
、
教
会
の
信
条
、
教
義
を
文
字
通
り
に
 固
持
し
ょ
う
と
せ
ず
、
そ
れ
ら
を
た
え
ず
時
代
の
状
況
の
 た
だ
中
に
お
い
て
批
判
 

し
 、
解
釈
し
、
時
代
の
人
々
に
理
解
可
能
な
も
の
と
す
 る
 必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
神
学
は
原
始
キ
リ
ス
ト
教
 以
 来
 の
諸
概
念
、
或
い
は
 

そ
の
後
の
時
代
を
通
じ
て
意
味
が
厳
密
化
さ
れ
た
術
語
を
 用
い
て
キ
リ
ス
ト
教
の
「
構
造
」
を
展
開
し
て
き
て
い
 る
 。
も
と
よ
り
、
特
定
 

の
時
代
の
特
定
の
神
学
者
の
体
系
が
完
結
し
た
も
の
と
し
 て
 、
そ
の
後
の
時
代
の
人
々
に
よ
っ
て
信
奉
さ
れ
る
の
 で
は
な
く
、
何
れ
の
 休
 

系
と
 雌
も
「
こ
と
が
ら
」
そ
の
も
の
に
即
す
る
こ
と
が
 で
き
ず
、
未
完
結
な
も
の
と
し
て
そ
の
限
り
神
学
的
 思
惟
に
は
仮
説
的
性
格
 

が
 構
造
契
機
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
そ
の
後
の
神
栄
 の
 展
開
の
曲
 石
 と
在
る
と
共
に
、
可
能
性
を
開
い
て
い
 る
 。
し
か
し
、
そ
れ
ら
 

の
 術
語
が
実
体
化
さ
れ
、
絶
対
視
さ
れ
て
、
そ
の
術
語
に
 よ
っ
て
し
か
「
こ
と
が
ら
」
が
表
現
で
き
な
い
と
な
る
 と
 、
神
学
そ
の
も
の
が
 

ど
の
よ
う
に
体
系
的
に
厳
密
化
さ
れ
よ
 う
 と
も
、
静
態
 的
と
な
り
、
硬
化
し
て
し
ま
う
。
術
語
の
記
号
性
が
注
目
 さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
 所
 

以
 で
あ
る
。
現
代
の
思
惟
形
式
は
著
し
く
機
能
化
し
て
 い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
古
典
的
実
体
概
念
を
 用
い
て
思
惟
 し
 、
そ
れ
 

を
 広
く
宣
べ
伝
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
れ
は
今
日
の
 人
間
に
全
く
別
の
息
椎
形
式
を
強
い
る
こ
と
と
な
る
で
あ
 ろ
う
。
そ
れ
で
は
神
学
 

が
 限
ら
れ
た
専
門
家
以
外
の
人
に
は
分
ら
な
い
と
い
う
 こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
、
現
代
の
人
間
 の
 用
い
る
、
或
い
は
 少
 

く
と
も
彼
に
理
解
可
能
な
言
語
を
も
っ
て
「
こ
と
が
ら
」
 を
 語
る
必
要
が
あ
る
。
類
似
の
こ
と
は
、
教
会
の
伝
承
 、
体
制
、
職
制
に
つ
い
 

て
も
舌
ロ
 
う
ア
し
 
と
が
で
き
よ
う
。
 



附
記
本
稿
は
昭
和
四
十
六
年
十
月
十
五
日
広
島
大
学
に
お
い
 
て
 開
催
さ
れ
た
日
本
宗
教
学
会
第
三
十
回
学
術
大
会
公
開
講
演
 会
 に
お
け
る
私
の
講
演
 

  

マ
ニ
ズ
ム
は
無
限
の
自
己
否
定
の
場
に
お
い
て
成
立
す
る
 も
の
で
あ
り
、
究
極
的
に
ほ
否
定
性
と
し
て
の
 付
 そ
の
 も
の
で
あ
る
。
し
か
 

し
 、
自
己
を
た
え
ず
否
定
す
る
と
言
っ
て
も
、
そ
の
 白
 己
を
否
定
す
る
た
め
に
は
、
自
己
を
措
定
し
な
け
れ
ば
な
 ，
ら
 
低
い
。
こ
の
措
定
の
 

面
が
 、
 赤
岩
 に
お
け
る
「
イ
エ
ス
を
行
ず
る
」
と
い
う
 こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
次
の
瞬
間
に
は
再
び
否
定
さ
れ
 、
そ
の
こ
と
が
無
限
に
 

繰
 返
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
 

四
 、
赤
岩
は
 
ロ
 キ
リ
ス
ト
教
脱
出
 記
 L
 に
お
い
て
、
 キ
 リ
ス
ト
教
の
中
心
的
概
念
を
一
つ
一
つ
と
り
あ
げ
て
、
 そ
 れ
る
の
概
念
の
成
 

立
 、
機
制
等
を
宗
教
史
的
・
教
会
史
的
 

方
法
を
用
い
て
検
討
し
、
そ
れ
ら
が
権
威
の
所
産
 か
 神
話
 的
 幻
想
か
、
思
想
の
意
 

識
 操
作
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
 の
 概
念
を
空
無
化
し
よ
 う
と
 試
み
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
 我
々
は
そ
れ
ら
の
概
念
 

を
 批
判
的
に
検
討
し
、
そ
れ
ら
の
概
念
が
表
現
せ
ん
と
 す
る
「
こ
と
が
ら
」
を
、
今
日
の
思
惟
形
式
を
も
っ
て
 表
 現
し
な
お
し
、
キ
リ
ス
 

ト
 教
を
新
た
に
構
造
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
 現
代
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
根
本
問
題
が
こ
こ
に
あ
る
 と
 思
う
。
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ト
 た
る
所
以
で
あ
る
と
い
う
の
が
キ
リ
ス
ト
教
 信
 仰
 で
あ
る
。
「
イ
エ
ス
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
も
 赤
右
 の
 三
口
 
ぅ
 よ
う
な
も
 
か
り
 
で
は
 
 
  
 

な
く
て
、
そ
の
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
 向
 う
か
ら
 破
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
 赤
岩
 に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
 



    

仏
教
が
 ボ
 ダ
 イ
 樹
下
に
お
け
る
釈
尊
仏
陀
の
自
内
証
に
 端
を
発
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。
そ
の
 宮
内
証
と
は
、
死
を
 

荷
い
無
常
な
る
も
の
と
し
て
あ
る
有
限
な
人
間
存
在
の
 中
に
無
限
と
不
死
を
獲
得
し
た
宗
教
体
験
、
す
な
わ
ち
 浬
 葉
 に
ほ
か
な
ら
ぬ
も
の
 

軸
 

で
あ
っ
た
。
釈
尊
は
お
よ
そ
人
間
で
あ
る
か
ぎ
り
 万
 人
 に
普
遍
す
る
根
本
的
な
苦
悩
を
み
つ
め
る
こ
と
か
ら
 出
発
す
る
。
そ
し
て
徹
底
的
 

ま
 

に
自
己
の
内
部
を
凝
視
し
、
つ
い
に
人
間
存
在
の
究
 極
 的
な
「
意
味
」
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
 一
切
の
世
俗
的
な
事
象
と
の
 

唾
か
か
わ
り
あ
い
は
な
い
。
社
会
環
境
も
、
世
間
的
な
 

是
非
善
悪
も
す
べ
て
そ
の
意
味
を
失
 う
 も
の
で
あ
ろ
う
 。
釈
尊
の
浬
 磐
 と
は
、
あ
く
 

ま
で
も
釈
尊
の
「
 個
 」
の
問
題
に
か
か
わ
る
体
験
な
 の
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
て
出
世
間
的
な
注
 格
 を
も
っ
も
の
 と
い
っ
て
い
い
。
そ
し
て
こ
 

 
 
血
 
の
津
梁
 は
 、
釈
尊
以
後
の
仏
教
典
に
お
い
て
も
常
に
 仏
教
の
本
質
と
し
て
修
行
者
た
ち
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
 て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

こ
の
「
自
己
を
凝
視
」
 
し
 、
「
意
味
」
を
追
求
す
る
レ
 
ダ
 エ
 ル
に
お
い
て
は
、
何
か
外
的
な
力
や
存
在
、
例
え
ば
 神
 的
存
在
や
霊
魂
等
 

 
 

 
 

「
何
ら
か
の
目
的
の
た
め
に
超
自
然
 
的
 存
在
（
 神
 、
精
霊
そ
の
他
）
 

-
l
 
）
 

の
 助
け
を
か
り
て
種
々
の
現
象
を
お
こ
さ
せ
、
環
境
を
統
 御
し
ょ
う
と
す
る
し
呪
術
も
斥
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
 な
い
。
事
実
、
釈
尊
は
 
39@ (167) 

  

は
じ
め
に
パ
 リ
ッ
タ
 現
成
立
の
背
景
 

奈
良
康
明
 

パ
リ
ッ
タ
 釜
凶
臣
コ
と
 
呪
の
構
 上
士
 

"
 
二
 
ヌ
 
こ
三
二
 

 
 



呪
術
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
呪
術
は
釈
 尊
 に
よ
り
明
白
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
 そ
の
禁
止
を
説
く
 文
 

例
を
精
査
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
二
面
に
お
け
る
禁
止
で
 あ
る
。
け
は
呪
術
は
浬
盤
を
求
め
る
（
べ
き
）
比
丘
に
と
っ
 
て
 無
用
無
益
で
あ
る
 故
 

 
 

め
に
 （
生
活
の
手
段
と
し
て
）
呪
術
を
な
し
、
あ
る
い
は
 
教
え
る
こ
と
の
禁
止
で
 

（
 
4
-
 

い
た
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
 

し
か
し
比
丘
、
比
丘
尼
の
数
が
増
し
て
教
団
が
発
展
し
 、
 在
家
信
者
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
て
く
る
と
さ
ら
に
 別
 個
の
事
情
が
出
て
く
 

る
 。
一
般
論
と
し
て
、
祖
先
崇
拝
や
精
霊
崇
拝
、
各
種
 通
過
儀
礼
、
呪
術
等
は
人
間
に
と
っ
て
の
本
質
的
な
要
請
 で
あ
る
。
人
間
社
会
の
 

あ
る
と
こ
ろ
、
大
な
り
小
な
り
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
 で
あ
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
淫
薬
と
は
す
べ
て
の
仏
教
者
が
追
 求
 す
べ
き
理
想
で
は
あ
 

る
 。
し
か
し
教
団
史
の
立
場
よ
り
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
 ほ
 エ
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
 っ
て
、
比
丘
、
在
家
を
 

含
む
仏
教
徒
の
す
べ
て
が
 浬
 磐
を
求
め
る
こ
と
に
専
念
 し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
（
 

3
 ）
ま
た
 浬
 磐
を
求
め
る
 ェ
リ
｜
 ト
 に
あ
っ
て
も
な
お
、
 

例
え
ば
葬
儀
や
祖
先
崇
拝
、
通
過
儀
礼
と
い
っ
た
「
 世
 間
 」
的
な
宗
教
観
念
・
儀
礼
を
払
拭
し
き
れ
る
も
の
で
も
 な
い
し
、
あ
る
意
味
で
 

は
す
て
さ
る
必
然
性
も
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
仏
道
 修
 待
 と
そ
う
し
た
各
種
儀
礼
と
は
機
能
を
異
に
し
て
い
る
も
 の
だ
か
ら
で
あ
る
。
 釈
 

 
 

浬
 盤
を
求
め
る
修
行
に
と
っ
て
無
用
無
益
だ
と
い
う
こ
 と
な
の
で
あ
っ
て
 、
そ
 

ぅ
 し
た
観
念
や
儀
礼
の
意
義
そ
の
も
の
を
否
定
し
た
も
 の
で
ほ
な
い
。
従
っ
て
比
丘
に
あ
っ
て
も
、
ま
し
て
や
 在
 家
信
者
で
は
な
お
さ
ら
 

の
こ
と
だ
が
、
釈
尊
や
指
導
的
立
場
に
あ
る
比
丘
た
ち
が
 自
己
の
凝
視
に
関
係
な
き
も
の
と
し
て
無
視
し
 、
 斥
け
 た
こ
と
が
ら
は
、
「
 無
 

関
係
な
も
の
と
し
て
無
視
」
さ
れ
た
が
故
に
、
自
己
 凝
 視
 の
 待
 と
は
関
係
の
な
い
日
常
生
活
の
場
に
お
い
て
は
 旧
 来
 通
り
お
こ
た
わ
れ
て
 

 
 

（
 
2
 ）
 

い
て
は
ど
う
で
も
い
い
こ
と
で
あ
り
、
関
係
の
な
い
こ
 と
で
あ
っ
て
 、
 
特
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
無
視
さ
 れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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儀
礼
、
例
え
ば
祖
先
崇
拝
や
葬
式
儀
礼
、
諸
種
の
通
過
 儀
礼
な
ど
は
、
禁
止
は
さ
れ
ぬ
ま
で
も
、
仏
教
の
木
質
と
 し
て
目
指
す
も
の
に
 っ
 

 
 

 
 

呪
術
の
意
義
を
否
定
し
、
そ
れ
を
お
こ
な
 う
 こ
と
を
 比
 丘
に
 禁
止
し
て
い
る
。
同
時
に
 、
 人
々
が
習
慣
と
し
て
お
 こ
 な
っ
て
い
る
様
々
な
 
0
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追目 

（
 
9
 ）
 

（
 か
 a
r
a
 

弔
の
旧
 

セ
髄
日
 ）
あ
る
い
は
帰
命
（
甘
の
 ヨ
 ）
す
る
 と
 即
座
に
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
す
く
わ
れ
る
。
あ
る
い
 は
 
一
玉
 は
 軍
書
に
悩
み
 

驚
 
災
難
に
遭
っ
た
商
人
た
ち
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
神
 

や
 鬼
霊
に
 加
護
を
求
め
祈
願
（
 
目
 せ
 a
c
a
 

乙
 ）
す
る
が
効
果
が
 
な
い
。
そ
こ
で
仏
陀
に
帰
依
 

 
 

 
 

 
 

た
こ
と
は
疑
が
 

ぅ
 こ
と
が
出
来
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

先
 述
 ㈲
の
比
丘
が
在
家
信
者
の
た
め
に
呪
術
を
お
こ
な
 

う
こ
 
と
の
禁
止
は
 

、
 裏
を
か
 

え
せ
ば
、
そ
れ
が
事
実
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
 

物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
仏
教
徒
の
間
に
お
け
る
 

呪
 的
な
観
 
念
へ
の
傾
斜
は
部
派
 

時
 

代
 に
属
す
る
各
仏
典
に
証
し
て
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
 

 
 

（
 
7
 
）
 

Ⅲ
釈
尊
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
て
い
た
占
星
は
、
パ
ー
リ
 

律
ロ
 
小
小
口
 

皿
ヒ
、
 

「
ジ
ャ
ー
タ
カ
 

目
 「
マ
ハ
ー
バ
 

フ
 ァ
ス
ツ
二
空
 

可
 
0
 作
品
の
随
所
に
 

、
 

（
 
ヌ
 
g
 
）
 

仏
教
徒
た
ち
が
そ
れ
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
行
な
い
、
 

そ
 の
 価
値
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
あ
る
。
 

は
ま
た
仏
法
僧
の
三
宝
に
は
聖
な
る
 

力
 

一
種
の
 

が
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
た
一
面
が
あ
る
。
 

例
 え
ば
、
大
海
に
出
て
 

（
 
6
 ）
 

あ
る
。
す
な
わ
ち
い
ず
れ
も
が
修
行
者
に
対
す
る
呪
術
 の
 禁
止
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
修
業
者
の
本
分
と
い
う
立
場
 か
ら
は
同
一
の
根
底
に
 



（
 
6
 
Ⅰ
 ）
 

で
あ
る
。
 

悪
人
が
象
を
殺
し
て
は
そ
の
牙
を
売
っ
て
い
た
。
 象
王
 
（
前
生
の
 ボ
サ
ッ
 ）
は
彼
を
殺
そ
う
と
し
た
が
、
彼
が
「
 ア
ラ
カ
ン
の
標
識
」
 

-
M
 
）
 

（
 
a
 （
リ
オ
が
日
と
 

ぎ
ぢ
 ）
た
る
大
衣
（
 帝
 ㏄
の
 
り
せ
帥
 袈
裟
）
を
 ま
 と
っ
て
い
た
た
め
に
遂
に
殺
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。
 

一
般
論
と
し
て
、
三
宝
帰
依
と
は
仏
法
僧
に
信
を
発
し
、
 

在
家
信
者
あ
る
い
は
修
行
者
と
し
て
正
し
い
生
活
を
行
 ず
る
こ
と
で
あ
ろ
 

う
 。
帰
依
し
た
結
果
、
彼
の
生
活
は
幸
福
に
な
る
の
で
 あ
り
、
そ
の
幸
福
と
は
戒
行
を
守
り
正
し
く
生
き
る
と
こ
 ろ
に
見
出
さ
れ
る
安
楽
 

の
こ
と
で
あ
る
（
次
節
参
照
）
。
幸
福
な
生
活
の
中
に
は
 
、
あ
る
い
は
現
実
的
な
利
益
も
含
ま
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
 が
 、
所
詮
は
副
次
的
な
 

も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
上
記
 諸
側
 で
は
、
帰
依
三
宝
 は
 現
実
的
な
利
益
を
イ
ン
ス
タ
ン
ト
に
も
た
ら
す
聖
な
る
 力
 、
一
種
の
呪
力
を
有
 

す
る
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
三
宝
 に
か
か
わ
る
事
物
例
え
ば
僧
衣
も
日
ゅ
 住
 。
 
日
 
で
 0
 毛
の
㌔
の
片
ゅ
（
～
 

0
 コ
と
し
 

て
 機
能
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
乙
う
し
た
三
宝
の
呪
的
 機
能
は
現
代
の
南
方
仏
教
諸
国
に
お
い
て
も
ご
く
普
通
に
 認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

す
註
圏
 4
 曲
（
 
0
 
 
終
日
 ヨ
回
あ
ヨ
ヴ
宙
き
下
 
㏄
の
の
 

曲
 （
世
尊
等
正
党
 者
に
帰
命
 す
 ）
と
い
う
句
を
三
回
唱
え
た
、
と
い
う
 如
 き
 事
例
に
も
か
か
わ
っ
 

て
い
る
。
㍉
長
部
 経
 Ⅲ
 

ビ
に
跨
 
い
た
 時
 に
 思
わ
ず
口
に
す
る
コ
南
無
 仏
 」
の
声
は
保
謹
へ
の
 祈
 り
 、
 
n
 
感
謝
、
 災
 除
け
等
 、
 

さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
ま
じ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
 

し
 か
し
、
一
種
の
 力
 が
こ
こ
に
は
観
念
と
し
て
信
ぜ
ら
れ
て
  
 

 
 

ば
 デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
が
山
頂
よ
り
大
石
を
お
と
し
て
仏
陀
 を
 害
せ
ん
と
し
た
 

際
 、
比
丘
た
ち
は
 

「
世
尊
の
精
舎
を
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
り
な
が
ら
、
高
い
大
き
 な
声
で
（
経
典
を
）
読
話
し
、
世
尊
を
守
り
、
保
護
し
 、
護
衛
し
よ
う
と
し
 

（
 
3
-
 

エ
 
レ
ハ
こ
 

O
 」
 

ま
た
僧
の
持
物
、
特
に
僧
衣
も
呪
物
た
り
 ぅ
る
 。
あ
る
 町
 に
悪
疫
が
は
や
っ
た
時
、
人
々
は
仏
陀
の
大
衣
を
竿
の
 先
に
結
ん
で
町
中
を
 

歩
き
、
祭
を
し
、
人
々
が
仏
陀
を
念
う
 G
E
 ロ
 ロ
ゴ
ロ
コ
ロ
の
 

 
 

ダ
ッ
タ
 の
前
生
た
る
 
一
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教
 的
色
彩
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
「
仏
教
呪
文
」
と
し
 て
 固
定
し
て
く
る
。
そ
う
し
た
 呪
句
 形
成
の
プ
ロ
セ
ス
 や
 構
造
は
以
下
に
検
討
す
 
4
 

            (paritta)  呪の構造と機能 

の と か る と 止 で ら 止 で 味 の 実 

の 一席 。 真教 実徒 

  一般の 種であ 期 的に の言葉   ろ は を 間 
の っ 託 と を に     発 に 
目 て は は 証 な 君   こ 頁 す お 
的 最 今 は す ら 譚 の 実 る け 

真 そ こ ろ   実 の と 呪   言吾 も に 的 
早   に の よ な 

    て   つ め っ 観 

さ お 、   い も て 念       て っ 何 は 
た ら 尊 。 る 若 r E, 公 ル   
も く あ し 。 学 威 （ 認 の   
の 当 る か こ % 、 儀 守 さ 間 に 力 の 実 

し う 日   
甘 と時い 、 一は 非 ） ざ     語 論ず 」 に ょ 目的 

ず と る 呪 る っ 、 （ 指導 われ 般 に 、 い る 的 

る 荷 向付     
。 な 立   門 詰 な 念           も 用 廿 ;     な は れ   帯で るが せ い （ ） l 7 現 て 一 

苫 捷 い た       。 尊 呪 、 し と は 
          は 事 

の ヒ 丘   
価 、 ノ た 

値 ド ち   苦諦三 身がす ずれに に ま し し     せ で 治 非 で た て 特 達 な ）   よ に 毒 ず も 昔 在   
ら な さ   、 災 景 在 か せ と も   教 し -   ら ん を 見 
る 文 に お と な 出                         にら 馬身 前て 提い 

の る 護 
こ す し す 

す 、 句 す る と た 
ぐ あ を 歴 と 身 べ 守 し 。 こと なわ るも とげ 

@C る / 手     仏陀 史の はよ 、一散 力 、ら るた なく て で ぅ 出 
れ は 教 ず め て の い 、 と 来 

ら 仏 え 」 の は 呪 
は 典 た ） 初佃 くいわごく （ 犯 ㌻ Ⅰ 8 と呪考術 
4 ム 中 こ   禁 文 ぇ 禁 る 貢 たもの するも 煮 この 。 
( Ⅰ 7 Ⅰ ) 



            
9  8 7       2  1 証 @  密 ら           
  上巻 諦三コ   名目 。 っ @ Ⅰ " ハ 1- " 一 教 

iC 
お 
  
る 

  
フ - 
    

㏄ 靭       隼 
す 

  １ % Ⅱ 
  
コト   
  
羅 

三頁。 セ、 お 大 甲い 。 一 こ ご けでは めて 真 のため ピ円プ e 犠 祭 、 ）、 @ と 尼   

や 
  

  持 

tQ tY3 と 
祈祷 

  
発 

つ 屯 田 び 禁 上 町与一切 二 展 
  

  先 
  
  
      

    を果 

  
  
て 
  

" （ b る 

    
  

目 

      

      
  （ 十   
  大三 仙二） 表 ぎ の た 、 世 

(172) 

る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
が
、
 

護
 呪
は
原
始
仏
教
、
部
 

派
 仏
教
時
代
を
通
じ
て
の
代
表
的
仏
教
呪
術
で
あ
る
。
 

そ
 し
て
そ
れ
は
大
乗
仏
教
 
4
4
 



パリッタ (P 

（
 
3
 ）
 

コ
 ン
 で
は
十
四
世
紀
頃
に
い
す
 酊
届
瓜
母
 
（
読
話
 品
 ）
 と
 い
う
 護
呪
 聖
典
が
ま
と
め
ら
れ
、
二
二
種
の
パ
 リ
ッ
タ
 を
 含
ん
で
い
る
。
 

（
 
4
 ）
 

て
 近
時
に
な
っ
て
 、
 Ⅰ
・
 
繍
目
 
は
の
ヱ
ヨ
 匡
 0
 （
の
集
め
た
 二
九
種
の
パ
 
リ
ッ
タ
 
の
名
前
を
紹
介
し
て
い
る
。
セ
イ
 ロ
ン
 に
 限
，
 ら
ず
、
 

ビ
ル
マ
で
も
パ
 
リ
ッ
タ
 は
き
わ
め
て
日
常
的
に
用
い
ら
 れ
て
お
り
、
南
方
仏
教
は
パ
リ
ッ
タ
仏
教
と
い
っ
て
も
 過
 舌
ロ
で
は
な
い
。
 

そ
し
 

タ
イ
、
 

anitta) 呪の構造と機能 

  
の で と   

    

て 

    
  

  

  イ ヰ ㏄ 

二
 
。
ハ
リ
ッ
タ
（
㌧
 p
H
w
*
 

（
 
曲
 ）
 

（
 
皿
 ）
 力
呂
レ
 ・
 
ぃ
 ～
・
 
ぃ
虫
 

（
Ⅱ
）
 呂
 z
.
 
ロ
 ・
 N
o
 
の
 ，
 N
 の
 由
 

（
 
ぱ
 ）
し
才
・
 目
 ，
㏄
 
き
，
ト
・
ド
 但
し
、
こ
こ
で
帰
命
す
る
の
は
 仏
陀
で
は
な
く
有
徳
の
尊
者
で
あ
る
。
 

（
㎎
）
侍
の
・
年
ゴ
い
 

す
ゴ
 
@
 
オ
片
 
ぽ
向
 サ
 す
 い
帆
リ
 

セ
由
井
。
 

せ
 @
 
す
り
㍉
い
の
の
 

P
 つ
い
 
コ
百
 

Q
@
 

Ⅰ
の
 
目
 （
 
o
c
 い
ひ
オ
ぃ
ヨ
ハ
コ
ヱ
 

u
c
c
 

囲
の
い
 

巨
年
ゆ
ヨ
り
ゴ
い
 

の
 
ぃ
 Ⅰ
曲
目
の
ど
一
季
 

目
 ド
ド
 
旧
 ダ
い
 
Ⅰ
。
二
戸
村
 

-
 
い
 ヰ
下
り
 

抽
い
缶
 

-
 

弓
 
の
 粁
 オ
 フ
自
 
せ
い
Ⅱ
ハ
 

ウ
ぃ
帆
屈
円
 

主
日
 
倒
 。
 そ
 @
 
コ
 ・
 ロ
，
ト
の
ト
 
㏄
 由
 

（
Ⅱ
）
下
せ
・
 
H
.
 の
 N
 、
 o
 曲
 

（
 
騰
 ）
 q
.
 
ロ
 。
）
の
 
づ
，
 0
 ヰ
 

（
㏄
）
三
宝
の
呪
的
な
力
に
つ
い
て
は
㌔
・
 ゴ
い
 
ヨ
田
 ぃ
ゴ
 
。
 る
 ・
 
ゑ
 ド
 ・
 B
 で
・
）
の
り
 

曲
一
，
笘
 

0
l
 
。
 H
 
し
 の
 
0
-
0
 

幅
 ㎏
・
 
0
 （
 ン
ミ
 
0
 
（
 
ム
 
@
 ぃ
 コ
年
 キ
 の
の
 0
 
注
目
 の
 0
 「
 
匹
い
 
（
の
の
 
0
-
 

巾
 立
年
年
ま
の
 

日
 ぎ
の
 円
 す
ま
せ
 き
ぃ
 
幅
の
（
 
ぎ
 ，
 巴
単
 
p
-
R
 
（
 
ざ
ぎ
 
㌧
 き
 ユ
ミ
 
。
 
巴
 タ
色
 ゐ
ソ
 
0
 
コ
じ
 P
o
 

の
㏄
・
 

や
生
ダ
ヲ
ミ
 

・
 
由
 ・
 
留
 T
O
.
0
 
や
 9
 ヴ
 -
 つ
 で
 ・
 り
白
 
㏄
 曲
 

（
 
W
 ）
日
本
仏
教
学
協
会
年
報
、
三
八
号
（
 
昭
 ㎎
・
五
月
出
版
 見
込
 ）
に
掲
載
予
定
。
 

（
 
M
 ）
大
正
二
二
、
七
五
四
、
 
a
b
 

45@ (173) 



以
下
に
パ
 リ
ッ
タ
 の
性
格
、
機
能
、
呪
力
 め
 源
泉
等
を
 検
討
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
急
リ
ッ
タ
の
一
一
 
ほ
 つ
い
て
み
て
お
き
 

た
い
。
以
下
に
あ
っ
か
う
の
は
十
一
種
で
、
こ
の
中
に
は
 勿
論
、
「
ミ
リ
ン
ダ
・
パ
ン
ハ
ー
ロ
や
ブ
ッ
ダ
・
 ゴ
｜
 ザ
 の
あ
げ
る
も
の
は
 含
 

ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
で
も
現
代
南
方
仏
教
で
 広
 く
 用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
論
述
の
都
合
 上
 、
こ
の
十
一
種
の
 パ
 

り
ッ
タ
 を
筆
者
な
り
に
四
類
に
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
 に
す
る
が
、
そ
の
名
称
と
出
典
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

A
 
 Ⅲ
 
ヲ
 （
の
（
（
㏄
の
由
ま
 

p
-
 
本
 ゴ
ロ
・
 

目
 ・
 
P
 
Ⅰ
 O
n
 の
 コ
 ・
 P
 
お
 １
ト
趣
 
い
 

②
 
紙
 如
か
的
 

ゅ
 ）
 
い
 の
 
け
 d
d
p
@
 

木
下
口
・
 

d
.
P
 

。
 P
N
n
 
の
 コ
 ・
 
N
0
 

の
・
め
の
の
 

る
 ・
絹
目
ゅ
ョ
 
ぎ
 g
a
 
守
 ）
 緊
 ・
㊤
・
 
か
簿
 ）
一
宮
 
ヂ
 5
 
%
 
ト
 ・
 ト
も
 （
 
セ
 の
の
・
）
 

曲
 ・
一
の
の
 

0
.
 

ト
 0
,
 
Ⅰ
も
（
 
セ
の
 
・
）
 

め
｜
 

卸
勾
斡
 （
 
リ
コ
 
㏄
の
 
由
 （
 
ヰ
 
p
@
 木
す
 

D
.
 

日
 ・
 
び
 ・
）
，
 

P
q
n
 

の
 コ
 ・
 
N
N
N
l
 

毬
 

B
 
㈱
の
仁
セ
㏄
（
（
す
山
 

l
 ㌧
 ゆ
 （
片
目
（
 

曲
 @
 ）
・
心
心
も
 

か
か
幅
三
 
@
 団
団
も
銭
目
 

d
p
@
 

宮
戸
口
・
 

旛
 h
.
 
「
 増
一
 阿
舎
 し
 三
一
巻
（
大
正
二
、
 セ
 一
九
、
 b
 以
下
）
。
 

C
 
 ㈲
 
し
す
 
の
 す
的
 ㎎
が
 

@
%
 

ゆ
 （
 
臣
 （
 
a
@
 の
ニ
 
・
 ヒ
 .
 
の
・
 
ト
め
 
・
（
 
円
 2
1
 
㏄
 ギ
 ）
・
 展
 河
合
こ
三
五
巻
（
大
正
二
、
二
五
五
、
 a
b
 ）
 、
 %
 増
一
河
 "
 
や
口
口
 

二
四
巻
、
（
大
正
二
、
六
一
五
、
 a
b
 

）
。
 

Ⅲ
 
O
p
 

コ
日
ヨ
リ
，
 

で
か
 
円
円
（
 

d
p
@
 
の
リ
 
4
.
 
ロ
 。
Ⅰ
 ゆ
 （
 
H
.
 
の
 0
 ）
 司
 
雑
 阿
舎
 ヒ
二
 二
巻
、
（
大
正
二
、
一
五
五
、
 a
 ）
。
日
別
訴
 
雑
 阿
舎
」
九
巻
、
 

D
 
 ㈲
 
ナ
白
 
O
q
p
l
 

ロ
 p
q
 
円
ヰ
 

（
 
p
@
4
.
 

）
白
の
・
 

0
 口
 ・
）
・
 

か
の
 
）
・
三
八
 

㈲
の
 岸
ユ
ゼ
ゅ
 

1
 つ
 ㏄
～
 
円
 
（
（
 

p
 
@
 

の
 Z
.
 
ロ
 。
 ト
 。
 P
o
 
 

（
 H
 
.
 

の
 ト
 
）
 

㈹
 
卜
荻
 コ
 %
 ロ
 ゼ
ギ
 で
 ギ
ヨ
 p
-
 し
之
 ・
 目
 。
お
か
用
・
 

n
Q
.
P
 

ぎ
 

（
大
正
一
一
、
四
二
二
 

ハ
、
 c
 ）
。
 

度
集
経
ヒ
 三
巻
（
大
正
三
、
一
三
、
 a
b
 

）
。
 

ゴ
 囲
の
斡
 

ヨ
 ㏄
 せ
の
 
の
 
仁
 （
（
の
ロ
ヰ
 

a
 。
 し
之
 ・
 ロ
，
め
白
 

㏄
 用
 ・
「
士
人
ム
 

云
掘
栓
 

」
 台
長
阿
含
経
 ヒ
 

十
二
巻
、
大
正
一
、
セ
元
、
 b
l
 八
一
、
 b
 ）
、
「
仏
説
 
大
三
 摩
 看
経
 し
 （
大
正
一
、
二
五
八
 
｜
 二
五
九
、
 c
 ）
。
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            ，タ (panitta) 呪の構造と機能   ｜ ｜   

  
 
 

時
れ
 

除
 

方
が
 

駆
 

 
 

獣
 
野
獣
 
由
 
の
ら
 

 
 

危
か
，
や
 

 
 

 
 

 
 

 
 

8
0
3
6
 

 
 

 
 

 
 
 
 
シ
な
 0
0
O
 

1
 
ノ
 Ⅰ
 
@
@
 

z
.
.
 

ヒ
 

O
 本
 

t
t
a
 
 
 

 
 

 
 

 
 

P
a
 

て
     0  @  22  @ 霊 ， 病尉 悪霊， 鬼霊 による病気 l 

  

 
 

産
 

出
 

 
 

険
 
危
 

 
 世
一
 

9
 
2
 

Ⅹ
 

 
 

ム
 ）
 ソ
に
 

ャ
し
レ
本
 

シ
な
 ト
一
 

（
 @
 
こ
 （
 ナ
 

0
 本
 0
 ク
 

 
 

 
 
 
 
 
 
p
a
 

I
t
t
 

Ⅱ
 

l
a
 乙
 

m
 

一
 
t
h
i
 

p
a
r
 

一
 

u
t
 
A
S
 

・
 
g
v
 

n
 

a
 
u
 

l なしり       

(Maha-)Mangala-sutta 曲作 抽丑 祥一般 
            吉祥一般     危険をのがれる 績 ， 豆ィ、 ""- ， - ， 好成 

Karaniya 一 %etta 一 lpanitta       9    悪 霊悪霊 

                                  l X  l 14  片 甜   
    l X l l5 l 日 蝕 l 

  
  

Vattaka-paritta 雑         人 

Bho Ⅱ ha 五 ga 一 sutta 
              病気 

Pubbanha-sutta               疫病，星宿の 災 

な
行
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
一
切
の
生
き
者
は
幸
福
 

盆
け
左
 
ゴ
山
 
コ
 ）
、
安
泰
父
帝
ヨ
山
 コ
 ）
、
安
楽
の
手
 ぎ
 ・
 

ら し あ 

くる 才 Ⅰ @ Ⅴ Ⅱ ： あ @@ " 。 全 部 口 
。 や 究 で 
生 さ 梅 干 
括 し の 頗 

は質 く境よ " " り 
索 居、 す 成 
に い な る 
、 上 わ が 
感 る ち 、 
官 こ 倍 概 
を と を 要 
仰 が 得 は 
制 あ た 次 

しっもの 、 ての 通 
下 は は り 
劣 な 正 で 

l 工 ) 

目
の
 （
（
の
の
 

け
 （
（
 
弗
 

A 
類 

は
そ
れ
ぞ
れ
、
上
掲
 

円
 ㏄
 日
サ
い
 
り
 才
 ・
 客
 ・
の
㌧
 
才
 。
 （
四
四
頁
 註
 
（
 
3
.
 

）
）
の
 

，
 
）
 

の
 報
告
に
よ
っ
て
い
る
。
 

弓
の
簗
の
報
ず
る
番
号
と
共
に
表
示
し
て
お
く
。
 

ィ
 、
ビ
ル
マ
に
お
け
る
パ
リ
ッ
タ
お
よ
び
そ
の
 機
 能 タ 

り
ッ
タ
 を
ミ
 リ
 ン
ダ
，
パ
ン
ハ
ー
、
な
ら
び
に
上
記
 

0
 頁
 参
照
。
 

な
お
上
に
タ
 イ
と
 ビ
ル
マ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
 パ
 

Q 抽 

丙
ゴ
の
コ
宙
曲
 

1
 口
リ
ユ
 
（
（
 

a
@
 
 

の
 目
 ）
寸
セ
 
の
 ㎎
的
の
せ
、
 

や
ド
 （
 
セ
ぎ
 ・
Ⅱ
・
 

P
o
 

の
 @
 ト
 
ト
 
0
 ）
・
 
レ
之
 ・
 ロ
 ・
Ⅱ
 
め
 

卜
 @
 し
 0
 
ひ
 ・
漢
訳
所
伝
に
つ
い
て
は
、
 六
 

47  (175) 
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安 車 し 届、 い か を 審 
ら を み っ 仏 (2) 
ぎ と 、 て 陀     
こ 正 を の お の 
う し 豊 幸 ら   
ラ 行 す と た 
入 る る は 時 
が 守 こ 何 に 
幸 っ と で 一 
な て 、 あ 人 

の 非 前 ろ の 
で 難 世 う 神 
あ さ に か が 
  

る れ 功 と や 
。 ぬ 徳 た っ 

物こ は ・ 物 き 

こ を ず て 
と 積 ね き 
、 ん た て 
道 で     

め い こ 人 
人 て れ も 
に 正 に 神 
会 し 対 も   
つ い し 幸 
て 嘗 て 福 

仏陀は 教をき願をお ョり （ か     
修 た た Ⅹ 

    て 
幸せ 真 親しま なる あり、   

のお 貫き ㎏ 
り て 母   な い が 

て 壮 観 る 除 る 子 

も 旨 う 類 

  
ボ 。 @     

ぺ     
な 宝 Ⅰ " 

っ 。 ろ   
あ 不 幸 し 聞   
こ す あ ず 常 
め ぐ れ 、 に 

真 れ （ ぃ 供 

仏物 理によたよ色しの をさ の叶の コ ひ かなる 仰 

  



            ，タ (paritta) 呪の構造と 拙能 

さ
て
Ⅲ
 、
 ㈲
は
南
方
仏
教
で
悪
霊
駆
除
の
目
的
を
も
っ
て
 

 
 

だ
が
、
こ
れ
は
決
し
 

て
 祈
祷
で
は
な
い
（
タ
イ
）
。
ビ
ル
マ
で
も
同
じ
く
幸
福
 を
ね
 が
 ぅ
 の
で
あ
る
が
、
豊
作
と
か
試
験
の
好
 成
描
芋
 
0
 目
的
を
成
就
す
る
た
 

 
 

型
 で
も
用
船
さ
れ
る
通
り
、
こ
の
 三
 経
に
は
本
来
、
 
呪
的
 な
 要
素
は
全
く
み
る
こ
 

と
が
出
来
な
い
。
Ⅲ
は
き
わ
め
て
高
次
の
倫
理
的
な
生
 活
 を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
再
び
母
胎
に
入
ら
 ず
と
い
い
、
ま
た
主
語
 

が
 究
極
の
境
、
す
な
わ
ち
悟
を
え
た
人
に
な
っ
て
い
る
こ
 と
で
判
る
通
り
、
狸
婆
追
求
の
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
み
た
 倫
 理
 内
生
活
で
あ
る
。
㈲
 

も
 同
様
で
あ
る
。
仏
教
徒
と
し
て
理
想
的
な
倫
理
的
 生
 き
方
を
説
い
て
、
そ
う
い
う
生
活
を
す
る
こ
と
が
幸
福
（
 ョ
ぎ
潟
寸
 ）
だ
と
い
う
 

-
5
 
）
 

の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
梵
文
「
大
事
」
の
の
 v
a
 

の
（
 

ゼ
 ㏄
ゼ
ロ
 
コ
寸
栄
 ゆ
（
 
下
囲
や
 
コ
ジ
ャ
ー
タ
カ
ロ
四
五
三
の
目
の
 ゴ
 曲
ヨ
 丼
臣
の
 
a
 鼠
 
目
付
 
叶
 
の
 末
ゆ
 

（
）
・
 
目
 ，
 お
ギ
 ）
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
 

榛
 者
で
 
は
ま
ず
人
々
は
吉
兆
（
 ヨ
注
括
 注
が
）
と
は
何
か
に
つ
い
 
て
 論
じ
る
う
。
 
朝
 早
く
 

白
 牛
や
赤
色
、
洗
っ
て
な
い
衣
類
を
み
る
こ
と
が
吉
兆
 だ
と
い
う
人
も
い
た
し
、
ま
た
「
満
足
し
た
」
と
か
「
 生
 長
し
た
」
等
を
聞
く
の
 

が
 吉
兆
と
い
う
人
も
い
た
。
あ
る
い
は
吉
兆
と
は
 感
ず
 る
こ
と
だ
と
主
張
す
る
者
も
い
た
。
そ
こ
に
仏
陀
が
出
て
 き
て
真
の
吉
兆
と
は
 倫
 

理
 的
な
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
と
教
え
る
の
で
あ
る
。
 こ
う
し
た
経
典
は
本
来
が
 呪
 的
な
観
念
に
さ
さ
え
ら
れ
 て
 説
か
れ
た
も
の
で
は
⑦
 
 
 

な
い
。
従
っ
て
、
も
し
そ
れ
が
呪
文
と
し
て
何
ら
か
の
 現
 美
的
か
つ
直
接
的
な
利
益
を
も
た
ら
す
た
め
に
用
い
ら
 れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
 

な
ら
、
そ
こ
に
呪
力
 め
 源
泉
と
し
て
見
出
し
つ
る
の
は
 有
徳
の
生
活
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
仏
教
徒
と
し
て
 正
 し
い
信
仰
の
生
活
が
人
 
4
 

あ
れ
 

ゆ
ら
 

る
 。
 

ヰ
ハ
 

@
@
-
@
-
@
 

@
L
 

千
 

（
 
四
 １
玉
 頒
 ）
。
そ
し
て
ま
た
、
四
双
 八
 輩
の
人
は
不
死
 に
 入
っ
て
平
安
の
た
の
し
み
を
う
け
て
い
る
。
聖
な
る
 真
理
を
観
察
し
て
 

ぐ
こ
と
な
く
、
布
施
を
う
く
べ
き
人
で
あ
る
。
彼
ら
に
 対
す
る
布
施
の
果
報
は
大
き
い
。
こ
の
す
ぐ
れ
た
宝
は
 サ
 ン
ガ
 
の
中
に
あ
 

こ
の
真
理
に
よ
っ
て
 幸
 あ
れ
（
 六
 １
元
 頚
 ）
。
そ
し
て
 以
 下
土
ー
十
一
 
%
 に
 借
宅
を
の
べ
、
十
二
ー
十
四
 頒
は
重
 
ね
て
三
宝
の
徳
を
 

え
 、
十
五
１
千
 セ
 頚
は
、
こ
こ
に
集
っ
た
生
き
者
た
ち
 が
 三
宝
に
敬
礼
す
る
こ
と
を
の
べ
、
彼
ら
に
幸
で
あ
れ
 と
 祈
る
。
 



一
般
で
あ
ろ
う
。
か
く
解
し
て
何
ら
不
都
合
な
点
は
な
い
 
。
し
か
る
に
本
経
が
南
方
仏
教
諸
国
に
お
い
て
悪
霊
 退
 散
の
呪
法
に
用
い
ら
れ
 

（
 
り
 
1
@
 

て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
お
そ
ら
く
 す
 ゴ
ロ
（
曲
を
鬼
 
霊
 と
と
 る
 理
解
が
介
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

か
く
し
て
 A
 類
の
パ
 リ
ッ
タ
 は
、
元
来
は
呪
的
な
要
素
 を
 含
ま
ぬ
ど
く
普
通
の
経
典
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
仏
教
徒
 一
般
の
呪
術
へ
の
 要
 

請
 に
応
じ
て
呪
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
仏
 教
徒
と
し
て
の
有
徳
の
生
活
と
そ
れ
に
伴
 う
 「
幸
福
」
の
 
意
味
の
拡
大
が
呪
力
の
 

根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
「
三
宝
」
に
も
次
第
 に
呪
 的
な
力
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
仏
教
 呪
 又
と
 し
て
発
展
し
た
も
の
と
 

思
わ
れ
る
。
 

B
 類
 

㈲
の
 仁
ヰ
ひ
 
（
（
 
オ
 Ⅰ
 
l
 ロ
 リ
ユ
 
（
（
 
飴
 

こ
の
 パ
 Ⅱ
 
ソ
ッ
タ
 は
「
…
Ⅱ
ノ
ン
パ
ク
・
パ
ン
ハ
ー
」
の
シ
ャ
ム
 

本
に
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
 刊
 e
e
r
 

の
二
九
種
 

の
中
に
は
見
出
さ
れ
 

な
い
も
の
で
あ
る
。
 

ヤ
ン
ニ
ャ
 ダ
ッ
タ
 な
る
バ
ラ
モ
ン
の
少
年
が
毒
蛇
に
咬
ま
 れ
て
倒
れ
る
。
両
親
は
外
道
の
修
行
者
に
薬
（
 
0
 の
が
口
オ
 

む
 か
護
呪
 （
 
づ
キ
円
 
（
（
㏄
）
 

用
い
ら
れ
易
い
性
格
を
具
え
て
い
る
こ
と
は
理
解
出
来
 る
 。
し
か
し
こ
こ
の
ヴ
ァ
 目
 ㏄
 と
ほ
 、
や
は
 卜
ソ
、
由
エ
化
 

@
 
で
 は
な
く
て
「
生
き
も
の
」
 

ヴ
ゴ
 
口
紬
に
は
 
鬼
 霊
の
意
味
が
あ
る
し
、
そ
れ
に
 

問
 っ
て
 
慈
し
み
を
た
れ
よ
、
守
れ
、
と
呼
び
か
け
る
こ
と
は
、
 

 
 

々
の
幸
福
で
あ
る
と
い
う
原
義
が
拡
大
解
釈
さ
れ
、
現
世
 利
益
を
 ぅ
 る
こ
と
、
す
な
わ
ち
幸
福
で
あ
る
と
考
え
 ろ
 れ
た
。
幸
福
と
い
う
も
 
0
 

の
に
対
す
る
価
値
の
転
換
が
こ
れ
ら
の
経
典
に
呪
文
と
し
 て
の
機
能
を
も
た
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

㈲
も
本
来
は
呪
文
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
・
 
え
な
い
。
こ
こ
に
は
 仏
 ・
 法
 ・
僧
の
三
宝
の
徳
が
た
た
え
 ，
 
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
㎝
 

れ
も
自
己
を
凝
視
し
、
 浬
 架
を
求
め
る
し
 ヴ
ヱ
ル
 に
 あ
 る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
冒
頭
と
最
後
に
 ゴ
ゴ
目
村
 と
い
う
 舌
口
業
が
出
て
く
る
。
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㈲
レ
オ
的
耳
目
 ヨ
 目
下
 

l
%
 

麓
ヱ
 （
 
紬
 

帰
伍
 し
た
ア
ン
グ
リ
マ
ー
チ
は
ブ
ッ
ダ
に
難
産
の
女
の
 と
こ
ろ
に
行
き
、
次
の
よ
う
に
唱
え
て
救
え
と
命
ぜ
ら
れ
 る
 。
す
な
わ
ち
「
 御
 

婦
人
よ
 、
 私
は
生
れ
て
こ
の
か
た
、
こ
と
さ
ら
に
生
類
 の 生
布
を
う
ば
っ
た
こ
と
は
な
い
。
こ
の
真
実
に
よ
り
 貴
 
女
は
安
楽
に
な
り
、
 
安
 

産
す
る
よ
う
に
」
。
ア
ン
グ
リ
マ
ー
チ
は
 曽
 っ
て
多
く
の
 人
命
を
う
ば
っ
た
こ
と
を
思
い
 梼
蕗
 す
る
が
、
ブ
ッ
ダ
 は
 比
丘
に
な
っ
た
こ
と
 

は
 新
し
い
人
生
を
え
た
こ
と
で
あ
り
、
お
前
は
そ
の
土
 +
 
ど
う
け
て
以
来
、
生
き
物
を
殺
し
た
こ
と
は
な
い
で
は
な
 
  

て
 ア
ン
グ
 リ
 マ
ー
チ
は
命
ぜ
ら
れ
た
通
り
に
こ
の
句
を
乱
 

曲
 り
、
女
は
無
事
出
産
を
お
え
た
。
 

㎏
が
（
 

0
 
 
の
下
口
旧
す
 
ア
 の
 抽
ぎ
円
樹
 （
 
0
 
 
二
四
 
ヴ
甘
 
こ
 %
 コ
 曲
ヨ
～
の
㏄
 
ひ
ゑ
 の
 り
 の
で
 囲
コ
リ
 
ヨ
口
 づ
お
囲
づ
 0
 Ⅱ
 
0
 ち
の
 
（
 
w
.
 （
 
0
 コ
い
 の
 ゆ
 の
り
の
由
伸
 
の
 0
 円
丑
ゴ
ト
 
丑
の
す
 0
 片
目
。
 

ぴ
 0
 （
 
蒔
ゴ
ぃ
ゆ
簿
ヴ
ヴ
ゴ
 

の
の
㏄
阿
ヰ
 

田
 

か
く
し
て
 
B
 類
の
㈹
㈲
は
「
真
実
語
」
が
パ
 リ
ッ
タ
 に
 組
み
こ
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
真
実
の
内
容
 が
 、
す
で
に
、
仏
教
㈹
 
 
 

の
 立
場
か
ら
す
る
 任
 Ⅱ
と
正
し
い
生
活
と
な
っ
て
い
る
こ
 と
は
、
こ
の
真
実
語
が
仏
教
教
理
に
関
係
づ
け
ら
れ
、
 
  

て
 固
定
化
し
た
億
冊
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
 
尚
 、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
上
記
四
五
頁
 

註
 ㎝
に
示
し
た
 拙
 論
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）
 
5
 

で
 直
し
て
く
れ
る
よ
う
た
の
む
。
修
行
者
は
私
は
薬
も
知
 ら
ぬ
し
治
病
 （
 
せ
ゅ
ど
曲
ぎ
 日
日
じ
も
出
来
ぬ
と
 断
 わ
る
。
 
両
親
は
さ
ら
に
、
 

 
 

は
 出
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
そ
れ
な
ら
こ
の
少
年
に
 慈
 悲
の
心
を
お
こ
し
真
実
語
を
し
て
下
さ
い
（
 ョ S
 む
 七
 
%
 斡
ヰ
せ
 

ゆ
の
 曲
い
 
り
㏄
 
村
ト
 
Ⅰ
 -
 

蘇
 （
 
0
 臼
む
 ）
と
頼
む
。
修
行
者
は
承
知
し
て
、
手
を
少
年
 の
頭
に
の
せ
、
私
は
 セ
 日
の
間
、
心
浄
く
、
福
徳
を
求
 め
て
梵
行
を
修
し
 

そ
し
て
（
以
来
）
五
十
余
年
私
は
欲
望
な
く
遊
行
し
て
い
 る
 。
「
こ
の
真
実
に
よ
り
健
康
に
な
れ
、
毒
は
消
え
て
 ヤ
ン
ニ
ャ
 ダ
ッ
タ
 

き
よ
」
 
ハ
 
0
%
0
 
コ
い
 の
㏄
 
C
 の
の
 
コ
 ㏄の
目
せ
㏄
 
臣
プ
ト
ゴ
 0
 片
口
 
-
 す
 ㏄
叶
の
日
 ニ
 落
石
Ⅰ
 ぎ
 注
目
 
へ
 り
才
 
臣
が
宙
 
a
t
t
o
 

）
。
す
る
と
少
年
の
胸
 の
と
こ
ろ
か
ら
 
毒
 

り
 出
て
眼
を
あ
け
る
。
つ
い
で
両
親
が
そ
れ
ぞ
れ
に
 真
 実
語
を
唱
え
て
少
年
は
生
き
返
っ
た
。
 

貴
力
 

悶
旧
 

た
 

は
生
 

が
逆
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(6)@ C 
類 

る だ 

る 
、 れ の 通 

のせい 三一で七の ロ   よ ナ ん @ 

  

ず 

    
  そし して 得て くな 行 を 者 く れる 頂を よ、 
                      こ み 恐 て 
る な で て か と よ 怖 そ 
点 い あ い ら も 、 は の 

セド   
  
白ヰ   あ そ 
  
のト フ なた 0 
  
  
ヴ 
由叫 はあ す 

す 
  
仁し 

  
: Ⅰ @% 

- プ円 る 捕 
    わ ・・ ヒ 「 @ 

で れ 
? コヴ 
が l 解 （ 
宙 
甘 
  

  さ 月 

つひ   
イ主 て ） 
で 

のコ 

  
  時、 いる方 た 
  

" コり ） 仏陀 です。 
  
  
    
  

㎡臣の 

  
  
㏄Ⅱ 

因 て 

  
  

ヨ 9 
難にお（ ゅロ 岸の 

サ 
ち 縄 

オゅ 

て 鼠 

  
が l （ 
㎡ 8 ノ ・） ヨ曲り いる。 。 ） 
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こ て っ な い 顕 示 憧 で 

と そ て 要 ず り に を 、 さ こ (8) 
に の く 索 れ が は た こ て の 

つ 陀   
ム 化 障 巨   

" っ ； " を   
定 の こ の 上 。 

着三 し毒で と                         

も れ ろ ら 仰 有 

達 

の ヴ の 憧   
53@ (i8l) 

ぅ
 と
述
懐
す
る
。
 

漢
訳
仏
典
中
の
二
所
伝
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
 

行 れ そ 
こ
て
 仏
陀
は
勾
 卸
プ
 
ロ
に
、
月
天
子
は
今
、
如
来
、
ア
ラ
 カ
ン
 に
帰
依
し
た
。
た
か
ら
、
ラ
ー
 
フ
よ
、
 月
を
放
せ
 
。
 私
 と
は
世
を
あ
わ
 

む
 者
（
 乙
村
ゅ
コ
 
目
の
日
 つ
 ㏄
 
村
 さ
な
の
だ
、
と
い
う
。
 
ラ
｜
 フ
は
 月
を
放
し
、
恐
怖
に
ふ
る
え
つ
つ
 ア
 ス
ラ
三
七
の
で
 ㏄
 
ユ
 （
（
 
@
 の
と
こ
ろ
に
 

っ
て
 、
 私
は
仏
陀
の
偶
を
お
そ
れ
る
。
も
し
月
を
放
さ
な
 け
れ
ば
頭
は
七
 つ
に
 割
れ
て
、
生
き
て
安
楽
を
得
る
こ
 と
は
出
来
な
い
だ
 る
 



D
 類
 

｜
 
刮
目
 0
 （
ヤ
口
 
曲
 （
 
ト
 
（
（
の
 

パ
ー
リ
語
 司
 ジ
ャ
ー
タ
カ
」
一
五
九
の
概
要
は
次
の
通
り
 で
あ
る
。
黄
金
の
孔
雀
（
 ヨ
 。
 さ
 二
判
生
 め
ボ
 サ
ソ
リ
は
 毎
朝
、
山
の
頂
に
 立
 

っ
て
 、
 昇
っ
て
く
る
太
陽
を
眺
め
つ
つ
、
自
分
が
食
物
を
 探
し
に
ゆ
く
と
こ
ろ
を
守
護
す
る
た
め
に
（
 
注
蕾
コ
 
0
 
 
ゆ
 o
n
 
入
 r
a
 
オ
ゴ
目
ヌ
臣
せ
き
づ
 

「
 
ゅ
 方
寸
ゴ
 
目
拭
ド
づ
 
の
（
 
叶
ゴ
 
村
田
 
p
 ）
、
 梵
 呪
を
結
び
（
 串
リ
ヰ
ヨ
ひ
ヨ
 

㏄
 コ
 （
が
 
日
呂
コ
 Ⅰ
 ゴ
 9
 コ
 丑
 
0
 ）
次
の
句
を
唱
え
る
。
 

「
こ
の
眼
あ
る
唯
一
の
王
で
あ
り
、
黄
金
色
に
輝
い
て
 大
 地
 を
照
す
も
の
（
太
陽
）
は
昇
る
。
私
は
こ
の
黄
金
色
 に
 輝
き
大
地
を
照
ら
 

す
も
の
に
敬
礼
す
る
。
あ
な
た
に
保
護
さ
れ
て
今
日
一
日
 を
 送
ろ
う
。
」
 

か
ら
の
が
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
逃
れ
ぬ
こ
と
も
あ
る
と
 し
て
、
そ
の
力
の
半
 は
 を
し
か
認
め
て
い
な
い
。
こ
れ
に
 対
し
て
漢
訳
の
二
所
伝
 

で
は
 サ
ッ
ヵ
 の
憧
の
呪
力
を
一
応
、
全
面
的
に
認
め
て
い
 る
 。
そ
の
上
で
三
宝
を
念
ず
る
力
を
そ
の
上
位
に
お
い
 て
い
る
。
こ
の
意
味
で
 

漢
訳
所
伝
は
呪
術
一
般
の
価
値
が
仏
教
教
団
に
お
い
て
、
 よ
り
一
層
み
と
め
ら
れ
た
段
階
を
示
し
て
い
る
。
 

Ⅲ
・
㈲
に
お
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
に
あ
っ
た
際
、
仏
 に
 帰
依
す
れ
ば
直
ち
に
す
く
わ
れ
る
こ
と
を
の
べ
る
。
 教
理
的
な
、
そ
し
て
 

本
来
的
な
立
場
か
ら
い
え
ば
、
仏
に
帰
依
す
る
こ
と
は
 仏
を
信
じ
、
仏
の
教
に
従
っ
て
正
し
い
生
活
を
行
ず
る
こ
 と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
 

れ
が
幸
福
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
生
活
を
 し
た
結
果
、
二
次
的
に
災
を
の
が
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
 け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
 

と
、
 災
が
お
こ
っ
た
時
に
そ
れ
を
の
が
れ
る
た
め
に
 

今
、
、
、
 す
ぐ
仏
に
帰
依
す
る
、
と
い
う
こ
と
と
は
区
別
し
て
考
え
 ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

す
な
わ
ち
帰
依
仏
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
な
現
世
利
益
化
と
 で
も
い
 う
 べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
反
面
、
こ
う
し
た
観
念
 が
 仏
教
呪
文
の
成
立
と
 

 
 

帰
依
す
る
心
か
で
そ
こ
に
現
世
利
益
的
な
何
ら
か
の
効
果
 が
 信
じ
ら
れ
て
い
る
こ
 

と
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
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  出 ず を レ タ 
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仁
宙
の
 
（
・
 
簾
 
せ
の
 
う
 
。
㏄
 
庁
オ
は
 
口
目
四
の
村
が
Ⅱ
ど
ゆ
 
@
 
 
ゴ
が
 
Ⅱ
あ
の
㏄
 
せ
 曲
コ
 コ
 。
 ち
 ㏄
 付
 
す
の
三
口
ロ
 
か
 
す
 ゴ
 目
の
 
0
,
 
 
（
リ
ヨ
日
ヨ
 
コ
 ㏄
 
ヨ
 筏
の
の
 

回
ヨ
  
 

（
ー
）
 

l
 
Ⅰ
 

で
 ㏄
 づ
す
 
㎏
 せ ）
口
ロ
㏄
 

ヴ
ゴ
 目
の
㏄
 

コ
ゲ
 叶
が
せ
・
㏄
と
㏄
㎎
 

目
 コ
岡
 せ
ト
オ
 

の
Ⅰ
の
～
 

づ
 由
宙
ド
セ
 
の
の
毎
日
 

か
く
太
陽
に
 
散
 乱
し
て
か
ら
孔
雀
 は
 過
去
に
 浬
喋
 し
た
 仏
 た
ち
や
私
徳
に
敬
礼
し
て
第
二
の
頚
を
と
な
え
る
。
 

目
 ㏄
Ⅱ
 ド
 の
の
の
Ⅱ
㏄
 
コ
コ
 め
目
 

 
 



㈹
下
荷
 コ
囲
 
（
 
ぢ
ゅ
 
1
 つ
㏄
（
 

円
 
（
叶
 
い
 

司
 ア
ー
ト
ク
ー
 
上
 
ノ
ー
テ
ィ
 ヤ
 経
口
ぷ
か
 
ロ
 マ
ハ
ー
サ
マ
ヤ
経
口
 （
目
口
ぽ
叫
き
ヨ
串
 

ギ
目
 （
（
の
 

コ
宙
 ）
を
継
承
，
 
比
 」
成
立
し
た
 も
の
で
あ
る
こ
と
は
 

  

す
で
 @
f
f
 
@
3
 

こ
 %
 商
 さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

工
 ）
 
「
 マ
 

マ
ヤ
 経
 」
は
結
局
、
仏
陀
の
説
法
を
聞
き
に
集
っ
た
 話
 
 
 

の
 経
典
で
あ
る
。
ま
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
一
六
五
 0
0
 の
 ヤ
 ッ
ヵ
 （
 
せ
 ゅ
村
屋
 
ゴ
 ③
が
集
ま
り
、
四
天
王
も
そ
れ
ぞ
れ
の
 屈
従
を
ひ
き
つ
 れ
 て
や
 

っ
て
く
る
。
ま
た
彼
ら
の
 幻
偽
 あ
り
、
虚
妄
に
し
て
悪
心
 あ
る
部
下
も
笑
ま
っ
て
き
て
、
す
な
 ね
 ち
、
哀
叫
㎏
 

W
.
 

沐
 廷
 +
 
ハ
コ
 
口
目
 
-
 七
の
丑
。
コ
口
け
・
 

ゼ
 二
こ
・
七
二
日
 

c
c
a
 

等
々
で
あ
る
。
そ
の
他
の
ガ
ル
ダ
 

、
 ア
ス
ラ
 、
 水
 ・
 地
 ・
 火
 ，
 風
 ・
水
の
神
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
 （
 
ノ
 
@
 
の
已
 
）
 
ヰ
レ
 
、
ヤ
マ
、
円
ハ
 

天
 、
日
天
等
々
も
や
っ
て
き
た
。
そ
こ
へ
俺
の
軍
が
彼
、
 
り
を
五
欲
に
縛
せ
ん
と
攻
め
て
く
る
が
結
局
失
敗
し
て
 引
 
 
 

の
蘇
 ㌫
 樹
 ，
 巳
 ㌧
 銭
 二
 %
 ヨ
ガ
 巴
 4
 ぢ
。
こ
こ
に
こ
の
 
頒
句
 の
 全
文
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
「
ジ
ャ
ー
 

タ
 力
 し
一
五
九
に
は
「
 
梵
 

呪
 」
（
 
ヴ
ペ
 
ド
才
 
ヨ
ザ
 日
当
 厨
 ）
と
あ
っ
た
も
の
が
こ
こ
で
は
 
穏
三
 （
（
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
仏
陀
と
悟
へ
の
 

帰
 依
を
示
す
 佛
 二
頭
も
あ
 

げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
現
代
南
方
仏
教
で
も
 

実
 際
に
唱
え
ら
れ
る
の
は
上
述
し
た
二
個
で
あ
る
の
で
、
お
 

そ
ら
く
品
切
 
朋
 が
ら
こ
 

ラ
 パ
リ
ッ
タ
を
形
成
し
て
い
た
も
 

の
と
み
て
い
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
、
で
 

む
 「
 
@
 （
む
と
い
う
 
@
 
ロ
 
椎
ポ
が
暴
 

体
 的
な
文
句
と
共
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
三
 % の
う
ち
の
最
初
の
も
の
は
太
陽
に
敬
礼
し
て
 

保
 護
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
類
句
を
み
て
も
こ
こ
に
 

仏
 
 
 

い
は
な
い
。
 
串
 注
ヨ
曲
目
 
リ
コ
 
（
め
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
，
 

つ
に
、
こ
れ
は
仏
教
徒
の
作
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
ヒ
ン
 

ド
ウ
ソ
 
女
ム
 の
 地
盤
 に
 

一
般
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
 

上
記
㈲
の
し
ぎ
も
の
 
幅
 寸
ロ
 
ド
ロ
 
～
（
（
簿
に
み
た
と
同
じ
く
、
 

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
的
な
伝
承
 

を
 中
核
に
し
つ
つ
、
そ
れ
を
仏
教
的
に
改
変
し
、
あ
る
 

い
は
こ
の
場
合
の
よ
う
に
仏
教
的
頓
句
を
附
加
し
て
仏
教
 

呪
句
 が
形
成
さ
れ
て
い
 

た
 跡
形
を
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
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る
 。
 
セ
仏
 帰
依
又
は
こ
の
パ
リ
ッ
タ
の
中
心
を
な
す
も
 の
で
あ
る
が
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

 
 

る
こ
と
を
表
明
す
る
。
 

 
 

呵
が
 特
定
の
呪
 句
 
（
過
去
七
仏
帰
依
以
下
の
偶
 
頚
 ）
 
と
共
 に
 
示
さ
れ
て
い
る
例
を
み
 
 
 

 
  
 

  

（
 6
 
l
 ）
 

 
 血
 

ら
れ
、
頭
を
砕
か
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
そ
し
て
 こ
の
 
種
 呪
は
四
衆
の
保
護
、
守
護
、
安
全
、
安
楽
住
 め
 
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
 

 
 

 
 

 
 
  

い
て
コ
ア
ー
タ
ー
 

山
 

よ
 
ノ
ー
テ
ィ
 ヤ
 経
口
で
女
の
る
 ぶ
几
、
ヰ
 

ま
ず
 四
天
王
が
属
従
 と
 共
に
や
っ
て
き
て
仏
陀
の
璃
五
戒
に
あ
た
 
り
、
 且
 
つ
 敬
礼
す
 

る
 0
 
 
つ
い
で
 
出
 ㏄
 汗
 オ
 フ
ド
 の
 王
 
く
の
 
ぴ
紐
く
ゅ
日
 （
毘
沙
門
 天
 ）
は
 ヤ
ッ
カ
 の
中
に
は
仏
教
に
信
あ
る
も
の
も
あ
り
、
 

信
 の
な
い
も
の
も
あ
 

雛
る
 。
セ
ッ
カ
の
ご
と
き
「
非
人
」
釜
ヨ
 臣
拐
毬
 ）
 は
 怖
 ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
た
め
に
 護
呪
 
（
 ロ
の
ユ
 
（
（
㏄
）
を
 

納
受
せ
ん
こ
と
を
仏
陀
に
 願
 

紅
い
、
仏
陀
は
こ
れ
を
許
す
。
そ
こ
で
 

セ
 の
の
の
㏄
 

つ
い
 
コ
曲
 は
 自
ら
が
過
去
七
仏
に
帰
依
す
る
こ
と
を
い
い
、
 

つ
い
 で
 四
天
王
も
仏
陀
に
帰
依
 す
 

哺
 

る
こ
と
を
表
明
す
る
。
そ
し
て
、
か
く
し
て
も
な
お
 、
比
丘
・
比
丘
尼
・
 
ウ
 パ
ー
サ
 カ
 

四
衆
が
、
四
天
王
の
部
下
 た
 

 
 

る
鬼
霊
 た
ち
に
嵩
を
づ
け
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
 

彼
 ら
は
仲
間
か
ら
尊
敬
さ
れ
ず
、
集
会
に
も
出
ら
れ
ず
、
 結
婚
も
出
来
ず
 、
罵
し
 

 
 

-
5
-
 

l
 

だ
が
、
 
諾
薬
叉
 ・
鬼
神
の
名
前
を
音
写
し
て
出
す
も
 
、
 「
 大
会
 経
 L
 
の
よ
う
に
「
 
呪
 」
と
は
い
っ
て
い
な
い
。
 

マ
ハ
ー
サ
マ
ヤ
 
経
 L
 の
概
要
で
あ
る
が
、
コ
長
岡
 
八
 Ⅱ
 憶
 」
 
-
 中
 の
「
大
会
 経
 L
 で
は
さ
ま
ざ
ま
な
脱
文
、
四
天
王
が
 Ⅲ
ま
り
、
そ
こ
で
仏
陀
 

@
 
「
 ヰ
上
 
,
 。
ム
儲
 だ
 妄
の
心
を
降
さ
ん
と
欲
し
て
呪
を
紬
 
・
・
 

-
 
@
1
 

。
 
ぶ
 
，
、
 
」
す
な
わ
ち
 摩
拘
楼
羅
席
拘
接
羅
砒
怯
羅
砒
怯
紺
抗
陀
 那
辺
 摩
 世
故
云
々
 と
 

ま
圭
 D
 コ
 
：
・
 
セ
 

い
う
も
の
で
、
正
確
に
比
定
出
来
ぬ
が
、
パ
ー
 り
 所
伝
に
 悪
心
あ
る
部
下
と
し
て
 名
 Ⅲ
の
あ
げ
ら
れ
る
 謂
 鬼
神
名
 を
音
写
し
た
も
の
と
 忠
 

 
 

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
以
下
、
ぼ
 ぼ
 同
様
の
方
法
 
  

天
 、
娑
羅
門
等
の
た
め
に
呪
を
結
ぶ
。
そ
し
て
魔
軍
が
 攻
め
て
く
る
と
、
仏
陀
は
仏
法
を
信
じ
て
魔
軍
を
亡
ぼ
せ
 

  

て
 浄
戒
を
保
ち
、
定
を
修
し
、
大
智
を
 ぅ
る
 者
は
勇
猛
 な
る
人
で
あ
り
世
に
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
を
い
っ
て
木
綿
を
 腱
 -
 
っ
 て
い
る
。
パ
ー
リ
 

所
伝
に
比
し
て
 密
呪
 経
典
と
し
て
の
性
格
を
き
わ
め
て
 明
確
に
出
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
 
一
 
-
 
仏
説
大
三
 %
 
  



冊
 
Ⅷ
本
ゴ
 ゅ
コ
隼
 
㏄
ー
 
ロ
 の
 
ユ
 （
（
 

a
 

ま
ず
パ
ー
 り
律
 「
小
品
ヒ
 0
 所
伝
を
、
論
述
の
都
合
上
、
 各
節
 ご
と
に
番
号
を
付
し
て
 

Ⅲ
あ
る
比
丘
が
 蛇
 
（
が
ま
）
に
咬
ま
れ
て
死
ん
だ
。
 

㈲
仏
陀
は
四
配
王
に
慈
悲
の
心
を
お
 
よ
 ぼ
さ
な
か
っ
 た
か
ら
咬
ま
れ
て
死
ん
だ
の
だ
 整
理
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

と
死
因
を
説
明
す
る
。
 

（
 
父
 
l
 U
 
）
 

図
 的
に
作
成
さ
れ
る
際
の
、
仏
教
徒
の
意
識
の
あ
り
よ
 ，
 
つ
め
 
一
夕
 イ
ブ
 を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

明
眼
あ
り
光
り
輝
く
ヴ
ィ
パ
ッ
シ
（
 仏
 ）
に
帰
命
 す
 。
 

す
べ
て
の
生
き
物
を
あ
わ
れ
 む
シ
キ
 （
 
仏
 ）
に
帰
命
 す
 

（
煩
悩
を
）
洗
い
清
め
し
苦
行
者
ヴ
ェ
ッ
サ
ブ
ー
（
 仏
 ）
 に
 帰
命
 す
 

魔
軍
を
破
砕
せ
る
 カ
 ク
サ
ン
ダ
（
 仏
 ）
に
帰
命
 す
 

完
成
せ
る
バ
ラ
モ
ン
、
コ
ー
ナ
ー
ガ
マ
ナ
（
 仏
 ）
に
 帰
 命
す
 

す
べ
て
に
解
脱
せ
る
カ
 ツ
サ
パ
 （
 
仏
 ）
に
帰
命
 す
 

す
べ
て
の
苦
を
除
く
真
理
を
説
き
し
シ
ャ
カ
族
の
子
、
光
 輝
 あ
る
ア
ン
 ギ
 

こ
の
世
に
（
煩
悩
を
）
滅
し
、
如
実
に
 篠
 る
こ
の
人
々
は
 虚
言
な
く
偉
大
 

神
と
人
を
利
益
し
、
明
知
と
行
を
具
え
、
偉
大
に
し
て
 怖
れ
な
き
ゴ
ー
 タ
 

 
 

る
 。
従
っ
て
こ
こ
 

る
が
、
本
経
に
は
さ
ら
に
別
の
要
素
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
 、
そ
の
主
人
た
る
 

ら
 、
そ
の
部
下
た
る
諸
 兄
 Ⅰ
が
仏
教
信
者
に
災
を
な
す
 筈
 は
な
い
と
い
う
 観
 ラ

サ
に
帰
命
 す
 

に
し
て
怖
れ
を
知
ら
ず
 

マ
に
 帰
命
 す
 

に
も
「
帰
依
仏
」
の
呪
術
化
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
 あ
 

四
天
王
さ
え
が
す
で
に
仏
陀
に
帰
依
し
て
い
る
の
で
あ
 る
か
 

念
 で
あ
る
。
こ
れ
は
、
悪
霊
・
 

鬼
 霊
を
駆
除
す
る
呪
文
 が
意
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一
 、
 
a
l
b
 

）
、
「
 雅
 川
葮
醤
 

Ⅱ
 

九
巻
（
大
正
二
、
六
一
、
 
a
l
b
 

Ⅹ
「
陸
男
尊
者
 経
 」
（
大
正
一
四
、
七
セ
 三
、
 
b
 
）
に
か
ぎ
っ
て
と
り
 

            Ipar 血 a)  呪の構造と機能 

二 は も と ッ   (4) ヮ よ あ し タ さ (3) 
三 い る た は て お 

唱 を 前 の 

） し 述 お 
、 ） O よ と 守 せ ぼ 

ま ｜   
咬 
ま 

  
ため 

  村 ㏄（ （ 部経 てお けれ 孔雀 他 、 者 た て   ie: 」   
（ 
  

㏄ 円 
  

円簿 と 
的 ま ｜ 

a  、 だ の し 比 る ） ゴ   日計 よ 尤 
  
    

  
が l 

礼 意 っ 照、   めヰ 毛   
を の Ⅱ   

オ 

塞 一 の 異 で ろ 村 
リハ ）   ゴ 

慈   
  
  みて 部 和 一 O 一 よう った ある   

酪 舌 な 立 -  。 お む， 
客年 上易 子し き 

がこ 

    
五 公庫散で 『 雀た   

  
佳 詞 経 な 王 い 
E-@   褐頒褐頚 が Ⅱ） 

僧 興 さ 経             
二 拭 は れ や 周 ナ -  - ナ - よ ） ）     ㏄月日 ヲ     オ 。 が   片戸 レ 

ヨ ） 
    である。 去 えり 四       
、 正 範 い る の 
  王 
二 回 間 中 パ K 

セ で 題 心 リ 姦心 
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尚
 、
以
下
の
表
で
 0
 の
記
号
は
「
小
品
 ヒ
 と
金
司
、
 
ま
 た
は
同
一
内
羅
 て
 缶
石
こ
と
 右
 示
す
。
空
欄
は
「
小
品
 L
 に
 相
当
す
る
部
分
 

の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
最
左
 櫻
の
番
号
 は
 上
記
の
日
中
 品
 L
 を
整
理
し
た
際
の
番
号
て
あ
る
。
 

( Ⅰ 8@ 

上
げ
、
以
下
に
各
所
伝
の
ポ
イ
ン
ト
を
表
記
す
る
こ
と
 

に
し
た
い
。
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さ
て
、
前
表
を
み
る
に
、
 コ
 
小
口
四
し
お
よ
び
 
司
増
 支
部
 経
 典
早
 ロ
ジ
ャ
ー
タ
カ
日
刊
四
分
律
 口
 で
は
、
比
丘
が
 蛇
 に
 咬
ま
れ
た
の
は
、
 

蛇
に
 悪
心
を
お
 よ
 ぼ
さ
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
 し
 か
る
に
 司
 五
分
 律
 」
で
は
慈
心
を
向
け
な
か
っ
た
ば
か
り
 で
な
く
、
呪
を
説
か
な
 

か
っ
た
こ
と
を
死
因
の
一
つ
に
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
 「
僧
祇
 律
 上
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
る
に
「
 雑
 何
台
も
と
円
陣
 勇
 尊
者
 

経
口
で
は
慈
心
の
こ
と
は
い
わ
ず
に
呪
文
を
唱
え
て
お
 き
さ
え
す
れ
ば
死
な
ず
に
す
ん
だ
の
に
、
と
い
う
。
 

一
般
論
と
し
て
、
蛇
に
咬
ま
れ
た
の
は
 慈
厄
 を
お
よ
ば
さ
 な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
の
は
大
変
に
教
理
的
な
解
釈
 で
あ
る
。
 本
 パ
リ
 ッ
 

タ
 で
は
、
㈲
以
下
に
 諸
 竜
の
名
を
列
挙
し
 、
 彼
ら
に
慈
心
 を
 修
す
る
こ
と
を
教
え
る
の
で
あ
る
が
、
論
理
的
に
い
 っ
て
 、
 蛇
に
咬
ま
れ
た
 

の
は
慈
心
が
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
先
ず
信
じ
 ら
れ
て
お
り
、
だ
か
，
 
目
 」
 そ
 慈
心
を
侮
す
る
 呪
句
 を
作
 っ
 た
と
い
う
の
は
不
合
 

理
 で
あ
る
。
蛇
に
咬
ま
れ
る
の
を
さ
け
る
た
め
に
、
先
ず
 

そ
れ
が
仏
教
的
な
慈
悲
と
か
 か
わ
り
あ
っ
て
仏
教
 呪
 

文
 が
形
成
さ
れ
た
と
み
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
一
切
の
 有
情
に
慈
悲
を
お
 よ
 ぼ
す
の
は
教
理
が
ら
い
っ
て
も
そ
う
 あ
る
べ
き
は
ず
だ
し
、
 

ま
た
実
際
間
 題
 と
し
て
も
修
行
者
た
ち
が
人
を
害
す
る
 蛇
 に
さ
え
慈
悲
を
覚
え
た
こ
と
は
当
然
に
あ
っ
た
こ
と
で
 あ
ろ
う
。
従
っ
て
蛇
の
 

害
 を
さ
け
る
呪
文
に
慈
悲
と
い
う
要
素
が
は
い
っ
て
く
 る
の
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
が
 仏
教
呪
文
と
し
て
の
 特
 

徴
 を
な
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
蛇
に
 咬
 ま
れ
た
の
は
慈
心
を
お
 よ
 ぼ
さ
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
 解
釈
も
こ
こ
か
ら
、
 後
 

に
、
 出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
度
 び
こ
の
呪
文
の
防
護
 呪
 と
し
て
の
価
値
が
ひ
ろ
く
信
ぜ
ら
 れ
て
く
る
と
蛇
に
咬
ま
 

れ
た
の
は
呪
文
を
唱
え
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
解
釈
 が
当
殊
 に
で
て
く
る
。
従
っ
て
、
死
因
と
し
て
、
㈲
 
慈
 心
 を
お
 よ
 ぼ
さ
な
か
っ
 

た
か
ら
、
㈲
慈
心
も
な
く
 護
 呪
も
説
か
な
か
っ
た
か
，
 
b
 、
 ㈲
呪
文
を
唱
え
な
か
っ
た
か
ら
、
と
い
う
三
種
が
 
あ
る
の
は
、
単
な
る
 表
 

現
 上
の
差
だ
け
で
は
な
い
。
各
作
品
の
背
徒
に
あ
る
 挺
 配
 信
仰
の
強
さ
が
反
映
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
 ろ
 う
 。
そ
し
て
そ
れ
は
 

仏
教
の
内
部
に
お
け
る
教
理
的
な
観
方
と
現
実
の
呪
術
 重
視
の
傾
向
と
の
相
剋
の
度
合
に
対
応
す
る
も
の
と
み
て
 よ
い
も
の
で
あ
る
。
 

次
に
パ
リ
ッ
タ
と
し
て
唱
え
ら
れ
る
呪
文
の
本
文
（
㈲
 以
下
）
で
あ
る
が
、
蛇
の
害
よ
り
身
を
護
る
力
が
慈
心
に
 あ
る
こ
と
は
今
の
べ
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素材 

iC 
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A 
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よ 
  
iC 
本 
来 
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要 
素 
  
全 
  
よ 尤 @ 
    
月三 

  
  
  
  
  
タ 

iC 
転 
用 
さ 

  

63@ < 

タ CPanitta)  呪の構造と   
さ す る い 
て 一 ， 力 ロ ら 

  面 え れ 
上 と て る 

十 しもの て 差は 
    
本 " 亘王 題 つ 羅 
  を か 尼 
  の え の 

  こ は 方 
  し な で 
タ て い る 

を     
四 る こ た 
類 と め る 
V- 
分 い問 えの。 う 
  よ 事 と 

て検 

-@ - 口 -@ ナ 
う 。 ， 盾 @ する 

  
て ならば 確言出 

き 

た 
来 本 
な 来 

    
で   
あ 文 
る   
  教 令   
ノぐ   
  
  
  
る な 

タ   
白日   
体   ソ を 
    
構   
造   
と 承 て 
機 と し 

能は 

陀 ま 
羅 う 

  
    
よ の 教 
  関 理 
tc 的 係 
ま を 説 

    19 Ⅰ ) 

た
 通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
仏
教
呪
術
が
い
わ
ぬ
 る
 調
伏
で
な
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
害
を
 ぅ
け
 る
 人
間
が
逆
に
蛇
に
 慈
 

心
 を
か
け
、
相
手
の
心
を
や
わ
ら
げ
る
わ
け
で
、
す
で
 に
 指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
重
要
な
 性
格
と
し
て
留
意
し
て
 

お
く
必
要
が
あ
る
。
 

し
か
し
同
時
に
、
慈
心
だ
け
が
呪
力
 め
 源
泉
で
は
な
く
、
 
こ
こ
で
も
三
宝
の
徳
が
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

刊
 小
品
 ヒ
 で
は
三
宝
は
 

無
量
で
 蛇
 等
は
有
限
と
い
い
、
「
ジ
ャ
ー
タ
カ
 L
 で
は
 そ
れ
に
説
明
を
加
え
て
「
心
の
愛
欲
等
が
有
限
な
ら
し
め
 る
も
の
 L
 
 
（
が
 
ま
 0
 Ⅱ
 
囲
 ㏄
 や
 

（
 
@
 
り
 -
 

年
 リ
 セ
 0
 
 
せ
 出
目
ゆ
 
申
 リ
ガ
 
ゅ
 Ⅱ
 
り
宙
 す
の
 
ぺ
 ヨ
ゆ
）
と
い
う
。
一
二
空
 の
 徳
 が
一
の
 力
 と
し
て
 働
 ら
く
の
は
前
述
し
た
 諸
 パ
 リ
ッ
タ
 
で
も
ご
く
普
通
に
み
ら
 

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
 

雑
 阿
舎
 ヒ
 と
「
 随
 勇
 尊
者
 経
 し
で
は
こ
の
三
宝
の
内
容
が
あ
ら
た
め
ら
れ
 

っ
て
い
る
。
 

「
小
品
口
答
 の
 、
三
宝
は
無
量
で
生
物
は
有
限
で
あ
る
。
 

だ
か
ら
三
宝
は
わ
れ
わ
れ
を
守
れ
、
と
い
う
、
ど
ち
ら
 か
と
い
う
と
ナ
イ
ー
ブ
 

な
 表
現
は
こ
こ
で
は
す
て
ら
れ
て
い
る
。
か
わ
っ
て
 、
一
 般
 論
的
に
、
三
宝
は
負
腹
凝
の
三
毒
を
は
じ
め
す
べ
て
 の
 毒
を
滅
す
る
と
 ぃ
 

ぅ
 。
（
上
表
で
は
こ
の
 雨
 経
の
内
容
を
ほ
ぼ
同
じ
表
現
で
 示
し
た
が
、
原
文
は
可
成
り
異
な
る
。
大
意
が
同
じ
と
 い
う
こ
と
で
あ
る
。
）
 呪
 

織
文
と
し
て
は
教
理
的
す
ぎ
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
 
こ
の
 雨
 経
は
共
に
そ
の
後
に
陀
羅
尼
を
附
け
加
え
て
い
 る
 。
お
そ
ら
く
呪
文
と
し
て
 



て
い
る
。
ま
た
真
実
語
に
か
か
わ
る
経
典
が
パ
リ
ッ
タ
に
 組
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
 B
 類
は
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
 ㈹
 、
 ㈲
の
よ
う
に
 ヒ
ン
 

ド
ゥ
ー
的
伝
承
を
中
核
に
し
つ
つ
仏
教
的
改
変
あ
る
い
は
 附
加
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
パ
リ
ッ
タ
は
成
立
 し
て
い
る
。
そ
し
て
㎝
 

㈹
は
鬼
神
や
鬼
霊
へ
の
呼
び
か
け
、
あ
る
い
は
名
所
 u
 列
芋
が
 素
材
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
例
は
最
初
か
ら
 呪
文
的
要
素
を
内
包
 し
 

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 

次
に
 、
 パ
 リ
ッ
タ
 の
呪
文
と
し
て
の
 力
 の
源
泉
で
あ
る
 が
 、
ま
ず
第
一
に
 庄
悲
の
力
 が
あ
げ
ら
れ
る
。
鬼
神
や
鬼
 帝
 
-
 
皿
に
対
す
る
慈
悲
 

は
 、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
が
人
間
に
協
力
し
、
恩
恵
を
 与
え
る
と
い
う
こ
と
で
パ
リ
ッ
タ
呪
の
効
力
発
生
に
資
し
 て
い
る
。
ま
た
 B
 類
に
 

み
た
真
実
の
 力
 へ
の
信
仰
も
パ
 リ
ッ
タ
 に
く
み
こ
ま
れ
 一
 
」
い
る
。
さ
ら
に
有
徳
の
生
活
、
あ
る
い
は
信
仰
の
 力
 が
 あ
る
。
し
か
し
有
徳
の
 

生
活
を
長
く
つ
づ
け
な
け
れ
ば
効
果
が
な
い
、
と
い
う
 の
で
は
呪
術
に
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
、
 帰
 依
仏
 な
り
帰
依
三
宝
が
 

い
か
な
る
人
に
も
、
即
座
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
，
 
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
㈲
 、
 ㈲
に
も
そ
の
例
を
み
る
こ
 と
が
出
来
る
。
す
な
わ
 

 
 

 
 

 
 

に
は
た
ら
い
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
も
っ
と
宗
教
的
に
 高
次
な
、
自
己
凝
視
 

の
 レ
ヴ
ェ
ル
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
は
偉
大
に
し
て
 聖
な
 る
 力
で
あ
る
し
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 し
 か
し
、
そ
の
 横
能
 の
 一
 

と
し
て
、
 仏
 ・
二
 %
 の
力
 は
呪
文
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
 

 
 

念
の
上
に
仏
教
呪
術
は
 

な
り
た
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
神
通
力
も
そ
の
一
面
に
 お
い
す
Ⅰ
は
こ
れ
と
 
紬
縁
 

、
 ・
・
 

の
も
小
リ
 

Ⅰ
は
な
 

づ
 
@
 
Ⅰ
。
（
 

2
 
2
 
 

r
u
 

）
 
ま
た
後
に
密
 数
 に
お
い
て
発
展
す
る
 

加
持
儀
礼
、
す
な
わ
ち
 仏
や
ボ
サ
ッ
 の
 力
 を
加
被
 し
、
棋
 均
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
 呪
 的
に
同
ら
か
の
目
的
を
成
就
 せ
ん
と
す
る
儀
礼
も
こ
 

う
し
た
観
念
の
上
に
成
立
す
る
も
の
と
み
て
い
い
。
 

さ
て
最
後
に
パ
リ
ッ
タ
の
機
能
に
つ
い
て
の
べ
な
け
れ
ば
 ば
ら
な
い
。
仏
典
中
に
、
こ
の
パ
リ
ッ
タ
は
何
の
目
的
 の
た
め
に
効
果
が
あ
 

る
 、
と
明
確
に
記
す
る
例
は
非
常
に
少
な
い
。
そ
の
稀
な
 例
の
一
つ
が
上
述
㈹
の
 下
扇
コ
囲
 
（
 
モ
む
よ
 p
n
@
 

（
（
 
ひ
と
 ㎝
 0
 
 
本
ゴ
 
の
 コ
 %
 ゅ
 l
 で
 ゅ
 ユ
目
足
 (192)  64 



  

て
る
水
や
、
寿
命
に
の
こ
り
あ
る
人
に
対
す
る
薬
の
よ
，
 っ
 な
も
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
「
パ
リ
ッ
タ
を
唱
え
る
こ
 と
に
よ
り
す
べ
て
の
 病
 
6
 

  

 
 

（
 
り
 
つ
 
0
 
し
 ）
 

 
 

リ
 

式
や
方
法
は
な
い
」
。
す
な
 
ね
 ち
、
パ
リ
ッ
タ
に
は
 死
を
克
服
す
る
と
い
う
 呪
的
 効
果
は
な
い
の
で
あ
っ
て
 、
 

丁
度
、
未
熟
な
穀
物
を
育
 

@
 
 秋
に
富
み
、
（
 悪
 ）
業
か
ら
生
じ
た
さ
わ
り
の
な
い
者
 

に
 対
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
王
 よ
 、
寿
命
の
つ
き
た
者
 を
生
き
な
が
ら
え
さ
せ
る
 儀
 

 
 

93) 

    paritta)  呪 

実 は 
な な 
否 ぃ 

定か し、 
な と   
    
や で あ 
む る   
  
そ に   
を し 
諾 て 
め ナ 
/-  @ @ 
上 ガ   
で セ   
の ナ 
よ 比 
う 丘 
に は 

答パ えリ 
る ッ 

タ   
    
タ 文才   
読 て 

示 用   
  
令 て   
の た 

こ りで （ 
が る 
あ ろ   
春 事 

で
あ
っ
て
、
後
考
で
は
蛇
に
咬
ま
れ
る
こ
と
か
ら
身
を
護
 る
も
の
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
前
者
で
は
悪
霊
駆
除
が
 目
的
で
あ
る
。
他
の
例
 

は
 仏
徒
な
り
三
宝
の
 力
 な
り
、
真
実
の
 力
 に
よ
っ
て
 何
，
 
り
か
の
危
機
（
の
（
片
の
～
の
）
が
回
避
さ
れ
た
こ
と
を
経
典
 

中
 に
の
べ
る
だ
け
で
、
「
 
だ
 

か
ら
こ
の
パ
リ
ッ
タ
は
何
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
」
と
 明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
経
 由
 一
中
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
 

危
機
が
そ
の
ま
ま
、
そ
の
パ
 リ
ッ
タ
 が
有
効
に
用
い
ら
 れ
う
る
対
象
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
出
来
る
こ
と
で
あ
る
 。
事
実
、
ア
ン
グ
 リ
 マ
 

｜
ラ
 ・
パ
リ
ッ
タ
は
南
方
仏
教
諸
国
で
安
産
を
祈
っ
て
 お
こ
な
わ
れ
て
い
る
し
、
チ
ャ
ン
デ
ィ
マ
お
よ
び
 ス
 リ
ヤ
   

れ
月
蝕
、
日
蝕
の
恐
怖
に
対
処
す
る
も
の
と
し
て
 柊
能
 し
て
い
る
。
ま
た
上
記
㈲
の
ラ
タ
ナ
・
パ
リ
ッ
タ
が
 鬼
霊
 駆
除
の
為
で
あ
る
こ
と
 

も
 首
肯
出
来
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ⅲ
 、
 ㈲
 の
 よ
う
に
 呪
 的
な
要
素
の
全
く
な
い
も
の
も
、
南
方
仏
教
で
 は
 悪
霊
退
散
の
た
め
に
 

用
い
ら
れ
て
い
る
。
結
局
、
パ
リ
ッ
タ
が
「
 護
呪
 」
で
 あ
り
、
身
を
護
る
た
め
の
も
の
と
い
う
こ
と
は
、
あ
く
ま
 で
も
た
て
ま
え
と
し
て
 

0
 基
本
的
方
向
を
示
す
の
み
で
具
体
的
な
機
能
を
い
つ
も
 の
で
は
な
い
。
従
っ
て
 、
 身
を
護
る
た
め
と
い
う
こ
と
 で
、
如
何
な
る
 場
 八
口
に
 

も
 適
用
さ
れ
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
し
か
し
私
曲
 一
の
記
述
に
よ
る
か
ぎ
り
そ
の
詳
細
は
仲
々
知
る
こ
と
が
 出
来
な
い
。
 

達
 
陀
は
人
間
は
死
魔
よ
り
の
が
れ
る
こ
と
は
出
来
ぬ
と
 

轄
 

さ
て
こ
こ
に
興
味
あ
る
記
述
を
「
ミ
リ
ン
ダ
・
 
い
い
な
が
ら
、
し
か
も
六
種
の
パ
 リ
ッ
タ
 を
許
可
さ
れ
 

ン
ハ
ー
 ヒ
 に
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、
 
、
、
 
リ
ン
ダ
王
が
た
ず
ね
る
。
 仏
 

て
い
る
。
死
魔
か
ら
の
が
れ
 

嘩
 
ら
れ
な
い
な
ら
ば
パ
 リ
ヅ
タ
 を
唱
え
る
こ
と
は
 誤
 り
で
あ
り
、
パ
リ
ッ
タ
を
唱
え
て
死
を
ま
め
が
れ
る
な
ら
 上
記
仏
陀
の
舌
口
葉
は
誤
り
で
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（
 
3
 ）
佐
々
木
敬
悟
「
南
伝
仏
教
の
一
様
相
 

目
 大
谷
学
報
 一
 
一
八
の
 
一
 

（
 
4
 ）
 日
 ・
の
ニ
日
 

三
 0
 
（
の
（
 
ミ
 ・
 
r
.
 

Ⅱ
の
 

n
q
 

一
也
 

%
 
（
「
 

ぃ
 
ぎ
の
年
年
㌧
 

ぃ
ヱ
 
（
 
（
 
a
 
。
目
下
ア
ト
㏄
Ⅱ
 

P
 
、
 つ
 
つ
 ㏄
 
へ
 
っ
１
ま
・
抽
出
し
、
笛
生
 

乍
は
 
土
木
見
で
、
 

以
下
に
参
照
す
る
の
 

は
 、
伊
原
 
照
蓮
 、
 コ
 
小
乗
 呪
と
 密
教
経
典
早
智
 
小
 学
報
、
六
、
一
 

一
五
 
｜
 六
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
依
っ
て
い
る
。
 

（
 
5
 ）
 日
づ
 
・
Ⅱ
。
 
0
 
㏄
 
ミ
 
・
）
 
ト
 
ー
 い
 
）
（
 
づ
 
の
の
し
こ
こ
で
は
幸
福
（
の
 

つ
い
 
の
（
せ
り
 

せ
 
㏄
 
コ
 
さ
は
呪
術
や
字
間
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
も
の
で
は
 

な
く
、
忍
辱
、
布
施
、
 

智
患
 、
自
制
、
真
実
、
怒
悲
の
徳
を
具
え
る
こ
と
が
幸
福
だ
と
 

 
 

 
 

頁
 。
た
だ
し
、
南
伝
大
蔵
経
、
二
三
巻
、
五
頁
に
木
下
二
色
色
 

ド
オ
 
ぃ
 
㌧
 
臣
す
 
㏄
の
和
訳
者
、
 

宮
田
正
道
氏
は
、
鬼
神
と
訳
し
て
い
る
。
 

（
 
7
 ）
 韻
 荻
社
色
は
こ
の
パ
リ
ッ
タ
に
も
言
及
し
つ
つ
、
呪
物
 

と
し
て
の
宝
石
を
論
じ
て
い
る
。
Ⅱ
 

コ
い
せ
臼
 

0
 
つ
 
い
り
 
&
 
あ
 o
h
 
勾
臼
雙
 
0
 
コ
の
コ
 

れ
口
（
 

す
ざ
 
P
 由
 -
 

り
の
べ
 

・
 ダ
 す
な
わ
ち
水
経
は
最
初
か
ら
悪
運
を
払
 

う
 呪
文
と
し
 
て
 作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
 

q
p
 

（
 
コ
い
 
と
い
う
の
は
 
呪
的
 な
毛
 ㌃
 オ
 
@
 的
の
り
 

ヨ
 

の
 系
譜
に
つ
ら
な
る
も
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
三
宝
 

?
p
 
（
 
り
コ
 
㏄
（
 

豆
せ
ズ
へ
り
圧
 

コ
リ
 
叶
パ
ぷ
 

こ
と
し
て
の
「
㏄
（
 

コ
 
い
と
ど
か
 

Ⅱ
 
ノ
 論
 *
9
 
る
の
 は
 誤
り
で
あ
る
。
 

こ
こ
の
「
三
宝
」
の
原
義
は
呪
的
な
意
味
を
含
ま
ぬ
通
常
の
用
 

法
の
三
宝
と
み
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
 

（
 
0
0
 

）
の
 

ヲ
 
4
.
 
ロ
 ・
 ト
，
の
 

。
 い
 （
目
印
 
つ
 
・
 ド
つ
 
１
１
 
リ
ト
 
・
 セ
の
 
・
）
 

（
 
9
 ）
 下
 毛
の
守
の
二
円
 

汗
田
注
 け
老
 

0
q
 

日
 ・
ミ
帯
三
品
（
 

0
%
 ト
 
0
 
つ
の
。
 
ロ
 。
㏄
の
 

つ
 
１
ト
 

（
 
皿
 ）
 0
 
つ
 
・
 
n
 
監
 ・
 
，
 つ
 
つ
 
・
 
め
 
0
0
 
１
 の
 

 
 
 
 

例
日
「
 壺
 万
全
集
」
 
上
 、
三
九
二
頁
。
 
尚
 、
山
田
籠
城
㍉
梵
語
 

仏
 典
 の
諸
文
献
呈
早
楽
 

手
 書
店
、
 

 
 

一
九
五
九
、
一
五
 

0
 ｜
 一
頁
、
校
長
石
 

慶
 口
密
教
の
歴
史
 

円
平
 染
寺
書
店
、
一
九
六
九
、
ニ
セ
 

頁
 参
照
。
 

 
 
め
 

（
Ⅱ
）
大
正
一
、
八
 

O
 、
 a
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 
 
 

れ
る
最
初
部
分
の
み
で
、
き
わ
め
て
簡
単
で
あ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 

タ
 

（
㎎
）
 
し
 N
.
 
目
 ，
い
つ
 

ひ
 
。
片
片
 

 
 
 
 



略
号
   

  

卜
ヰ
 
幅
 二
 %
 
（
 
p
q
p
l
 

名
声
 

ゆ
せ
ハ
 
（
㌧
円
の
）
 

下
 4
 ぃ
 宙
ゆ
コ
ぃ
 

1
 い
り
（
 

ぃ
オ
ぃ
 
盆
山
の
で
 
0
 
せ
の
「
）
 

し
プ
ぃ
ヨ
ヨ
い
つ
 

の
 
年
ぃ
 （
㌧
円
の
）
 

け
才
 セ
回
 
4
p
 

年
り
コ
ハ
 

宋
 ら
の
 0
 毛
の
二
陣
 
之
臼
 ご
 

%
 柑
ゴ
ぃ
 
1
 
名
ぎ
 ゆ
せ
い
 
（
 
セ
 円
の
）
 

ヒ
自
 
（
 
ぃ
 村
の
（
㌧
 

つ
い
 
）
 

木
ア
仁
 
口
ら
 
ぃ
オ
い
つ
ゆ
 

㎡
 
ず
い
 （
 
づ
 円
の
）
 

客
臣
 ぎ
笘
い
つ
ハ
 

が
 オ
由
 （
㌧
 
つ
り
 
）
 

目
ど
甘
 @
 
ヨ
 0
1
 
才
 ぎ
臣
 
甘
 い
 （
㌧
円
の
）
 

目
田
笛
 
1
 の
り
Ⅰ
 

セ
ゆ
笘
ぎ
卸
 

Ⅰ
 リ
 ー
 
セ
ぎ
 曲
玉
 
ひ
 （
 
0
0
 

・
口
耳
 

窩
 ）
 

（
 
0
0
 

）
本
縄
が
そ
の
後
、
大
乗
仏
教
の
中
で
 

コ
毘
沙
 Ⅱ
天
王
 経
 ヒ
に
 見
出
し
て
め
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
研
究
文
献
に
つ
い
て
 

  

書
 、
四
一
頁
参
照
。
 

（
 
円
 ）
 せ
ぎ
 ・
 目
 ・
 1
0
 
の
 1
1
1
1
O
 

㏄
 
)
 

（
㏄
）
渡
辺
海
旭
コ
原
始
的
秘
密
聖
典
 ヒ
 （
「
 
壷
万
 全
集
」
、
上
、
 七
四
二
 ｜
 六
頁
）
、
伊
原
 照
 蓮
司
小
乗
 呪
と
 密
教
経
典
 ヒ
 （
 
智
 山
 学
報
 六
 、
二
四
 ｜
三
 
Q
 

セ
頁
 。
 

（
 
れ
 ）
）
・
 目
 -
P
 ゃ
べ
，
 
（
 
の
 

（
㌍
）
神
通
力
に
は
禅
定
と
の
関
係
や
そ
の
他
が
あ
り
、
単
に
 呪
術
と
の
み
 解
 出
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
た
だ
、
神
通
力
と
 い
う
 観
亡
 、
あ
る
い
は
 

信
仰
が
形
成
さ
れ
る
際
に
、
上
記
の
呪
的
な
観
念
と
関
係
は
あ
 ろ
う
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
 

（
 
為
 ）
客
臣
 ぎ
 Ⅰ
・
 
ド
 
0
 ）
 ，
 1
 の
 
１
の
 

（
 
ぬ
 ）
 0
 っ
 ・
 
n
 ご
 ・
 
,
l
%
N
 
。
 P
 
ぃ
 

（
 
吐
勾
 
）
 0
 
で
・
 
n
 ざ
 ・
・
 
P
 
の
 
H
,
q
 
１
 ）
の
め
・
 

P
 
の
 

（
 
u
 じ
 
吉
田
 頑
舌
 同
呪
術
 目
 
講
談
社
、
昭
 蝸
 、
一
八
 0
1
 
一
頁
 参
照
 0
 

茄
 ）
 審
串
ぎ
 
&
.
P
 

ま
 。
 P
 
１
の
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縄
 的
に
理
解
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
 ブ
 ラ
マ
ー
ナ
」
は
逆
に
宗
教
的
所
依
の
意
味
を
付
さ
れ
た
 こ
と
に
な
る
。
 

71  
 

か
ぇ
 に
、
仏
陀
を
（
当
時
哲
学
界
に
流
行
し
、
ま
た
 自
 ら
 最
も
得
意
な
テ
ー
マ
と
し
た
）
「
ブ
ラ
マ
ー
ナ
」
 

な
 る
 既
知
の
概
念
に
よ
っ
て
 演
 

 
 
勝論学派の有神論に 対す 

る 肯ヒ ヒ   
仏 と ダ 休 ナ 

教説 し 、 か マ 系 0 ハ % 

  
  

て 

        
  

  
凹 も の 

る 

諦 の 道 
  

（ で を 
と 

も、 説き ヰ仁 り ㏄ あっ す でに の曲（た プ 示す 

見 @ 
た o 2 ） 

    
理 @   

く る 、 
ミム 

解 根 宗     
く と 的 
の す 機 

不敬 広   

Ⅰ 99) 

理
 

  

 
 

 
 

 
 

学派の批判 

序 

論 

正
理
・
勝
論
学
派
の
有
神
論
に
 対
す
る
 

仏
教
論
理
学
派
の
批
判
（
 己
 

 
 
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
 グ
シ
タ
 に
お
け
る
 

木
村
俊
 
彦
 



し
か
し
仏
教
徒
側
と
異
な
っ
て
 、
 シ
ヴ
ァ
教
徒
は
自
己
 の
 学
的
体
系
を
他
学
派
に
依
拠
し
て
形
成
し
た
。
シ
ヴ
ァ
 教
の
典
籍
 

で
に
 サ
ー
ン
ク
 ヤ
 学
派
の
概
念
が
多
々
使
わ
れ
て
い
る
が
 、
 我
々
が
 今
 直
面
し
て
い
る
、
ニ
ヤ
ー
ヤ
・
ヴ
ァ
イ
 シ
 ニ
 ー
シ
力
学
 

（
 
5
5
5
 

）
 

こ
そ
、
シ
ヴ
ァ
教
の
論
理
的
及
び
形
而
上
的
学
説
の
展
開
 だ
っ
た
の
で
あ
る
。
 

ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
形
而
上
学
の
概
念
の
上
に
、
動
力
 因
 
（
日
日
～
（
（
の
斤
目
（
 

a
 握
 ）
を
定
立
し
、
 地
 ・
八
等
の
極
微
 ゆ
 質
は
素
 

業
 
（
 
片
か
 
（
 
ョ
き
 ）
八
相
応
す
る
果
を
未
来
に
引
き
起
す
 カ
 能
を
有
す
る
、
行
為
の
余
薫
口
は
道
具
 因
 
（
 
F
p
n
p
 

づ
笘
 
）
 に
な
っ
た
。
 

宇
宙
の
形
成
と
破
壊
の
主
宰
者
と
し
て
の
神
を
、
プ
ラ
 シ
ヤ
 ス
タ
パ
ー
 ダ
 が
、
ヴ
ァ
イ
シ
ュ
ー
シ
力
学
派
の
体
系
 に
 加
え
た
の
 

他
方
、
そ
の
よ
う
な
神
の
論
証
を
種
々
試
み
た
者
が
 、
 -
 
一
 ヤ
ー
 ヤ
ハ
 こ
の
語
は
直
接
に
は
「
論
理
し
を
意
味
す
る
 口
 学
派
の
 ア
 

カ
ル
テ
や
ウ
ソ
デ
ィ
 ョ
 ー
タ
カ
ラ
で
、
仏
教
学
派
か
ら
 の
 反
論
に
会
っ
て
以
来
、
ニ
ヤ
ー
ヤ
学
派
は
神
の
証
明
に
 種
々
腐
心
し
 

新
た
な
認
識
形
而
上
学
の
領
域
に
ま
で
多
大
の
発
展
を
 促
 が
す
こ
と
に
な
っ
た
。
 

の
中
に
す
 

派
の
神
論
 

材
 困
に
、
 

す
な
わ
ち
 

で
あ
る
。
 

ヴ
ィ
ッ
 ダ
 

、
た
め
に
 

苦
 の
 終
 滅
を
説
く
解
脱
論
を
持
ち
、
神
は
そ
の
啓
示
者
 

 
 

元
来
非
合
理
な
領
域
で
あ
る
、
直
接
所
与
と
し
て
の
 宗
 教
 的
意
識
を
、
既
知
の
普
遍
的
概
念
か
ら
 演
終
 的
に
理
解
 せ
し
め
る
こ
と
、
 た
 

と
え
ば
カ
ン
ト
が
道
徳
的
自
覚
を
証
 因
 と
し
て
超
感
覚
 界
の
神
を
推
知
せ
し
め
た
如
く
で
あ
る
が
、
ダ
ル
マ
キ
 ｜
 ル
テ
ィ
の
場
合
、
単
な
 

る
 信
仰
の
合
理
化
に
留
ま
ら
ず
、
輪
廻
と
解
脱
と
の
 人
 間
 学
的
分
析
、
論
理
学
的
整
合
性
の
検
証
、
心
意
識
 

に
お
け
る
認
識
 作
 

用
と
 悟
り
と
の
関
連
な
ど
、
学
的
領
域
と
解
脱
論
の
休
 薬
 と
し
て
の
仏
教
 説
 と
が
論
理
的
に
関
連
さ
れ
て
あ
り
、
 そ
の
教
示
者
と
し
て
 宗
 

教
諭
的
に
仏
陀
が
 ブ
 ラ
マ
ー
ナ
 ハ
 認
識
上
の
所
依
 口
 な
 の
で
あ
っ
た
。
 

解
脱
の
宗
教
は
シ
ヴ
ァ
教
の
側
で
も
言
え
る
の
で
あ
っ
 て
 、
イ
ン
ド
に
お
い
て
最
も
古
い
こ
の
宗
教
さ
え
、
宇
宙
 の
 主
宰
者
と
し
て
の
 

神
 
（
 
つ
い
叶
円
 

）
と
そ
れ
に
依
存
す
る
有
情
（
 審
ぎ
 ）
を
 措
 走
 す
る
と
共
に
、
瞑
想
に
よ
る
神
と
の
合
一
 や
 歌
舞
等
の
 儀
式
に
よ
っ
て
 、
或
い
 

｜
 灰
を
浴
 ひ
 る
な
ど
の
 誓
戒
 
（
 
4
 ～
 
p
d
 
さ
 
を
持
す
る
こ
と
（
 

3
 ）
 
に
よ
っ
て
、
煩
悩
・
業
な
ど
輪
廻
さ
せ
る
 跡
 
谷
ゅ
 絆
 ）
 を
 解
く
こ
と
を
説
き
、
 

ま
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報
 
脱
を
志
向
す
る
者
に
と
っ
て
の
理
想
形
態
と
し
て
の
 仏
陀
、
或
い
は
シ
ヴ
ァ
神
へ
の
信
仰
と
い
う
宗
教
的
 体
 験
を
 、
非
合
理
な
直
接
写
 料
 

た
の
で
あ
る
。
 

我
々
が
と
り
あ
げ
て
い
る
、
仏
教
論
理
学
派
か
ら
の
 一
 連
の
神
論
批
判
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
の
ニ
 ャ
 ｜
ヤ
 
・
ヴ
ァ
イ
 シ
ヱ
 

｜
シ
 力
学
派
に
お
け
る
神
の
証
明
に
対
す
る
も
の
で
あ
 り
 、
本
稿
は
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
約
百
年
後
の
シ
ャ
 ｜
 ン
タ
ラ
ク
シ
 
タ
 が
 

 
 
癬
 
八
日
接
せ
 ゅ
 の
の
中
ぬ
（
の
～
）
 

ロ
 V
 
 
に
お
い
て
 ゲ
汀
 
な
っ
た
「
 神
 
の
 検
討
（
Ⅰ
 か
 
v
a
 （
も
う
（
Ⅱ
 

ガ
ゆ
り
 
）
」
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
 
る
 。
対
論
考
は
背
後
に
 、
解
 

 
 

中
で
は
神
論
的
形
而
上
 
説
を
 、
ニ
ヤ
ー
ヤ
学
派
に
あ
っ
 
て
は
神
の
論
理
的
論
証
を
、
と
い
っ
た
学
的
体
系
を
そ
れ
 

ぞ
れ
に
展
開
し
て
い
っ
 

ル
 マ
キ
ー
ル
テ
ィ
等
の
仏
教
学
派
と
異
な
る
所
で
あ
る
。
 

と
も
あ
れ
、
背
後
に
非
合
理
な
領
域
と
し
て
の
宗
教
的
 

体
験
を
直
接
所
与
と
し
 

な
が
ら
、
ザ
ー
ン
ク
 
ヤ
 学
派
の
概
念
に
て
人
間
学
的
 
考
 察
を
 、
ヨ
ー
ガ
学
派
に
て
は
解
脱
論
の
体
系
化
を
、
ヴ
ァ
 

イ
シ
ェ
ー
シ
力
学
派
の
 

シ
ヴ
ァ
教
の
学
的
展
開
は
、
こ
の
よ
う
に
 

他
 学
派
の
諸
 概
 念
を
素
材
と
し
て
自
己
の
体
系
づ
け
を
試
み
た
点
を
特
 

質
 と
し
、
そ
の
点
 
ダ
 



八
 は
じ
め
に
 
V
 

ノ
ャ
 ー
ン
タ
ラ
ク
 

た
ほ
ど
、
ダ
ル
マ
キ
 

づ
 の
の
㏄
 
オ
幅
ぺ
麓
す
 

p
V
 
 が
 

の
神
論
批
判
紹
介
も
 

三
千
六
百
四
十
五
 

る
ロ
 
に
渉
っ
て
 、
 
ニ
 

テ
ィ
の
批
判
に
遇
っ
 
（
 
士
，
 
）
 

た
な
か
っ
た
如
く
で
 

使
 を
川
っ
て
の
批
判
 

（
 
l
 
Ⅰ
）
 

そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
 

シ
タ
 は
、
八
世
紀
仏
教
学
派
の
哲
学
者
で
、
ダ
ル
マ
キ
 ｜
 ル
テ
ィ
の
「
弁
証
論
（
 せ
阿
 敏
耳
 ゅ
 せ
じ
」
に
註
釈
を
書
 
 
 

 
 
ル
テ
ィ
の
論
理
学
に
通
 沌
 し
て
い
た
。
当
時
の
他
宗
教
 
地
学
派
の
多
く
の
学
説
を
縦
横
に
批
判
し
た
八
日
 p
d
 
（
  
 

成
立
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
 学
説
に
早
か
る
所
が
す
こ
ぶ
る
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
 木
 稿
 

 
 

第
四
十
六
 ｜
 九
十
三
 頗
ハ
 以
下
本
本
・
 き
｜
 ㊧
等
と
略
記
 す
 

ヤ
 ー
 ヤ
 （
正
理
）
・
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
（
勝
論
）
学
派
の
 

い
る
が
、
ダ
ル
マ
キ
 ｜
 ノ
ン
 

-
3
 
）
 

て
 認
識
形
而
上
学
的
な
学
説
展
開
の
端
緒
を
作
っ
た
 シ
 ャ
 ン
カ
ラ
ス
ヴ
ァ
ー
ミ
ン
の
所
説
に
は
披
見
す
る
機
会
を
 持
 

、
対
論
考
は
い
ず
れ
も
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
以
前
の
者
 で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
論
理
の
 馬
医
 

を
 可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
層
の
興
味
深
 い
 対
論
・
学
説
の
展
開
は
見
ら
れ
ず
に
お
わ
っ
た
。
そ
の
 仕
 

論
 

本
 

ナ
し
 
は
 
ナ
の
 ・
の
 
ゴ
ぃ
 
ヰ
田
。
 

こ
 @
,
 
パ
 の
の
 
ア
ヨ
 @
 
ト
の
 ア
 ド
ぎ
 注
の
日
 -
 ニ
 ・
Ⅱ
（
の
Ⅰ
 
ぎ
ぃ
ゆ
 
a
r
 お
 三
）
を
参
照
。
（
 そ
性
 ・
 
ロ
 ・
 キ
 %
 
安
 い
コ
 
コ
目
、
下
器
 
隼
 の
 （
㌧
 オ
 @
-
0
 

の
 
0
 で
 オ
 @
 
の
 
 
 
 
 

宙
の
 
Ⅰ
 弘
 @
 
く
い
ぎ
 
㌃
 ぃ
ゴ
 
の
 コ
 の
 セ
 の
田
の
 

メ
コ
 
e
,
 め
の
 
巨
 一
コ
Ⅰ
の
 

ひ
 ㏄
）
 

（
 
5
 ）
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
ウ
ィ
ー
ソ
 
字
 派
の
研
究
を
、
羽
田
 野
 ・
木
村
一
 1
 八
 学
界
展
望
Ⅴ
・
正
理
・
勝
論
派
 神
 論
の
研
究
 

ウ
ィ
ー
ン
学
派
に
お
の
 
(
2
0
 

」
（
 八
 文
化
Ⅴ
第
三
十
五
巻
第
四
号
）
に
お
い
て
紹
介
 
評
論
し
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
 

（
 
6
 ）
 
臣
 ヤ
ー
 ヤ
 ，
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
 
字
 派
か
ら
の
仏
教
 批
 判
の
 
テ
ー
マ
に
は
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
 刑
那
甜
性
 論
証
が
 
し
ば
し
ば
と
り
あ
げ
ら
 

れ
て
い
る
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
ス
ヴ
ァ
ー
ミ
ン
か
ら
（
く
匹
・
 

已
 ・
里
田
口
 
マ
の
 
コ
コ
 
e
r
"
 
下
缶
 ㏄
の
 
コ
サ
ヱ
り
左
 

由
り
す
 
オ
 の
 岸
 ㏄
 ヴ
 0
 名
 臼
 の
 屈
 白
山
 の
 。
片
片
の
の
 

サ
 。
臣
の
 
-
 
の
サ
 臼
の
 い
 っ
 左
ぃ
 
Ⅱ
 
い
 の
 

4
 町
 ヨ
 @
 
臣
 ・
 し
 ㌃
の
の
「
（
 

簿
 （
 
@
0
 
月
の
卯
㏄
の
１
べ
㏄
）
 
ウ
ダ
マ
 ナ
に
乱
伐
っ
て
 （
 臼
 ・
八
田
 ヨ
 注
 い
 （
（
づ
き
 

ぎ
簿
ぃ
 Ⅴ
 C
 オ
妄
了
住
 ・
 ロ
つ
 
・
 P
 ｜
 Ⅰ
 ま
 ）
 見
 
 
 

る
 。
（
シ
ュ
リ
ー
ダ
 
ラ
 の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
余
食
 月
 照
「
イ
ン
 ド
の
 自
然
哲
学
」
二
四
三
ー
二
七
 0
 
一
頁
に
紹
介
が
あ
る
じ
 



工
 

 
 

理
 
正
 

冒
頭
目
，
 4
 ⑧
に
有
神
論
派
の
総
論
と
し
て
、
 非
横
神
 の
も
の
は
白
ら
 自
果
 に
達
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
こ
と
を
 理
由
に
世
界
形
成
の
 
7
 

勝論学派の有神論に 対する仏教論理学派の 批判 

， ， @ 4@ ¥@ ， @¥@ 3 ， @@ 2@ n ・ 1 n ・ =T: s 

  

る 特色 り ㏄ せゆ け仁 

づす 

    

円ゴ 

㏄ @   

  

） つ 

  
まな 窪 力 l   

宇 マ ） の       
( ⑳ 3) 

事
を
遂
行
し
た
の
は
、
十
一
世
紀
の
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
 ュ
 リ
ー
ミ
ト
ラ
な
ど
で
あ
り
、
本
稿
に
続
い
て
筆
者
が
研
 先
報
告
す
る
予
定
で
あ
 

る
 。
 

八
円
 

a
t
t
v
a
 

の
曲
 
臣
の
 
（
 
a
 プ
 p
V
 

は
い
ず
れ
の
章
も
、
批
判
す
 

る
 対
論
者
の
所
説
を
初
め
に
客
観
的
に
紹
介
し
、
次
に
批
 判
の
論
理
を
展
開
し
 

て
い
る
。
「
神
の
検
討
」
の
章
も
同
様
で
、
前
部
分
の
多
 く
は
前
稿
の
Ⅱ
で
紹
介
し
た
。
本
稿
で
は
、
後
部
分
の
 考
察
に
損
じ
て
、
相
応
 

す
る
前
部
分
の
対
論
者
の
説
を
瞥
見
す
る
こ
と
に
す
る
。
 



作
 因
を
主
張
す
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。
非
精
神
な
も
 の
の
 自
果
 と
は
、
素
材
た
る
極
微
物
質
ハ
地
・
 水
 ・
 火
 ・
 風
や
個
我
な
ど
で
、
 そ
 

れ
 自
身
は
虚
空
同
様
他
者
に
主
宰
さ
れ
ず
に
常
住
の
も
 の
 u
 が
集
合
し
て
新
た
に
生
起
せ
る
粗
大
な
 物
 @
 
年
 @
 う
。
 現
象
世
界
は
知
あ
る
 主
 

牢
 者
な
く
し
て
起
り
得
な
い
と
の
論
理
に
よ
っ
て
 、
神
 を
 主
張
す
る
も
の
で
、
具
体
的
な
論
証
 
式
ハ
 「
 
S
 は
 P
 な
り
、
 Q
 
な
る
が
ゆ
え
 

に
 」
と
の
形
式
 ロ
は
次
頒
 以
下
に
紹
介
す
る
か
ら
か
、
 こ
 の
 総
論
自
体
に
は
反
論
を
加
え
て
い
な
い
。
 

 
 

ヴ
ィ
 
パ
 
2
 ヵ
 の
一
（
Ⅰ
）
つ
の
証
明
の
う
ち
の
第
一
の
論
証
 

ル
ナ
 

で
あ
る
。
シ
ャ
ー
ン
 

タ
ラ
ク
シ
 タ
 は
、
大
前
提
と
な
る
 遍
充
式
 n
O
U
 

㌧
口
を
 

べ
、
 次
に
主
張
命
題
 
ハ
の
 U
 ㌧
し
を
述
べ
て
い
る
が
 、
註
釈
者
の
引
用
し
た
 

講
式
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
 

（
 
宗
 ）
（
 眼
 ・
 身
 ）
 二
 感
官
に
 肥
 え
ら
れ
ま
た
肥
え
ら
れ
 な
い
所
の
（
粗
大
な
）
も
の
で
、
対
論
の
主
辞
と
な
る
も
 の
は
、
 知
 あ
る
作
図
 

（
 
ヴ
 佳
山
口
ま
ヨ
 

ゅ
 （
 
カ
リ
 
墨
堤
）
に
依
存
す
る
。
 

（
 
図
 ）
自
己
を
構
成
す
る
諸
部
分
の
横
 集
 
（
終
コ
 
巳
 せ
の
 
ぎ
 ）
が
個
々
別
異
の
ゆ
え
に
。
 

（
 
愉
 ）
 瓶
 等
の
如
し
。
 異
 
（
 
愉
 ）
と
し
て
は
諸
極
微
が
（
 考
え
ら
れ
る
。
）
 

こ
の
証
明
（
の
 
囲
 申
す
の
 

コ
リ
 
）
に
対
し
て
、
シ
ヤ
ー
ン
タ
ラ
ク
 シ
タ
 は
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
形
而
上
 説
に
 拠
っ
た
 過
 矢
の
指
摘
を
行
な
う
。
 

証
 因
の
中
で
言
う
諸
部
分
の
積
 集
 （
 
簿
 せ
 %
 ぜ
 ㏄
 ヰ
か
 
の
㏄
 
コ
 コ
円
 
づ
の
 
か
 
か
 ）
と
は
、
諸
部
分
の
結
 A
 呈
 至
日
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
 は
と
り
も
直
さ
ず
ニ
 ャ
 

｜
ヤ
 学
派
の
言
う
全
一
考
と
な
る
。
 所
 が
 両
者
と
も
、
ヴ
ァ
 ィ
 シ
ュ
ー
シ
力
説
を
適
用
す
れ
ば
、
 ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
 

定
義
し
た
非
存
在
が
成
立
す
る
と
舌
口
 
ぅ
 。
 

す
な
ね
 ち
、
知
覚
可
能
な
も
の
の
不
知
覚
が
非
存
在
を
 知
ら
し
め
る
と
さ
れ
る
が
、
 

?
 ）
ま
ず
「
 積集
 」
に
つ
い
て
は
 、
八
七
生
か
の
ど
 

村
 ㏄
の
 
目
 。
 

（
（
の
 

V
 
 
（
の
 
0
 の
 ，
 
。
の
 
色
 ・
）
円
く
・
 

P
 、
 ）
㎏
に
「
 粕
蛛
 
・
目
星
 

結
合
・
離
反
・
比
佐
と
運
動
は
 、
 色
を
持
つ
 実
体
に
和
合
す
る
の
 

（
 
4
 ）
 

え
に
、
可
視
的
で
あ
る
」
と
あ
る
こ
と
を
典
拠
に
、
「
 全
 一
考
」
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
 目
 ・
）
・
 

0
 に
、
 一
 
。
 
多
 実
体
を
 有
す
る
か
ら
、
ま
た
 色
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正
 

 
  
 

こ
こ
で
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
八
市
（
 
り
 田
岡
目
 曲
 4
 曲
Ⅱ
（
（
 

綜
 p
V
 
Ⅱ
・
し
で
例
示
し
た
こ
の
類
の
週
失
例
、
す
な
わ
 ち
 、
「
土
の
変
異
」
と
 

に
よ
っ
て
 

、
と
 
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
ま
ず
知
覚
可
能
で
あ
る
筈
で
あ
 

る
 。
し
か
も
素
材
た
る
 

 
 

極
微
の
部
分
は
超
感
覚
的
な
も
の
で
、
 

色
 等
は
現
実
に
 
は
 知
覚
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
従
っ
て
そ
れ
ら
の
漬
柴
に
せ
 

よ
 全
一
者
に
せ
よ
、
 
や
 

は
り
知
覚
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
知
覚
可
能
な
も
の
の
不
知
 

覚
 （
 
宙
 
Ⅲ
か
ぜ
 

囲
ヨ
も
 
生
き
印
 
ま
 ）
は
非
存
在
を
意
味
す
る
の
 

だ
か
ら
、
「
漬
柴
の
 

個
 

々
別
異
」
な
る
 
証
 因
は
成
立
し
な
い
。
 

讐
愉
 と
さ
れ
る
 
瓶
 に
も
そ
の
よ
う
な
も
の
は
存
在
し
な
い
。
 

次
に
、
対
論
考
の
主
張
命
題
八
宗
 

口
 に
お
け
る
主
辞
 
ハ
 
所
依
（
 
択
墨
罵
 ）
と
呼
ぶ
し
が
成
立
し
な
い
こ
と
を
指
摘
 

す
る
。
 

仏
教
学
派
の
認
識
形
而
上
学
的
立
場
で
は
、
眼
識
と
 

触
 識
 ハ
具
 
識
 口
は
同
一
の
対
象
ハ
所
縁
（
里
曲
ヨ
 

す
 
の
 
コ
 の
）
し
 

る
 持
っ
と
の
措
定
を
拒
 

否
 す
る
。
日
常
、
眼
識
と
 

触
誠
 に
お
け
る
別
異
の
顕
現
 

か
ら
同
一
対
象
を
構
想
す
る
の
は
、
分
別
（
 

下
 舌
ド
コ
 

%
 
）
 ハ
 
観
念
 ロ
の
 作
用
で
あ
る
 

 
 

論
 体
系
で
は
、
判
断
知
は
虚
偽
の
認
識
の
範
時
に
在
る
 

か
ら
「
 二
 感
官
に
把
捉
さ
れ
 

理
 
翔
る
（
 才
ぎ
宙
 
（
 
ぜ
 ㏄
 
ゆ
 r
a
 
ゴ
 ビ
巴
 
」
と
い
う
主
辞
中
の
概
 

念
は
成
立
し
な
い
。
複
数
の
揺
田
所
緩
を
通
し
て
ひ
と
 

っ
 0
 対
象
を
分
別
す
る
も
の
 

 
 

い
っ
た
も
の
が
仮
定
さ
れ
よ
う
が
、
そ
れ
は
過
去
の
識
 

を
 再
び
適
用
せ
し
め
て
構
想
 

沖
 
（
㏄
 
き
 上
の
 
0
 
）
す
る
も
の
で
、
想
起
と
同
様
、
虚
妄
 

知
 で
あ
る
と
さ
れ
る
。
 

が
 

次
に
、
「
 
積
 集
の
個
々
別
異
」
性
を
因
群
ハ
 

媒
概
 金
ロ
と
し
て
 
尊
 び
か
れ
る
「
 
知
 あ
る
 作
 因
を
持
っ
」
と
 
い
う
賓
辞
 
ハ
 
大
概
念
 
ロ
は
、
な
 

 
 
神
哺
ハ
 

認
 
る
 
S
U
 

程
 に
お
け
る
固
辞
 
「
神
殿
」
等
を
主
辞
と
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
。
 

ハ
 
Q
U
 

と
賓
辞
 

ハ
 
P
U
 

の
論
 

 
 

 
 

報
 
（
 
づ
ゼ
臣
 
Ⅱ
 
色
ぢ
 
）
の
 雨
 関
係
が
確
定
し
て
い
な
け
れ
 

ば
な
ら
低
い
が
、
ア
ヴ
ィ
ッ
 

ダ
 カ
ル
ナ
の
講
式
で
は
上
の
 

い
ず
れ
の
類
の
主
辞
 

か
 判
然
 

端
 
と
し
な
い
こ
と
か
 

ゑ
 
「
 
積
 集
の
個
々
別
異
（
お
目
 

ぎ
朕
 a
v
 
め
ゅ
 

の
 
の
曲
 
）
」
が
「
 
知
 あ
る
者
に
依
存
す
る
 
谷
 目
色
色
 

日
ヨ
注
で
曲
目
の
 

下
 ）
」
こ
と
と
⑤
 

 
 

か
 
厳
密
な
扇
売
関
係
に
あ
る
か
否
か
は
不
決
定
で
あ
る
 

 
 



て
い
る
 0
 曲
、
 由
 ・
切
片
山
 

コ
オ
 
の
 
目
 二
の
グ
 
%
 げ
 Ⅰ
 @
 
繕
 Ⅱ
の
（
Ⅰ
「
年
の
の
 

曲
岸
の
 

Ⅱ
 
毬
之
 Ⅱ
 い
 せ
 い
 （
 
旧
 い
木
の
 

0
.
 

巾
 Ⅰ
・
 
ミ
 ）
を
参
照
。
 

（
 
2
 ）
全
一
者
（
 宅
ギ
き
ぎ
 ）
と
は
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
 字
 派
の
形
而
上
税
の
上
に
起
っ
た
認
識
論
的
困
難
に
対
処
し
て
、
 正
理
 字
派
が
 措
定
し
 

た
 辞
職
対
象
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。
可
視
的
部
分
と
、
個
物
合
 体
を
同
様
に
知
覚
す
る
口
実
は
無
分
別
現
量
 と
 百
分
別
現
量
に
 相
当
し
て
い
る
 り
 

こ
と
か
ら
、
現
量
が
比
量
に
非
ざ
る
こ
と
 
ハ
 
判
断
知
も
現
量
に
 加
え
た
も
の
り
を
説
く
こ
と
を
端
緒
に
、
不
可
視
の
極
微
や
そ
 れ
に
和
合
す
る
 属
 

性
 等
か
ら
成
る
一
個
物
を
も
 八
 全
一
者
Ⅴ
な
る
も
の
と
し
て
、
 認
識
対
象
に
措
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
認
識
論
上
の
性
 点
を
 解
決
し
よ
う
と
し
 

た
 0
 （
 
0
 六
八
ハ
 
之
せ
阿
セ
い
 

す
 オ
 ゆ
 り
ヤ
ぃ
リ
 

Ⅴ
 ぃ
 4
 区
Ⅱ
 
い
 Ⅱ
 い
 の
ロ
コ
 
ぃ
目
 。
 こ
 ㏄
 ト
 
ー
㏄
Ⅱ
）
 

（
 
3
 ）
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
。
に
よ
る
非
存
在
の
認
識
に
つ
い
て
 
の
 規
定
。
（
の
Ⅰ
ハ
ニ
 

セ
ゆ
ぢ
庄
コ
 

4
 目
Ⅴ
Ⅰ
）
知
覚
可
能
な
も
の
（
 宙
 
ヤ
ぬ
 
Ⅱ
 い
 ）
の
不
知
覚
は
 、
 

非
存
在
を
知
ら
し
め
る
 乱
 国
と
し
て
、
比
量
に
含
め
ら
れ
て
い
  
 

（
 
4
 ）
註
釈
者
・
 
力
 マ
ラ
シ
ー
う
の
指
摘
で
あ
る
が
、
彼
の
引
 用
 句
の
う
ち
、
 ，
 ・
・
 

わ
鉗
ゆ
仁
 
ゆ
目
 ヒ
 は
と
ら
ず
の
 鴬
ガ
毛
 生
板
 の
 天
 ・
・
・
 

0
 
曲
ヰ
 
の
目
の
向
 

コ
 -
 

 
 

（
 
5
 ）
こ
の
句
は
、
註
釈
者
の
引
用
と
の
 
い
 の
 
ガ
毛
い
 
Ⅰ
版
の
原
文
 が
 一
致
す
る
。
 

（
 
6
 ）
前
稿
八
十
八
 
｜
 八
十
九
頁
参
照
。
 

（
 
7
 ）
前
稿
 セ
 十
五
頁
参
照
。
 

Ⅱ
 

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
、
大
潟
 的
 工
作
物
の
み
に
妥
当
 す
る
固
辞
を
意
識
的
に
山
等
の
自
然
世
界
に
も
適
用
せ
し
 め
て
、
作
者
 ハ
 造
物
 

註
 
（
Ⅰ
）
ア
ヴ
ィ
ッ
 ダ
 カ
ル
ナ
は
 、
 他
の
章
で
は
、
個
我
 
父
 （
 
日
ド
 
こ
 
等
に
つ
い
て
の
常
住
性
等
の
証
明
や
牽
三
 
@
 星
 は
 つ
い
て
の
 証
明
な
ど
を
紹
介
さ
れ
 

い
う
 証
 囚
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
蟻
塚
ま
で
陶
工
の
作
 

で
あ
る
こ
と
に
な
る
と
の
 
壁
 
え
を
援
用
し
て
（
 

-
 
6
 ）
い
る
。
（
 ガ
 8
 ）
以
下
に
続
く
 
8
 

批
判
は
、
前
稿
の
皿
で
見
た
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
 

批
 判
を
祖
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
 

ア
 ヴ
ィ
ッ
 ダ
 カ
ル
ナ
の
 こ
 
0
6
)
 

の
証
因
 る
、
 <
s
a
 

旧
の
（
 

ゴ
曲
已
 
ま
 絆
毬
 V
 と
し
て
例
示
し
て
 
，
い
 

Ⅱ
・
 

へ
 
・
ユ
 

Ⅰ
 
1
 
@
 
@
"
@
0
 

）
 
ハ
 

 
 



正理・勝論学派の 有神論に対する 4 ム 数 論理学派の批判   の タ     時 の iC 
吹屋 桔よあ 苅萱ィ前 っよ たは確で 難 う難主 ク すし 

ハ
 
Ⅰ
）
 

l
 

の
 有
を
賓
辞
に
し
た
巧
妙
な
弁
証
の
裏
に
あ
る
論
理
学
的
 ぬ
 失
を
指
摘
し
た
後
、
同
類
で
あ
る
主
辞
 と
愉
例
 を
故
 煮
 に
別
 祝
 し
て
 睡
 

（
 
2
 ）
 

る
 所
作
相
似
の
誤
 難
 
（
樹
立
）
で
は
な
い
こ
と
を
、
所
作
 
相
似
（
 吋
 a
r
 
ぜ
 ㏄
 お
ヨ
 さ
の
定
義
を
一
旗
 に
 設
け
て
示
し
 た
 。
シ
ャ
ー
ン
 
タ
 

笛
生
起
の
刹
那
的
存
在
の
み
果
を
生
ず
る
 力
 能
が
あ
り
、
 

シ
タ
 も
、
 愉
 例
を
主
辞
の
両
 有
法
 に
お
け
る
同
一
の
 
法
 な
こ
と
さ
ら
に
別
視
（
目
銭
ヨ
 き
ゴ
 の
守
ユ
 ぎ
 迂
が
 口
ゅ
 
）
 し
 

従
っ
て
 知
 あ
る
作
図
と
は
無
常
な
作
者
で
な
け
れ
ば
な
 み
な
い
し
、
対
象
 

て
 難
ず
る
所
の
誤
 

は
 低
い
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
（
木
本
・
 0
 の
 品
 ）
）
 

（
 
3
 ）
 

か
に
実
有
性
か
ら
無
常
性
を
証
明
す
る
な
ど
の
場
合
に
 、
 瓶
等
 の
 愉
例
 と
各
 有
 な
る
主
辞
と
の
法
の
相
異
を
あ
げ
 つ
 ら
え
ば
、
実
際
 

同
一
の
法
で
あ
る
か
ら
 誤
雑
 で
あ
る
が
、
我
々
の
批
判
 は
そ
う
で
は
な
い
。
 

 
 

単
に
白
さ
だ
け
で
は
雪
か
ら
も
火
の
有
が
 尊
 び
か
れ
る
 
こ
と
に
な
る
。
 
そ
 

う
な
言
葉
の
上
で
の
類
似
の
因
 辞
 
（
約
日
 目
コ
ゼ
日
ぎ
的
巴
 を
 批
判
す
る
場
合
で
は
な
く
て
、
主
辞
 と
愉
 例
の
両
 有
 法
 が
共
通
の
法
を
 

の
に
非
難
（
 n
o
 
ぎ
目
 ）
す
る
場
合
が
誤
 難
 な
の
で
あ
る
  
 

が
 、
随
伴
，
排
除
の
両
 

に
 、
舌
口
葉
の
上
で
の
合
致
に
よ
っ
て
証
明
し
よ
う
と
す
る
 

の
は
、
あ
た
か
も
 

 
 

ヤ
モ
ン
ド
等
も
八
的
 o
V
 と
い
う
言
葉
だ
か
ら
と
い
っ
て
 角
 が
あ
る
と
証
明
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。
（
 

八
ゅ
 o
V
 は
 多
 く
の
場
合
「
 牛
 」
 

味
で
使
わ
れ
る
。
（
 

4
 ）
こ
の
 讐
 愉
も
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
 機
知
を
祖
述
し
た
も
の
。
）
 

論
者
の
場
合
、
一
。
 
積
 集
の
個
々
別
異
」
な
る
固
辞
と
「
 知
 あ
る
作
図
に
依
る
」
と
い
う
賓
辞
と
の
間
に
論
理
的
結
合
 （
で
Ⅰ
薄
ヱ
 

ヴ
 曲
コ
 
隼
ゴ
の
 
）
 

れ
ば
問
題
は
な
い
が
実
際
の
所
、
証
明
し
た
い
こ
と
ほ
 、
 常
住
・
唯
一
な
る
一
切
知
者
の
常
住
の
知
に
依
る
こ
と
 な
の
だ
か
ら
、
 
そ
 

 
 

な
わ
ち
 外
遍
 充
の
論
理
に
依
る
限
り
、
論
証
の
大
前
提
と
 な
る
固
辞
 と
 賓
辞
 

 
 

あ
る
作
図
に
依
る
」
と
い
う
賓
辞
を
述
べ
る
限
り
、
認
め
 ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
 

 
 

人
間
た
る
作
者
の
み
で
あ
る
。
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の
 概
念
を
否
定
し
た
実
例
ハ
具
 法
愉
ロ
 と
し
て
挙
げ
る
 極
 微
は
 、
仏
教
学
派
に
言
わ
し
む
れ
ば
、
や
は
り
 瓶
等
の
 材
料
と
し
て
作
者
を
持
 

っ
て
お
り
、
賓
辞
 
と
 変
ら
な
い
。
そ
し
て
無
常
な
知
を
持
 っ
 人
間
を
作
者
と
す
る
こ
と
は
、
「
世
間
の
種
々
相
は
業
 
よ
り
生
ず
る
（
村
が
（
 
ヨ
 ・
 

 
 

の
側
に
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
 ね
 ち
、
常
住
 
唯
一
の
知
を
持
つ
 作
 

者
 と
い
う
賓
辞
中
の
名
辞
は
経
験
に
反
す
る
虚
偽
の
概
 念
 で
あ
る
が
、
他
方
家
屋
等
に
お
い
て
、
無
常
な
知
を
持
 つ
多
 な
る
作
者
の
在
る
 

こ
と
を
、
し
ば
し
ば
経
験
し
て
い
る
。
 

註
 
（
 
1
 ）
前
稿
八
十
七
 
｜
 八
十
八
頁
参
照
。
 

（
 
2
 ）
前
稿
八
十
九
頁
参
照
。
正
理
学
派
に
よ
る
定
義
に
つ
い
 
て
は
、
前
稿
九
十
頁
を
参
照
。
 

（
 
3
 ）
 木
 ・
 
ミ
 で
シ
ャ
 l
 ソ
 タ
ラ
ク
シ
 タ
 が
ふ
れ
た
所
の
、
実
有
 （
 
v
a
 

の
（
 

し
 性
を
証
 因
 と
す
る
無
常
性
の
証
明
は
、
ダ
ル
マ
キ
 一
 ル
ヰ
 
ノ
ィ
 が
 八
 ㌧
Ⅱ
 
簿
ヨ
 
ゆ
一
 

コ
い
 
つ
 り
ぺ
 
（
（
 

@
 
村
 
p
V
 自
 比
量
章
な
ど
で
、
し
ば
し
ば
試
み
た
も
の
で
 あ
る
っ
Ⅱ
・
の
神
山
コ
オ
の
 

臣
 二
の
 

q
.
 

し
 市
内
ニ
田
 
毛
 T
 岸
 -
 
ニ
コ
の
巨
の
の
 

メ
ゆ
い
 
つ
 @
 
オ
 ぃ
内
 
イ
ゆ
 
コ
年
日
 
ゆ
コ
ぃ
ヨ
 

（
老
い
木
の
 

0
.
 

㏄
 痔
お
コ
 ー
Ⅹ
 
目
 1
-
 
も
の
の
（
の
の
ダ
ニ
 

音
 Ⅰ
 
由
 「
 ロ
 ・
㍉
「
 

a
 月
毛
 
巴
 

  

（
 
4
 ）
言
葉
の
表
面
上
の
相
似
を
以
っ
て
類
推
す
る
場
合
の
過
 
失
を
、
ぬ
 Q
V
 と
い
う
主
義
な
話
を
用
い
て
 評
詑
 的
に
説
明
し
 た
も
の
だ
が
、
こ
れ
も
 

ダ
ル
マ
キ
 l
 ル
テ
ィ
の
機
知
を
借
用
し
て
い
る
。
た
だ
前
稿
 九
 十
｜
 九
十
一
頁
で
は
、
こ
の
機
知
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
か
 っ
た
 。
因
み
に
 ア
 

｜
プ
テ
 「
の
辞
書
に
 ょ
 れ
ば
、
ハ
の
 
o
V
 に
は
「
 牛
 」
の
他
に
 、
 「
 
乳
 」
等
の
酪
農
製
品
、
「
 星
口
 
、
「
 空
 」
、
「
稲
 
@
 、
「
光
線
」
、
「
 
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
 

「
 天
 」
、
「
 
矢
 」
 ハ
 
以
上
、
男
女
両
性
 U
 、
「
大
地
」
「
言
葉
」
「
言
葉
 

の
女
神
ハ
 サ
 ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
ロ
」
、
「
 

母
 」
、
「
方
位
」
、
「
 

水
 」
、
 「
 目
円
 
「
天
空
の
 

一
画
」
 ハ
 
以
上
、
女
性
 彩
 り
「
体
毛
」
「
感
覚
器
官
」
「
雄
牛
 

座
 」
「
 太
陽
」
「
 
九
 」
「
 月
 」
「
歌
手
」
「
 
兆
 」
「
中
祀
 祭
 」
「
 家
 」
 ハ
 
以
上
 男
性
厄
ロ
 の
 意
味
 

が
あ
る
。
 

（
 
5
 ）
前
稿
七
十
四
頁
参
照
。
 

の
こ
と
が
根
拠
づ
け
ら
れ
る
。
 

 
 

ま
た
賓
辞
ハ
所
 立
 
（
 
約
年
ゴ
下
 ）
 U
 の
否
定
概
念
た
る
「
 知
 あ
る
者
に
依
ら
な
い
 ハ
 
2
 
市
 ピ
 
こ
と
が
「
 積
 集
の
個
々
 別
異
」
と
い
う
固
辞
㈹
 

（
 
5
 ）
 

 
 

が
 無
常
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
認
識
す
る
識
も
無
 常
 で
な
け
れ
ば
な
ら
低
い
と
い
っ
た
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
 の
 
論
理
に
よ
っ
て
 、
そ
 
 
 



肘
 
主
宰
さ
れ
る
こ
と
 
n
P
 
ロ
 に
つ
な
が
る
の
は
、
無
常
 甘
鞘
 神
の
場
合
の
み
で
、
し
か
も
そ
う
な
ら
周
知
の
事
 柄
 で
あ
っ
て
論
証
す
る
必
要
 

 
 

 
 

織
工
等
を
主
宰
者
に
持
っ
 糸
等
 の
 讐
愉
 に
は
な
い
法
で
 

  

 
 

 
 

 
 

ぅ
 の
も
の
を
あ
げ
て
い
た
。
（
 
メ
 ・
の
 
0
 ）
註
釈
者
の
引
 円
 で
は
 

端
 

（
 
宗
 ）
世
界
 囚
 と
し
て
は
質
料
出
た
る
極
微
と
不
可
 視
 
（
な
る
 
法
 ・
非
法
の
業
）
は
、
自
己
の
果
を
生
ず
る
 に
 際
し
て
、
卓
越
し
た
知
を
 

持
っ
主
宰
者
に
依
拠
す
る
。
 

（
 
因
 ）
間
欠
的
作
働
の
ゆ
え
に
。
 

理
 
正
 

81  (209) 

る 仏教論理学派 

（ （ 

こ愉 れ）） 図 
に 采 色 
つ 等 等   
て 知 育 

もし 、 。 す る 
第   

も 

  
  
二 % 又 

で 

  
"11 "" 目 - 三 

あ 
る 

と   
  
  

，り 。 

  
  
  
逝 

Ⅰ・ 

す 
る 

と一     
  

つ 。 

  
等 

を有 

す 
る 

#O 

  
で 

あ 
る 
  
と 

" Ⅰ 
Q 
し 
  

  
あ 
る 

も 
  
iC 

（
 
6
 
）
こ
の
命
題
は
、
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の
 
八
 き
ま
 ヰ
コ
ミ
ヨ
ぃ
オ
 
泰
 Ⅴ 
ミ
 ・
 P
 に
あ
る
有
名
な
句
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
「
 ヴ
   

註
釈
者
、
プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
カ
ラ
グ
プ
タ
も
そ
の
 句
亡
 ・
接
到
 
し
 て
い
る
。
 G
 
す
ま
ミ
ぎ
 ・
）
前
席
 セ
 十
六
頁
参
照
。
）
神
の
証
 
明
 が
仏
教
学
派
に
 

対
し
て
重
複
証
明
と
な
る
説
明
の
た
め
に
 拙
 引
す
る
 妊
 と
同
 態
 で
あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 タ
 は
 ブ
 ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
 
｜
 カ
ラ
グ
プ
タ
の
 

琉
も
資
料
に
使
っ
て
い
た
と
も
推
定
し
得
る
。
 

Ⅱ
 

ア
ヴ
ィ
ッ
 ダ
 カ
ル
ナ
は
、
第
二
に
次
の
証
Ⅲ
を
引
用
さ
れ
 た
 。
（
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 
タ
 は
、
そ
れ
を
 韻
又
に
変
 形
 し
て
い
る
の
で
、
 

カ
マ
 
ラ
シ
ー
う
の
註
釈
に
依
る
と
）
 

 
 
 
 
「
 
砒
 

（
 宗
 ）
身
体
・
世
界
・
感
官
の
質
料
因
（
七
 %
 
叫
コ
 が
 ）
は
精
神
あ
る
も
の
に
主
宰
さ
れ
て
、
 

臼
 巳
の
果
を
形
 成
す
る
。
 



こ
れ
に
対
し
て
は
、
壊
滅
の
時
と
言
え
ど
も
、
輪
廻
す
る
 

有
情
の
心
 識
ハ
 刹
那
 滅
 な
が
ら
相
続
し
て
生
起
す
る
も
 
の
と
さ
れ
る
し
は
 
停
 

よ
 す
る
こ
と
が
な
く
、
他
の
世
界
に
転
々
相
続
し
行
く
 

も
の
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
 
、
識
 と
記
憶
は
中
断
せ
ず
、
 
従
っ
て
「
後
世
に
知
れ
 

（
 
宗
 ）
人
間
の
舌
口
語
は
創
世
 期
 等
に
他
の
者
の
教
示
に
依
 っ
て
い
る
。
 

（
 
因
 ）
後
世
に
知
れ
る
考
に
は
意
味
が
確
定
し
て
い
る
か
  
 

（
 
愉
 ）
言
語
習
慣
を
知
悉
し
て
い
な
い
幼
児
に
と
っ
て
 、
 牛
 等
に
対
す
る
意
味
の
確
定
し
た
言
語
習
慣
は
母
等
の
 教
示
に
依
る
よ
う
に
。
 

も
と
よ
り
 八
 中
の
宙
 
り
 Ⅱ
（
プ
 

リ
隼
 
す
り
 
ハ
日
曲
 
の
の
 
オ
ぬ
 
（
㏄
 
ぎ
 V
 に
は
 述
 べ
て
い
な
い
が
、
創
世
（
部
 ぬ
 ㏄
）
・
壊
滅
（
笘
の
鼠
 呂
じ
 の
 永
遠
回
起
の
背
後
 

（
 
4
 ）
 

に
 働
く
神
（
 日
芋
 ㌫
 ぷ
泰
 ）
を
説
い
た
著
者
を
髪
 髪
と
 さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
 

（
 
5
 ）
 

（
 
3
@
 

と
 
一
致
し
て
い
る
所
か
ら
プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
パ
ー
 ダ
 で
あ
 る
と
比
定
で
き
る
。
 

第
四
の
証
明
と
し
て
、
プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
マ
テ
ィ
と
註
釈
者
 

が
 伝
え
る
も
の
を
、
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 

タ
 は
始
め
に
 紹
 介
し
て
い
る
。
（
 
本
 

0
 
）
）
プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
マ
テ
ィ
と
は
八
円
 

注
才
お
苗
窩
註
 ㏄
 
七
 %
 
三
良
材
 
V
 中
の
他
の
箇
処
の
引
用
が
、
八
旬
 

ゅ
往
卸
臣
プ
 

笘
 
Ⅰ
甘
い
Ⅱ
Ⅰ
目
の
の
の
 

コ
的
 
Ⅱ
 
ゆ
ゴ
簿
 

V
 

さ
て
、
極
微
等
一
切
 
有
は
 、
仏
教
学
派
の
見
か
た
で
は
 
刹
那
波
（
芳
名
注
す
の
 

オ
窓
 ）
で
あ
る
。
従
っ
て
「
時
を
経
 
て
 後
に
（
の
（
す
ご
く
ゆ
り
 

作
働
 （
 
%
 ミ
口
目
）
す
る
」
と
い
う
概
念
は
認
め
ら
れ
 

ず
 、
 証
 因
は
成
立
し
な
い
。
ま
た
こ
の
固
辞
内
容
は
常
住
 

 
 

後
に
働
く
矛
盾
を
意
味
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
更
に
他
 

の
 主
宰
者
を
必
要
と
す
る
と
い
う
無
限
遡
及
の
過
失
に
も
 

 
 

常
住
の
も
の
な
ら
ば
常
に
働
き
続
け
る
筈
で
あ
る
と
の
 

帰
謬
 に
よ
っ
て
、
一
定
時
の
作
働
を
神
の
働
き
と
す
る
 

神
 論
に
 、
す
で
に
ダ
ル
 

マ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
帰
謬
論
法
を
適
用
し
て
い
た
。
（
 

2
 ）
 

 
  
 

因
 ・
 ハ
の
 （
 圧
 こ
せ
 囲
口
母
爪
 t
t
 
円
 V 
を
挙
げ
て
い
た
が
 

  

と
な
っ
て
い
る
が
、
現
存
の
著
書
、
八
区
 

せ
目
 
せ
㏄
 
づ
沖
 
q
d
 
（
 
円
 
k
p
V
 

中
に
は
厳
密
に
相
応
す
る
所
が
低
い
。
ダ
ル
マ
キ
 

｜
 ル
テ
ィ
も
 
、
 同
じ
 証
 
   

 
 
 

（
 愉
 ）
 

糸
と
 稜
の
如
し
。
 



正理・勝論学派の 有神論に対する 仏教論理学派の 批 

親 等 と （ 
者 を 言 愉 ） 和合であ 斧 た 因 的、 知っ 囚や まさ 依 に 有す うも 

る の る 家 て 目 し れ る の 等     
。 成 し とが 一切 のを、日 律 等 なる軍 。あ る 十一坪 ズ Ⅰ - 世 プラ こ口 一 乞目 目   

し 因 こ で ら 、 の 愉 
ま、 ヰ 

て た と あ 。 こ 次 が コ 几 累算 享受者る法・ 、周知 る陶工 実際こ れハ神 の主張 異なる 

と 非 の が の し で の よ 
陣 法 如 、 世 は あ め り 

間 葉 あ の 或 知 億 8% 晃で 百る 。 婁 ⑥ 謁 
を ） る 質 る 者   界 
知 や   料 者 で 
っ 万 回 囚 が あ は知 また 

て 仕 様 で 或 る   、 あ る こ 
を持 神が 

6 時 伸 る 者 と 一 つ 
。 等 は 土 の が 
一 塊 作 証   作図 切知 

え ま 切 や 老   明 
に た 世 ろ で さ 

者 甲 
で 三 - 

、 世 界 く あ れ あ 宰 
こ 俗 の ら る る 
れ の 作 寄 場   作者 ハ神口道具 者で の道 合 、   
が た る 其 彼 は 

と苦 証明 

所作の 一切畑 る共通 被 り、 、氷 因 はそれ 

者 性 は る の 質 

  料国と （の ar4 曲 ・別異 それの 盛る等 質料因 が る 
古 性 質 の 等 道 
）   料 ・ 目 を 具・ 註 色 
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る
も
の
な
る
ゆ
え
に
、
 
色
 等
を
有
す
る
ゆ
え
に
。
 

 
 

る
者
 」
云
々
と
の
 囲
 辞
は
認
め
ら
れ
な
い
と
反
論
す
る
。
 

ま
た
 一
 
・
他
の
者
の
教
示
」
が
字
義
通
り
で
、
特
に
神
を
 

芭
吐
 し
な
 

も
と
よ
り
重
役
証
明
で
あ
る
。
 

ま
た
神
は
法
・
非
法
の
業
を
離
れ
て
、
身
体
を
有
し
な
 

い
 筈
だ
か
ら
、
口
な
く
し
て
ど
う
し
て
言
葉
を
教
示
し
た
 

り
で
き
 

ぅ
 。
す
な
 ね
 ち
、
「
 
他
 」
が
神
を
意
味
す
る
場
合
は
 
、
 「
 他
の
者
の
教
示
に
依
る
」
と
の
賓
辞
が
認
め
ら
れ
な
い
。
 

ま
た
先
に
次
の
 ウ
 ソ
デ
ィ
 ョ
 ー
タ
カ
ラ
の
第
二
の
論
証
 
を
 紹
介
し
て
い
た
。
（
木
本
・
 

総
 1
 
品
）
散
文
の
引
用
で
 
ま
、
 

｜
 

（
 
宗
 ）
元
素
等
よ
り
成
る
現
象
世
界
は
 

、
知
 あ
る
 作
 困
に
 主
宰
さ
れ
て
、
 
苦
 ・
楽
の
動
因
と
な
る
。
 

い
 場
合
は
 、
 

る
め
 だ
 
る
 



 
 

 
 

教
 
研
究
会
研
究
紀
要
 

第
 

二
脚
）
参
照
。
 

 
 

 
 

ソ
も
 
同
様
の
趣
旨
を
紹
 

介
し
て
い
る
。
「
正
理
学
派
の
神
の
論
証
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
 

に
よ
る
批
判
」
 

二
 二
三
頁
参
照
。
 

（
 
2
 ）
前
桐
九
十
六
 ｜
 九
十
七
頁
を
参
照
。
 

（
 
3
 ）
羽
田
野
・
木
村
「
心
学
界
展
望
Ⅴ
・
正
理
勝
論
 

派
神
論
 の
 研
究
ウ
ィ
ー
   
学派 

  
  
  

  
し
 （
「
文
化
」
第
三
十
五
巻
第
四
号
）
一
四
 

 
 

 
 

 
 

ぢ
 
）
 
二
 
二
三
頁
参
照
。
 

最
後
に
（
 メ
 ・
 
簿
 ）
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 
タ
 は
次
の
論
証
 
を
 拙
文
中
に
紹
介
す
る
。
 

（
 
め
小
 
）
（
か
く
か
く
）
所
論
の
物
は
 

、
 或
る
者
に
は
明
瞭
 
に
 現
量
 得
 で
あ
る
。
 

（
 
図
 ）
物
の
実
有
性
等
の
理
由
に
よ
っ
て
。
 

（
 
愉
 ）
 ど
口
 

こ
れ
ら
の
論
証
は
い
す
れ
も
こ
れ
ま
で
の
誤
謬
と
同
じ
 

過
 失
を
踏
ん
て
い
る
と
し
て
、
批
判
の
説
明
を
省
い
て
い
 

る
 。
 

(2%2) 84 



 
 

か
は
あ
り
 得
 べ
く
も
低
い
と
す
る
。
 
多
 な
る
国
と
縁
が
 和
合
（
 ゴ
の
 （
由
で
 

r
a
 

（
 ゼ
 ㏄
ド
曲
約
日
 い
 の
 凸
 ）
し
て
ひ
と
つ
の
 
果
 を
 生
ず
る
と
見
な
す
の
が
 仏
 
 
 

-
 
り
 
Ⅰ
）
 

正
 

 
 

教
学
派
の
立
場
で
あ
る
。
 

端
 

に
陥
い
ろ
う
。
家
屋
と
い
う
ひ
と
つ
の
果
に
対
し
て
 多
 な
る
作
者
が
存
在
す
る
如
く
で
あ
り
、
い
わ
ん
や
 多
 な
る
果
に
唯
一
の
 作
 因
な
ど
め
 
 
 
 
 
 
 

つ
ま
り
、
賓
辞
に
お
け
る
内
容
で
あ
る
所
の
 、
 神
を
作
図
 と
す
る
こ
と
は
、
神
山
房
が
空
華
ハ
空
に
か
か
っ
た
 幻
 影
の
花
り
の
よ
う
に
 

 
 

 
 

え
る
な
ら
一
切
の
物
が
 

一
度
に
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
 引
 存
在
 の
 竹
園
な
ら
、
段
階
的
に
生
ぜ
し
め
る
よ
う
な
能
力
が
 な
い
か
ら
で
あ
る
。
 逆
 

 
 
砒
に
 言
え
ば
、
段
階
的
に
諸
現
象
が
生
ず
る
場
合
は
 、
 神
を
作
図
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
神
を
め
ぐ
る
上
記
 の
 比
量
よ
り
生
ぜ
る
愚
人
の
 

報
知
の
よ
う
に
と
、
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 
タ
 は
手
口
 
う
 。
 （
 
本
 ・
㏄
Ⅱ
。
㏄
の
）
 

 
 

明
な
ど
を
述
べ
る
必
要
は
な
い
で
は
な
い
か
。
常
住
の
 も
の
に
と
っ
て
無
常
な
も
の
 

は
が
 補
助
 因
 
（
の
 
の
プ
簿
ォ
リ
 

～
 
ヨ
 ）
に
は
な
り
得
な
い
の
だ
 力
 
@
@
,
 
 

-
l
l
 

臥
ヮ
、
 

）
 

が
 生
ず
る
上
の
補
助
 因
 に
も
 

 
 
肘
 
な
り
得
な
い
。
因
果
関
係
は
、
あ
る
有
の
場
合
に
は
 存
在
す
る
こ
と
が
経
験
さ
れ
、
非
有
の
場
合
に
ば
決
し
 て
 存
在
し
な
い
場
合
に
 、
前
 

（
 
2
 ）
 

 
 諭
者
 と
後
考
の
間
に
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
後
者
の
 因
を
前
者
以
外
に
考
え
る
な
ら
、
原
因
の
無
限
遡
及
（
 a
 コ
の
 
づ
り
の
ま
 

沖
 ）
が
起
る
で
あ
 

 
 
郁
 
ろ
う
。
（
 
内
 ・
の
 
甲
 0
0
 
）
 

 
 

 
 

う
 に
 、
 或
る
果
の
因
が
同
時
に
他
の
果
の
因
で
あ
る
と
 す
れ
ば
、
と
め
ど
な
い
混
乱
 

 
 

W
 

要
す
る
に
 ニ
 ヤ
ー
ヤ
・
ヴ
ァ
イ
シ
ュ
ー
シ
力
学
派
に
よ
 る
 神
を
め
ぐ
る
「
証
明
」
は
、
す
べ
て
、
大
前
提
と
な
る
 避
 克
明
保
父
㎏
目
口
（
 
@
 
）
 

が
 比
量
に
違
 う
 。
矛
盾
す
る
法
の
ゆ
え
に
、
固
辞
 n
Q
 口
 と
賓
辞
 ハ
 P
U
 

は
正
し
い
 

遍
充
 関
係
 
ハ
 （
の
 U
 可
 ）
・
（
 
?
 つ
 U
?
O
 む
に
立
っ
て
 

い
な
い
。
（
 本
 ・
㏄
の
）
 



 
 

本
稿
で
は
次
の
よ
う
な
成
果
を
得
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
 

す
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
こ
の
 章
 

シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 タ
 が
八
円
 

a
t
t
v
 

の
の
如
才
 

陀
 Ⅱ
 与
 ㏄
 V
 で
 展
 

の
場
合
は
 、
 シ
ヴ
ァ
教
の
展
開
と
い
う
宗
教
史
的
把
握
が
 

聞
 し
た
 他
 学
派
・
他
宗
教
批
判
が
、
そ
の
根
底
に
ダ
ル
 

要
求
さ
れ
る
。
神
の
証
 

マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
 払
珊
 

理
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
、
八
神
の
検
討
 V
 の
章
で
 確
認
し
た
。
し
か
も
、
神
論
批
判
と
い
う
共
通
テ
ー
マ
を
 と
り
あ
げ
て
い
る
た
め
 

慎
一
層
興
味
深
い
比
較
・
照
合
が
行
な
え
た
。
ダ
ル
マ
 
キ
ー
ル
テ
ィ
が
仏
教
学
派
に
与
え
た
論
理
学
的
寄
与
の
 多
大
性
を
か
い
ま
見
た
 

の
だ
が
、
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 タ
 の
主
著
を
と
り
あ
げ
 得
て
も
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
研
究
が
遅
れ
て
い
た
た
め
 に
 、
こ
の
点
の
注
意
が
 

な
さ
れ
て
Ⅱ
Ⅲ
な
か
っ
た
。
 
換
 舌
口
す
れ
ば
、
ダ
ル
マ
キ
 
｜
 ル
テ
ィ
の
論
理
を
知
悉
し
て
い
な
い
こ
と
が
シ
ャ
ー
ン
 タ
 ラ
ク
シ
 タ
 を
十
分
理
解
 

明
の
宗
教
史
的
契
機
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

次
に
 、
 シ
ヴ
ァ
 教
 ・
パ
ー
シ
ュ
パ
タ
派
の
ニ
ヤ
ー
ヤ
 ，
 ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
力
学
派
的
展
開
の
様
態
を
 、
 或
る
程
度
 詳
細
に
紹
介
し
て
い
 

る
の
で
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
論
述
に
比
し
て
そ
の
 右
 が
 好
 資
料
で
あ
る
。
そ
れ
と
言
う
の
も
、
シ
ャ
ー
ン
 タ
 ラ
ク
シ
 タ
 が
問
題
に
し
 

（
 
4
 ）
 

存
在
は
周
知
の
賓
辞
で
あ
っ
て
、
重
複
証
明
と
な
る
か
，
 
り
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
し
て
神
が
世
界
の
作
者
で
あ
る
こ
と
を
否
定
 す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
か
ら
、
作
者
性
の
前
提
の
上
 に
 立
論
し
た
一
切
畑
 
6
 
 
 

者
 性
も
直
ち
に
否
定
さ
れ
る
。
 

 
 
 
 
(
2
1
 

ま
し
て
や
作
者
の
唯
一
性
が
成
立
し
な
い
に
お
い
て
お
 や
 。
 

一
般
に
 、
 或
る
一
切
知
者
が
あ
る
と
の
証
明
は
、
一
切
畑
 肴
 な
る
概
念
を
認
め
な
い
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
に
向
 け
て
な
す
べ
き
だ
と
 

言
う
。
仏
教
学
派
で
も
仏
陀
を
認
識
上
の
所
依
ハ
プ
 ラ
 マ
ー
ナ
 ロ
と
 ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
措
定
し
た
よ
う
に
、
 

一
切
知
者
 
ハ
 仏
陀
 u
 の
 



 
 

（
 
5
 
）
 

学
派
疏
 

に
は
見
当
ら
低
い
。
た
だ
そ
こ
で
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
 

の
 
作
者
と
し
て
の
 

聖
仙
 
（
 
宙
田
 

）
に
お
け
る
一
切
畑
を
述
 

べ
 
る
ば
か
り
で
、
そ
の
場
合
 

正
 
輪
 
陣
あ
る
。
た
だ
プ
ラ
シ
ャ
ス
 

（
（
（
 

が
り
 

6
 
せ
ロ
弔
 

ァ
 
仁
村
 
神
学
は
ま
だ
殆
ど
関
係
し
て
い
な
い
。
 

ゅ
 
）
コ
 

%
 
原
子
よ
り
成
る
一
分
子
 

タ
は
 
、
原
子
（
 

し
 
芯
墨
ョ
 

等
を
 

こ
 

 
 

に
求
め
た
。
神
の
意
 
一
分
子
 
一
層
の
進
展
を
見
せ
る
所
で
⑤
 

ロ
 
或
い
は
 

ギ
ぬ
 
三
微
果
 

に
 
よ
 8
 

有神論に対する 仏教論理学派の 批， 判 

神 坂 あ ハ の ッ 
タ 

ナ 

    
    あ と 

マ 
  

それは ノ士 @ -- 口 口耳目 

フ ハ の 

  
ン 目 て 
も キ 要 

紹ョ 介おす 清 
し 目   る 
て 雙 こ 

ゴ目差 ァ あ       
" で っ 
こ 読 て   
プ 所 を 
ぅ で 証 

シ あ 明 

ャ る し   た 
タ - 一   
パ 切 こ   
ダ 者 背   
の 佳 景 る の で 等 こ 

ウ
 ソ
デ
ィ
 ョ
 ー
タ
カ
ラ
に
は
入
定
 
ド
目
悶
 4
 目
（
（
（
（
 

ガ
の
 
Ⅴ
が
 現
 在
 に
伝
え
ら
れ
て
、
神
論
も
直
接
に
確
認
す
る
こ
と
が
 で
き
る
。
カ
マ
 ラ
シ
 

｜
う
 に
引
用
さ
れ
た
文
の
中
に
は
、
そ
の
書
に
見
出
だ
 せ
な
い
句
も
あ
っ
た
と
は
言
え
、
要
旨
は
ほ
ぼ
踏
ま
え
 ろ
 れ
て
あ
っ
た
。
ア
ヴ
ィ
 

た
 対
論
者
は
、
ア
ヴ
ィ
ッ
 ダ
 カ
ル
ナ
、
ウ
ッ
デ
イ
 
ョ
 ー
 タ
 カ
ラ
、
プ
ラ
シ
ャ
ス
 タ
 と
い
う
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
 以
前
の
六
世
紀
の
論
師
 

で
、
申
で
も
前
二
者
の
神
の
証
明
を
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
 が
 意
識
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
 却
っ
 て
 、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
 

ィ
 研
究
に
も
資
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
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を 日 っ で た め に 派 ・ る   
こ が ル に も ウ ヴ ラ 見 力 、 
と 既 テ 、 な タ     ァ ク ら 学 ウ 

    ウ 。 ョ 

    
字 自 力   が ] - フ 

に る 派 ン 甘 シ 学     
    

る @C 
ま 宝 
で る     

神 ダ 判 身 て 奉 れ 果 投 偕 し 卜 

検 字 る % ル た の 
平凡 ヱ           
大 恩、 
き 村 っ   
も る   
が 整     ろ な   て ぅ   - フ 。 も の 

る 入 っ 学 シ   
宗で 教あ           
シ 一 一   ュ ヤ 

こ 下 で 木 識 ギ フ -     タ ヤ 

  
    @@ 2@ @@ 1@ s@ ax     肘 なり、ティが 和士 の中・の（ c のであ くだし 国 この - 

感新 覚 たき。 寄る て ぃ関四 東土 

  

        隙 の生成成因（ て煩 を参 れあ   

        
  
雀毛か 痒年マ り 祖マ 述を 
こ目 キ         
ノ い Ⅰ " l           



正理・ 勝論 字   有
 
神 論に対する 仏   数 論理学派の批判 

  

  」 
  
  
  
頁 
参 
  

後
者
は
稼
（
で
Ⅰ
 ぃ
モ
リ
セ
 
と
に
 栢
当
 し
て
い
る
 0
 宅
 ダ
ル
マ
キ
 
｜
 ル
テ
ィ
に
よ
る
石
棺
 
続
説
 」
等
を
廿
 昭
 。
）
 

（
 
4
 ）
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
は
、
非
人
為
的
（
 a
p
a
u
r
 

ゆ
め
ゼ
ド
 

）
 な
 言
葉
と
し
て
の
 
ヴ
ヱ
 ー
タ
出
典
の
み
、
超
感
官
的
対
象
を
知
 
  

そ
の
よ
う
な
性
質
を
具
現
し
た
一
切
知
者
の
如
 き
 存
在
を
認
め
 

 
 

帖
糖
 
N
 
口
 こ
そ
 ブ
 ラ
マ
 

｜
ナ
 で
あ
っ
て
、
超
感
官
 知
 を
も
た
ら
す
も
の
 

ハ
 ヴ
ェ
ー
ダ
 
聖
 無
口
な
そ
は
、
苫
に
沈
む
有
情
に
と
っ
て
何
の
用
 ぞ
 」
と
言
っ
 
た
こ
と
が
あ
る
。
 

（
「
 
量
 評
釈
・
グ
ラ
マ
ー
ナ
シ
ソ
デ
ィ
章
の
宗
教
論
と
解
脱
論
」
 一
 
三
一
六
頁
参
照
ご
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
の
論
旨
た
ろ
 う
  
 

（
 て
 
U
 し
八
 弔
い
 
宙
ゆ
 
Ⅰ
ロ
 
ブ
い
年
ゴ
の
 

Ⅰ
 
日
 い
の
 
ハ
オ
帳
 
Ⅰ
 
ド
 下
ド
Ⅴ
（
オ
ド
の
 

プ
 T 。
 ヰ
 ・
）
 つ
 P
N
 

の
（
・
（
金
骨
 

訳
 ・
前
掲
善
一
九
八
頁
）
 

ハ
 
6
 
）
ヴ
ェ
ー
ダ
の
作
者
を
神
と
す
る
 
提
甲
は
 
つ
い
て
は
、
 
古
せ
い
三
 
%
 オ
注
あ
 ・
八
名
）
田
透
 ヨ
リ
 ヨ
り
 へ
 
@
V
 
父
 ま
三
ん
 臼
 ）
 つ
 い
ト
 
㏄
 ト
 
C
 口
ド
せ
り
コ
 

チ
 

八
戸
（
 
日
笘
 （
 
ド
目
せ
り
 

v
 ぎ
の
 片
い
 
V
 
（
 
O
 ア
 0
 ミ
 ・
 
ん
ロ
 ・
）
Ⅰ
 
ロ
 ・
 下
 Ⅰ
㏄
 
由
 ・
に
印
刀
 
 
 

（
 
7
 ）
 
八
ぺ
 Ⅰ
下
日
 ぢ
ヨ
ゅ
 Ⅴ
の
記
述
に
示
唆
を
受
け
て
い
る
。
 
羽
田
野
・
木
村
 1
 八
 学
界
展
望
Ⅴ
正
理
 腔
論
派
神
 論
の
研
究
 

ウ
ィ
ー
ン
字
源
に
お
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離
 
寺
か
ら
独
立
し
て
禅
寺
を
構
え
た
。
 

(
2
1
 

ね
 

右
の
点
に
 
隈
 し
て
「
 宋
 高
僧
伝
」
（
 醐
 ）
は
、
百
文
 
の
 項
で
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。
 

 
 

刀
剣
。
点
本
 

-
2
 ）
州
立
二
陣
 

循
ニ
律
制
 -
 
。
 

居
 -
 
。
切
角
ニ
連
 磨
 -
 
仁
 レ
 
法
王
三
八
 祖
 -
 
已
来
 。
（
中
略
）
天
下
禅
宗
虹
二
周
 堰
 Ⅰ
 
草
 。
禅
門
独
行
 由
二
海
之
 
9
 

と田経以後に 

第
一
節
学
道
人
へ
の
説
示
 

（
・
 

l
 ）
 

河
東
の
井
 休
 集
め
 井
 せ
て
序
し
て
い
る
「
黄
葉
山
 断
際
 禅
師
伝
心
法
要
」
の
序
に
 、
 

は
方
 学
徒
 里
 。
山
面
 趨
 。
 観
レ
 柏
市
 悟
 。
往
来
海
表
宮
子
 余
人
。
千
金
昌
二
年
康
二
千
 鍾
 凌
一
。
 自
レ
 山
 辺
至
レ
州
 。
 @
c
a
 

ぎ
 竜
典
幸
 -
 。
旦
夕
 

M
 。
 必
 。
大
中
二
年
 康
 二
子
 宛
陵
 -
 。
腹
芸
 礼
迎
モ
 二
所
部
 -
 
。
 宏
 二
店
開
元
土
ユ
。
旦
夕
 受
レ
法
 。
 退
 両
組
 レ
之
 。
 十
佃
里
 二
 二
一
。
 楓
乃
 二
心
印
 一
 
。
 

不
二
散
発
揚
 -
 
。
 

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
 

辿
渓
恵
能
 
（
 捌
 ?
 Ⅲ
）
以
後
、
或
は
神
会
（
㎝
 ?
 僻
 ）
 の
滑
 台
の
無
遮
大
会
（
開
元
二
十
年
、
 

盤
 ）
以
後
と
書
い
 た
 方
が
適
切
で
あ
る
 

か
と
考
え
る
が
、
幾
多
の
屈
折
を
経
た
末
に
、
 

恵
罷
め
 法
孫
 で
あ
る
 馬
祖
 
（
 
棚
 ?
 棚
 ）
の
弟
子
、
百
丈
（
 棚
 2
%
 
）
及
び
 南
泉
が
 律
宗
の
 

禅
宗
は
恵
 能
と
壇
経
 以
後
 ん
Ⅴ
 

ァ
 
し
 

1
,
 仁
心
法
要
よ
り
考
察
し
て
 1
1
 

孝
行
 

長
嶋
 



姶
 一
也
。
（
中
略
）
系
 口
 。
Ⅱ
 二
 
在
住
，
 法
 居
処
 不
 レ
 
ニ
 エ
神
 律
 -
 
。
 丘
以
通
 。
神
速
。
法
音
 皆
居
三
 一
存
 中
 -
 
。
 

 
 

 
 

っ
 た
こ
と
で
、
禅
門
 

を
 独
り
行
 う
は
、
 海
の
始
め
に
由
る
な
り
、
と
あ
る
が
、
 

禅
 者
、
徒
者
は
分
け
ず
に
一
汗
中
に
同
屈
し
て
い
た
よ
 う
で
あ
る
。
 

そ
の
百
丈
の
弗
 子
 、
黄
 壁
 
（
 
?
 轍
 ?
 ）
が
説
法
 し
 、
そ
れ
 を
斐
休
 が
興
 め
 序
し
た
も
の
が
、
こ
の
「
仏
心
法
要
」
 で
あ
る
。
 

 
 

 
 

千
 余
人
な
り
。
 
干
 、
 

会
日
三
一
年
、
 鍾
陸
 に
 廉
 た
り
、
 山
 よ
り
迎
え
て
州
に
至
 ，
 
ら
し
め
、
竜
典
 
幸
に
 憩
わ
し
め
て
、
旦
夕
迫
を
問
い
、
 

大
 中
 二
年
、
 宛
陸
 に
 廉
た
 

り
 、
 復
 去
っ
て
礼
し
迎
え
て
所
部
に
至
ら
し
め
、
開
元
 寺
 に
安
居
せ
し
め
て
、
旦
夕
法
を
受
く
。
退
い
て
之
を
紀
 す
に
十
が
一
二
を
得
、
 

価
 び
て
心
印
 と
為
 し
、
敢
え
て
発
揚
せ
ず
。
」
と
あ
る
。
 

黄
 壁
を
迎
え
、
或
は
竜
典
 寺
に
 憩
わ
し
め
、
或
は
開
元
 

 
 

る
黄
 葉
を
、
 亜
要
視
 

し
て
い
た
か
と
い
う
証
拠
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
 黄
 壁
は
 つ
い
て
、
「
敢
え
て
 充
 持
せ
ず
。
」
と
 装
休
に
 記
さ
   

点
に
 、
禅
宗
の
隆
盛
途
上
が
目
に
見
え
て
窺
わ
れ
る
よ
，
 

っ
 で
あ
る
。
そ
し
て
、
ま
た
、
「
 
四
 力
の
学
徒
、
山
を
聖
 ん
で
 趨
り
 」
の
「
学
徒
」
 

と
は
、
黄
葉
よ
り
も
 僅
 か
十
年
足
ら
ず
 寂
 年
の
早
か
っ
た
 、
六
缶
（
 穏
 f
 田
 ）
の
「
弾
棋
 苗
詮
 失
却
 序
 」
 蜂
 記
さ
 
 
 

相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

石
下
（
 

因
 3
@
 
 

。
 
此
便
 

一
類
 迫
十
 儒
生
 閃
僧
汎
参
 -
 
禅
理
 -
 
者
 上
。
 
皆
 説
 比
高
。
 使
為
 
-
 
頭
 極
 -
 
。
 不
レ
知
 下
地
 宗
 本
中
恒
川
 ニ
此
 @
"
 

ロ
 -
 
為
 古
法
。
商
況
江
西
 

天
台
等
門
下
小
説
 ニ
此
 理
 -
 
。
 然
非
レ
所
レ
宗
 。
 

そ
れ
ら
の
「
 学
 通
人
」
に
対
し
、
黄
葉
 は
 伝
心
法
要
に
て
 繰
返
し
「
常
山
人
」
と
説
示
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
 と
は
六
祖
壇
経
教
 煤
 

本
に
、
「
学
道
者
」
と
四
回
、
「
 
学
逆
 文
人
」
と
一
回
記
 さ
れ
、
大
乗
寺
本
以
後
の
壊
経
に
「
学
人
」
と
二
度
、
「
 学
迫
之
人
 」
と
一
度
 記
 

さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
程
ま
で
に
「
学
道
人
」
を
 連
 唾
 し
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
拙
論
、
一
 i 
馬
 祖
語
 鈷
 よ
り
 老
 架
し
て
」
で
も
考
察
し
 

(220) 92 



禅宗は 

る
 。
 

準
正
人
 典
 。
 好
 Ⅱ
人
為
。
 身
 。
四
大
熱
。
 戎
 。
 枕
亦
無
 。
 主
 。
 故
知
化
身
 無
 。
 我
亦
無
レ
主
 。
五
陰
 為
レ
心
 。
五
陰
 無
 。
 我
 ホ
無
レ
主
 。
故
知
化
 
93 

恵能 

と
 維
摩
経
弟
子
 品
 第
三
の
例
僻
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
 

右
 の
 経
典
を
引
用
す
る
ま
で
も
な
く
、
伝
心
法
要
は
適
切
 

ば
 記
載
を
行
っ
て
い
 鵜
 

後
 

 
 

上
官
 

 
 

。
 心
 小
本
 レ
在
レ
 
円
本
 レ
在
 
。
 
外
 不
二
生
ヰ
 問
 -
 
。
（
 づ
母
 ・
 
つ
り
 
下
 Ⅰ
 す
り
 

と
 

 
 

た
 よ
 う
 に
、
特
別
に
取
り
挙
げ
て
「
 学
 通
人
」
と
は
記
し
 て
は
い
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
処
が
、
 

都
 序
の
記
載
す
 る
 前
記
事
項
以
後
、
 
或
 

は
そ
の
前
後
か
ら
、
正
に
禅
門
諸
宗
派
は
庵
を
羅
列
し
て
 

@
4
-
 

、
各
種
の
学
近
者
が
参
禅
し
た
も
の
と
考
察
さ
れ
る
。
 従
っ
て
、
 
璃
 経
の
記
載
 

す
る
「
 学
 通
人
」
と
、
伝
心
法
要
の
説
示
し
て
い
る
「
 学
道
人
」
は
文
字
の
上
で
は
同
じ
「
学
道
人
」
で
あ
っ
て
 も
 、
そ
の
内
容
に
 於
い
 

て
は
、
大
い
な
る
相
違
が
あ
る
と
考
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
 0
 で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
次
に
記
す
よ
 う
 に
、
字
数
に
 
於
 い
て
は
 敦
 埋
木
 壇
経
の
 

到
抵
 三
分
の
一
に
も
充
た
な
い
伝
心
法
要
に
、
二
十
回
 以
上
 蜂
旦
 っ
て
「
 学
 通
人
」
へ
の
説
示
を
黄
葉
に
述
べ
さ
 せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

何
か
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
 学
 通
人
」
 と
い
う
記
載
は
「
地
絡
」
が
呼
び
か
け
と
し
て
使
用
し
 て
い
た
「
善
知
識
」
と
 

類
似
す
る
よ
う
に
も
解
釈
で
き
る
が
、
 

唯
 そ
れ
の
み
と
 
は
 言
え
な
い
内
容
と
深
い
 こ
託
 を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
 。
即
ち
、
そ
の
点
に
関
 

し
て
、
伝
心
法
要
は
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。
 

我
此
 禅
宗
。
 従
 上
相
承
 巳
来
 。
不
三
白
散
二
人
来
 レ
知
求
 ，
 
W
 。
見
妄
二
半
 サ
チ
 。
早
足
 吐
引
之
詞
 。
 然
迫
 赤
本
。
 可
 。
 
学
 。
 情
存
 ニ
学
解
 -
 
。
 

即
成
 ニ
迷
迫
 -
 
。
 通
軸
ぎ
 方
所
 -
 
。
名
ニ
大
乗
心
 -
 
。
（
が
が
㌍
 。
い
 
l
 で
か
ト
収
の
）
 

従
士
相
承
し
て
よ
り
 已
 来
、
 酋
 つ
て
 人
 を
し
て
知
を
求
め
解
を
求
め
し
め
 ず
 。
 只
だ
 学
道
と
一
 安
う
も
、
早
く
 足
 れ
 

接
到
の
 討
 な
り
。
然
し
て
迫
も
亦
学
ぶ
べ
か
ら
ず
。
 

忙
 に
苧
 僻
を
存
す
れ
ば
、
却
っ
て
 迷
遇
 と
成
る
。
迫
に
方
所
 な
 き
を
大
乗
の
心
と
名
 

こ
く
 。
）
 

 
 



無
レ
 
敬
ニ
諸
法
門
 -
 
。
具
案
恭
ニ
一
乗
 -
 
。
諸
仏
両
足
尊
。
 知
 工
法
 
常
 無
性
 -
 
。
仏
種
 従
レ
 
繰
越
。
 是
故
説
二
 一
乗
 -
 
。
（
 
中
 略
 ）
 是
故
以
 二
方
便
 -
 
。
 

心
無
。
 我
 小
照
。
 主
 。
六
根
六
塵
六
識
和
合
生
滅
赤
腹
 如
 。
 
是
 。
十
八
界
 既
空
 。
一
切
皆
空
。
 
唯
 百
二
本
心
 -
 
蕩
然
清
浄
 0
 
 
（
 
い
 ・
 
め
 -
 
ね
下
 
-
 の
｜
も
ト
 

㏄
 ヴ
 ）
 

（
 学
 過
の
人
、
疑
 う
 こ
と
莫
れ
。
四
大
を
身
と
為
す
 、
四
 大
我
無
く
 、
 我
も
亦
主
な
し
。
故
に
知
る
 、
 此
の
身
 我
 無
く
小
工
無
き
こ
と
 

を
 。
五
陰
を
心
と
為
せ
ば
、
五
陰
 我
 無
く
小
玉
無
し
。
 
故
 に
知
る
 、
 此
の
小
我
無
く
、
孤
主
な
き
こ
と
を
。
六
根
 六
塵
六
識
和
合
す
 、
生
 

滅
も
赤
後
 た
 是
の
如
し
。
十
八
界
既
に
空
ず
れ
ば
、
一
切
 智
生
 ず
、
唯
だ
 本
心
の
み
あ
り
て
、
蕩
然
と
し
て
清
浄
 な
り
。
）
 

 
 

右
を
説
明
す
る
た
め
、
 

一
 精
明
を
解
説
す
る
段
で
次
の
 よ
う
に
記
し
て
い
る
。
 

一
 %
 明
 新
一
心
地
。
大
和
合
者
六
根
 也
 。
 此
 六
根
各
年
。
 塵
合
 。
根
芋
 レ
 色
合
。
百
年
。
 
声
合
 。
 鼻
与
レ
 香
合
。
 
舌
 ぢ
 。
 味
合
 。
 身
与
 。
 触
 

合
 。
 亡
ぢ
 。
法
令
。
中
間
生
三
八
識
 一
 
。
浩
二
十
八
界
 -
 
。
 若
 了
三
十
八
界
無
二
所
有
 -
 
。
 東
 三
八
和
合
 -
 
為
二
一
 精
明
 -
 
。
 
一
 精
明
者
即
心
 也
 。
学
道
 

人
皆
知
 。
 此
 。
但
木
 レ
能
レ
免
 
レ
 ニ
エ
一
 精
明
大
和
合
 解
 -
 
。
 運
 ぉ
蛙
 法
博
㍉
 
不
 。
 塞
 @
 
心
㍉
（
 N
.
 
が
 燵
 。
 0
 よ
に
 ㏄
 し
 

 
 

の
 六
根
各
々
 
朋
 と
合
す
 、
 ℡
と
色
と
合
し
、
 
耳
 と
声
と
 合
し
、
鼻
と
 杏
 と
合
 

し
、
舌
と
 味
と
合
し
、
身
と
 触
 と
合
し
、
意
と
法
と
合
 す
 。
中
間
に
六
識
を
生
じ
て
十
八
界
と
為
る
。
右
し
十
八
 界
 所
有
な
し
と
了
せ
 

ば
 、
大
和
合
を
束
ね
て
 一
 精
明
と
為
す
。
 
一
 精
明
は
即
 ち
心
 な
り
。
 学
 通
の
人
、
皆
此
を
知
れ
ど
も
、
 

但
だ
 
一
滴
 
  

す
こ
と
を
免
る
る
こ
と
能
わ
ず
、
遂
に
 法
 縛
を
被
り
、
 
本
 心
 に
契
わ
ず
。
）
 

一
 精
明
 は
 、
 首
拐
 蔵
経
巻
大
に
 、
 

一
眼
 既
返
 。
 源
 。
六
根
底
 二
 解
脱
 -
 
。
見
聞
加
工
 幻
穏
 -
 
。
 三
 界
若
 二
空
札
 -
 
。
田
役
日
限
 除
 。
 鹿
消
覚
円
浄
 
（
中
略
）
 一
 
几
 俊
二
 一
 精
明
 -
 
。
 分
 

茂
三
八
和
合
 -
 
。
一
処
政
二
体
 復
 -
 。
大
用
 皆
不
レ
成
 。
（
 円
 ト
 0
l
 

で
Ⅰ
 

ひ
 Ⅰ
 ひ
ヴ
 
）
 

と
 記
載
が
あ
り
、
 
黄
柴
か
、
 
或
は
装
休
は
右
に
よ
っ
て
 解
説
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
処
で
、
伝
心
法
要
は
 、
右
   

る
た
め
、
法
華
経
方
便
 品
 第
二
の
褐
か
ら
引
用
し
て
 理
 小
 し
て
い
る
段
が
次
に
続
く
の
で
あ
る
。
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恵
 
能
て
 

，
 
、
伝
心
法
要
は
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
淫
薬
 

・
 

経
 を
 参
照
し
て
い
た
と
考
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
更
に
伝
心
 

法
要
は
次
の
よ
う
に
も
言
う
 
（
）
 

為
 

 
 禅
 

不
レ
可
 
。
貫
木
 
レ
可
レ
 

太
一
。
 

不
レ
 
何
 %
 
以
 ニ
 
%
@
@
 

意
義
㌍
。
 
不
 五
 
w
,
,
 

以
 言
語
 -
 
取
、
 
。
 不
 。
 
可
 下
城
二
障
 

物
レ
会
 
上
。
 
不
レ
可
 
下
城
二
助
 

目
 ソ
到
円
 

上
。
 
劫
而
 

n
w
 
生
口
一
 

%
 
9
5
 

と壇経 以後に 

分
別
 説
 二
話
 果
 -
 
。
雄
二
役
諦
三
二
乗
 
-
 
。
 但
為
 。
敬
ニ
菩
薩
 
-
 
。
 （
 
づ
 ・
の
 
l
 ち
 り
ヴ
 
の
り
 

十
方
仏
土
中
。
 唯
 百
二
一
乗
法
 一
 
。
 無
レ
 二
布
 無
ド
ニ
 。
 除
二
 仙
方
便
 説
 -
 
。
 但
以
二
 
仮
名
字
 一
 
。
引
引
導
公
衆
生
 -
 
。
 説
ニ
 仏
智
慧
敏
。
諸
仏
 山
二
 

於
世
 -
 
。
 唯
此
 一
事
実
。
 余
 二
別
 非
レ
真
 
。
（
中
略
）
 
我
 百
二
 方
便
 力
 -
 
。
開
コ
恭
三
乗
法
 -
 
。
一
切
諸
世
尊
。
 皆
説
二
一
 柔
道
 -
 
。
（
 
づ
 0
@
 
ち
 ㏄
 F
n
 
）
 

仁
心
法
要
は
右
の
法
華
経
か
ら
、
「
一
乗
真
浩
」
に
つ
い
 て
の
例
解
を
採
用
し
て
記
載
し
て
い
る
。
 

更
に
伝
心
法
要
は
、
「
学
道
人
」
に
戒
告
し
て
、
次
の
よ
 う
に
説
示
し
て
い
る
。
 

今
時
人
 尺
欲
レ
得
 ：
 
音
 制
多
 紳
 -
 
。
応
永
二
文
義
 -
 
。
 喚
 伸
二
 
修
行
 -
 
。
 不
 。
知
多
知
多
 
解
 。
 棚
成
 二
半
銭
 -
 
。
准
如
不
参
与
 二
見
 蛛
 礼
一
操
上
。
 
消
 

与
 ：
木
梢
 -
 
都
総
不
レ
知
 。
三
乗
学
道
人
皆
是
此
様
。
 尽
名
 二
会
不
消
音
 -
 
。
所
謂
知
解
 不
 。
 
消
 。
 皆
為
 五
冊
が
 
里
 。
民
同
 三
生
滅
 
中
 -
 
取
 。
真
如
 之
 

中
部
無
二
化
 事
 -
 
。
（
で
 
凸
鏑
し
 

（
 
ム
 「
時
の
人
は
只
 だ
 多
知
多
 解
る
得
 ん
と
欲
し
て
、
広
く
 文
義
を
求
む
る
を
喚
ん
で
修
行
と
な
す
。
知
ら
ず
、
 多
 ぬ
多
 解
は
却
っ
て
窒
塞
 

と
 成
る
こ
と
を
。
 唯
だ
 多
く
児
に
 蛛
 乳
を
与
え
て
喫
せ
 し
む
る
こ
と
を
知
っ
て
 、
 消
と
不
消
と
都
べ
て
総
に
知
ら
 ず
 。
三
乗
学
道
の
人
、
 

皆
是
 れ
 此
の
様
な
り
。
尽
く
佳
木
 梢
者
 と
名
 く
 。
所
謂
 知
解
消
せ
ず
ん
ば
、
 皆
 毒
薬
と
為
る
。
尽
く
生
滅
の
中
に
 伺
 っ
て
取
る
。
真
如
の
 

中
に
は
 都
 べ
て
此
の
事
な
し
 じ
 

仁
 心
法
要
は
右
に
続
く
 又
 と
し
て
「
 故
云
我
王
 庫
内
無
二
 如
レ
是
 万
一
。
従
前
所
有
一
切
 
解
処
 。
」
と
 浬
架
経
 第
八
巻
 、
如
来
性
品
か
ら
 例
 

解
を
採
用
し
て
い
る
。
即
ち
 、
 （
 
円
 ・
 
お
 ぜ
の
町
の
す
り
）
 

が
 そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
右
の
伝
心
法
要
の
文
中
に
あ
る
、
 
「
乳
を
与
え
て
喫
せ
し
 

め
る
こ
と
、
及
び
消
化
と
 毒
 と
薬
」
の
項
は
、
こ
の
 如
 来
 品
の
初
め
の
部
分
（
 づ
 ・
 
馬
 1
 の
か
の
③
を
筆
頭
に
そ
の
後
 
も
 散
見
さ
れ
る
。
従
っ
 



「
正
見
二
と
は
、
Ⅲ
沙
門
、
大
味
 慧
 海
の
撰
し
た
「
頓
悟
 
 
 

問
云
何
 是
正
見
。
 答
兄
佃
 s
1
 

所
見
 

-
 
邸
宅
二
玉
 
児
 -
 
。
 問
云
 何
名
ミ
 
児
無
 ，
所
見
 -
 
，
 帯
 。
 兄
 三
一
 

不
レ
 
起
工
愛
憎
 心
 -
 
。
 即
見
 三
名
 
軸
 T
 所
見
 -
 
也
 。
（
 

N
.
N
,
P
T
 

口
 仕
 
㏄
）
 
こ
 
と
あ
る
。
ま
た
、
 

を
 参
照
し
た
も
の
と
考
察
さ
れ
る
。
 

仏
言
 咄
 阿
難
化
 非
二
 改
心
 -
 
。
阿
難
 崔
然
避
座
 合
掌
起
立
 白
レ
仏
 
。
北
井
：
 我
心
 -
 
山
名
 ニ
 
何
等
 

汝
 真
性
。
山
下
 波
 無
始
 至
 二
千
今
生
 
認
 。
 
賊
為
 。
手
矢
車
改
元
 
常
 正
敏
 受
 二
輪
転
 -
 
。
（
 
円
 ・
 
も
 も
・
）
 
0
 
の
 初

色
 -
 
時
不
 レ
起
ニ
 
染
着
 -
 
。
 不
 。
 
起
 坂
梨
音
 -
 
者
 

レ
賊
為
 。
 
子
 。
 
一
は
 、
 百
構
 蔵
経
第
一
の
次
の
文
 

-
 
。
 仏
 吉
ニ
阿
難
 一
 
。
 此
是
 前
 塵
 虚
妄
想
。
 惑
二
 

⑧
 

を
 求
む
べ
か
ら
ず
。
怯
を
以
っ
て
更
に
法
を
求
む
べ
か
 ，
 
り
ず
じ
 

 
 

右
に
続
い
て
、
 
学
 迫
の
人
に
説
示
を
行
 う
 。
 

枚
挙
通
人
直
下
無
心
。
黙
契
 而
已
 。
 擬
レ
心
即
井
 。
 以
 。
 
 
 

為
レ
百
 二
 
%
 瞑
凝
 -
 
。
 即
 克
ニ
戒
定
慧
 -
 
。
木
偶
 釜
 煩
悩
 一
 
。
 焉
 有
ニ
菩
提
 -
 
。
 

（
故
に
、
 芋
 L
 
の
人
、
直
下
に
無
心
に
し
て
黙
契
す
る
の
 み
 。
心
を
 

す
 。
慎
ん
で
外
に
伺
っ
て
墳
を
迩
う
こ
と
勿
れ
。
境
を
刊
 
 
 

に
、
 即
ち
 戒
定
 Ⅱ
を
立
っ
。
 
本
 煩
悩
無
く
ば
、
 
焉
ぞ
菩
捉
 あ
ら
ん
。
）
 此

 至
正
目
 

%
 

尹
 。
 慎
勿
ざ
向
レ
外
逐
で
境
認
 。
鏡
石
 レ
心
 。
是
認
 。
減
耗
。
 
子
 

（
 い
 ・
㎏
 
，
 
め
下
 
-
 
い
 １
 %
.
 

年
ト
の
 

す
 ）
 

擬
す
れ
ば
即
ち
 差
う
、
 心
を
以
っ
て
心
を
伝
う
 、
是
れ
 を
 正
見
と
 為
 

為
す
 ぱ
、
 足
れ
腺
を
認
め
て
子
と
為
す
な
り
。
 

負
瞑
凝
 あ
る
が
 為
 

興
 ：
一
切
 
蓋
 勘
合
養
平
。
 同
此
 大
屋
 葉
性
 。
 性
即
是
心
 。
 心
 即
 見
仏
。
仙
郎
 是
法
 。
一
念
 離
レ
真
 
。
 皆
為
二
 妄
想
 一
 
。
 不
 。
 
可
三
以
 。
小
吏
永
ニ
 
於
 

心
 -
 
。
 不
 。
 
可
 三
城
。
私
史
永
二
股
仏
 

-
 
。
 不
 。
 
可
二
以
レ
 
洪
史
 求
 ニ
船
 
法
 -
 
。
（
 N
,
 
や
遥
 ，
 
T
 口
 か
し
い
 
す
 ）
 

（
覚
む
べ
か
ら
ず
、
求
む
べ
か
ら
ず
。
智
慧
を
以
っ
て
 識
 る
べ
か
ら
ず
、
言
語
を
以
っ
て
取
る
べ
か
ら
ず
。
 境
物
 を
以
 っ
て
会
す
べ
か
ら
 

ず
 、
功
用
を
以
っ
て
到
る
べ
か
ら
ず
。
諸
仏
菩
薩
 と
一
 切
轟
動
含
霊
と
 同
じ
く
北
れ
大
津
 磐
 の
 性
 な
り
。
性
は
即
 ち
是
れ
心
 、
心
即
ち
 是
 

れ
仏
 、
仏
即
ち
 足
 れ
 法
 な
り
。
一
念
も
真
を
離
れ
れ
ば
 世
 妄
想
 と
 為
る
。
心
を
以
っ
て
更
に
心
を
求
む
べ
か
ら
ず
 。
仏
を
以
っ
て
更
に
仏
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離
 
当
時
の
般
若
を
学
す
る
「
学
道
の
人
」
に
対
す
 

る
 一
重
な
ら
ぬ
 

黄
 案
の
熱
意
と
、
 
一
 
居
士
と
し
て
の
編
者
 

斐
 休
の
経
典
、
禅
 

籍
 に
精
通
 

 
 

ほ
木
 壇
 経
の
編
者
が
、
 

恵
 能
の
説
法
に
対
す
る
経
典
を
 

引
用
し
て
の
例
解
と
共
通
 

し
、
 
右
の
結
 
ひ
は
 
法
華
経
方
便
 
品
 第
二
に
 
、
 

97 く 225) 

と壇経以緩 

（
般
若
を
学
す
る
人
は
、
一
法
の
得
べ
き
あ
る
を
見
ず
 

、
 意
を
三
乗
に
 絶
す
、
唯
だ
 一
真
実
に
し
て
 
証
得
 す
べ
か
 ，
 
り
ず
 。
 我
れ
 能
く
証
し
 

能
く
得
る
と
謂
う
は
、
 
皆
 増
上
慢
の
人
な
り
。
法
華
会
 
上
に
衣
を
払
っ
て
去
る
者
、
皆
斯
の
徒
な
り
。
）
 

学
 二
 股
幸
 
千
人
。
 
不
 。
 見
レ
 百
二
一
法
 可
 て
得
。
純
三
 意
 三
乗
 -
 
。
 唯
一
真
実
。
 
不
レ
可
ニ
証
得
 -
 
。
 謂
二
我
 能
記
 能
得
 -
 
。
 皆
 増
上
慢
大
。
法
華
会
 

に
 
上
松
。
 衣
 両
夫
者
。
 
皆
 所
従
 也
 。
（
 口
 ・
 肚
 三
 %
 

 
 

（
学
道
の
人
、
一
念
も
生
死
を
計
れ
ば
即
ち
魔
道
に
落
っ
 
一
念
も
諸
見
を
起
さ
ば
即
ち
外
道
に
落
っ
 、
生
 あ
り
 と
 見
て
其
の
滅
に
趣
く
 

は
 即
ち
声
聞
道
に
落
つ
 、
生
 あ
り
と
見
ず
し
て
 唯
だ
滅
 あ
り
と
 見
は
、
 即
ち
縁
覚
道
に
落
つ
。
法
木
よ
り
不
生
、
 令
も
赤
城
無
し
。
二
見
 

ね
廿
 

を
 起
さ
ず
、
厭
わ
ず
折
れ
ず
、
一
切
の
諸
法
、
唯
だ
こ
 れ
一
心
な
り
。
然
る
後
方
 ち
 仏
乗
と
為
す
。
）
 

更
に
、
証
拠
立
て
る
た
め
に
、
伝
心
法
要
は
説
示
す
る
。
 

学
道
人
一
念
計
二
生
死
 
-
 
。
 即
落
二
 
魔
道
 -
 
。
一
念
 起
 ニ
話
 
見
 -
 
。
 即
落
二
 
外
道
 -
 
。
 見
 。
 
有
レ
生
 
。
 趣
 ニ
具
 
滅
 -
 
。
 即
落
 -
 
声
 聞
道
 -
 
。
 不
レ
見
 
。
 
有
 。
 

生
 。
 唯
見
 。
 
有
レ
滅
 
。
 即
 浩
二
縁
覚
道
 
-
 
。
法
木
不
生
命
 
亦
 無
レ
滅
 
。
 不
レ
起
 
三
一
見
 
-
 
。
 不
レ
 
献
本
 レ
祈
 
。
一
切
諸
法
 唯
 晃
一
心
。
 然
 綾
乃
恭
二
仏
 

垂
か
 
-
 
時
世
。
（
 

N
.
N
.
N
 

か
 
。
 
m
,
b
.
 

か
ト
怪
曲
 

）
 

前
記
伝
心
法
要
に
続
く
 又
 と
し
て
、
 禅
源
諸
詮
集
 都
庁
 の
次
の
文
を
以
っ
て
例
解
を
行
っ
て
い
る
。
 

（
 
5
 ）
 

六
祖
大
師
表
。
仏
説
ニ
一
切
法
 -
 
。
 為
 。
 
度
 二
一
切
 心
 -
 
。
 我
 無
二
一
切
 心
 -
 
。
何
 須
 Ⅰ
一
切
法
 -
 
。
（
 
づ
 ・
 
A
 の
・
 
っ
 ・
 
か
 
P
P
n
 
）
 

右
に
よ
り
、
伝
心
法
要
は
、
如
何
に
多
く
の
教
典
の
集
 大
成
で
あ
る
か
が
証
明
さ
れ
る
。
更
に
「
学
道
人
」
に
 対
 し
て
は
、
な
お
も
 伝
 

心
法
要
は
教
授
を
続
け
る
の
で
あ
る
。
 



ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
説
く
の
で
あ
る
。
 

切
 煩
悩
を
離
る
れ
ば
、
 

足
 れ
法
の
得
べ
き
無
し
。
）
 

十
二
に
 

、
 

 
 

 
 

0
 
段
に
て
も
経
典
の
 

内
容
を
以
っ
て
例
解
し
、
説
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

従
っ
て
、
当
時
の
「
学
道
人
」
は
例
解
が
判
る
程
に
経
 

曲
 
一
 
を
解
読
し
て
い
た
も
の
 

 
 

 
 

 
 

門
 
。
 
本
無
 
三
切
 
法
 
-
 
。
 
離
 
却
走
法
。
 

知
レ
 

難
者
見
仏
。
 

但
 
離
二
 

一
切
煩
悩
 

-
 
。
 
是
 
無
二
浩
司
で
得
。
（
 

N
.
N
,
 

燵
 
。
 
甲
口
 

・
 
廿
 
㏄
 
ゅ
 
・
 
ヴ
 
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
(
2
2
 

 
 

 
 

経
の
無
法
 

可
 
得
分
第
二
 



禅宗は恵 能と 

（
明
暗
の
境
は
自
ら
相
 
陸
蒔
 す
る
も
、
止
空
の
性
は
廓
然
 と
し
て
 変
 せ
ず
。
仏
及
び
衆
生
の
心
も
亦
此
の
如
し
。
 

若
し
仏
を
観
て
、
清
浄
 
裕
 

 
 
 
 

光
明
解
脱
の
相
と
作
し
、
衆
生
を
観
て
、
塩
湖
 暗
 疎
生
 死
の
相
と
作
 す
 。
此
の
解
を
作
さ
 ば
 、
 河
沙
 劫
を
歴
る
と
 も
、
 
終
に
菩
提
を
得
 
 
 
 
 

ず
 。
相
に
著
す
る
が
為
の
故
に
 、
唯
だ
 此
の
一
心
、
更
 に
 微
塵
許
り
も
法
の
得
べ
き
無
し
、
即
心
是
仏
な
り
。
）
 

こ
 

明
暗
 之
 境
目
 相
陵
奪
 
。
虚
空
乏
 
性
 廓
然
 不
 。
 
変
 。
 仏
力
衆
生
心
赤
地
 
レ
此
 
。
 若
観
 。
 
他
作
二
 
清
浄
光
明
解
脱
走
 
相
一
 
。
 観
二
 
衆
生
 -
 
伸
二
 
垢
濁
暗
 

麦
 

 
 

。
 
得
三
 
菩
提
 -
 
。
 為
レ
著
レ
 

和
枝
。
 
唯
 世
一
心
。
 
更
佃
ぎ
 
微
塵
 許
法
可
 
で
得
。
即
心
是
仏
。
 

を
城
っ
て
 
、
 理
に
対
す
る
事
に
つ
い
て
の
引
用
と
例
解
 を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
 

馬
 祖
語
録
の
「
即
心
是
仏
」
を
 も
 引
用
し
て
、
次
の
 

よ
う
に
も
説
示
し
て
い
る
。
 

 
 

聴
音
侮
日
。
心
地
 随
レ
 持
説
。
菩
提
小
貝
 寧
 。
事
理
 倶
無
 。
 擬
 。
 当
レ
生
 即
下
。
 生
 。
（
 N
.
N
-
 
淫
 -
m
l
b
.
 

の
さ
 

こ
の
段
の
末
尾
は
馬
祖
語
録
の
褐
 、
 

理
を
擬
え
る
と
為
っ
て
 
、
 常
に
境
を
逃
れ
て
取
っ
て
 
心
 を
 安
ん
じ
、
事
を
屏
て
て
 
以
 っ
て
理
を
存
せ
ん
と
欲
す
 
。
知
ら
ず
、
 乃
ち
是
れ
 

 
 

（
学
道
の
人
、
多
く
教
法
の
上
に
 

於
 い
て
悟
っ
て
、
心
法
 
の
上
に
 於
い
 て
悟
ら
さ
れ
ば
、
歴
劫
に
修
行
す
と
難
も
 

、
 暑
 れ
木
仏
に
あ
ら
ず
。
 

若
し
心
に
 払
 い
て
悟
ら
ず
、
乃
至
教
法
の
上
に
 

於
い
 て
 悟
ら
ば
、
即
ち
心
を
軽
く
し
て
教
を
重
ん
ず
る
な
り
。
 

遂
 に
 塊
を
逐
 う
と
 成
す
。
 

本
心
を
忘
れ
る
が
故
に
 
、
但
だ
 本
心
に
襲
い
て
法
を
求
 
め
る
こ
と
を
用
い
ざ
 
ね
 、
 心
 即
ち
 法
 な
り
。
凡
そ
 人
 多
く
 境
 、
心
を
擬
え
、
 
婁
 、
 

学
 通
人
多
 於
 二
教
法
上
 
-
 
悟
 。
 下
 下
船
二
心
法
上
 

-
 
借
上
雄
二
 

歴
 勤
修
行
 -
 
。
 終
 不
二
足
本
仏
 
-
 
。
 若
 不
二
 
於
レ
 
心
 情
 -
 
。
乃
至
 於
 二
教
法
上
 
-
 
悟
 。
 即
 

軽
 。
 
心
重
 。
 
教
 。
速
成
。
 
逐
 。
 
塊
 。
 忘
 1
@
 
本
心
 -
 
。
故
旧
製
 ニ
 
本
心
 -
 
。
 不
 。
 
用
レ
求
レ
法
 

。
 心
即
法
也
 。
凡
人
多
 為
 Ⅰ
 
境
 擬
レ
心
 
。
 事
擬
 ，
 理
 。
 常
 

欲
 -
 
一
 
w
w
 

ぜ
 
。
境
域
 
安
レ
心
 
。
 屏
レ
 
専
攻
存
て
 
理
 。
 不
 。
加
乃
 
是
心
 擬
レ
境
 
。
 理
擬
レ
 
@
 。
（
 
ち
 ・
 
か
 ト
か
 
ヴ
 ）
 



（
 
づ
 
・
 
ト
 
い
の
 
曲
 
）
 

（
法
身
の
説
法
は
、
言
語
音
声
、
形
相
文
字
を
以
っ
て
 

求
 む
べ
か
ら
ず
。
所
説
な
く
所
証
低
し
、
自
性
鹿
道
な
る
 

の
み
。
故
に
日
く
 

、
法
 

の
 説
く
べ
き
無
し
 

、
足
 れ
を
説
法
と
名
く
と
。
報
身
化
身
 

は
 、
 皆
機
 に
随
っ
て
 
志
 現
す
、
 
所
 曲
の
法
も
亦
、
事
に
 

随
い
根
に
応
じ
て
、
 

以
 

っ
て
摂
化
と
為
す
。
 

皆
 貢
法
に
井
ら
ず
。
故
に
日
く
 

、
報
 
化
は
真
 
仏
 に
井
ら
ず
、
 

亦
 、
説
法
者
に
あ
ら
ず
と
。
）
 

浩
 -
 
。
報
身
化
身
首
 

随
レ
 
機
感
 現
 。
所
説
法
 
亦
随
レ
事
応
レ
 

根
城
恭
三
摂
化
 

-
 
。
 皆
非
 ニ
頁
 
法
 -
 
。
散
日
報
化
 
非
 二
具
 
仏
 -
 
。
 亦
非
ニ
 
説
法
者
 一
 
。
 

弊
逆
 か
か
に
禅
の
宗
旨
に
従
っ
て
の
説
法
は
 

、
 次
の
よ
，
 

っ
に
 
例
解
し
て
結
論
へ
と
導
入
し
て
い
る
。
 

法
身
説
法
。
 

不
レ
可
 

上
 
以
書
ロ
 

五
町
音
声
形
相
文
字
市
末
上
。
 

無
二
所
説
 

-
 
。
無
二
所
証
 

-
 
。
自
性
虐
遇
市
邑
。
散
日
無
二
 

法
可
 
で
説
。
具
名
工
 

説
 

「
 
ム
 
「
の
学
道
の
人
」
に
対
し
て
、
伝
心
法
要
は
次
の
よ
 

う
 に
も
乱
脱
し
て
い
る
。
 

全
学
道
人
。
 不
 ，
 
向
 二
目
心
中
 
-
 
悟
 上
。
力
松
二
心
外
 

-
 
着
 レ
相
 
取
 。
 
境
 。
 皆
与
レ
 
追
首
。
（
や
・
 

母
 N
p
 
）
 

（
全
学
道
の
人
、
自
心
の
中
に
回
っ
て
悟
ら
ず
、
 

乃
ち
心
 
外
に
 掩
 い
て
相
に
著
し
て
境
を
取
る
。
 

皆
道
 に
背
く
。
）
 

そ
の
た
め
に
、
解
脱
を
得
ず
、
と
更
に
記
載
し
、
忠
告
 

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

学
道
人
 君
 不
二
直
下
無
心
 
-
 
。
冥
助
修
行
路
 
不
レ
成
レ
道
 

。
 被
 二
三
乗
切
付
拘
繋
 
-
 
。
 不
 。
博
ニ
解
脱
 
-
 
。
（
 

b
.
 

母
は
 

p
,
g
 

（
学
道
の
人
、
若
し
直
下
に
無
心
な
ら
ざ
れ
ば
、
異
動
 

に
 修
行
す
る
も
終
に
迅
を
成
ぜ
ず
、
三
乗
 
ハ
 
声
聞
乗
、
 縁
 覚
乗
 、
菩
薩
乗
、
即
ち
 

仏
教
修
行
の
凡
で
あ
る
。
 

U
 の
巧
打
に
拘
繋
せ
ら
れ
て
 
解
 脱
を
得
ず
。
）
 

そ
し
て
遂
に
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
と
懇
切
丁
寧
に
繰
 

返
し
て
説
い
て
い
る
。
 

放
 学
道
人
 迷
 二
目
本
心
 
-
 
。
不
二
 
認
為
 で
仏
。
 
遂
向
 。
外
来
 
寛
 。
 起
二
 
功
用
 行
 -
 
。
俊
二
次
第
 
-
 
証
。
歴
劫
勤
求
水
本
。
 

成
 。
 
道
 。
 

（
故
に
学
道
の
人
、
白
の
木
 

心
 に
迷
い
て
、
認
め
て
 
仏
と
 為
さ
ず
、
遂
に
外
に
回
っ
て
 
求
 覚
し
て
、
功
用
の
行
を
 
起
し
て
、
次
第
に
依
っ
 

て
託
 と
す
。
歴
劫
勤
求
す
と
も
永
く
道
を
成
ぜ
ず
。
）
 

(2%) Ⅰ 00 



禅宗は恵能と 壇経 以後に 

（
故
に
学
道
の
人
、
唯
 
だ
 見
聞
覚
知
を
認
め
て
、
施
為
 動
 伸
す
、
見
聞
覚
知
を
空
即
す
れ
ば
、
即
ち
 心
路
 絶
し
て
 
人
処
な
し
。
 
但
だ
 見
聞
 

覚
知
の
処
に
 於
 い
て
本
心
を
舐
む
。
然
も
本
心
は
見
聞
 覚
知
に
属
せ
ず
、
 
亦
 見
聞
覚
知
を
離
れ
ず
。
 
但
だ
 見
聞
 覚
 知
の
上
に
 払
 い
て
、
 見
 

解
を
起
す
こ
と
莫
れ
。
見
聞
覚
知
の
上
に
 於
 い
て
念
を
 
動
ず
る
こ
と
莫
れ
。
小
見
聞
覚
知
を
離
れ
て
心
を
寛
 め
 る
 こ
と
莫
れ
。
邪
見
聞
 覚
 

知
を
捨
て
て
法
を
取
る
こ
と
莫
れ
。
即
せ
ず
離
せ
ず
、
 住
 せ
ず
著
せ
ざ
れ
ば
、
縦
横
自
在
に
し
て
道
場
に
非
ざ
る
 こ
と
無
し
。
世
人
諸
仏
 

は
 昔
心
法
を
伝
う
と
 遭
 う
こ
と
を
聞
い
て
、
将
に
謂
え
り
 、
 心
 上
に
別
に
一
法
の
証
す
べ
く
取
る
べ
き
あ
り
と
。
 遂
に
心
を
将
っ
て
法
を
 
グ
 

覚
 む
 、
心
印
 是
法
 、
法
却
走
 心
 な
る
を
知
ら
ず
、
心
を
 将
 っ
て
更
に
心
を
求
む
べ
か
ら
ず
、
千
万
劫
を
歴
と
も
 終
 
に
 得
る
目
無
し
。
如
か
 
 
 
 
 
 
 

ず
 、
当
下
に
無
心
な
ら
ん
に
は
。
 

便
ち
是
れ
 本
法
な
り
、
 
力
士
の
額
内
の
珠
に
迷
う
て
、
外
に
伺
っ
て
 求
 覚
し
て
 
周
く
 十
方
に
行
け
ど
 

金
剛
経
を
引
用
し
な
が
ら
、
伝
心
法
要
は
、
一
歩
一
歩
 

「
学
道
人
」
を
禅
門
へ
と
導
い
て
行
く
よ
う
に
試
み
て
い
 

る
 。
即
ち
 、
 

放
学
道
人
唯
 諾
 二
見
聞
覚
知
 
-
 
施
為
動
作
。
 
空
二
 
知
見
聞
 覚
 m
-
 
。
即
心
 路
 絶
無
二
八
 
処
 -
 
。
 但
於
 二
見
聞
覚
知
辺
 
-
 
謙
ニ
 
本
心
 -
 
。
 然
 本
心
不
 レ
 

属
 二
見
仙
覚
知
 
一
 
。
赤
本
 レ
離
 
二
見
聞
覚
知
 
-
 
。
 但
莫
 下
船
 
二
 
見
聞
覚
知
上
 一
起
 
"
 見
解
、
。
小
葉
下
放
二
見
聞
覚
知
上
 

-
 
動
 セ
 念
 。
 亦
 真
下
雄
二
見
聞
見
 

ぬ
 一
党
。
 

心
 。
 亦
莫
 下
摺
二
見
聞
覚
知
一
駅
モ
法
。
 

不
 。
即
下
。
 

離
 。
 不
レ
 
佳
木
。
 
著
 。
縦
横
自
在
。
 無
 。
非
二
道
場
 
-
 
。
 世
 人
間
 レ
道
 
三
諸
仏
皆
伝
二
心
 

辻
ザ
 
。
 将
謂
心
 上
刺
 有
 -
 
工
法
 可
 。
 
証
可
 で
取
。
 
遂
将
レ
 
必
見
 レ
法
 
。
 不
レ
知
 
二
心
却
走
法
。
洪
郎
 

是
 小
 -
 
。
 不
 。
 
可
 主
将
。
 
心
 更
衣
 ニ
 
船
心
 -
 
。
 歴
 二
千
 

万
劫
 -
 
絶
無
二
行
田
 
-
 
。
 不
 。
 
如
 当
下
無
心
。
便
屋
本
法
。
 
如
 下
力
士
 
迷
ニ
額
 
肉
味
 -
 
。
 向
 。
外
来
 
寛
 。
同
行
二
十
方
 
-
 
終
不
 去
能
 
。
 
得
 。
智
者
 指
レ
之
 
。
 

ヨ
時
田
見
二
本
 
珠
 -
 
如
レ
故
 
。
（
 
口
 ・
 
A
 お
巴
 

右
 、
伝
心
法
要
の
記
す
「
 
無
 
へ
 
6
 
-
 ）
是
者
 

産
 め
 
可
で
説
。
 
二
 
説
法
 -
 
。
 
」
は
、
頓
悟
 要
 論
に
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
 

間
 金
剛
 云
 。
無
二
 
法
可
 。
 
説
 。
 具
 名
，
説
法
 
-
 
。
（
 

d
.
 

ヂ
 Q
.
 
づ
 
簗
 ⑧
真
義
 夫
何
 。
各
般
若
林
 畢
寛
 清
浄
。
 無
レ
有
ニ
 
一
物
 可
亡
得
 
。
具
名
 二
 
無
法
 

同
説
 -
 
。
 即
 船
工
般
若
空
寂
体
中
 
-
 
。
 具
二
 
恒
沙
文
月
 -
 
。
 即
 無
 ，
 
事
下
 で
如
是
名
工
説
法
 

-
 
。
 故
 宏
ニ
無
法
可
読
具
名
説
法
 （
 
N
.
N
 

。
 
P
 
臼
 
l
p
.
 

か
 
い
 
㏄
 す
 

Ⅰ
 
て
 
も
め
㏄
が
）
 



を
 参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
 H
.
P
 

廿
づ
 ・
の
 

A
o
n
f
 

の
お
じ
 

続
い
て
「
 知
 力
士
 迷
 領
内
 珠
 し
の
例
解
も
、
淫
薬
経
、
 如
 来
性
 第
十
二
に
 、
 

弘
吉
二
迦
葉
 -
 
。
善
男
子
。
 讐
如
 王
家
百
二
大
力
士
 -
 
。
 其
 大
 眉
間
百
二
金
剛
球
 -
 
。
（
以
下
略
）
（
 
づ
 ・
 レ
 
㎏
 l
p
.
 

の
仕
の
じ
 

と
あ
っ
て
、
そ
の
要
旨
は
、
善
知
識
を
受
け
な
い
た
め
 に
 、
迷
妄
に
覆
わ
れ
て
い
る
と
い
う
例
え
話
が
記
さ
れ
て
 い
る
の
で
あ
る
。
 従
 

っ
て
、
伝
心
法
要
は
、
沙
門
へ
の
説
示
に
も
、
十
分
な
配
 慮
 を
失
っ
て
は
い
な
い
。
 

沙
門
 果
 者
。
 息
レ
慮
而
成
 。
不
二
 
従
 。
単
律
 -
 
。
 汝
 如
今
将
 レ
 
心
求
レ
心
 
。
 傍
二
 他
家
令
 -
 
。
 祇
擬
 ニ
半
眼
 -
 
。
百
二
件
 蕨
得
 時
 -
 
。
古
人
心
利
。
 緩
 

聞
二
 一
言
 -
 
。
優
乃
絶
学
。
所
以
 喚
作
二
 絶
学
無
為
聞
道
人
 -
 
。
（
 づ
 ・
 
か
ト
切
サ
し
 

（
沙
門
の
果
と
は
、
慮
を
息
め
て
成
ず
。
学
に
従
っ
て
 得
 る
に
あ
ら
ず
、
 汝
 如
今
心
 を
惰
 っ
て
心
を
求
め
、
他
の
 家
舎
に
傍
う
 。
 只
だ
学
 

取
 せ
ん
と
擬
す
。
 什
 庚
の
得
る
時
か
有
ら
ん
。
古
人
は
 心
利
に
し
て
 鰯
 か
に
一
言
を
聞
い
て
、
優
乃
 ち
 絶
学
す
 、
 所
以
に
喚
ん
で
、
絶
学
 

無
為
の
閑
道
人
と
作
 す
 。
）
 

「
絶
学
無
為
間
道
人
。
」
は
、
玄
覧
の
 
永
 墓
記
 進
歌
 の
 最
 初
に
あ
る
 文
 
（
 
H
.
p
 

の
 @
b
.
 

毬
の
の
）
の
引
用
で
あ
る
。
そ
し
 

て
 伝
心
法
要
は
 、
金
 

棚
経
の
次
の
引
用
を
以
っ
て
 例
 僻
し
、
説
法
を
抗
け
て
 い
る
。
 

須
菩
提
。
諸
菩
薩
摩
 詞
薩
応
 三
知
。
晃
生
 
二
 
清
浄
心
 -
 
。
 不
 。
 
応
 二
位
。
色
里
，
 

心
 。
 不
レ
応
 
，
 住
 -
 
声
 香
味
 触
法
 -
 
生
十
 心
 。
 応
 三
 無
前
任
 生
 二
具
 心
 -
 
。
 

 
 

も
、
 終
に
得
る
こ
と
能
わ
ざ
る
が
如
し
。
智
者
は
之
を
 指
せ
ば
、
当
時
に
 白
 ら
 木
 珠
を
見
る
こ
と
、
故
の
如
し
。
 

）
 

右
 、
伝
心
法
要
に
於
け
る
「
見
聞
覚
如
」
は
維
摩
経
、
 不
 Ⅲ
広
報
 

俄
口
即
 

密
オ
 
上
ハ
に
 

渋
木
。
 可
 二
見
聞
覚
知
 -
 
。
苦
行
二
見
聞
覚
知
 
一
 
。
 是
 創
見
聞
 覚
知
 非
レ
求
レ
 法
位
。
法
名
 二
 
無
為
 -
 
。
浩
行
 ニ
 
有
為
 -
 
晃
 本
 @
 為
 一
非
レ
求
レ
 
法
位
。
 

（
 
円
 ・
 
P
 か
 
@
 つ
 ・
 
印
 
か
の
曲
）
 

と
あ
る
も
の
を
例
解
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
「
道
場
 
」
に
就
い
て
も
、
維
摩
経
、
菩
薩
 
品
 第
四
に
詳
細
に
記
 載
 さ
れ
て
い
る
も
の
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禅宗は 

六
祖
壇
経
以
後
に
著
わ
さ
れ
た
蝉
籠
 と
 、
そ
れ
以
前
の
 経
典
に
よ
っ
て
 、
 多
く
の
見
聞
覚
知
、
言
語
音
声
形
相
 文
 字
を
育
ん
だ
 黄
案
 
3
 
 
 
 
 

は
 、
六
祖
壇
経
及
び
六
祖
以
後
の
禅
籍
の
引
用
を
行
い
 な
が
ら
、
伝
心
法
要
を
説
示
し
て
い
る
。
 

    恵 龍と 

第   
    
且口 

壇 
経 
及 
び 
禅 
籍 
か 
ら 

の 

影響 
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蜂
 
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
 
さ
れ
る
。
 

雪
籠
 

 
 
  

益 草 じ 
  
  日 @, （ 

と 身 到 

もなっ 、 りて 
自 

心 名 棲 

法 R, 冊 
ら 、 処 
ざ 河 な 

    
ば 菩 。 

、 提 即 

尽 と ち 
く 為 是     食 。 て 
行 。 諸   
と 石 仏 
名 し の 

行ず 定 。 んで 意を会   
天 せ 便 民 具 法 
魔 ざ ち 
の れ 是         
        修 学 な り 付 し 得し 。             

て 、 此 
、 勤 れ 菩提 レ 北修 -   

説 
老 若 は ，一 行   

文 に 修 是 老 若 
赤 る 字 復 本 
す れ を   何 人 
6 種 以 何 て な 
こ の っ の 、 ん 至此 益 。 



師
謂
 。
休
日
。
諸
仏
早
坂
一
切
衆
生
 
-
 
。
唯
是
一
心
。
 更
無
 -
 
別
法
 -
 
。
地
心
無
始
 已
来
 。
不
二
首
里
 -
 
不
二
 
曽
滅
 -
 
。
 不
 。
青
本
。
 
黄
 。
 無
レ
形
 

無
 。
 
相
 。
 不
 。
 属
 ニ
有
無
 -
 
。
 不
 。
計
二
新
旧
 
-
 
。
 非
レ
 
長
井
 レ
短
 
。
 非
 。
大
井
。
 
小
 。
超
二
週
一
切
 限
 童
名
言
 聯
跡
 対
待
 -
 
。
 ヨ
休
便
 屋
 。
 動
 。
 
念
即
 

乖
 。
 猶
 知
了
虚
空
。
 無
 。
百
二
辺
際
 
-
 
。
不
モ
 可
二
 
測
度
 -
 
。
（
 づ
 か
 Ⅰ
 
い
 の
 -
 
ヴ
 ）
 

（
 
師
 、
休
に
謂
っ
て
日
く
、
「
諸
仏
と
一
切
衆
生
と
、
 唯
 だ
是
れ
 一
心
に
し
て
更
に
別
法
な
し
。
此
の
心
無
始
よ
り
 己
 来
、
 曽
 っ
て
生
ぜ
 

ず
、
曽
 っ
て
滅
せ
ず
、
青
な
ら
ず
、
 黄
 な
ら
ず
、
 形
な
 く
相
 な
く
、
有
無
に
属
せ
ず
、
新
旧
を
計
せ
ず
、
長
に
あ
 ら
ず
短
に
あ
ら
ず
、
 大
 

に
あ
ら
ず
小
に
あ
ら
ず
、
一
切
の
限
 量
 、
名
言
離
 跡
 、
対
 待
を
超
過
し
て
、
当
体
 便
ち
是
 な
り
。
念
を
動
ず
れ
ば
 即
ち
 乖
く
、
猶
お
、
虚
 

空
の
辺
際
あ
る
こ
と
無
く
、
測
度
す
べ
か
ら
ざ
る
が
 如
 し
 。
」
）
 

玉
穏
 
青
木
表
云
々
…
…
」
以
下
の
記
載
は
、
大
味
 慧
海
 の
 「
頓
悟
裏
門
」
に
類
似
し
た
文
が
 、
 同
じ
く
「
 心
 」
に
 つ
い
て
記
し
い
て
る
 

瑛
に
 、
 

問
 。
真
心
 似
ニ
 何
物
 -
 
。
 答
 。
真
心
下
。
青
本
 レ
 
責
木
。
赤
本
 。
 
白
 。
 不
レ
 良
木
。
 短
 。
本
夫
本
来
。
罪
垢
 非
浄
 。
不
生
不
 滅
 。
湛
然
富
嶽
。
 此
 

尾
本
心
形
相
地
。
赤
県
本
身
。
本
身
者
 即
 仏
身
 也
 。
（
 
円
 の
 -
 
ト
 
0
 １
ロ
・
肚
の
Ⅰ
 

曲
 ）
 

と
あ
っ
て
明
瞭
に
、
「
頓
悟
裏
門
」
を
参
照
し
て
い
る
と
 思
わ
れ
る
。
 

「
頓
悟
 要
門
 」
の
右
の
文
に
限
ら
ず
、
「
仁
心
法
要
し
は
 「
六
祖
壇
経
」
の
影
響
が
若
し
く
、
経
典
等
か
ら
の
 引
 用
の
間
に
 、
 処
々
に
 

「
 壇
経
 」
の
説
く
、
 恵
 能
の
本
質
が
散
見
さ
れ
る
。
即
ち
 「
仁
心
法
要
し
は
左
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
 

挙
レ
 小
劫
 レ
念
 
。
即
非
 二
 
法
体
 -
 
。
 即
為
 三
善
 
相
 -
 
。
（
 ワ
串
け
 サ
 ）
 

或
は
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
言
 う
 。
 

造
 。
悪
 
道
レ
善
 
皆
是
着
相
。
 者
 。
 
相
造
 。
 
悪
柾
受
 二
輪
廻
 -
 
。
 著
 。
 
相
造
レ
善
桂
受
二
 
労
苦
 -
 
。
船
木
。
 如
さ
 
-
 
一
一
ヨ
下
使
自
認
 

二
取
 
本
法
 -
 
。
世
法
即
心
。
 

心
外
銀
 レ
法
 
。
地
心
即
決
。
法
外
 無
レ
心
 
。
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簾
 

（
 但
だ
 本
性
に
迷
い
て
転
た
 見
 ざ
る
の
み
。
所
謂
 心
 
地
の
法
門
と
は
、
万
法
 皆
 此
の
心
に
依
っ
て
建
立
す
。
 

境
に
 遇
え
ば
即
ち
 有
 、
境
な
 
 
  
 
 
 

ネ
草
 
げ
れ
ば
即
ち
 無
 な
り
。
 
浄
 性
の
上
に
 
於
 い
て
、
転
じ
て
 
境
の
解
を
作
す
べ
か
ら
ず
。
）
 

（
悪
を
造
り
善
を
造
る
、
皆
是
れ
着
相
な
り
。
相
に
著
し
 

て
 悪
を
造
る
は
 、
桂
 げ
て
輪
廻
を
受
く
 
、
 相
に
著
し
て
 善
を
造
る
は
 、
柾
 げ
て
 

労
苦
を
受
く
。
総
べ
て
言
下
に
便
 
ち
 自
ら
本
法
を
認
 
取
 せ
ん
に
如
か
ず
。
此
の
法
即
ち
か
な
り
、
心
外
に
法
無
し
 

、
 此
の
心
即
ち
渋
な
 

り
 、
法
外
に
心
無
し
。
）
 

君
 は
、
「
 
壇
経
 」
第
二
十
節
の
左
記
の
影
響
か
と
考
え
 

ろ
 れ
る
段
で
あ
る
。
即
ち
 

世
人
性
 本
 自
浄
。
万
法
 在
ニ
 
自
性
 -
 
。
田
ギ
量
一
切
悪
事
 
-
 
。
 即
行
成
 レ
悪
 
。
 思
コ
 
量
一
切
善
事
 -
 
。
 便
修
レ
 
松
ニ
善
行
 
-
 
。
 

或
は
、
第
四
十
六
節
の
 

出
レ
 
外
船
 レ
相
離
レ
相
 

。
 入
 。
両
船
 
レ
空
離
レ
空
 

。
 著
 。
 
空
即
惟
 長
 無
明
。
 著
レ
 
相
即
性
具
邪
見
。
 

或
は
ま
た
、
第
二
十
五
節
の
 

万
法
足
足
自
性
。
 
見
ニ
 一
切
大
度
非
人
。
悪
文
 

与
 。
 
善
 。
 悪
 法
喜
 法
 -
 
。
 尽
皆
不
 。
 
捨
 。
 不
 。
 
可
二
 
染
 着
 -
 
。
自
如
 二
虚
 
空
 -
 
。
 名
レ
之
為
レ
大
 

。
 

此
是
摩
 試
行
。
 

或
は
 、
 更
に
第
三
十
一
節
の
 

何
名
 二
 
無
念
 -
 
。
無
念
法
者
。
晃
三
切
 法
 -
 
。
 不
 。
 
著
二
 一
切
 
法
一
 
。
通
三
切
処
 -
 
。
 不
 。
 
著
 三
切
処
 一
 
。
宮
津
二
白
 
性
 -
 
。
健
三
ハ
隷
従
三
八
 

こ
門
 -
 
定
田
。
 於
 三
八
塵
中
 
-
 
。
 不
レ
 
雛
本
 レ
染
 
。
云
々
 

 
 

 
 

 
 

  

月
一
 

軸
境
脾
 、
。
（
 
口
 ・
 
ト
ト
 
の
 ヴ
 ）
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右
の
伝
心
法
要
の
説
示
に
は
、
左
記
の
道
経
、
第
三
十
 節
の
影
響
が
 、
 少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
よ
う
に
考
察
さ
れ
る
  
 

小
 大
二
乗
十
二
部
経
。
 皆
因
レ
 大
遥
。
図
二
特
恵
性
 -
 
故
 。
 敢
然
 能
 建
立
。
 若
 無
二
世
人
 -
 
。
一
切
万
法
。
本
元
本
 レ
有
 
。
故
知
万
法
木
 因
レ
人
 

与
 。
（
中
略
）
故
知
木
 レ
 
悟
郎
 是
仏
 走
衆
生
。
一
念
若
 悟
 。
 即
 衆
生
星
仏
。
故
知
一
切
万
法
。
 尽
在
二
 
自
身
中
 -
 
。
（
 
敦
炬
木
 第
三
十
節
）
 

先
に
、
「
 壇
経
 」
を
「
 馬
 祖
語
録
」
よ
り
考
察
し
た
場
合
 、
「
 馬
 祖
語
録
し
は
非
常
に
素
朴
で
粗
野
な
文
体
で
あ
っ
 た
が
、
こ
の
「
仁
心
 

法
要
」
と
「
埋
経
」
の
対
校
 に
掩
 い
て
は
、
「
仏
心
法
要
 」
の
方
に
繊
密
な
文
体
を
痛
感
す
る
の
 ほ
 、
一
重
に
装
 休
の
功
績
と
言
う
以
外
 

に
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
更
に
 、
 

「
仁
心
法
要
」
は
 、
 ・
「
 

壇
経
 」
及
び
「
金
剛
経
」
か
ら
 夫
 々
次
の
よ
う
に
、
引
用
し
て
い
る
。
 

第
一
本
。
 得
 下
船
三
機
一
教
 辺
 -
 
守
 。
文
作
七
冊
。
何
 
以
如
レ
 
此
 。
 実
無
 て
百
定
法
 -
 
如
来
同
音
調
。
 我
 北
宗
門
下
 宝
竺
 止
草
 -
 
。
仁
知
ニ
恩
 心
 -
 

即
休
 。
 更
不
 。
 
用
 二
恩
。
 
前
慮
 。
 
後
 。
（
や
 

A
P
 

の
二
 

%
 

（
第
一
に
一
機
一
教
の
辺
に
 於
 い
て
、
文
を
守
っ
て
解
を
 作
 す
こ
と
を
 得
 ざ
れ
。
何
を
以
っ
て
か
此
の
如
く
な
る
 。
実
に
定
法
あ
り
て
 如
 

来
の
説
く
べ
き
無
し
と
。
我
が
此
の
宗
門
に
は
此
の
事
 を
 論
ぜ
ず
 、
但
だ
息
 心
を
知
れ
ば
即
ち
 休
す
 。
更
に
前
を
 思
い
後
を
慮
る
こ
と
を
 

用
い
ざ
 ね
 。
）
 

一
機
一
境
の
説
く
内
容
は
、
一
機
に
拘
泥
 し
、
 或
は
左
右
 さ
れ
、
一
散
に
執
著
す
る
者
へ
の
説
示
で
、
そ
れ
は
「
 壇
経
 」
の
説
く
 、
左
 

記
の
文
に
よ
る
影
響
の
敷
 街
 で
あ
る
。
 

浩
大
乗
者
。
 聞
 。
 
説
 ニ
金
剛
経
 -
 
。
 心
 開
悟
 解
 。
故
知
本
性
 官
有
 二
 般
若
 之
智
 -
 
。
自
用
 臣
 智
志
 -
 
観
照
。
 不
レ
仮
 二
文
字
 -
 
。
（
 
敦
煙
木
 第
二
十
 

八
節
）
 

そ
し
て
、
金
剛
経
の
例
解
を
も
挙
げ
て
い
る
。
即
ち
 、
右
 に
 記
し
た
「
仁
心
法
要
」
の
直
前
に
次
の
よ
う
な
文
が
 あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
 

を
も
含
め
て
の
説
法
と
認
め
ら
れ
る
。
先
ず
、
「
仏
心
法
 
要
 」
の
文
は
 、
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な
く
、
仏
と
衆
生
と
異
相
な
く
、
生
死
と
淫
薬
 と
 異
相
 な
く
、
煩
悩
と
菩
提
と
異
相
な
し
。
一
切
の
相
を
離
る
 、
 即
ち
 是
れ
仏
 な
り
。
 
凡
 
Ⅰ
 

@ は 

（
 
但
だ
 、
虚
空
の
解
を
作
す
こ
と
莫
れ
、
虚
空
即
法
身
な
 り
 。
法
身
の
解
を
作
す
こ
と
莫
れ
。
法
身
 即
 虚
空
な
り
 。
虚
空
と
法
身
と
異
相
 
7
 

%
 
 吾
二
程
 葉
 
魚
壺
 押
 。
煩
悩
 与
 ニ
 
%
 
捉
蕪
衷
埜
 。
 糾
 押
切
 相
 -
 
即
 星
仏
。
凡
夫
取
 レ
境
 。
道
人
奴
 レ
心
 。
 心
 境
雙
忘
 。
力
碁
真
浩
。
 
a
 

と
 

 
 
 
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
「
仁
心
法
要
」
は
 
、
 

 
 
 
 ぬ
但
莫
レ
 伸
二
席
生
縛
 -
 
。
 虐
空
即
 法
身
。
 
莫
 。
 作
 工
法
 身
解
 -
 。
法
身
 即
 虚
空
。
 
盧
 生
字
工
法
身
 @
 
ゴ
 異
相
 -
 
。
 仏
 与
二
 衆
生
 @
 竺
 異
相
 -
 。
生
死
 

三
乗
数
 網
 。
紙
屋
 応
機
之
薬
 。
 随
宜
 所
説
。
 臨
レ
時
 施
設
 。
各
各
 不
レ
同
 。
 但
能
 了
知
。
却
下
 レ
被
レ
惑
 
。
 

（
三
乗
の
教
 
縄
は
、
只
だ
是
れ
応
 粍
の
葉
、
 随
 宜
の
所
説
 な
り
。
時
に
臨
ん
で
施
設
し
て
、
各
々
同
じ
か
ら
ず
。
 但
だ
 能
く
了
知
せ
ば
、
 

即
ち
惑
を
神
ら
ず
。
）
 

続
い
て
、
金
剛
経
の
本
文
は
左
の
如
く
で
あ
る
。
 

須
菩
提
。
 於
 。
 
ホ
 
"
 
ぬ
 一
五
 
何
 。
如
来
信
ゴ
 阿
何
 多
羅
三
鏡
三
苦
 提
 -
 
郎
。
如
来
 百
 二
所
説
法
 -
 
耶
 。
須
菩
提
言
。
 如
 」
 
我
解
ニ
 仏
所
説
義
 -
 
。
 無
レ
 
有
三
 

定
法
名
二
河
博
多
羅
三
親
三
菩
提
 -
 
。
 亦
無
レ
 
百
二
定
法
 
如
 来
同
で
説
。
何
放
赦
。
如
来
所
説
法
 曹
 不
可
 収
 不
可
説
。
 非
 。
浅
井
 ニ
 
非
法
 -
 
。
（
 円
 

㏄
 l
 つ
 つ
 
下
の
す
）
 

右
に
よ
り
、
「
 塘
経
 」
及
び
「
金
剛
経
」
の
内
容
に
よ
る
 こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。
即
ち
、
「
 
壇
経
 」
に
 、
 

但
 博
ニ
金
剛
経
一
巻
 -
 
。
即
行
二
見
性
 -
 
。
直
丁
二
成
仏
 -
 
。
（
 敦
炬
木
 第
二
節
）
 

五
祖
 硬
玉
 三
 二
更
 -
 
。
 喚
二
恵
 
龍
堂
山
 -
 
。
諦
三
金
剛
経
 -
 
。
 恵
 龍
一
間
。
言
下
使
 悟
 。
（
 敦
娃
本
 第
九
節
）
 

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
 仁
 心
法
要
」
は
、
六
祖
が
「
 金
 剛
経
 」
の
説
く
「
 応
無
所
 柱
面
 生
 真
心
」
に
よ
っ
て
大
悟
 し
た
と
い
う
伝
説
を
 

採
用
し
て
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
ま
 

ナ
当
   

こ
 、
，
寺
塔
 曽
ま
 、
そ
れ
 程
 「
金
剛
経
」
を
 読
 ん
で
い
た
こ
と
へ
の
証
明
と
も
な
る
 



夫
は
境
を
取
り
、
道
人
は
心
を
取
る
。
心
境
 雙
び
 忘
ず
 、
 乃
ち
暑
 れ
真
浩
な
り
。
）
 

「
一
切
の
相
を
離
る
 、
 即
ち
 足
 れ
 仏
 な
り
。
」
は
、
「
金
剛
 
経
 」
に
あ
る
次
の
節
の
引
用
で
あ
る
。
 

里
人
別
 為
 二
筋
一
希
有
 -
 
。
何
 以
故
 。
化
人
無
二
我
相
人
相
 
衆
生
 相
 寿
考
 相
 -
 
。
所
以
者
 何
 。
我
相
即
是
非
 相
 。
人
相
 衆
生
 相
 寿
考
相
即
是
 

非
相
 。
何
 以
故
 。
 離
ニ
 一
切
諸
相
 -
 
別
名
諸
仏
。
（
 
H
.
 
甲
ち
 へ
り
 
0
 す
 ）
 

前
記
「
仏
心
法
要
」
の
段
は
「
 垣
経
 」
の
左
記
の
節
に
 よ
る
と
こ
ろ
が
多
大
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 

善
知
識
。
一
時
運
ニ
九
 %
-
 
迅
 。
衆
生
無
辺
誓
願
 度
 。
 煩
 悩
 無
辺
誓
願
 断
 。
（
 敦
煙
木
 第
二
十
一
節
）
 

自
身
等
 レ
仏
 
。
善
知
識
。
 即
 煩
悩
 是
 菩
提
。
所
念
 迷
即
凡
 

（
 
敦
煙
木
 第
二
十
六
節
）
 

但
於
 二
目
 
心
 -
 
。
 令
 v
,
 

宮
本
性
 

常
起
ニ
 正
見
 -
 
。
煩
悩
塵
労
 衆
 

 
 

水
 。
 合
為
 。
一
体
 正
 。
 

却
走
見
性
。
（
 
敦
 埋
木
第
二
十
九
節
）
 

更
に
「
仁
心
法
要
」
は
「
衆
生
と
仏
」
に
つ
い
て
、
 別
 の
 投
で
次
の
よ
う
に
乱
賊
し
て
い
る
。
 

唯
此
 一
心
却
走
 仏
 。
 仏
 早
坂
衆
生
 -
 
更
何
ざ
 別
異
 -
 
。
恒
星
 衆
生
者
 レ
相
 
外
米
。
 求
レ
之
 怯
夫
。
慎
二
仏
 見
 ，
 仏
 。
 将
 。
 心
 捉
 で
心
。
 窮
劫
尽
レ
形
 

終
不
 。
 
能
 。
 
得
 。
 不
ド
ニ
 二
恩
 レ
 
食
思
。
 
慮
 。
仏
国
現
前
 -
 
。
 此
 心
 却
走
 仏
 。
仙
郎
走
衆
生
。
（
 ロ
 ・
 
キ
 ）
㎏
⑧
 

（
 
唯
だ
 此
の
一
心
即
ち
 足
 れ
 仏
 な
り
。
 私
 と
衆
生
と
更
に
 別
異
な
し
。
 但
だ
足
 れ
衆
生
は
相
に
著
し
外
に
求
む
。
 之
を
求
む
れ
ば
、
転
た
 

失
す
。
仏
を
し
て
仏
を
覚
め
し
め
、
心
を
将
っ
て
心
を
 捉
え
し
む
。
窮
地
形
を
尽
す
も
 、
 結
に
得
る
こ
と
能
わ
ず
 。
念
を
息
め
慮
を
忘
ず
 

れ
ば
、
 仏
 自
ら
現
前
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
此
の
心
印
 ち
足
 れ
 仏
 、
仏
即
ち
 暑
 れ
衆
生
な
り
 じ
 

そ
れ
は
「
 壇
経
 」
の
説
く
、
左
記
の
文
の
影
響
で
あ
り
、
 要
約
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

善
知
識
。
心
中
衆
生
。
客
船
 二
 
自
身
目
性
一
自
度
。
何
卒
 一
目
性
自
度
 
-
 
。
自
色
身
中
。
邪
見
煩
悩
 愚
繍
 迷
妄
。
 自
 百
二
本
覚
性
 -
 
。
 将
 二
王
 

見
 -
 
度
 。
暁
悟
ニ
正
見
 -
 
。
般
若
 え
智
 。
 除
二
却
 黒
癩
迷
妄
 衆
生
 -
 
。
各
々
自
度
。
（
 敦
 榎
本
第
二
十
一
節
）
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%
 
 貌
 三
菩
提
。
須
菩
提
。
 若
 有
三
 
法
 如
来
博
ニ
 
阿
褥
 多
羅
 二
親
三
菩
提
 -
 
者
。
無
煙
 仏
 別
本
。
 
与
 二
教
受
記
 -
 
。
 政
 於
 二
 
来
世
 -
 
当
 。
 
得
 三
作
 仏
 -
 
。
考
二
 

禅
 
釈
迦
牟
尼
 -
 
。
（
 

d
.
 

ヂ
ち
 ・
～
 
簗
さ
 

109 

仏
在
二
 
衆
生
中
 -
 
。
一
念
吾
君
 平
 。
 即
 衆
生
自
 仏
 。
 

誠
心
官
有
 レ
仏
 
。
 自
仏
是
真
仏
 。
自
若
無
二
仏
心
 -
 
。
 

自
二
 何
処
 -
 
求
 。
 
仏
 。
（
 敦
炬
木
 第
五
十
二
節
）
 

六
祖
舌
口
。
 
汝
聴
 。
後
代
遊
人
。
旧
識
 二
 
衆
生
 -
 
。
 即
 能
見
 レ
 
仏
 。
右
下
。
誠
二
衆
生
。
 
寛
 。
 仏
 万
劫
 不
レ
得
レ
 
見
地
。
（
 敦
 炬
木
 第
五
十
二
節
）
 

ゑ
び
 、
前
記
、
敦
 炬
本
 「
 壇
経
 」
第
三
十
節
の
記
で
あ
 る
 。
更
に
な
お
「
仁
心
法
要
」
は
「
菩
提
」
に
つ
い
て
も
 別
の
段
で
記
載
し
て
 

い
る
。
即
ち
 、
 

故
 如
来
 云
 。
 我
於
 二
町
 
褥
 菩
提
 -
 
実
 無
二
所
得
 -
 
。
 若
 百
二
所
 
得
 -
 
。
 然
 麗
仙
別
本
レ
 
ニ
エ
我
 授
記
 -
 
。
文
芸
。
 
是
法
平
 等
無
レ
有
 
-
 
二
局
 
下
 -
 
。
 是
 

名
工
菩
提
 -
 
。
 即
 北
本
源
清
浄
心
。
早
ニ
衆
生
諸
仏
。
世
界
 山
河
。
有
相
無
相
。
 偏
 十
方
 界
 -
 
。
一
切
平
等
。
 仲
ざ
 彼
我
 相
 -
 
。
北
本
源
清
浄
心
。
 

常
日
月
明
偏
照
。
世
人
不
。
 悟
 。
視
認
二
見
聞
覚
知
 -
 
為
レ
 

 
 

で
 ・
も
 
ト
 
は
 ヴ
 て
ロ
・
 
ト
ト
 
㏄
の
）
 

（
故
に
如
来
去
 く
 「
 我
れ
阿
褥
 菩
提
に
 拾
 い
て
、
実
に
所
 得
 な
し
、
若
し
所
得
あ
ら
ば
、
 然
燈
 仏
は
則
ち
 我
 れ
に
 授
記
を
与
え
ず
。
」
と
。
 

文
芸
 く
 「
是
の
法
は
平
等
に
し
て
高
下
有
る
こ
と
無
し
 、
 足
 れ
を
菩
提
と
名
 く
 」
と
。
即
ち
此
の
本
源
清
浄
心
と
 衆
生
諸
仏
世
界
山
河
 

と
 、
有
相
に
も
あ
れ
無
相
に
も
あ
れ
、
 偏
 十
方
 界
 と
一
切
 平
等
に
し
て
彼
我
の
相
な
し
。
此
の
本
源
清
浄
の
心
 、
 常
 Ⅰ
 
ト
自
，
ら
 
月
明
に
し
 

こ
て
、
偏
く
臆
 す
る
、
世
人
悟
ら
ず
し
て
、
 只
だ
 見
聞
 覚
知
を
認
め
て
心
と
為
し
・
見
聞
覚
知
の
覆
 う
所
と
為
 る
 。
所
以
に
精
明
の
本
体
を
 

 
 
蜂
観
ず
 。
）
 

%
 
 
君
「
仁
心
法
要
」
の
記
載
は
「
金
剛
経
」
の
次
の
 二
 箇
所
の
引
用
で
あ
る
。
 

と
 
%
 
 
私
船
 二
然
燈
 
仏
所
 -
 
。
 無
レ
 
有
三
浩
博
二
河
 
褥
 多
羅
 三
 貌
 三
菩
提
 -
 
。
仏
言
。
 如
 。
星
加
。
 
是
 。
須
菩
提
。
 
実
無
 。
 
百
ニ
 
法
 如
来
復
ニ
河
 褥
 多
羅
 三
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復
次
 須
菩
提
。
 
走
 法
平
等
 無
レ
 百
舌
 同
下
 -
 
。
具
名
工
 阿
褥
 々

タ
 

フ
 
四
維
 

肛
 一
一
一
 

貌
 
@
 一
一
一
ま
口
細
 

灰
 -
 
。
（
 

d
.
 

の
 
l
 ロ
・
 
づ
 
0
 ）
の
）
 

続
い
て
、
前
記
「
 仁
 心
法
要
」
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
 た
 
「
精
明
本
体
」
は
、
 
首
拐
 蔵
経
巻
こ
に
、
 

仙
台
 ニ
 
阿
難
 -
 
且
 汝
兄
 レ
 
我
見
精
明
 元
 。
北
見
 雄
 。
 
非
 二
秒
 精
 明
応
 -
 
。
如
 こ
 
第
二
月
 -
 
升
二
見
月
影
 一
 
。
改
心
諦
聴
今
道
 恭
二
枚
短
所
遠
地
 
-
 
。
 

（
中
略
）
 若
 遠
旅
 明
 。
 則
 不
明
 暗
軸
ぎ
復
見
 晴
 -
 
。
雄
二
胡
 暗
等
 種
種
差
別
 -
 
見
ニ
 無
差
別
 -
 
。
諸
司
還
着
自
然
 非
レ
汝
 。
 不
レ
汝
 運
者
 非
レ
 波
面
 

誰
 。
別
勅
二
次
心
木
 妙
 明
浄
 
一
 
。
 汝
 目
送
 悶
喪
 。
 
本
受
 。
 
輪
 。
 船
手
生
死
中
 -
 
宮
 被
ニ
 漂
溺
 
-
 
。
 是
故
 如
来
客
 二
 
可
憐
恕
 -
 
。
 （
，
 

q
.
 ト
の
 
@
 づ
 ・
ト
ト
 

ト
 p
.
 
ヴ
 ）
 

と
あ
る
も
の
を
要
約
し
て
引
用
し
た
の
で
あ
る
。
 

（
 
8
 ）
 

次
に
「
仁
心
法
要
」
は
、
 

馬
祖
 の
 言
 
「
即
心
是
仏
」
を
 も
 題
材
に
し
て
質
問
に
答
え
て
い
る
。
 

問
 。
 従
 上
乗
皆
式
 二
 
即
心
是
仏
 -
 
。
 未
審
即
那
 衝
心
星
仏
。
 
師
表
。
体
育
 二
 
緩
衝
心
 -
 
。
 云
 。
 為
復
即
 凡
小
足
 仏
 。
 即
 聖
心
星
仏
。
師
表
。
 

体
 何
処
有
三
凡
聖
心
 
-
 
郎
 。
 云
 。
即
今
三
乗
中
説
レ
ニ
エ
 凡
 睾
 。
和
尚
 何
得
 。
号
目
 
無
 。
師
表
。
三
乗
中
分
明
 向
 。
 
体
 道
 凡
聖
心
 是
妄
 。
 体
今
 

不
 。
 
解
 。
反
報
 為
レ
有
 。
 将
レ
空
作
レ
実
 。
 豊
 不
二
足
 妄
 -
 
。
 妄
 故
迷
レ
心
 。
 汝
但
除
 二
郎
 凡
情
聖
境
 -
 
。
心
外
吏
 軸
ざ
別
仏
 -
0
 
 

（
 
つ
 ・
ム
ト
の
㏄
 

り
 

（
問
う
、
「
 
従
 上
来
、
皆
云
う
、
即
心
是
仏
と
、
大
番
し
、
 

即
ち
 那
箇
 の
 ふ
 か
 足
 れ
 仏
 な
る
。
」
師
表
く
「
な
ん
じ
 幾
個
 の
 心
 か
あ
る
。
」
 

云
く
 
「
 為
復
 即
ち
凡
小
暑
 れ
仏
 な
る
か
、
即
ち
聖
心
 是
 れ
仏
 な
る
か
。
」
 師
云
く
 「
な
ん
じ
何
れ
の
処
に
か
凡
聖
 
の
 心
あ
る
や
。
」
 
云
く
 

「
即
今
三
乗
の
中
に
凡
聖
あ
り
と
説
く
、
和
尚
何
ぞ
無
と
 言う
こ
と
を
待
ん
。
」
師
 
表
く
 
「
三
乗
の
中
に
分
明
に
な
 
ん
 じ
に
伺
っ
て
 
通
 う
。
 

凡
聖
の
心
 
走
 れ
 妄
 な
り
と
。
な
ん
じ
 今
 解
せ
ず
し
て
、
 
反
 っ
て
執
し
て
有
と
為
し
、
空
を
将
っ
て
実
と
な
す
。
 

豊
 に
暑
 れ
 妄
 あ
ら
ざ
ら
ん
 

や
 。
 妄
 な
る
が
故
に
心
に
迷
う
、
 

汝
但
だ
凡
情
と
聖
境
 と
を
除
却
せ
ば
、
心
外
に
更
に
別
 仏
 な
か
ら
ん
。
」
）
 

「
仁
心
法
要
」
は
繰
返
し
「
 
心
 」
と
記
し
て
い
る
よ
 う
 に
 、
唯
だ
 一
回
限
り
の
説
法
で
は
な
く
、
そ
の
都
度
「
 心
 」
の
あ
り
か
を
強
調
 

し
て
 黄
 壁
は
説
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
 、
 次
の
よ
，
 っ
に
 結
ぶ
の
で
あ
る
。
 

故
 万
法
唯
心
。
小
小
不
可
得
。
 

復
何
 未
裁
。
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（
故
に
万
法
唯
心
、
心
 亦
 不
可
得
な
り
、
 復
 何
を
か
求
め
 ん
や
。
）
 

古
も
「
 壇
経
 」
 の
 

世
人
性
 本
 自
浄
。
万
法
狂
二
目
性
 -
 
。
（
中
略
）
 如
 。
 
是
一
 ゆ
法
 。
 尽
在
 二
目
性
 -
 
。
（
 
敦
煙
木
 第
二
十
節
）
 

を
 参
照
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
記
す
ま
で
も
あ
 る
ま
い
。
 

「
仁
心
法
要
 鐘
陵
銀
 」
の
後
半
は
、
黄
葉
に
対
す
る
鋭
い
 質
問
の
繰
返
し
で
、
前
記
、
馬
 祖
 の
 言
 「
即
心
是
仏
」
 の
 質
疑
も
そ
の
一
例
 

で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
疑
問
を
も
黄
葉
に
投
げ
か
け
 て
い
る
。
 

問
 。
如
何
里
道
。
如
何
修
行
。
師
表
。
 道
是
 何
物
。
 汝
 敬
二
修
行
 -
 
。
 問
 。
諸
方
宗
師
相
承
。
参
禅
学
道
如
何
。
 師
 云
 。
 引
二
接
 鈍
根
人
 -
 

語
 。
 未
 レ
 
ニ
エ
依
糠
 -
 
。
 云
 。
 此
 助
走
 引
二
接
 
鈍
根
人
妻
 w
 
。
 未
審
接
 ニ
上
根
人
 -
 
復
読
ニ
河
 法
 -
 
。
師
表
。
右
足
上
根
人
 。
何
処
 更
就
レ
人
 。
 寛
 。
 

他
 自
己
 尚
 不
可
得
。
（
 口
 ・
 
か
 ）
 
p
g
 

（
問
 
う
 、
如
何
な
る
か
 足
 れ
道
、
如
何
が
修
行
せ
ん
。
 師
 云
く
、
 道
は
是
 れ
 何
物
 ぞ
 。
改
修
行
せ
ん
と
欲
す
る
や
 。
問
う
、
諸
方
の
宗
師
 

相
承
し
て
参
禅
学
道
す
る
は
如
何
。
師
表
 く
 、
鈍
根
人
 を
 引
接
す
る
 語
 な
り
。
未
だ
 依
蕪
 す
べ
か
ら
ず
。
表
く
 、
 北
れ
既
に
是
 れ
 鈍
根
人
 

を
 引
接
す
る
 語
 な
ら
ば
、
 未
零
 し
、
上
根
人
を
接
す
る
 に
復
 何
れ
の
法
を
説
く
や
。
師
表
 く
、
 若
し
 走
 れ
上
根
人
 な
ら
ば
、
何
処
に
か
 更
 

に
人
に
就
い
て
他
を
覚
め
ん
。
自
己
す
ら
 尚
 不
可
得
な
り
 ）
 

 
 
 
 

右
の
よ
う
な
連
続
的
な
質
疑
応
答
で
、
し
か
も
 内
 容
 の
あ
る
段
は
、
 敦
炬
本
 「
 填
経
 」
で
は
、
第
三
節
の
 私
恩
 と
恵
 能
の
最
初
の
問
答
 

輔
 
以
外
に
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
後
世
の
壇
経
、
即
ち
 、
 徳
 異
本
、
宗
室
本
に
な
る
と
、
文
覚
、
行
思
の
項
に
 類
似
し
た
も
の
を
見
る
こ
と
 

 
 

、
後
世
の
公
案
の
発
生
を
連
想
さ
せ
る
段
と
言
う
程
度
 に
 止
め
て
お
く
。
但
し
 、
 

 
 

っ
に
、
 師
と
対
等
の
舌
口
動
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
 
あ
く
ま
で
も
教
え
を
乞
い
質
 

禅
間
 し
て
い
る
態
度
は
失
わ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
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師
 表
 。
 以
 。
必
伝
。
 
心
 。
 云
 。
芳
心
相
伝
。
天
河
青
二
心
 
亦
 無
 -
 
。
師
表
。
 
不
レ
 博
二
 一
 
・
 
法
 -
 。
名
馬
 二
 仁
心
 -
 
。
 若
了
二
此
 主
 。
 即
 是
無
。
心
無
。
 

法
 。
 云
 。
 若
無
レ
 心
無
 レ
法
 。
 云
 何
名
 レ
伝
 。
師
表
。
波
間
 。
 道
 。
 伝
 。
 心
 。
 将
 調
百
。
 可
レ
 博
也
。
所
以
祖
師
 云
 。
 認
二
 得
心
性
 -
 
時
。
 可
ド
ニ
 二
本
 

思
議
 -
 
。
了
了
無
二
所
得
 
-
 
。
 得
 持
木
 レ
説
 。
 知
 。
 此
事
 若
孜
 。
 汝
会
 。
何
 堪
也
 。
 

（
師
表
 く
、
 心
を
以
っ
て
心
に
伝
う
。
 

云
く
、
 若
し
か
 相
 伍
 せ
ば
、
 云
 何
ぞ
 心
亦
 無
し
と
言
わ
ん
。
師
表
 く
、
一
 法
 を
得
ざ
る
を
名
づ
け
 

て
 心
を
伝
 う
と
 為
す
。
若
し
世
心
を
了
せ
ば
、
即
ち
 是
 れ
 心
無
く
法
無
し
。
 
云
く
、
 若
し
心
無
く
法
無
く
ん
ば
 、
 云
 何
が
伝
 と
 名
づ
け
 

ん
 。
師
表
 く
 、
 改
 心
を
伝
う
と
 遣
 う
 な
 聞
い
て
将
に
得
 べ
き
も
の
あ
り
と
謂
え
り
。
所
以
に
、
祖
師
表
 く
 、
心
性
 を
認
 得
す
る
時
、
不
思
 

議
 と
説
く
べ
し
、
了
了
と
し
て
所
得
無
し
 、
 得
る
時
、
知
 と
 説
か
ず
と
、
世
事
若
し
汝
を
教
え
て
会
せ
し
め
ば
、
 何
ぞ
堪
え
ん
。
）
 

宝
林
伝
 
（
 鮭
 ）
 か
、
 或
は
祖
堂
集
（
 駝
 ）
を
参
照
し
た
 旦
 
只
徳
伝
燈
録
 
（
㎜
）
に
よ
れ
ば
、
西
天
第
三
 
祖
 南
部
 和
修
 の
 伝
法
 偶
 に
 、
 

非
法
 亦
 非
心
。
無
心
 亦
 無
法
。
 説
是
 心
法
 時
 。
 是
 渋
井
 、
心
法
。
（
 
円
 ・
の
 
ト
 l
 も
・
 

N
O
q
p
 

）
 

と
あ
り
、
ま
た
、
西
天
第
五
 祖
提
多
 迦
の
伝
法
偶
に
は
、
 

力
 説
侮
日
。
通
達
本
法
 心
 。
無
法
 無
 非
法
。
悟
了
周
天
 悟
 。
 無
 、
 
心
亦
 無
法
。
（
、
 

H
,
.
 

一
切
）
 

，
 b
 ：
 N
o
 

一
 の
さ
 

と
あ
っ
て
、
前
記
の
「
仁
心
法
要
」
の
 褐
と
 極
め
て
類
 低
 し
て
い
る
。
更
に
、
「
祖
師
 表
 」
後
の
褐
も
、
西
天
 第
 二
十
三
粗
籠
 勒
那
の
 

伝
法
 褐
 、
 

認
ニ
 得
心
性
 -
 
時
。
 可
レ
説
ニ
 不
思
議
 -
 
。
了
了
無
二
回
 得
 -
 
。
 信
時
下
 レ
説
レ
知
 
。
（
 中
 ・
の
 
ト
 -
p
.
N
 

三
 %
 

と
 前
記
「
仁
心
法
要
」
の
 褐
と
 全
く
同
じ
で
あ
る
。
 
即
 ち
 、
も
し
 斐
休
 が
黄
案
の
述
べ
る
ま
ま
を
筆
記
し
、
整
理
 し
た
と
し
た
な
ら
、
 

八
五
 0
 年
寂
 の
黄
葉
 は
 、
祖
堂
集
は
見
て
い
な
い
筈
で
 あ
る
か
ら
、
宝
林
 伝
 に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
 、
 ぞ
れ
以
前
の
史
伝
で
 

( ぬ 0) 

EC 

よ、｜ さて 

伝 「 
  
法 
要 
」 

iC 
ま ｜ 

右 
の 

よ 
  
よ す @ 
連 
  
的 

な質 

疑 
  
答 

の中 

で 

ど 
  
  
て 

も 

見 
リヒ ユ " % 柱 
す 
  
と 

  
で 

き 
よ ナん @ 
  
投 
が 
あ 
る 
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禅宗は恵 能と壇経 以後に 

あ
る
神
経
 序
 
（
Ⅲ
）
、
付
法
所
伝
（
 田
 ）
、
 摩
 阿
比
 枯
 
（
 
鮭
 ）
、
南
宗
 定
 是
非
 曲
 
（
Ⅱ
）
、
応
化
法
 主
記
 
（
℡
）
 
、
沖
   

に
は
、
前
記
の
伝
法
 隔
 は
す
べ
て
 ふ
 め
る
こ
と
が
で
き
な
 い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
で
、
北
林
伝
の
著
者
、
恵
 炬
に
 
よ
っ
て
編
集
 埋
遣
 さ
れ
 

た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。
或
は
「
仏
心
法
要
」
に
つ
い
て
 

0
%
 
仙
ど
巧
 え
ら
れ
な
い
こ
 
  

中
 の
 臣
く
 白
熱
な
引
用
で
あ
る
の
で
、
そ
の
心
か
ら
 推
 

 
 

第
二
に
、
「
地
維
」
に
記
さ
れ
て
い
る
六
祖
 
忠
能
 に
伝
 ，
 
-
 
ん
 た
と
 伝
臣
 の
あ
る
「
伝
法
衣
」
に
つ
い
て
の
賀
川
、
 及
 び
 六
祖
と
明
上
座
と
 

 
 

し
て
記
載
し
て
い
る
。
 

問
 。
六
祖
不
レ
ム
 ム
 ニ
 
%
 吉
 -
 
。
何
冊
二
仏
。
衣
ね
 ，
 ℡
。
君
上
 

乱
 二
神
三
十
二
水
 籠
 

云
 何
不
 レ
伝
レ
 

衣
 。
 師
云
 ，
 ゐ
 ニ
 
%
 有
心
 
-
 
。
㍽
 行
 お
 法
 。
所
作
所
Ⅱ
 ，
一
 

 
 

契
 。
 由
叩
 。
技
工
如
来
 
甚
 

深
セ
 "
 
ぬ
 -
 
。
所
以
 付
レ
 法
 り
 。
他
。
 汝
不
 。
 兄
レ
追
法
 油
木
竹
 

注
油
阿
曽
 法
 。
 右
 会
 ニ
化
 患
 -
 
。
万
名
 ニ
 出
家
 

 
 

回
 -
 
ヰ
 三
八
 祖
 -
 
。
六
祖
 使
朋
 。
 汝
 ・
ボ
ニ
何
 
%
-
 。
 ね
レ
求
 。
 
  

座
五
。
不
二
月
。
 衣
来
 -
 
。
 但
た
 。
法
文
。
六
祖
 云
 。
 汝
 Ⅱ
 何
時
敏
。
 念
 。
 巨
忠
 部
立
 二
 忠
臣
 -
 
。
Ⅵ
万
票
 レ
語
 。
六
祖
 云
 ，
 不
 m
 心
房
。
不
問
 
心
亜
ゅ
 

。
 

正
当
牛
店
 時
 。
 還
二
我
 明
上
座
 ズ
廿
 束
生
時
面
白
 -
 
束
。
 明
 於
 ，
言
下
 -
 
忽
然
 盤
雙
 。
 臣
 礼
拝
 云
 。
 如
 二
人
 欲
 。
 水
 。
 帝
 牒
 Ⅱ
 知
 -
 
。
某
 甲
蕉
五
 

 
 

 
 

  

在
宅
古
説
 -
 
。
豊
 下
レ
兄
阿
皿
 Ⅱ
二
曲
℡
 二
ぶ
 
。
Ⅲ
 淳
伝
 ニ
 
%
   

（
Ⅲ
 ぅ
 、
「
六
祖
祥
月
を
会
せ
ず
、
何
ぞ
衣
を
伝
え
て
 
抽
 と
 為
る
こ
と
を
得
る
。
 

秀
 上
座
は
是
れ
五
百
人
の
首
座
、
 

教
授
師
と
な
っ
て
 、
 

 
 

三
十
二
木
の
緩
論
を
閥
 得
す
 、
 云
 何
ぞ
衣
を
伝
え
ざ
る
。
 
」
 師
云
く
 、
「
他
は
有
心
な
る
が
為
に
 
、
 足
れ
有
為
の
法
 

 
 

 
 

 
 

足
 と
な
す
、
所
以
に
、
上
組
、
六
祖
に
 什
す
 、
六
祖
Ⅱ
 時
只
だ
 足
れ
黙
契
 す
、
 宙
に
如
来
甚
深
の
意
を
授
け
る
こ
 
  

 
 
 
 
 
 

法
を
付
し
て
他
に
与
 う
 。
 汝
迫
 う
こ
と
を
見
ず
や
 、
法
 の
 注
本
は
無
法
な
り
、
無
法
の
法
も
亦
 法
 な
り
、
今
無
法
 
  



ぞ
曽
 つ
て
法
な
ら
ん
と
。
若
し
此
の
意
を
会
せ
ば
、
 

方
 に
 出
家
兄
と
名
け
ん
。
方
に
好
し
修
行
す
る
に
。
若
し
 

信
 ぜ
 ず
ん
ば
、
 云
 何
ぞ
 明
 

上
座
、
大
度
 
嶺
 頭
に
走
り
 来
 っ
て
六
祖
を
尋
ね
ん
。
 
六
 祖
便
ち
、
 問
う
「
 汝
来
 っ
て
何
事
を
か
求
む
 
、
 衣
を
求
む
 る
が
 為
か
、
 法
を
求
む
 

る
が
 為
か
 。
」
明
上
座
五
 
く
 、
「
衣
の
為
に
来
ら
ず
、
 

但
だ
 法
の
為
に
来
る
。
」
六
祖
表
く
、
「
 

汝
 且
つ
暫
時
余
 る
叙
 め
て
、
善
悪
 
都
 べ
て
 思
 

量
 す
る
こ
と
莫
れ
。
し
胡
 

乃
ち
 語
を
稟
 く
 。
六
祖
 云
く
、
 
「
不
忌
 
善
 、
不
思
想
、
正
当
 
与
 慶
の
時
、
我
れ
に
明
上
座
 
、
父
母
未
生
の
時
の
面
 

目
を
還
し
来
れ
。
」
明
言
下
に
 

払
 い
て
忽
然
と
し
て
黙
契
 
す
 。
 便
ち
 礼
拝
し
て
 云
く
 、
「
人
の
水
を
飲
ん
で
 

冷
 城
山
 知
 す
る
が
如
し
、
某
 
甲
 

五
 祖
の
会
中
に
在
Ⅰ
 
て
、
柾
 げ
て
三
十
年
の
功
夫
を
用
 
，
 
っ
 、
今
日
方
に
前
非
を
省
す
。
」
六
祖
 

云
く
 、
「
如
是
」
と
 
。
此
の
時
に
到
っ
て
 
方
 

に
知
る
、
祖
師
西
来
、
直
 
指
 人
心
、
見
性
成
仏
は
、
舌
口
説
 

に
 在
ら
ざ
る
こ
と
を
。
壺
に
見
ず
や
、
同
姓
、
迦
葉
に
 

問
う
て
 云
く
 、
「
世
尊
、
 

金
 欄
を
伝
え
る
外
、
別
に
何
の
法
を
か
伝
 

う
 。
」
）
 

「
六
祖
壇
経
」
の
、
こ
の
有
名
な
記
載
の
内
容
を
 

、
伝
 心
法
要
の
最
後
近
く
に
記
し
て
い
る
 

黄
 壁
及
び
 萎
 休
 め
ぷ
 
"
 
め
 
凶
を
我
々
は
素
直
に
 

汲
ま
ね
ば
な
る
ま
 
い
 。
即
ち
、
「
 
宝
林
伝
 」
を
参
照
し
た
 

か
し
広
が
ら
、
夫
々
そ
れ
な
り
に
象
徴
以
外
の
何
も
の
で
 

貴
 徳
 伝
燈
録
 に
よ
れ
ば
、
釈
迦
か
ら
迦
葉
に
伝
え
た
 

伝
 

も
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
段
で
、
そ
れ
ら
の
 

法
褐
 、
 

三
考
を
取
り
挙
げ
た
こ
 

注
 本
法
無
法
。
無
法
 
法
 邪
法
。
今
村
 二
 
無
法
 -
 
時
 。
渋
渋
 同
会
津
。
（
 
づ
 ・
㌍
も
・
 

N
o
m
 

⑧
 

を
右
 、
「
仁
心
法
要
」
は
記
載
し
 

、
 更
に
は
、
「
祖
師
 
西
 来
 」
と
達
磨
を
記
し
、
そ
れ
ら
を
六
祖
 

恵
能
 に
つ
い
て
の
 
記
載
の
中
に
取
り
八
 

れ
て
説
示
し
て
い
る
点
は
、
や
は
り
六
祖
 

恵
能
と
、
そ
 
0
 玉
世
代
前
の
達
磨
、
更
に
は
釈
迦
は
歴
史
的
実
在
の
人
 

物
で
は
あ
ろ
う
が
、
 
し
 

と
は
、
「
 
宝
林
伝
 」
以
後
の
法
統
 
偽
 史
の
成
立
を
改
め
て
 
是
認
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
 

き
時
の
「
学
道
の
人
」
の
間
で
は
「
仁
心
法
要
」
が
 

極
 め
て
多
く
の
例
解
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
経
典
は
必
読
 

の
 書
で
あ
っ
た
よ
う
 

で
あ
る
。
例
解
の
あ
る
も
の
は
、
「
法
華
経
」
で
あ
り
、
 

「
維
摩
経
」
で
あ
り
、
「
 

浬
盤
経
 」
で
あ
り
、
「
般
若
心
経
 

」
で
あ
り
、
或
は
「
 
金
 

剛
経
 」
で
あ
っ
た
。
そ
の
外
、
こ
こ
に
掲
げ
た
仮
説
の
 

証
明
と
は
関
連
が
な
い
た
め
に
除
い
た
説
示
の
中
に
 

、
 「
 
華
厳
経
」
の
意
を
取
っ
 (242)  114 



た
も
の
、
「
 用
賂
吊
 」
の
解
説
を
採
用
し
た
も
の
、
 或
 は
 「
 勝
蔓
経
 」
に
説
か
れ
て
い
る
も
の
を
説
示
し
て
い
る
 箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
 

禅
矩
 で
は
「
六
祖
壇
経
」
を
初
め
と
し
て
「
 頓
語
 裏
門
」
 、
「
神
会
語
録
」
、
 
コ
顕
め
 
不
語
」
、
「
 

@
 祖
乱
 附
録
」
、
「
、
 

杢
 鼻
尖
 」
、
「
 
証
遇
歌
 」
、
「
 
禅
源
 

%
 詮
集
 都
庁
」
、
或
は
宝
 誌
 禅
師
の
言
葉
が
、
説
示
の
内
 容
の
底
辺
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
他
、
こ
の
 仮
 説
の
証
明
に
は
、
直
接
 

な
ら
な
い
の
で
取
り
挙
げ
な
か
っ
た
説
示
の
中
に
、
「
 円
 常
経
大
流
砂
」
の
引
用
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
 
全
 べ
て
 を
 把
握
し
た
黄
葉
 は
、
 

「
 仁
 心
法
要
」
の
中
で
、
前
記
の
多
く
の
経
典
に
精
通
し
 な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
同
時
に
熟
知
し
て
は
な
 -
 ら
な
い
と
「
学
道
人
」
 

に
 説
い
て
い
る
。
し
か
も
、
 神
 秀
を
旗
頭
と
す
る
北
宗
 系
の
 、
経
典
中
心
主
義
の
「
多
知
多
 解
 」
と
は
全
く
異
質
 
の
も
の
で
あ
る
点
に
 禅
 

の
 宗
旨
が
あ
る
と
練
り
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
 、
 そ
れ
 程
 、
多
知
多
 解
の
 「
 字
 通
人
 L
 が
禅
門
に
入
っ
た
 こ
と
の
証
明
に
な
る
と
 

考
え
、
「
学
道
人
へ
の
説
示
」
と
い
う
第
一
節
を
設
け
た
 。
し
か
も
、
そ
れ
は
第
二
節
で
見
た
よ
 う
 に
、
前
記
 経
 
典
 以
外
に
、
「
 上
ハ
祖
壇
 

経
 」
及
び
「
 壊
経
 」
以
後
の
禅
籍
の
紹
介
も
か
ね
て
「
 仏
心
法
要
」
が
引
用
し
て
い
る
点
に
、
そ
れ
ら
の
 禅
籍
が
 幅
広
く
読
ま
れ
た
こ
 

と
、
 或
は
読
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
 い
る
。
更
に
は
、
 ニ
、
 三
の
西
天
の
師
の
伝
法
偶
に
見
ら
 れ
た
よ
 う
 に
、
「
空
株
 

伝
 」
の
出
現
が
望
ま
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
「
 宝
林
伝
 」
 の
 引
用
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
程
、
禅
宗
は
発
展
し
て
い
た
 
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
 

佃
 点
か
ら
言
 う
 な
ら
、
「
仁
心
法
要
」
は
 
、
 先
に
考
察
し
 た
 「
 馬
 祖
語
録
」
よ
り
も
、
「
 宝
林
伝
 」
の
内
容
の
真
偽
 
の
 程
を
別
と
す
る
な
 

ら
 、
洗
練
さ
れ
た
多
く
の
証
 里
思
 
と
内
容
を
含
ん
で
い
る
、
 と
 考
察
さ
れ
る
。
従
っ
て
「
仁
心
法
要
」
は
、
仮
説
「
 禅
宗
は
恵
 能
 と
垣
 経
以
 

 
 

 
 
姥
 
後
に
」
発
展
し
た
確
か
な
証
拠
の
一
部
に
な
る
と
 確
 倍
 す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
語
意
 と
 内
容
を
含
蓄
さ
せ
た
「
 伝
 

%
 
 心
法
要
」
が
「
仏
法
は
学
ぶ
こ
と
で
は
な
い
。
」
と
 
説
い
て
い
る
の
は
、
 柳
か
 皮
肉
な
現
象
で
は
あ
る
。
 

と
 
能
 
恵
 

(
2
4
3
)
 

 
 

「
一
切
の
仏
法
は
、
す
べ
て
学
ぶ
こ
と
で
は
な
く
、
 唯
 だ
 求
め
る
こ
と
な
く
、
無
著
 
 
 
 
 

社
を
学
べ
。
」
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
 
白
ら
の
 師
 、
黄
粟
を
知
る
 斐
休
 が
序
に
評
し
て
い
る
、
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  ll Ⅰ 
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イへ 
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意 無 - ・法 席 ま 
    要 
  世 

を 武 
り、 

若   
得   

F Ⅱ ト   
Ⅱ 克 ， 、 会 に 
是 丑 。 ヱ 鋭 。 昌 つ   
者。 テミ 

く 二 い 

名   と 午 て 

為一 蜜 。 
  の提 ころ 離 （ ） 
相 
  体 を 、 櫛 
    筆 そ ま 
也 有 録 の で 

( 四 A) 

「
そ
の
三
口
は
簡
に
し
て
、
そ
の
理
は
直
な
り
。
そ
の
道
は
 

峻
 に
し
て
、
そ
の
行
は
孤
な
り
。
」
は
正
に
黄
 
漿
に
 対
す
 
  

 
 



荒
井
 献
者
 
「
原
始
キ
リ
ス
ト
教
 と
 

ね
 、
一
九
五
六
年
以
来
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
出
版
さ
れ
つ
っ
あ
る
 

グ
ノ
ー
シ
ス
正
義
 L
 

 
 

二
九
七
一
岩
波
書
店
）
 

滝
沢
武
人
 

「
 、
永
 
く
忘
れ
・
 っ
肛
 て
い
た
 妬
教
 」
で
あ
え
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
へ
の
  
 

が
、
 特
に
新
約
聖
書
学
者
、
キ
リ
ス
ト
教
史
学
者
等
の
間
で
、
 近
年
世
界
 

的
な
規
模
で
急
速
二
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
一
九
四
五
 f
 六
年
に
 
発
見
さ
 

「
 ナ
グ
 
・
ハ
マ
デ
ィ
文
書
」
（
大
量
の
グ
ノ
ー
シ
ス
正
義
直
接
 

史
  
 

グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
研
究
史
上
に
一
時
期
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
 。
テ
キ
ス
 

ト
の
 公
刊
に
つ
れ
て
、
欧
米
諸
国
に
お
い
て
は
、
グ
ノ
ー
シ
ス
 主
義
に
関
 

す
る
純
粋
に
学
問
的
、
歴
史
的
な
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
 一
 
 
 

 
 

ス
 主
義
の
 

起
源
に
関
す
る
国
際
コ
ロ
 キ
ウ
 ム
ロ
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
   

果
 が
集
約
さ
れ
て
い
る
（
口
曳
ぃ
 コ
 0
 三
 
?
 臼
 ヒ
片
め
も
「
～
 ぬ
 @
.
 

駐
 @
 ㏄
 い
 ～
～
 
つ
 

ら
 n
o
 
め
 ～
～
 
c
 
み
き
 

o
.
C
o
 

～
～
 

0
 心
ま
 
～
 
0
 
 
蓮
寒
ぬ
 め
 り
 
～
 
ぉ
め
，
 
P
 つ
 ひ
目
り
。
 
そ
 L
 し
て
 
 
 

評
 

現
在
ま
で
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
研
究
は
一
層
の
進
展
を
見
 せ
て
い
る
。
 
し
 

か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
は
今
な
 お
依
然
と
 

し
て
、
神
秘
的
な
 届
 ・
暗
闇
に
包
ま
れ
た
 
未
 麺
の
領
域
で
あ
 っ
て
 、
幸
 

 
 

お
け
る
 グ
ノ
 l
 

書
評
 

シ
ス
主
義
関
係
の
研
究
業
績
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て
ほ
、
荒
井
 
献
 
「
 グ
 

ノ
ー
シ
ス
 ー
 主
と
し
て
原
始
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
連
に
お
い
て
」
 、日
日
本
 

の
神
字
 L
 二
 、
一
九
六
三
を
参
 昭
じ
 。
本
書
は
 、
 グ
ノ
ー
シ
ス
 
主
義
に
関
 

す
る
わ
が
国
初
め
て
の
本
格
的
な
そ
し
て
水
準
の
高
い
研
究
書
 で
あ
る
。
 

本
書
が
出
版
さ
れ
た
意
義
と
、
今
後
次
第
に
及
 は
 し
て
い
く
で
 
あ
ろ
う
 影
 

響
は
、
 
極
め
て
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
著
者
荒
井
 献
氏
 に
は
す
で
 

に
 
「
真
理
の
福
音
」
に
関
す
る
ド
イ
ツ
語
の
論
 
著
 
も
 や
 
0
 討
 「
～
 
ま
 支
っ
 幅
ぎ
 

簿
の
 
め
目
 v
a
 
お
咬
ミ
ぎ
ま
ぺ
ミ
よ
 Ⅰ
～
㌻
・
 
由
蛍
蛉
へ
 ぬ
安
心
～
 

0
 轟
 め
ぬ
な
り
 
討
 も
 
0
%
 
ヰ
 
日
田
 
い
 寸
心
 

史
 さ
 や
 Ⅰ
 き
 き
ま
さ
㎏
・
 
ド
 の
日
当
・
 お
紺
 ・
（
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
に
 
提
出
し
た
 

字
 位
論
文
）
が
あ
り
、
そ
れ
は
国
際
的
に
も
高
い
評
価
を
与
え
  
 

る
 
（
「
日
本
の
神
学
」
 四
 、
一
九
六
五
に
 蛙
 昭
寿
 雄
 氏
に
よ
る
 
童
 目
 
七
皿
 

目
が
 本
り
 

*
 

る
 ）
。
 

本
書
「
原
始
キ
リ
ス
ト
教
と
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
は
、
一
九
六
 三
年
か
 

ら
 
一
九
七
一
年
ま
で
の
間
に
、
著
者
が
わ
が
国
に
お
い
て
発
表
 し
た
一
九
 

の
 論
文
と
未
発
表
の
二
論
文
か
ら
成
る
論
文
集
で
あ
る
が
、
 各
 論
文
は
本
 

書
の
統
一
テ
ー
マ
に
従
っ
て
配
列
さ
れ
、
部
分
的
に
新
た
に
 手
 を
 加
え
る
 

れ
て
、
全
体
に
一
貫
性
を
持
た
せ
る
べ
く
配
慮
さ
れ
て
い
る
 
（
・
 
M
 頁
岩
）
。
 

本
書
の
書
名
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
全
体
は
、
 第
 1
 部
 ぽ
始
 キ
リ
 

ス
ト
 教
 、
第
Ⅱ
 部
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
分
か
れ
て
い
る
。
 

第
 1
 部
 に
は
 五
 

論
文
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
の
第
一
節
「
 原
始
キ
 
リ
 

ス
ト
教
の
成
立
者
は
、
本
書
全
体
に
一
つ
の
見
通
し
を
与
え
る
 序
論
的
役
 

割
 を
果
た
し
、
続
く
第
二
 ｜
 五
節
（
「
 ヱ
 ル
サ
レ
ム
原
始
教
団
に
   

わ
ゆ
る
財
産
の
共
有
 制
は
 
つ
い
て
」
、
「
 ヱ
 ル
サ
レ
ム
原
始
教
団
   

い
わ
ぬ
 る
 
「
ヘ
ブ
ラ
イ
オ
 イ
 」
と
「
 ヘ
 レ
ー
ニ
ス
タ
イ
」
の
間
 題
 を
め
ぐ
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っ
て
」
、
「
義
人
ヤ
コ
ブ
の
殉
教
に
関
す
る
新
資
料
に
つ
い
て
」
 

、
 「
原
始
 キ
 

リ
ス
ト
教
に
お
け
る
教
育
思
想
の
展
開
」
の
各
論
文
）
で
は
、
 第
一
節
で
 

触
れ
た
い
く
つ
か
の
主
題
が
 、
 更
に
拡
大
詳
論
さ
れ
て
お
り
、
 第
一
節
の
 

行
論
的
な
も
の
で
あ
る
（
 姐
頁
 ）
。
し
か
し
な
が
ら
、
 第
 1
 部
 か
り
怒
細
述
が
 

第
 Ⅱ
 部
 と
有
機
的
 迎
 凹
を
持
っ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
思
わ
れ
 @
 
ん
 
り
い
 
0
 
 
本
 

書
の
中
心
的
課
題
は
、
著
者
自
身
「
 序
 」
に
お
い
て
語
っ
て
 い
 る
よ
う
 

に
、
 「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
接
近
を
試
み
る
」
こ
と
で
あ
り
（
㎡
 頁
 ）
 、
第
 

Ⅱ
部
の
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
叙
述
が
本
論
を
形
成
し
（
 刈
頁
 ）
 
、
 負
数
も
 

第
 1
 部
の
三
倍
近
く
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
書
が
注
目
  
 

も
、
 主
と
し
て
 第
 Ⅱ
部
の
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
関
す
る
研
究
の
 た
め
と
 思
 

わ
れ
る
の
で
、
以
下
に
お
い
て
も
、
評
者
は
、
 第
 Ⅱ
部
の
み
を
 取
扱
お
 う
 

と
 考
え
る
。
 

さ
て
、
 グ
ノ
一
 シ
ス
主
義
の
解
明
を
め
ざ
す
本
書
 第
 Ⅱ
部
の
全
 仲
酌
 構
 

成
は
 、
著
者
自
ら
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
 こ
こ
で
は
 

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
お
き
た
 い
 。
す
な
 ね
 ち
、
「
第
一
 章
 に
お
い
 

て
 、
 反
 異
端
論
者
の
い
わ
ぬ
 る
 「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
と
そ
の
発
展
 が
仏
冊
述
の
 

対
象
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
彼
ら
自
身
の
グ
ノ
ー
シ
ス
 観
 が
確
認
 

さ
れ
（
第
一
節
）
 
、
 次
い
で
グ
ノ
ー
シ
ス
諸
派
の
発
展
が
 、
シ
モ
 ン
派
 （
 
第
 

二
節
）
、
バ
ル
 ペ
ロ
 ・
グ
ノ
ー
シ
ス
派
と
オ
フ
ィ
ス
派
（
第
三
節
 ）
、
ヴ
ァ
 

レ
ン
テ
ィ
ノ
 ス
 （
第
四
節
Ⅹ
ヴ
ァ
レ
 ソ
 テ
ィ
ノ
 ろ
 亦
の
一
派
 プ
 ト
 ン
マ
 

イ
オ
ス
派
（
第
五
節
）
の
順
序
で
追
跡
さ
れ
る
。
第
二
章
に
お
 い
て
は
、
 

ナ
グ
 ・
ハ
マ
デ
ィ
文
書
の
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
研
究
史
上
に
お
け
 る
 意
義
が
 

確
か
め
ら
れ
た
後
に
（
第
一
節
）
、
こ
の
文
書
に
属
す
る
五
つ
 の
 テ
ク
ス
 

ト
ー
ヨ
ア
ダ
ム
の
黙
示
録
 し
 （
第
二
節
）
 
、
ロ
 ヨ
ハ
ネ
の
ア
ボ
ク
   

ン
ヒ
 （
第
三
節
）
、
い
わ
ゆ
る
 
同
 こ
の
世
の
起
源
に
つ
い
て
 ヒ
 （
 
第
 四
 @
w
w
 

）
、
 

8
1
 

「
ト
マ
ス
に
よ
る
福
音
書
 L
 （
第
五
 
｜
 七
節
）
 、
司
 ピ
リ
 ポ
 に
よ
る
 福
音
 

重
昌
 

-
 

1
 

（
第
八
節
）
、
い
わ
ゆ
る
㍉
真
理
の
福
音
 
L
 （
第
九
節
）
の
 グ
   

主
義
、
特
に
そ
の
キ
リ
ス
ト
論
の
実
体
が
成
立
史
的
に
明
ら
 
か
に
さ
れ
 

鰭
 

る
 。
そ
し
て
最
後
に
、
第
三
章
に
お
い
て
、
以
上
の
研
究
の
 
総
括
と
し
 

て
、
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
イ
エ
ス
理
解
の
問
題
を
介
し
（
第
一
 節
 ）
 
、
グ
 

ノ
ー
シ
ス
主
義
の
本
質
と
起
源
に
関
し
て
（
第
二
節
）
、
わ
れ
 わ
れ
に
 固
 

有
な
 テ
ー
ゼ
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
 品
頁
 ）
の
で
あ
る
  
 

の
 構
成
は
周
到
・
適
切
で
あ
り
、
文
献
学
的
・
言
語
学
的
な
著
 者
の
論
証
 

は
 、
非
常
に
厳
密
・
慎
重
で
あ
る
。
更
に
、
著
者
の
豊
富
な
学
 識
は
、
諸
 

外
国
に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
グ
ノ
 l
 シ
ス
主
義
文
献
を
 網
羅
し
、
 

し
か
も
、
著
者
独
自
の
視
点
か
ら
そ
れ
ら
を
批
判
的
に
消
化
し
 つ
つ
、
 説
 

得
 力
と
創
見
に
富
む
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
理
解
を
提
出
し
て
い
る
 。
こ
れ
ら
 

一
六
篇
の
論
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
有
益
な
論
考
に
満
ち
て
い
る
が
、
 特
に
 、
 

ナ
グ
 ・
ハ
マ
デ
ィ
文
書
の
コ
プ
ト
語
テ
キ
ス
ト
自
体
に
則
し
た
 ぬ
訳
と
解
 

釈
 に
基
づ
く
第
二
章
の
論
述
は
、
著
者
の
独
壇
場
で
あ
り
、
 見
 事
な
展
開
 

を
 見
せ
て
い
る
。
以
下
、
紙
面
の
許
す
限
り
で
、
そ
の
内
容
を
 紹
介
し
て
 

行
こ
う
と
思
う
。
 

第
三
草
「
い
わ
ぬ
 る
 「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
と
そ
の
発
展
」
で
は
、
 主
に
 ェ
 

イ
 レ
ナ
イ
オ
ス
の
コ
異
端
反
れ
し
を
中
心
的
史
料
と
し
て
、
 反
 異
端
論
者
 

達
の
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 観
と
、
グ
ノ
一
 シ
ス
主
義
諸
派
の
発
展
 が
た
ど
ら
 

れ
て
い
る
。
著
者
は
、
こ
こ
で
 ナ
グ
 ・
ハ
マ
デ
ィ
文
書
か
ら
 明
 ら
か
に
な
 

っ
た
グ
ノ
一
 シ
ス
主
義
理
解
を
背
景
に
し
つ
つ
、
主
と
し
て
間
 接
 史
料
か
 

ら
 な
さ
れ
て
き
た
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
理
解
の
仕
方
と
そ
の
限
界
 を
 批
判
的
 



に
 確
認
し
て
い
る
。
 
反
 異
端
論
者
の
間
接
史
料
は
、
そ
の
論
争
 的
 性
格
の
 

故
に
 、
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
基
本
的
な
 杜
 而
の
中
、
特
定
の
点
 だ
け
が
 強
 

弱
 さ
れ
た
り
、
部
分
的
に
は
誤
解
も
伸
し
て
い
る
の
で
あ
る
 

（
一
七
 0
 

頁
 ）
。
こ
の
よ
う
な
 反
 異
端
論
者
が
残
し
た
間
接
史
料
か
ら
 決
 
定
 的
な
 
，
 
@
 

と
を
 朋
 持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
史
料
を
通
し
 て
の
み
 知
 

ら
れ
 う
ち
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
諸
派
の
教
 説
 に
著
者
は
接
近
を
試
 み
よ
う
と
 

す
る
。
慎
重
な
資
料
操
作
を
通
じ
て
、
著
者
は
、
シ
モ
ン
派
 、
 ・
ハ
ル
 
ベ
ロ
 

グ
ノ
ー
シ
 
乙
 派
、
オ
フ
 
イ
三
 派
、
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
ス
、
 /
 ト
 レ
マ
イ
オ
 

ス
 派
の
婆
を
解
明
し
、
 
我
 4
 に
信
頼
性
の
商
い
知
識
を
提
供
し
 て
い
る
。
 

第
二
市
「
 ナ
グ
 
・
ハ
マ
デ
ィ
文
書
の
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
二
は
 、
 第
 Ⅱ
 部
 

の
中
心
的
部
分
で
あ
り
、
ま
ず
第
一
節
で
「
 ナ
グ
 
・
ハ
マ
デ
ィ
 Ⅳ
ハ
重
日
の
れ
 

キ
 

律
ハ
 

見
と
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
研
究
史
上
に
お
け
る
そ
の
意
義
 L
 が
論
  
 

る
 。
著
者
は
全
文
書
の
題
名
と
既
刊
・
近
刊
を
示
し
、
キ
 リ
ス
 ト
教
 と
の
 

関
係
で
、
 
囚
 非
キ
リ
ス
ト
教
的
グ
ノ
ー
シ
ス
文
書
、
㈲
キ
 リ
ス
  
 

つ
つ
あ
る
グ
ノ
ー
シ
ス
文
書
、
 

け
 キ
リ
ス
ト
教
化
し
た
 グ
ノ
｜
 
シ
ス
 
文
 

書
、
ゆ
へ
ル
 
メ
ス
文
書
と
に
分
類
 す
毛
 
既
刊
テ
キ
ス
ト
は
㈲
 、
 ㈲
が
 多
 

く
、
 Ⅲ
は
㍉
ア
ダ
ム
の
黙
示
録
 L
 の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
 、
そ
れ
ぞ
 

ね
め
 グ
ル
ー
プ
別
に
既
刊
テ
キ
ス
ト
の
研
究
 状
仮
が
 
報
告
さ
 ね
 、
最
後
 

 
 

寸
 （
重
目
 

の
 仝
 
思
 

義
 が
確
 毘
 と
れ
て
い
 耳
 。
著
者
に
よ
る
と
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 の
 起
源
に
 

評
 

関
し
て
は
、
こ
の
 女
 占
の
発
見
に
よ
っ
て
、
 

一
 
・
ユ
ダ
ヤ
教
 周
辺
成
立
 説
が
 

有
力
視
き
れ
て
き
た
」
「
一
七
 

0
 頁
 ）
の
で
あ
り
、
又
、
 
グ
ノ
｜
 
シ
ス
主
義
 

 
 

 
 

ト
の
転
釈
 
に
よ
っ
て
採
用
し
つ
つ
キ
リ
ス
ト
教
グ
ノ
ー
シ
ス
 
主
義
を
形
 

成
し
た
」
（
一
七
一
頁
）
の
で
あ
る
。
つ
づ
く
第
二
 

｜
 九
節
に
お
 い
て
、
 著
 

者
は
 、
既
刊
の
五
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
具
体
的
に
取
り
あ
げ
、
 と
  
 

キ
リ
ス
ト
論
の
問
題
を
手
が
か
り
と
し
て
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
 姿
を
解
明
 

し
 2
 つ
 と
す
る
。
著
者
は
、
主
と
し
て
こ
こ
で
、
 

ナ
グ
 
・
 ハ
マ
 @
 
ア
 イ
キ
叩
 

六
車
三
目
 

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
論
が
二
次
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
文
献
   

論
証
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
 

第
二
節
「
 ロ
 ア
ダ
ム
の
黙
示
録
 ヒ
 に
お
け
る
フ
ォ
ー
ス
テ
ー
 

一
に
お
 

い
て
、
著
者
は
、
 
べ
｜
 リ
ン
グ
 
説
貧
 ア
ダ
ム
の
黙
示
録
 L
 は
 キ
リ
ス
ト
 

教
 起
源
前
に
成
立
し
た
「
イ
ラ
ン
的
・
ユ
ダ
ヤ
的
」
グ
ノ
ー
シ
 ス
 主
義
文
 

書
 で
あ
り
、
そ
の
救
済
者
「
フ
ォ
ー
ス
テ
ー
ル
」
を
 ソ
 ロ
 ア
ス
 タ
｜
 教
の
 

「
 サ
オ
 シ
ュ
ア
 ソ
ト
 」
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
「
受
難
す
る
メ
シ
ア
」
 か
 ら
 導
入
 

し
よ
う
と
し
て
い
る
）
を
批
判
し
つ
つ
、
独
自
の
テ
ー
ゼ
を
 提
 出
す
る
。
 

著
者
は
、
こ
の
文
書
が
「
セ
ッ
派
」
に
属
し
、
そ
の
宗
教
的
背
 景
 に
は
、
 

後
期
ユ
ダ
ヤ
教
の
分
派
、
い
わ
ぬ
 る
 
「
洗
礼
宗
田
・
 一
 を
想
定
す
 る
二
九
 

五
頁
 べ
 
そ
し
て
、
フ
ォ
ー
ス
テ
ー
ル
像
は
、
キ
リ
ス
ト
と
は
 無
 関
係
に
 、
 

だ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
紀
元
後
に
成
立
し
た
と
考
え
る
（
一
九
四
頁
 
 
 

し
な
が
ら
、
「
紀
元
後
」
に
成
立
し
た
と
す
る
著
者
の
説
明
は
 未
 だ
下
元
 

分
 で
あ
る
と
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。
 

又
 、
㍉
ト
マ
ス
の
詩
篇
 
L
 の
 救
済
者
 

像
は
、
前
 キ
リ
ス
ト
教
的
な
も
の
で
は
な
い
か
と
評
者
は
考
え
   

稿
 「
 ハ
 ト
マ
ス
の
詩
篇
Ⅴ
に
つ
い
て
」
、
北
海
道
基
督
教
学
会
編
 「
基
督
教
 

ぎ
セ
 、
一
九
 セ
ニ
 を
参
照
）
 

第
三
節
「
㍉
ヨ
ハ
ネ
の
ア
ポ
ク
リ
ュ
フ
ォ
ン
 

L
 に
お
け
る
 ソ
フ
 ィ
ア
 

キ
リ
ス
ト
論
」
に
お
い
て
、
著
者
 は
 、
「
現
存
す
る
四
つ
の
 写
 本
の
背
後
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に
 想
定
さ
れ
る
原
本
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
が
登
場
せ
ず
、
   

に
 ソ
フ
ィ
ア
が
 
肘
在
 的
に
で
は
 圭
壬
が
 救
済
者
の
役
割
を
果
し
 て
い
る
こ
 

と
 、
そ
し
て
こ
の
ソ
フ
ィ
ア
の
持
つ
救
済
者
の
役
割
が
、
写
本
  
 

第
に
 キ
リ
ス
ト
に
吸
収
さ
れ
て
い
き
、
 

蛙
 後
に
キ
リ
ス
ト
が
 救
 清
音
と
し
 

て
 写
本
に
定
 刑
 す
る
こ
と
 
二
 （
一
九
八
頁
、
毛
見
事
に
論
証
し
て
 
 
 

キ
ス
ト
批
判
と
論
証
の
過
程
 は
、
 極
め
て
厳
密
で
あ
り
、
著
者
  
 

結
論
は
、
ほ
と
ん
ど
確
定
的
立
も
の
と
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。
 そ
し
て
、
 

こ
の
著
者
の
結
論
は
 、
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
起
源
、
キ
リ
ス
ト
 教
 と
の
 関
 

係
 に
つ
い
て
の
著
者
の
独
自
な
見
解
を
支
え
る
も
の
と
な
っ
て
   

お
 、
著
者
は
、
論
文
 
い
 目
の
 プ
 「
 @
o
-
0
 

区
の
 ロ
 の
の
中
ロ
 
0
 ア
 （
 せ
 ロ
ゴ
 
0
 コ
 の
年
の
の
 

）
 
0
%
 コ
コ
の
の
・
 

ミ
い
 
こ
 乙
，
ぢ
 ⑭
・
に
お
い
て
こ
の
こ
と
を
 吏
  
 

論
じ
て
い
る
。
 

@
 
。
こ
の
世
の
起
源
に
つ
い
て
口
に
お
け
る
 

創
造
と
 

無
知
」
に
お
い
て
、
 

苫
 者
は
ま
ず
「
原
人
文
と
思
わ
れ
る
部
分
 を
 統
一
的
 

に
 復
元
」
 し
 ・
「
 制
廿
 蒜
の
中
三
木
口
 定
 四
冊
 白
 が
ど
の
よ
う
な
 投
 刮
 ・
 
セ
 果
し
 

て
い
る
か
」
を
確
認
し
よ
う
」
・
 
テ
 下
さ
・
一
二
頁
 ス
 
著
者
の
結
   

と
 ・
こ
の
文
書
に
お
い
て
ば
、
「
創
造
 が
 、
無
知
と
い
う
一
 
つ
 の
 モ
チ
ー
 

フ
 に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
展
開
と
れ
て
い
る
」
つ
ま
り
「
創
造
と
 は
 否
定
の
 

具
体
化
で
あ
る
」
二
三
一
頁
㌔
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
人
 
々
は
Ⅰ
 こ
 

の
よ
う
な
グ
ノ
ー
シ
ス
的
創
造
論
に
対
決
し
、
旧
約
の
創
 &
 迫
 め
珊
 
 
 

ト
 教
化
を
遂
行
し
た
・
 
一
 （
 二
 二
一
頁
）
の
で
あ
る
。
 

第
五
節
 と
 胡
人
何
に
、
そ
れ
ぞ
れ
使
徒
ト
マ
ス
、
 

日
 ト
マ
ス
に
 
よ
モ
福
 

苦
 垂
ロ
 
ヒ
 を
紹
介
的
に
論
じ
て
い
，
 
モ
届
 近
の
研
究
を
与
Ⅲ
・
）
 、
 -
 
丁
 キ
ス
ト
 

に
 則
し
た
論
述
は
、
こ
の
領
域
に
閲
す
る
信
頼
の
お
け
る
正
確
  
 

し
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
大
変
貴
重
な
も
の
と
 性
ト
 れ
 %
 。
 

 
 

第
セ
節
 「
 司
 ト
マ
ス
に
よ
る
福
音
書
 J
 に
お
け
る
イ
ェ
ス
」
に
 
 
 

著
者
は
、
前
節
の
概
観
を
キ
リ
ス
ト
論
の
視
点
か
ら
更
に
深
山
  
 

 
 

著
者
に
よ
モ
と
同
ト
マ
ス
に
 よ
ろ
 神
占
苦
口
に
お
 け
ヰ
 イ
ェ
ス
 1
@
 

ひ
 ,
 

史
的
な
キ
リ
ス
ト
論
の
型
 か
，
 わ
言
え
ば
、
Ⅱ
堅
甲
キ
リ
ス
ト
論
 
 
 

て
い
 在
 
c
]
 
一
ゼ
 二
頁
）
。
し
か
し
仁
が
 
由
 、
ト
マ
ス
 冊
 Ⅱ
Ⅱ
 記
   

的
 関
心
は
 、
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
的
な
一
・
自
己
認
 
冊
 ：
に
お
り
、
 ゑ
 
 
 

一
 
・
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
「
歴
史
」
は
イ
ェ
ス
 

と
卍
ゴ
 
-
-
 
が
 な
い
。
 

従
っ
て
、
人
間
の
罪
と
そ
の
 靖
 い
を
根
本
モ
チ
ー
フ
と
す
る
 救
  
 

も
 、
過
去
の
出
来
事
を
予
型
と
し
て
生
か
す
千
里
論
わ
 、
 
「
 ト
 マ
ス
に
 よ
 

る
 福
音
書
 ヒ
 の
中
に
は
全
く
 
甜
 円
ら
れ
な
い
」
 

臼
 て
二
頁
）
 
と
 著
者
は
 

一
 
-
 
一
 
・
 
目
う
 。
㍉
ト
マ
ス
に
よ
る
福
音
書
 L
 は
 、
 
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
的
 キ
リ
ス
ト
 

論
 の
一
つ
の
型
を
提
供
，
 と
 」
い
る
の
で
丹
石
。
 

第
八
節
「
コ
ヒ
 リ
ボ
 に
 よ
円
 袖
片
は
 

，
 

Ⅱ
し
に
七
け
 キ
 イ
ェ
ス
・
 
キ
 

ス
ト
」
 

に
お
い
て
、
著
者
 は
、
 」
・
 

手
ず
 テ
キ
ス
ト
の
原
典
士
 訓
 Ⅲ
、
文
字
   

思
想
的
性
格
に
触
れ
た
の
 も
 に
 、
ィ
ェ
ス
，
キ
リ
ス
 

の
 文
書
の
 

中
で
ど
の
よ
う
に
描
写
 コ
れ
、
ど
 
Ⅱ
」
 コ
 ・
，
お
せ
叶
を
与
え
 ろ
 Ⅱ
   

を
者
 寮
 す
る
。
「
 ピ
リ
ポ
 
に
よ
る
 柑
丹
 Ⅲ
 し
ド
エ
 め
い
て
、
イ
エ
 
ス
 ・
キ
リ
 

ス
ト
は
 、
 傲
れ
を
 油
 め
る
バ
プ
テ
ス
マ
の
完
成
 古
 、
油
 ヰ
 注
ぐ
  
 

ス
マ
 を
も
た
ら
し
、
わ
れ
わ
れ
を
ひ
と
っ
に
 す
 五
古
、
血
の
 
パ
  
 

手
者
、
魂
を
円
 
い
 出
す
者
、
 

 
 

 
 

に
よ
 石
と
 

「
こ
れ
ら
の
 他
桂
 に
す
べ
て
、
 
こ
坤
文
ヤ
 Ⅱ
「
 
一
特
 他
山
だ
Ⅲ
Ⅰ
ぬ
札
 典
 と
宿
 

接
 に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
ろ
 二
 二
一
九
八
頁
）
出
で
 
由
乙
 ：
 
ナ
 グ
 ・
 ハ
マ
 



デ
ィ
文
書
に
お
い
て
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
が
祭
儀
や
礼
典
 と
密
 接
 な
連
関
 

を
 持
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
著
者
も
言
う
よ
う
に
注
目
す
 べ
き
こ
と
 

で
あ
ろ
う
（
 
一
セ
 二
頁
）
。
 

第
九
節
「
㍉
真
理
の
福
音
 
L
 に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
論
」
で
も
、
 

著
 者
は
、
 

未
だ
意
見
の
一
致
が
な
い
㍉
真
理
の
福
音
 L
 の
キ
リ
ス
 

対
し
て
、
 

独
自
の
見
解
を
提
出
し
て
い
る
。
著
者
の
結
論
に
よ
る
と
、
 
司
 真
理
の
福
 

昔
 L
 の
キ
リ
ス
ト
論
は
 、
 「
そ
の
㌧
目
の
 0
 コ
 理
解
に
お
い
て
は
 グ
ノ
ー
シ
 

ス
 的
で
も
仮
現
 説
 的
で
も
な
く
、
そ
の
業
の
理
解
に
お
い
て
 グ
  
 

的
ニ
 （
 二
 u
 一
 Ⅰ
ハ
頁
）
 
ト
は
 
の
で
あ
三
 つ
 。
 
そ
 @
 し
て
、
 二
 
て
の
 ト
よ
っ
ト
 

は
 円
 真
理
の
福
 

土
日
ロ
の
キ
リ
ス
ト
論
が
「
ヨ
ハ
ネ
的
キ
リ
ス
ト
論
の
グ
ノ
ー
シ
 

 
 

論
 に
よ
る
 再
 解
釈
」
で
あ
り
、
宗
教
史
的
に
は
、
「
ヨ
ハ
ネ
 福
 土
日
重
出
と
 

エ
 

ジ
プ
ト
の
グ
ノ
ー
シ
ス
的
キ
リ
ス
ト
教
の
中
間
」
に
位
置
づ
け
，
 
 
 

で
は
な
い
か
と
著
者
は
推
定
す
る
（
三
一
六
頁
Ⅱ
エ
ジ
プ
ト
 と
 モ
 の
周
辺
 

で
 は
、
 少
な
く
と
も
二
世
紀
に
お
い
て
、
「
正
統
的
キ
リ
ス
ト
 教
と
グ
ノ
 

｜
 シ
ス
主
義
は
未
分
離
の
状
態
に
あ
っ
た
」
二
三
一
六
頁
）
か
ら
 

で
あ
る
。
 

こ
の
論
文
は
、
荒
井
氏
の
前
掲
著
書
の
重
要
部
分
を
取
り
出
し
   

の
 文
献
を
も
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
新
し
く
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
  
 

そ
の
内
容
は
充
実
し
て
お
り
、
重
要
な
問
題
提
起
に
富
ん
で
い
 る
 。
 

さ
て
、
以
上
の
よ
っ
 な
 テ
キ
ス
ト
自
体
に
則
し
た
 厳
笹
 な
 検
 討
 
-
  
 

立
っ
て
、
第
三
章
で
は
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
問
題
点
」
が
 二
 つ
 論
じ
る
 

 
  
 

第
一
節
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
イ
ェ
ス
理
解
 ｜
 い
わ
ゆ
る
「
 グ
 ノ
ー
シ
 

 
 

 
 

の
 弟
子
達
が
拠
っ
て
い
る
資
料
と
新
資
料
を
通
し
て
批
判
的
に
 検
 記
 
-
 し
た
 

も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
概
念
が
一
応
 且
 Ⅲ
 さ
 れ
昂
の
は
 

、
キ
リ
ス
 

ト
教
 以
後
ゆ
 マ
ヰ
 拙
文
献
に
お
い
て
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
を
 皮
  
 

ば
、
 他
の
個
々
の
町
 料
 に
は
、
い
わ
ぬ
 ち
 「
救
済
指
神
話
」
の
 全
体
は
存
 

在
し
て
い
な
い
、
と
結
論
す
る
（
三
三
五
頁
）
 0
 そ
し
て
、
 著
 者
に
よ
る
 

と
 、
新
約
学
者
に
は
「
プ
ル
ト
マ
ン
の
「
神
訴
 1
 
一
 か
ら
解
放
さ
 ね
 、
資
料
 

そ
の
も
の
に
則
し
て
史
的
 イ
ヱ
ス
 の
問
題
、
特
に
原
始
教
会
に
 お
け
る
 キ
 

リ
ス
ト
 荒
伐
 上
の
間
 題
 に
た
ち
 向
 う
こ
と
Ⅰ
が
義
務
づ
け
ら
れ
  
 

で
あ
 弓
 （
 一
 
-
 
二
二
 
」
ハ
頁
）
。
著
者
の
 

%
 高
 は
 、
コ
ル
 ぺ
や
 シ
ェ
ン
   

成
果
と
と
も
に
、
充
分
に
検
討
吉
七
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
  
 

評
者
に
は
、
マ
ン
ダ
 教
 資
料
に
別
す
 呂
 ル
ド
ル
フ
の
一
連
の
研
   

て
 、
著
者
が
も
っ
と
立
入
っ
た
と
批
判
を
な
す
必
要
が
あ
る
と
 
 
 

る
 。
 又
 、
評
者
は
、
ブ
ル
ト
マ
ン
の
 
一
 
・
神
話
」
は
、
修
正
は
必
 要
 で
あ
っ
 

て
も
、
そ
の
ま
ま
生
き
つ
づ
け
、
そ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
  
 

う
と
考
え
る
。
 

第
二
節
「
グ
ノ
ー
シ
ス
五
義
の
本
質
と
起
源
に
つ
い
て
」
は
 、
 著
者
 自
 

身
 言
う
よ
う
に
、
著
者
の
「
こ
れ
ま
で
の
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 研
 究
 に
関
す
 

る
 総
括
」
 二
 二
三
七
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
、
方
法
論
的
 
観
点
か
ら
 

ク
ノ
ー
シ
ス
主
義
研
究
史
を
検
討
し
た
の
ち
に
、
 ナ
グ
 ・
 ハ
マ
 @
 
ア
イ
 

Ⅳ
う
車
亜
目
 

丑
 

を
 史
料
に
選
び
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
本
質
と
起
源
を
論
じ
て
 い
 る
 0
 著
 

者
に
よ
れ
ば
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
本
質
は
 、
 次
の
三
つ
の
 モ
 チ
ー
フ
に
 

よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
 ね
 ち
、
Ⅲ
究
極
的
存
在
と
人
  
 

的
 自
己
は
本
質
に
お
い
て
一
つ
で
あ
る
と
い
う
救
済
の
認
識
、
  
 

提
 と
し
て
の
 反
 宇
宙
的
二
元
論
、
㈹
そ
の
結
果
と
し
て
要
請
さ
 れ
る
「
 自
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己
 」
の
啓
示
者
ま
た
は
救
済
 苫
 
三
五
つ
 頁
 ）
で
あ
る
。
そ
し
 て
 、
起
源
 

0
 間
 題
 に
関
し
て
、
著
者
は
、
Ⅲ
の
モ
チ
ー
フ
の
素
材
が
 ブ
 ラ
 ト
 ニ
ズ
ム
 

に
、
 ㈲
 、
 ㈲
の
モ
チ
ー
フ
の
素
材
が
ユ
ダ
ヤ
教
に
遡
源
さ
れ
、
 こ
の
二
つ
 

の
 素
材
 か
 出
会
い
え
た
の
は
「
 ヘ
レ
こ
 ズ
ム
・
ユ
ダ
ヤ
教
の
領
   

て
 ・
一
で
あ
る
と
結
論
す
る
（
三
五
五
頁
）
。
更
に
著
者
は
、
「
 

ナ
 ・
 
ク
 ・
ハ
 ロ
 

デ
イ
文
書
で
見
る
限
り
、
そ
の
成
立
地
は
エ
ジ
プ
ト
で
あ
ろ
 っ
 」
と
推
定
 

す
 る
（
二
五
五
頁
）
。
著
者
の
「
本
質
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
 
 
 

グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
基
本
的
な
構
造
を
適
切
に
取
り
だ
し
て
い
 る
、
と
評
 

者
に
は
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
八
木
誠
一
氏
は
、
著
者
  
 

っ
ば
 本
質
把
握
で
は
形
式
的
で
あ
り
、
自
己
存
在
の
根
底
を
問
 う
 他
の
多
 

く
の
宗
教
・
思
想
と
の
差
異
が
明
白
に
な
ら
な
い
の
で
、
も
っ
 と
 内
容
的
 

に
 厳
密
な
把
握
を
要
求
し
て
い
石
台
聖
書
と
教
 
ム
ム
 
」
一
九
 セ
 二
年
二
月
 

且
と
 
。
こ
の
要
求
は
も
っ
と
も
で
あ
り
、
グ
ノ
ー
シ
ス
五
光
 
り
 本
質
と
根
 

庇
へ
の
問
い
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
  
 

 
 

評
者
の
疑
 

昔
 点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
 苛
廿
 、
全
体
的
に
、
著
者
は
「
 ナ
グ
、
ハ
 

マ
デ
ィ
文
書
の
ク
ノ
ー
シ
ス
三
 %
 」
Ⅱ
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
起
 
源
二
と
安
 

易
 に
結
び
つ
け
、
あ
る
い
は
す
り
か
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
 、
と
評
者
 

に
は
思
わ
れ
ろ
。
個
々
の
特
殊
 廿
 料
か
ら
普
遍
的
本
質
を
抽
出
 す
る
こ
と
 

は
 可
能
だ
が
、
起
源
の
推
定
に
関
し
て
は
、
そ
の
特
殊
 陸
 と
限
 界
 を
は
っ
 

ぎ
り
と
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
 モ
 。
著
者
は
、
 
一
 
・
 
グ
  
 

主
義
の
起
源
」
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
「
わ
れ
わ
れ
の
場
合
、
 つ
ま
り
 ェ
 

ジ
プ
ト
に
成
立
し
た
キ
リ
ス
ト
教
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
場
合
」
 二
 二
で
正
一
 

頁
 ）
と
は
っ
き
り
と
限
定
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
後
の
論
述
  
 

は
 、
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
お
り
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
一
般
の
起
 源
 が
論
じ
 

2
 

ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
 ゥ
 ・
 又
   

係
 し
て
、
著
者
が
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
を
ど
の
よ
う
な
範
囲
   

い
る
か
、
評
者
に
は
、
は
っ
き
り
と
し
て
こ
な
い
。
著
者
の
い
 -
 
っ
 「
 グ
ノ
 

㏄
 

｜
 シ
ス
主
義
」
は
「
キ
リ
ス
ト
教
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
で
あ
 
り
、
 更
に
 

教
 と
は
無
関
係
に
成
立
し
た
」
（
三
五
五
頁
）
の
で
あ
れ
ば
、
 

，
て
 
れ
は
、
「
キ
リ
ス
ト
教
と
直
接
間
接
に
明
わ
る
古
代
末
期
の
 

て
 …
…
成
立
し
た
固
有
な
宗
教
思
想
・
 

一
 （
一
五
 セ
頁
 ）
で
あ
 ，
 

で
、
著
者
の
言
う
ご
と
く
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
は
少
な
く
と
も
 

ス
 主
義
・
 一
 （
三
四
六
頁
）
で
あ
り
、
「
キ
リ
ス
ト
教
と
並
列
ま
た
 

ノ
ー
シ
ス
正
義
二
を
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
二
の
中
心
的
な
も
の
 

べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
 ?
 
 著
者
に
お
い
て
は
 

「
並
列
」
あ
る
い
は
「
無
関
係
」
を
重
要
視
し
、
「
 非
 キ
リ
ス
ト
 

こ
こ
 

「
間
接
。
 
一
 
、
 

。
ク
ノ
ー
シ
 

は
 接
触
し
 

と
 考
え
る
 

、
 キ
 リ
ス
 

キ
リ
ス
ト
 

 
 

ト
教
 と
「
直
接
・
 一
 
、
「
接
触
」
す
る
 
一
 
・
キ
リ
ス
ト
 扶
 グ
ノ
ー
シ
ス
 
主
義
Ⅰ
 

が
、
 「
 グ
ノ
一
 
シ
ス
主
義
」
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
 巴
わ
  
 

ど
う
で
あ
ろ
う
か
 辛
ス
 、
著
者
は
、
「
第
一
の
モ
チ
ー
フ
の
   

ラ
ト
 
ニ
ズ
ム
か
ら
、
あ
る
い
は
後
期
プ
ラ
ト
ー
ン
の
 プ
シ
 
@
 ケ
   

導
入
さ
れ
う
る
こ
と
は
殆
ど
疑
い
を
い
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
」
 
（
一
一
一
五
一
 

頁
 ）
と
す
る
が
、
評
者
に
は
納
得
し
か
 ね
 ら
。
第
二
の
モ
チ
ー
 フ
 0
 場
 ム
ロ
 

と
 同
様
に
、
そ
れ
は
「
ユ
ダ
ヤ
教
に
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
 ，
 
て
の
周
辺
 

に
 存
在
し
た
」
（
三
五
二
頁
）
の
で
は
な
い
か
 

サ
 ・
そ
れ
を
、
 

ご
 フ
ト
ニ
ズ
 

 
 

ム
 に
ま
で
求
め
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
 ヵ
 t
/
 
ラ
ヵ
 

，
て
が
は
 
 
 

と
し
て
、
著
者
は
、
第
一
の
モ
チ
ー
フ
を
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 の
 最
も
決
 

定
的
 性
格
」
（
一
七
 0
 頁
肖
 Ⅰ
し
て
お
り
、
著
者
は
、
グ
ノ
ー
シ
 

ス
 主
義
 の
 



精
神
構
造
を
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
や
ラ
イ
ゼ
ガ
ン
 ク
 ら
と
同
じ
く
 
「
 
ギ
り
シ
 

ア
的
 
・
プ
ラ
ト
ー
ン
的
」
（
三
三
八
頁
）
と
考
え
て
い
る
と
思
わ
 

 
 

か
し
な
が
ら
、
評
者
は
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
「
自
己
認
識
」
、
 

「
自
己
 救
 

済
 」
の
構
造
を
ヴ
ィ
ー
デ
ン
グ
レ
ン
 と
 同
じ
よ
う
に
 一
 
1
 イ
ン
ド
 

ノ
 ラ
 ソ
 

的
 」
（
三
四
一
頁
）
と
考
え
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
 

0
9
.
 つ
い
 で
に
、
 本
 

菖
の
用
語
法
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
「
キ
 リ
 ア
 ト
 教
グ
 

ノ
ー
シ
ス
主
義
」
（
多
く
の
箇
所
）
は
 
、
 「
キ
リ
ス
ト
教
的
 
ダ
ノ
 ｜
 シ
ス
 主
 

義
 」
三
一
頁
、
二
四
六
頁
）
に
統
一
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
 
な
か
ろ
う
 

か
 。
従
っ
て
、
 

一
 
1
 非
キ
リ
ス
ト
教
的
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
、
「
 

イ
 ラ
ン
的
 グ
 

ノ
ー
シ
ス
主
義
」
等
で
あ
る
。
次
に
 、
 「
グ
ノ
ー
シ
ス
的
」
（
多
く
 の
 箇
所
）
 

は
 、
 由
 当
り
日
 
?
 ヨ
ン
っ
 や
 い
 
～
～
 
，
 
・
 マ
 。
 
せ
 
。
お
 芝
 ・
の
「
 グ
ノ
｜
 
シ
ス
」
 、
 

「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
の
区
別
か
ら
判
断
し
て
、
「
グ
ノ
ー
シ
ス
 

主
義
的
」
 

ご
 一
四
四
、
二
四
七
頁
な
ど
）
に
統
一
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
ど
 
ぅ
 で
あ
 

ろ
う
か
 や
，
 従
っ
て
 、
 「
グ
ノ
ー
シ
ス
化
」
（
二
四
五
頁
）
が
「
 

グ
ノ
ー
シ
 

ス
 主
義
化
」
（
三
一
一
頁
）
に
 
、
 「
グ
ノ
ー
シ
ス
 観
ヒ
 （
三
三
八
頁
  
 

ノ
ー
シ
ス
主
義
 観
 」
（
 刈
頁
 ）
に
、
以
下
「
グ
ノ
ー
シ
ス
諸
派
」
 

（
 一
 
0
 一
一
 

頁
 ）
 
、
 「
グ
ノ
ー
シ
ス
資
料
Ⅰ
（
三
一
一
 0
 頁
 Ⅱ
「
グ
ノ
ー
シ
ス
神
話
 」
（
二
三
 

四
頁
）
な
ど
も
、
同
様
に
改
め
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
 で
あ
ろ
う
 

 
 

極
め
て
 
豊
 

本
 菖
の
印
刷
は
鮮
明
で
あ
り
、
評
者
の
気
づ
い
た
誤
植
は
 セ
箇
 所
 、
全
 

富
 で
あ
り
、
参
考
に
な
る
が
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
文
献
を
原
 姶
 キ
リ
ス
 

ト
 教
の
も
の
と
分
類
し
、
更
に
で
き
れ
ば
、
基
本
的
な
 グ
ノ
｜
 
シ
ス
主
義
 

文
献
に
対
し
て
、
「
付
記
し
三
九
九
１
匹
 0
 二
頁
）
に
お
け
る
 
よ
う
な
 問
 
@
 

童 平 

単
 な
説
明
を
加
え
る
な
ら
ば
、
専
門
外
の
研
究
者
に
も
便
利
な
 も
の
に
な
 

る
と
思
わ
れ
る
。
 

最
後
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
開
拓
者
的
研
 究
 を
一
 

質
 し
て
精
力
的
に
押
し
進
め
て
こ
ら
れ
、
本
書
の
よ
う
な
水
準
 の
 吉
岡
 
い
凪
明
 

究
 書
を
発
表
さ
れ
た
著
者
に
対
し
て
、
評
者
が
日
頃
抱
い
て
い
 る
 敬
意
を
 

こ
こ
に
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
本
書
の
「
は
し
が
 き
し
に
よ
 

れ
ば
、
本
書
は
「
こ
れ
が
ら
の
研
究
の
た
め
の
素
材
」
に
過
ぎ
 ず
 、
著
者
 

は
、
 「
こ
の
よ
う
な
素
材
を
更
に
拡
大
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
 立
  
 

古
代
キ
リ
ス
ト
教
典
に
関
す
る
一
貫
し
た
研
究
の
完
成
中
期
し
 て
い
る
・
 
一
 

と
の
こ
と
で
あ
る
。
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0
 第
三
十
一
回
学
術
大
会
 

第
三
十
一
回
学
術
大
会
は
昭
和
四
七
年
一
 0
 同
工
 0
 日
 
（
金
）
 
よ
り
 二
 

二
日
（
日
）
ま
で
三
日
間
駒
沢
大
学
に
お
い
て
開
か
れ
た
。
 

一
 
0
 月
 三
 0
 日
 
（
金
）
一
五
・
①
 0
 ｜
 
一
七
・
①
 0
 

公
開
講
演
古
代
オ
リ
 ヱ
ン
ト
 に
お
け
る
「
 
天
 」
三
笠
宮
 崇
仁
 

一
 
0
 月
一
一
日
（
土
）
 

開
会
式
 
九
 
・
 00
 ｜
 九
・
二
①
 

研
究
発
表
 

一
 
0
.
0
 ①
 ｜
 
一
片
・
 

O
C
 

一
 
0
 月
 二
一
日
（
日
）
 

研
究
発
表
 
九
 
・
 00
 ｜
 一
四
・
三
①
 

記
念
撮
影
一
四
・
四
①
 ｜
 

 
 

懇
親
会
一
七
・
二
 0
 ｜
 
一
九
・
三
 0
 

本
大
会
に
は
二
四
 0
 名
が
参
加
し
、
う
ち
一
七
三
名
か
七
Ⅲ
 ん
 ・
 
ム
 
 
 

れ
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
 

0
 理
事
会
昭
和
四
七
年
一
①
月
三
①
 
日
 
（
金
）
一
七
・
三
①
 

一
 、
庶
務
報
告
 

報
一
 、
会
計
報
告
 

一
 、
昭
和
四
七
年
度
予
算
に
つ
い
て
 

全
一
、
会
長
選
挙
報
告
 

ム云 

報 

O 
一
 、
日
本
学
術
会
議
宗
教
学
研
連
の
委
員
に
つ
い
て
 

石
津
Ⅲ
 蛭
 委
員
の
後
任
に
脇
本
手
 也
 氏
を
任
じ
、
委
員
長
大
 畠
清
 

氏
 、
幹
事
 堀
 一
郎
・
池
田
末
利
の
両
氏
と
な
っ
た
 旨
 報
告
が
 あ
っ
 

ま
た
宗
教
史
帆
連
を
宗
教
学
研
 連
 と
改
称
し
た
貴
報
告
が
 あ
っ
 

た
 

Ⅰ
営
所
 連
 に
つ
い
て
 

一
 、
日
本
宗
教
学
会
賞
授
賞
に
つ
い
て
 

一
、
 

一
 、
会
誌
「
々
小
数
研
究
」
の
復
刻
に
つ
い
て
 

腹
 捌
を
行
う
こ
と
に
決
定
し
た
。
 

一
 、
次
回
大
会
に
つ
い
て
 

一
 、
総
会
 由
題
は
 つ
い
て
 

一
 、
大
土
牛
 加
 費
を
当
番
 校
 に
わ
た
す
こ
と
に
つ
い
て
 

更
 に
検
討
手
 る
ァ
 Ⅰ
 -
 
と
な
っ
た
。
 

二
 
新
入
会
員
に
つ
い
て
 

別
記
の
と
曲
り
一
括
承
認
し
た
。
 

評
議
員
会
昭
和
四
 ゼ
 佳
一
 0
 月
 二
一
日
（
土
）
 

一
二
・
 
0
0
1
 
一
 二
 ・
 00
 

一
 、
庶
務
報
告
 

一
 、
会
計
報
告
 

一
 、
会
長
選
挙
報
告
 

一
 、
日
本
宗
教
学
会
賞
授
賞
に
つ
い
て
 

一
 、
昭
和
四
七
年
度
予
覚
に
つ
い
て
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㈲
第
二
条
に
第
四
項
と
し
て
「
会
長
に
事
故
が
あ
っ
た
場
合
に
 ま
、
 

@
 

理
事
会
の
議
を
経
て
、
当
該
の
会
長
選
挙
の
際
の
次
点
者
を
会
 長
 

代
行
と
す
る
」
と
い
う
条
文
を
入
れ
る
。
 

阿
附
則
か
ら
「
第
十
一
条
二
の
四
文
字
を
削
除
す
る
。
 

こ
と
に
決
定
し
た
。
 

一
 、
会
誌
の
復
刻
に
つ
い
て
 

一
 、
次
回
大
会
の
開
催
 絞
は
 
つ
い
て
 

一
 、
総
会
議
長
に
つ
い
て
 

0
 会
員
総
会
昭
和
四
七
年
一
 
0
 月
 二
二
日
（
日
）
一
五
・
三
  
 

出
席
者
数
一
二
一
名
 

議
長
水
野
弘
元
 

一
 、
庶
務
報
告
 

一
 、
会
計
報
告
 

一
 、
昭
和
四
 セ
 年
度
予
算
に
つ
い
て
 

一
 、
会
長
選
挙
報
告
 

小
口
俸
 一
 
氏
が
新
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。
 

一
 、
会
則
細
則
の
改
正
に
つ
い
て
 

一
 、
日
本
宗
教
学
会
賞
授
賞
に
つ
い
て
 

一
 、
同
授
賞
 

鈴
木
艶
人
民
㍉
倉
田
百
三
 ｜
 近
代
日
本
人
と
宗
教
 L
 大
明
堂
 

出
村
移
民
ヨ
ス
イ
ス
宗
教
改
革
 
史
 研
究
」
日
本
基
督
教
団
円
 

版
局
 

に
 与
え
ら
れ
た
。
 

一
 、
次
回
大
会
開
催
 絞
は
 つ
い
て
 

金
沢
大
学
に
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

 
 
1
2
 

一
 、
新
会
長
挨
拶
 

 
 
 
 

一
 、
そ
の
他
 

 
 

大
会
の
研
究
発
表
の
あ
り
方
、
会
員
総
会
の
あ
り
方
、
会
誌
 編
 集
 

委
員
の
選
任
方
法
 は
 ど
に
つ
い
て
質
疑
，
討
論
が
行
わ
れ
た
。
 

0
 
昭
和
四
六
年
度
収
支
決
算
報
告
 

一
 、
収
入
 

一
四
二
、
八
四
 セ
円
 

前
年
度
繰
越
金
 

一
、
二
 0
 
四
・
二
四
 0
 円
 

費
 

ム
ム
 

一
五
四
、
五
①
 0
 円
 

賛
助
会
費
 

四
四
、
三
九
 0
 円
 

金
諾
売
上
金
 

七
八
、
 0
0
0
 
円
 

第
三
①
同
大
会
参
加
費
 

二
 0
0
 
、
 0
0
0
 
円
 

出
版
助
成
金
 

二
六
、
二
八
 0
 円
 

岸
本
基
金
利
子
 

三
七
四
、
三
七
六
円
 

借
入
金
 

 
 

二
、
三
二
六
、
九
四
一
円
 

 
 

一
 、
支
出
 

一
 、
三
七
五
、
八
 0
0
 
円
 

会
話
直
接
刊
行
 費
 

一
八
五
、
二
六
五
円
 

会
話
発
送
 費
 

一
 、
四
五
四
円
 

編
集
諸
費
 

八
 0
 、
 0
0
0
 

円
 

第
三
 0
 回
 大
会
費
 

二
八
、
二
二
三
円
 

選
挙
関
係
費
 

セ
二
、
一
九
四
円
 

会
合
資
 

五
一
、
 0
0
 
セ
円
 

ぬ
 
信
連
絡
 費
 



日
本
宗
教
学
会
賞
賞
金
 

日
本
宗
教
学
会
賞
諸
費
 

関
係
学
会
費
 

本
部
 
費
 

 
 
 
 

0
 昭
和
四
七
年
度
予
算
 

一
 、
収
入
 

費
 

木
工
 

賛
助
会
費
 

会
話
売
上
金
 

第
三
一
回
大
会
参
加
費
 

出
版
助
成
金
 

岸
本
基
金
利
子
 

 
 

会
話
直
接
刊
行
 費
 

会
誌
 発
送
 費
 

会
員
名
 薄
 刊
行
 費
 

編
集
諸
費
 

第
三
一
回
大
会
費
 

報
 

選
挙
関
係
費
 

会
合
 
費
 

ム
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Ashtarte Belief in Ancient Israel 

Kiyoshi OHATA 

During 1964 through 1966, I had the occasion to  conduct an excavation project 

at  Tell Zeror, Israel. During these seasons of exca.vation, we obtained altogether 

9 figurines of deities. 4 of them belonged to the Late Bronze Age, while the other 

5 were unearthed from the Iron Age strata. 

In order to ascertain the range of distribution of figurines of female deities 

during the Iron Age, i. e. the period after the Israelite settlement, I consulted the 

book by Professor James B. Pritchard " Palestinian Figurines ". 
According to Professor Pritchad's book, figurines of female deities belonging 

to the Iron Age were unearthed at  8 archaeological sites. 

To  this, we can now add further 6 sites, i. e. Tell el Qasileh, Tell en Nasbeh, 

Hazor, Samaria, Ashdod and Tell Zeror. And we know that the distribution of 

Iron Age figurines of female deities is not limited to some local districts, but covers 

the entire area of Israel and they belong almost without exception to  13  th to 6 th  

century B. C. These circumstances seem well to coincide with the records of the 

pre-exilic prophets, the Deuteronomy, the Books of Kings etc. 

The same type of figurines of female deities as of the Iron Age are unearthed 

also from the Bronze Age strata in a large number. This  gives reasons for the 

assumption that the cult of the figurines of female deities during the Iron Age was 

no other than a continuation of its precursor during the Bronze Age. 

The pagan cult in Israel may be traced back, besides to its prototype in the 

preceding period, to such external influences as, for instance, the importation from 

the matrimonial relatives of the royal family or the acceptance by the political 

pressure of foreign countries or the importation from fhe neighborhood countries 

by the commercial relations. At any event, it is quite certain that such a pagan 

cult was practised all over Israel throughout the ages and among wide circles of 

population beside the official cult of YHWH. 



A Fundamental Problem of Christianity 

Today as Pointed Out by the Late Rev. 
Sakae AKAIWA 

Hideyasu NAKAGAWA 

In his articles and books and through his own activities as the pastor of a 

church, Mr. Sakae Akaiwa questioned the validity of Christianity. Through this 

questioning he asked, "How is it possible for Christianity to restore humanity 

of man ? " His answer was this:  i t  is only possible for man to restore his 

humanity when he escapes from Christianity. According to Mr. Akaiwa, this ;l 
"exodus from Christianity" means to escape from Christ proclaimed in the Church 

to come to a man Jesus. He calls this exodus as counter-conversion. The aim of 

this article is  to evaluate Mr. Akaiwa's questioning as a fundamental problem of 

Christianity to-day and to find out how to meet this problem. 

There were two turning points in Mr. Akaiwa's life (1903-19667, which 

divided his life into three periods. One was so-called "declaration to become a .g 
member of Communistic Party of Japan" (1949) and the other was the publication 

of a book with the title of "Exodus from Christianity " in 1966. The first period 

of his life was that of orthodox Christian faith. During this period Mr. Akaiwa 

devoted himself to Calvin and Karl Barth. The second period was begun with his 

declaration to become a member of Communistic Party of Japan. He was seriously 

concerned with the problem of social action of a Christian. According to Mr. 

Akaiwa i t  is possible for a man to be both a Christian and Communist a t  the same 

time. He tried to develop this standpoint in the articles he wrote for his monthly 

magazine "Finger ". The third period of Mr. Akaiwa's life was begun with the 

publication of "Exodus from Christianity ", in which he completed his work of the 

restoration of humanity of man. Shortly before his death Mr. Akaiwa seems to 

reach the final standpoint, i. e. " t o  behave or  act Jesus". As he declares this is 

not a theory but an action. According to him, " Jesus is not I " and " I am Jesus " 
can be synthesized by " appearing a s  Jesus through my death". 

Mr. Akaiwa tried to realize this process of "Exodus from Christianity ", i. e. 

exodus from Christ to come to a man Jesus by means of endless negation of the 



established Christianity. 

The writer of this article regards Mr. Akaiwa's endeavour to restore humanity 

of man as  one of the most critical questions directed towards the established 

Christianity. As it seems to the writer a fundamental problem of Caristianity to- 

day is how to answer Mr. Akaiwa's question. The answer should be given by 

the self-criticism and reinterpretation of Christianity with regard to dogmas, 

traditions, faith and order in terms of functional conceptions understandable for 

man to-day. 



The Structure and Function of the Paritta 

Yasuaki NARA 

Lord Buddha prohibited any magical practice to the monks because it was 

useless to get the Enlightenment. He did not, however, denied the meaning of the 

magic itself nor prohibited it to the lay devotees. There are many passages in 

the Hinaysna texts (Pali, Buddhist Sanskrit and Chinesej of how magical ideas 

and practices, that are so essential to man's life, had to be widely accepted by 

the mass-level of Buddhists in ancient India. The Paritta is one of them being a 

representative group of Buddhist spells, which " protect " (<pari-Jtraj them from 

disasters. 

Examining 11 parittas preserved in various texts, we can know that some of 

them (e. g. Metta-, Mamgala-, Ratana-Paritta) are originally non-magical passages 

in which ethical and virtuous life is taught to be the real happiness in religious 

sense. But the meaning of happiness was re-interpreted and applied to the ha- 

ppiness of worldly benefit to the effect of the passages being used as spells. 

Angulimsla- and Suvatthi-Paritta also are  originally non-magical. But they soon 

began to contain some magical ideas and used as Saccakiriys, another type of 

Buddhist magic, which again was turned to the Paritta. Other spells like Dhajagga- 

and Mora-Paritta are basically Hindu spells which are purposely modified to make 

them Buddhistic. Again some others, e. g. A!an2tiya-, Khanda-, Candima- and 

Suriya-Paritta, seem to have been composed from the beginning as  Buddhist spells. 

Ideas underlying these Parittas and helping them to have magical effects are 

firstly the belief to the magical power kept in Ti-ratana. Secondly mettB, compa- 



ssion, to snakes and all other creatures. Thirdly the virtuous life which is believed 

to have some magical power as  mentioned above. 



Gottesbeweiskritik ~antaraksitas zu 

N yiiya-Vaisesika 

Toshihiko KIMURA 

Der vorliegende Aufsatz folgt unserer fruheren Arbeit, der Gottesbeweiskritik 

Dharmakirtis zu Nyaya-VaiSesika. Im sechsten Jahrhundert wurden die Naiyayika- 

VaiSesika-Lehrer von der PaSupata-Sekte des ~ i v a i s m u s  beeinfluat, und versuchten 

ihrer Metaphysik und Logik gemdB den Beweis des Gottes ~ i v a .  Gegen diesen 

Gottesbeweis richtet Dharmakirti in seiner Schrift Pramanavdrttika die Angriffe 

als der erste von den buddhistischen Lehrern. Seitdern halten die buddhistischen 

Lehrer Gottesbeweiskritik zu Nyaya-VaiSesika fur das Hauptproblem. Unsere 

diesmalige Abhandlung behandelt Gottesbeweiskritik bntaraks i tas ,  die er in Tatt-  

vasaligraha darstellt. Hier kannen wir zeigen, daR Santaraksita die Lehre Dhar- 

makirtis wohl studierte und bei der Polemik gegen den Gottesbeweis darauf fuRt. 

E r  zitiert nahmlich Gottesbeweise, die auch von Dharmakirti gekannt wurde, und 

kritisierte diejenigen dharmakirtischer Lehre zufolge. Haufig ist e r  von den Gott- 

esbeweiskritik-Paragraphen des Pramanasiddhi-Kapitels des Prama?zavarttika, sonst 

vom Standpunkt der Ontologie und Logik Dharmakirtis allgemein abhangig. Daraus 

kBnnen wir folgern, daR Dharmakirti sich auf dem System und der Polemik ~ a n t a -  

raksitas festsetzt. 



Summary of ''11;-&&$9'' (Denshin 
Hoyo : Lectures on imparting mind) 

Takayuki NAGASHIMA 

I t  seems that Sutras were books to some of the persecutors of Buddhism in 

those days a s  ' ' { Z d & & ~  (Denshin Hoyo ; Lectures on imparting mind) expounds by 

mentioning numerous number of examples. 

Some of the explanations by examples were the "&Z$%@' (the Sutra of Hokke), 

",@@@' (Yuima Kyo; Yuima Sutra), "B@fZ" (Nehan Kyo; Sutra of Nirvana), 

"&zdL@'' (Han'nya Shinkyo ; Prajna-paramita-sutra) or ''&~I]@?' (Kongo Kyo ; 

Kongo Sutra). In addition, some of the instructions I have omitted because they 

have no relation to the testification of my hypothesis indicate the purport of the 

Kegon Sutra, others adopt the explanation of Eiraku Sutra or  others have the 

indication of what is expounded in the Syoman Sutra. And in the books in Zen 

Sect. ''@%%FEJ" (Tongo Yomon ; Lectures of Rapid Apprehension), Jinne's Anal- 

ects, ''%%$r (Kenshu Ki ; Record of Exaltation), Baso's Analects, "i.jcgS (Yoga 

Shu ; Collection of Yoga), ''ZZW (Shodo K a ;  Songs of Extolling Righteousness), 

''@E%&$&$B'' (Zen Gen Shosenshu Tojo; Main Preface to the Collections of Zen 

Sources) or the words by ''5;&i&3j "(Hoshi Zenji; Hoshi, the Zen priest) seem to  

have formed the base of the contents of explanations. 

Furthermore, some of the explanations I have not adopted because they did 

not testify this hypothesis directly had a mention of ''FS%@fiR@'' (Engaku Kyo 

Dai Sosho; Sunmary of the Engaku Sutra). ''%-@'' (Obaku:~ who brought them 

all under his power expounds the prosecutors of Buddhism in the Lectures on 

imparting as well versed in all of them, but a t  the same time never be familiar 

with them. Further he states repeatedly the very existence of the purport of 

Zen Sect in the point that it is utterly heterogeneous with ''+@+l$F" (Tachi 

takai ;  T o  know much and understand much) of sutras being anything and 

everything in the Northern School initiated by Jinshu as a leader. In other 

words, I set up the 1 s t  chapter ' Instructions to the persecutors of Buddhism ' 
in view of the fact that they had entered Zen priesthood to such a degree. And 

as  we have already seen in the 2nd chapter, it proves that those Zen sutras 






